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必修問題

目標Ⅰ 健康および看護における社会的・倫理的側面について基本的な知識を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 健康の定義と
理解

A 健康の定義 2 世界保健機関
〈WHO〉の定義

1 健康と社会・生活　4章1節 健康とは：WHOの健康の定義（p.78）
看護学概論　3章1節5項 WHOの健康の定義（p.97）

ウェルネスの
概念

1 看護学概論　3章1節6項 ウエルネス（安寧）（p.98）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章 2 節 3 項 ウエルネス

（p.26-27）

B 健康に関する
指標

16 総人口 1 社会福祉と社会保障　5章3節1項 高齢者保健福祉施策の社会
的背景（p.157-158）
高齢者の健康と障害　1章1節3項 人口の高齢化（p.13-15）

年齢別人口 3 社会福祉と社会保障　5章3節1項 高齢者保健福祉施策の社会
的背景（p.157-158）
高齢者の健康と障害　1章1節3項 人口の高齢化（p.13-15）

労働人口 1 健康と社会・生活　3章2節3項 女性のライフコースの変化（p.61-
63），4節2項 育児機能（p.68-71）

将来推計人口 1 健康と社会・生活　1章6節4項 高齢化（p.23-24）
社会福祉と社会保障　5章3節1項 高齢者保健福祉施策の社会
的背景（p.157-158）

世帯数 2 社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.125-126），3節5項 地域における高齢者保健福祉の
課題（p.166）
成人看護学概論　2章2節 成人の役割（p.41-44）
高齢者の健康と障害　2章1節2項 高齢者がいる家族（p.79-82）

婚姻、家族形態 0 健康と社会・生活　3章1節3項 家族の個人化と多様化（p.58-59）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.123-126）
成人看護学概論　2章2節 成人の役割（p.41-44）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　3章3節 家族形成に関する
統計（p.56）

出生と死亡の
動向

3 健康と社会・生活　1章6節4項 高齢化（p.23-24）／3章4節2項 
育児機能（p.68-71）／8章6節1項 世界の人口動態（p.141-142）
公衆衛生　4章6節1項 既存資料の利用（p.74-77）／ 巻頭「看護
の現場で出合う統計」（p.13）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.123-124）
看護学概論　3章3節1項 人口統計と出生・死亡（p.101-103）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　3章1節 出生に関する統計

（p.48-49），2節 死亡に関する統計（p.50-55）

死因の概要 2 看護学概論　4章 2 節 小児期から成人期の概 念（p.116.118-
119.120-121），3節1項 老年期（p.121-122）
成人看護学概論　2章3節 成人各期の健康問題（p.44-50）／7
章1節 生活習慣に関連する健康課題（p.152-159）
高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.19-20）

平均余命、平
均寿命、健康
寿命

3 公衆衛生　1章1節2項 どうしてこんなによくなったのか（p.18）／4
章6節 統計情報の収集と見方（p.78-79）／6章1節1項 長寿国日
本（p.110）
社会福祉と社会保障　5章3節1項 高齢者保健福祉施策の社会
的背景（p.157-158）
高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.15-16）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 健康の定義と
理解

C 受療状況 8 有訴者の状況 2 成人看護学概論　2章3節 成人各期の健康問題（p.44-50）
高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.16）

有病率、罹患
率、受療率

4 公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.13-16）／4章1節
2項 集団の特徴を表す方法（健康指標）と使い方（p.60-51）
成人看護学概論　2章3節 成人各期の健康問題（p.44-50）
高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.16-19）

外来受診の状況 1 公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.16）／9章1節2項 
歯科疾患の特徴と現状（p.163）
成人看護学概論　2章3節 成人各期の健康問題（p.44-50）
高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.16-19）

入院期間 1 看護学概論　11章1節3項 継続看護（p.265）／12章1節3項 質
の高い看護ケアを行うために（p.286）

2 健康に影響す
る要因

A 生活行動・習慣 10 食事と栄養 2 臨床栄養学　1章2節 栄養とは（p.14-46）
看護学概論　3章4節1項 生活習慣（p.105）
基礎看護技術Ⅱ　5章1節 食事・栄養の意義（p.148-149），3節 
食事と栄養に関する基礎知識（p.154-162）

排泄 0 基礎看護技術Ⅱ　6章1節 排尿・排便の意義（p.176）

活動と運動、
レクリエー
ション

4 看護学概論　3章4節1項 生活習慣（p.105-106）
基礎看護技術Ⅱ　7章1節 活動・運動の意義（p.204）

休息と睡眠 0 基礎看護技術Ⅱ　8章1節 休息・睡眠の意義（p.240-241），2節 
休息・睡眠の生理学的メカニズム（p.241-247）

清潔と衣生活 0 基礎看護技術Ⅱ　9章1節 清潔の意義（p.256-257）

ライフスタイル 0 健康と社会・生活　2章7節 ライフスタイル・生活様式と保健・医
療・看護（p.41-47）
看護学概論　3章3節2項 ライフスタイル（p.103-104）

ストレス 1 看護学概論　3章4節1項 生活習慣（p.106-107）

喫煙、嗜好品 2 公衆衛生　6章3節1項 生活習慣（p.118）
看護学概論　3章4節1項 生活習慣（p.106）

B 生活環境 6 水質、大気、土壌 4 公衆衛生　16章3節 大気汚染（p.284-286），4節 土壌汚染・
海洋汚染（p.286-287），6節 地球環境の問題（p.289-291），7
節 水道（p.291-295），9節 放射線・放射能（p.299-303）

食品衛生 0 公衆衛生　16章2節 食品保健（p.281-284）

住環境 2 公衆衛生　16章8節 居住環境（p.295-299）

C 社会環境 5 職業と健康障害 3 公衆衛生　15章3節 職業性疾病の概要（p.267-270）
成人看護学概論　8章2節1項 職業性疾病および業務上疾病

（p.169-170），2項 職業性疾病の予防と対応（p.170-175）

労働環境 1 健康と社会・生活　1章6節 現代社会の特徴と社会変動（p.20-
26）／2章7節1項 ライフスタイルと社会経済（p.42-43）
公衆衛生　15章2節1項 労働衛生行政の歴史と現状（p.256-257）
成人看護学概論　2章2節2項 社会における役割（p.43-44）

ワーク・ライ
フ・バランス

1 健康と社会・生活　3章2節3項 plus α「ワーク・ライフ・バラン
ス」（p.62-63）
成人看護学概論　4章2節2項 生活の場（p.93-101）／8章1節 ワ
ーク・ライフ・バランスと健康障害の関連（p.166-169）

3 看護で活用す
る社会保障

A 医療保険制度
の基本

6 医療保険の種類 1 社会福祉と社会保障　7章2節3項 医療保険制度のしくみ（p.199-
200）
看護をめぐる法と制度　5章1節 図5.1-1「医療保険制度の体系」

（p.241）
地域療養を支えるケア　4章2節1項 制度の概要としくみ（p.145-
146）

国民医療費 2 社会福祉と社会保障　7章2節5項 国民医療費（p.212-213）
看護学概論　10章5節2項 用語解説「国民医療費」（p.253）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 看護で活用す
る社会保障

A 医療保険制度
の基本

6 高齢者医療制度 2 社会福祉と社会保障　7章2節4項 高齢者医療制度（p.209-211）
看護をめぐる法と制度　5章1節7項 高齢者医療確保法（p.252-
254）
高齢者の健康と障害　2章3節3項 高齢者の医療の確保に関する
法律に基づく制度（p.97-100）
地域療養を支えるケア　4章3節 後期高齢者医療制度（p.149）

給付の内容 1 社会福祉と社会保障　7章2節3項 医療保険制度のしくみ（p.202-
208）
看護をめぐる法と制度　5章1節1項 健康 保険法（p.241-246），
2項 国民健康保険法（p.246-247），3項 船員保険法（p.247-
248），4項 国家公務員共済組合法（p.249-250），5項 地方公
務員等共済組合法（p.250-251），6項 私立学校教職員共済法

（p.251-252），7項 高齢者医療確保法（p.252-254）
地域療養を支えるケア　4章2節2項 主な医療（サービス）給付

（p.146-148）

B 介護保険制度
の基本

8 保険者 1 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.216）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.255-256）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100）
地域療養を支えるケア　4章4節1節 制度の概要としくみ（p.150）

被保険者 2 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.217-
219）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.256-259）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-286）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100）
地域療養を支えるケア　4章4節2項 被保険者（p.150）

給付の内容 2 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.220-
223）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.261-262）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100-105）
地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サー
ビスの給付手続き（p.150-157）

要介護・要支
援の認定

1 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.219）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.259-261）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-286）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.103）
地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サー
ビスの給付手続き（p.150-157）

地域支援事業 2 公衆衛生　8章2節1項 高齢者の保健医療に関わる法律とその内
容（p.156）
社会福祉と社会保障　7章3節3項 介護保険制度の課題（p.225-
226）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.265-267）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.104-105）
地域療養を支えるケア　3章2節2項 生活の場に応じた看護とサー
ビス提供機関（p.98-101）／4章4節3項 図4.4-5　予防給付・介
護給付一覧（p.157）

4 看護における
倫理

A 基本的人権の
擁護

3 個人の尊厳 0 看護学概論　1章4節 看護実践のための基準（p.35-40）／9章1
節4項 用語解説　「個人の尊厳（憲法第13条）」（p.210）
看護研究　7章1節 倫理とは何か（p.126-127）

患者の権利 1 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.170-171）
看護研究　7章3節1項 五つの権利（p.130-132）
臨床看護総論　3章6節3項 医療実践における倫理：医療者として
の責務と患者の権利（p.157-158）

自己決定権と
患者の意思

1 看護をめぐる法と制度　7章1項 医療行為における患者の同意と自
己決定（p.390-397）
看護学概論　6章2節 看護倫理とは（p.153-154）
看護研究　7章3節1項 五つの権利（p.130）
臨床看護総論　3章6節3項 医療実践における倫理：医療者として
の責務と患者の権利（p.157-158）

page://209/ng16_2022.pdf
page://252/ng17_2022.pdf
page://252/ng17_2022.pdf
page://97/ng31_2022.pdf
page://97/ng31_2022.pdf
page://149/ng23_2022.pdf
page://202/ng16_2022.pdf
page://202/ng16_2022.pdf
page://241/ng17_2022.pdf
page://246/ng17_2022.pdf
page://247/ng17_2022.pdf
page://247/ng17_2022.pdf
page://249/ng17_2022.pdf
page://250/ng17_2022.pdf
page://250/ng17_2022.pdf
page://251/ng17_2022.pdf
page://251/ng17_2022.pdf
page://252/ng17_2022.pdf
page://146/ng23_2022.pdf
page://146/ng23_2022.pdf
page://216/ng16_2022.pdf
page://255/ng17_2022.pdf
page://100/ng31_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://217/ng16_2022.pdf
page://217/ng16_2022.pdf
page://256/ng17_2022.pdf
page://283/ng26_2022.pdf
page://283/ng26_2022.pdf
page://100/ng31_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://220/ng16_2022.pdf
page://220/ng16_2022.pdf
page://261/ng17_2022.pdf
page://100/ng31_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://219/ng16_2022.pdf
page://259/ng17_2022.pdf
page://283/ng26_2022.pdf
page://283/ng26_2022.pdf
page://103/ng31_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://156/ng15_2022.pdf
page://156/ng15_2022.pdf
page://225/ng16_2022.pdf
page://225/ng16_2022.pdf
page://265/ng17_2022.pdf
page://104/ng31_2022.pdf
page://98/ng23_2022.pdf
page://98/ng23_2022.pdf
page://157/ng23_2022.pdf
page://157/ng23_2022.pdf
page://35/ng18_2022.pdf
page://210/ng18_2022.pdf
page://210/ng18_2022.pdf
page://126/ng21_2022.pdf
page://170/ng18_2022.pdf
page://170/ng18_2022.pdf
page://130/ng21_2022.pdf
page://157/ng22_2022.pdf
page://157/ng22_2022.pdf
page://390/ng17_2022.pdf
page://390/ng17_2022.pdf
page://153/ng18_2022.pdf
page://130/ng21_2022.pdf
page://157/ng22_2022.pdf
page://157/ng22_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 看護における
倫理

A 基本的人権の
擁護

3 インフォームド・
コンセント

1 看護をめぐる法と制度　7章 インフォームドコンセント（p.390-
397）
看護学概論　6章4節1項 インフォームドコンセントにおける看護

（p.157-158）
基礎看護技術Ⅰ　1章4節4項 インフォームドコンセントと看護者
の役割（p.47-49）
看護研究　7章3節2項 人権擁護の方法（p.132-133）
医療安全　1章1節2項 医療安全に関わる動向（p.13-14）

ノーマライ
ゼーション

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章3節1項 依存と自立の
概念（p.222-225）／5章2節3項 社会生活レベルのセルフケア再
獲得への支援（p.270-271）
リハビリテーション看護　2章6節 ノーマライゼーション（p.44-45）

情報管理（個人
情報の保護）

0 看護をめぐる法と制度　6章4節1項 個人情報保護法制（p.336-
340）
看護学概論　1章4節4項 指針・ガイドライン（p.40-41）
基礎看護技術Ⅱ　3章1節3項 安全管理対策（p.88-89）

B 倫理原則 3 自律尊重 0 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.167）
看護管理　4章1節3項 倫理的葛藤（p.117-118）
在宅療養を支える技術　1章1節5項 訪問の手順と倫理・心構え

（p.19-21）
災害看護　1章2節2項 災害看護における倫理原則（p.25）

善行 1 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.167）
看護管理　4章1節3項 倫理的葛藤（p.117-118）
在宅療養を支える技術　1章1節5項 訪問の手順と倫理・心構え

（p.19-21）
災害看護　1章2節2項 災害看護における倫理原則（p.23-24）

公正、正義 1 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.167）
看護をめぐる法と制度　9章1節2項 生命倫理の基本原則（p.411-
413）
看護管理　4章1節3項 倫理的葛藤（p.117-118）
在宅療養を支える技術　1章1節5項 訪問の手順と倫理・心構え

（p.19-21）
災害看護　1章2節2項 災害看護における倫理原則（p.24-25）

誠実、忠誠 0 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.167-168）
在宅療養を支える技術　1章1節5項 訪問の手順と倫理・心構え

（p.19-21）
災害看護　1章2節2項 災害看護における倫理原則（p.25）

無危害 1 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.167）
看護管理　4章1節3項 倫理的葛藤（p.117-118）
在宅療養を支える技術　1章1節5項 訪問の手順と倫理・心構え

（p.19-21）
災害看護　1章2節2項 災害看護における倫理原則（p.23-24）

C 看護師等の役割 1 説明責任〈アカ
ウンタビリティ〉

0 看護学概論　1章2節4項 エビデンスに基づく看護（p.31-32）
基礎看護技術Ⅰ　1章4節4項 インフォームドコンセントと看護者
の役割（p.47-49）
看護をめぐる法と制度　7章 インフォームドコンセント（p.390-
397）
看護管理　4章1節1項 看護実践倫理（p.111-112）

倫理的配慮 0 看護学概論　6章6節 倫理的課題への対応（p.164-177），7節 
倫理的看護実践を行うために必要なこと（p.177-180）
看護研究　7章3節 研究において擁護されるべき権利（p.130-
134）
看護をめぐる法と制度　9章1節2項 生命倫理の基本原則（p.411-
413）

権利擁護〈ア
ドボカシー〉

1 看護学概論　6章6節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護
倫理で活用する判断基準）（p.169）
リハビリテーション看護　3章2節2項 障害者のアドボカシー（p.55）
看護管理　4章1節1項 看護実践倫理（p.110-111）
災害看護　1章2節3項 看護実践上の倫理的概念（p.26）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

※第105〜111回までの出題問題数

page://390/ng17_2022.pdf
page://390/ng17_2022.pdf
page://157/ng18_2022.pdf
page://157/ng18_2022.pdf
page://47/ng19_2022.pdf
page://47/ng19_2022.pdf
page://132/ng21_2022.pdf
page://13/ng42_2022.pdf
page://222/ng26_2022.pdf
page://222/ng26_2022.pdf
page://270/ng26_2022.pdf
page://270/ng26_2022.pdf
page://44/ng29_2022.pdf
page://336/ng17_2022.pdf
page://336/ng17_2022.pdf
page://40/ng18_2022.pdf
page://88/ng20_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://117/ng41_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://25/ng43_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://117/ng41_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://23/ng43_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://411/ng17_2022.pdf
page://411/ng17_2022.pdf
page://117/ng41_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://24/ng43_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://25/ng43_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://167/ng18_2022.pdf
page://117/ng41_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://19/ng24_2022.pdf
page://23/ng43_2022.pdf
page://31/ng18_2022.pdf
page://47/ng19_2022.pdf
page://47/ng19_2022.pdf
page://390/ng17_2022.pdf
page://390/ng17_2022.pdf
page://111/ng41_2022.pdf
page://164/ng18_2022.pdf
page://177/ng18_2022.pdf
page://177/ng18_2022.pdf
page://130/ng21_2022.pdf
page://130/ng21_2022.pdf
page://411/ng17_2022.pdf
page://411/ng17_2022.pdf
page://169/ng18_2022.pdf
page://169/ng18_2022.pdf
page://55/ng29_2022.pdf
page://110/ng41_2022.pdf
page://26/ng43_2022.pdf


6　 

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 看護に関わる
基本的法律

A 保健師助産師
看護師法

7 保健師・助産
師・看護師の
定義

2 看護をめぐる法と制度　3章1節1項 囲み「保助看法の条文を読ん
でみよう」（p.61）
看護学概論　9章2節1項 保健師助産師看護師法（p.217）
看護管理　8章1節3項 保健師助産師看護師法（p.200-201）

保健師・助産
師・看護師の
業務

0 看護をめぐる法と制度　3章1節1項 保健師助産師看護師法（p.65-
67），1項 保健師助産師看護師法（p.78-79），1項 保健師助産師
看護師法（p.84）
看護学概論　1章3節1項 plusα「保健師の業務」「助産師の業務」

（p.34）／9章2節1項 保健師助産師看護師法（p.219-221）
看護管理　8章1節3項 保健師助産師看護師法（p.201）
医療安全　1章2節2項 看護師の法的規定（p.23-25），3項 看
護業務の変遷と安全管理（p.25-30）

保健師・助産
師・看護師の義
務（守 秘 義 務、 
業務従事者届
出の義務、臨床
研修等を受ける
努力義務）

4 看護をめぐる法と制度　3章1節1項 保健師助産師看護師法（p.68），
1項 保健師助産師看護師法（p.84-86）
看護学概論　9章2節1項 保健師助産師看護師法（p.219-221），
2項 主な関連法規（p.221-222）
看護管理　8章1節3項 保健師助産師看護師法（p.203）

養成制度 0 看護をめぐる法と制度　3 章1節1項 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法
（p.68-76），1項 保健師助産師看護師法（p.79-80），1項 保健
師助産師看護師法（p.86-87）
看護学概論　1章3節1項 看護教育制度（p.33-34）
看護管理　8章1節3項 保健師助産師看護師法（p.202）

B 看護師等の人
材確保の促進
に関する法律

1 目的、基本方針 0 看護をめぐる法と制度　3章1節2項 看護師等の人材確保の促進
に関する法律（p.88）
看護管理　8章1節4項 看護師等の人材確保の促進に関する法律

（p.203-204）

ナースセンター 1 看護をめぐる法と制度　3章1節2項 看護師等の人材確保の促進
に関する法律（p.89-91）
看護管理　8章1節4項 看護師等の人材確保の促進に関する法律

（p.203-204）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 人間の特性 A 人間と欲求 4 基本的欲求 3 看護学概論　2章1節3項 動機付けられる存在（ニードをもつ存在）
（p.73-74）
基礎看護技術Ⅰ　3 章1節 マズローの 基 本 的 欲 求の階 層図

（p.104-105）

社会的欲求 1 看護学概論　2章1節3項 動機付けられる存在（ニードをもつ存在）
（p.73-74）

B 対象の特性 5 QOL 2 看護学概論　6章3節2項 plusα「QOL」（p.156）
成人看護学概論　5章3節6項 Quality of Life（QOL）（p.120）
リハビリテーション看護　2章5節 QOL：quality of life（p.43-44）

健康や疾病に
対する意識

0 看護学概論　2章3節2項 健康障害とその影響（p.77-79）
成人看護学概論　5章3節 個人の健康観を理解する方法（p.116-
121），4節 保健行動と健康観（p.121-123）／17章1節 ヘルスプロ
モーションとは（p.304-305）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章1節1項 成人にとっての
健康とは（p.16-17）

疾病・障害・
死の受容

3 看護学概論　2章3節2項 健康障害とその影響（p.77-79），3項 
健康や病気に関する判断に影響する要因（p.79-80）
基礎看護技術Ⅱ　16章3節 危篤・終末時の心理的変化（p.476-
477）
成人看護学概論　2章4節 成人と死（p.50-54）
リハビリテーション看護　6章1節1項 障害受障後の心理社会的
反応（p.180-181），2項 自己概念と障害受容（p.181-184）

目標Ⅱ 看護の対象および看護活動の場と看護の機能について基本的な知識を問う。

page://61/ng17_2022.pdf
page://61/ng17_2022.pdf
page://217/ng18_2022.pdf
page://200/ng41_2022.pdf
page://65/ng17_2022.pdf
page://65/ng17_2022.pdf
page://78/ng17_2022.pdf
page://84/ng17_2022.pdf
page://84/ng17_2022.pdf
page://34/ng18_2022.pdf
page://34/ng18_2022.pdf
page://219/ng18_2022.pdf
page://201/ng41_2022.pdf
page://23/ng42_2022.pdf
page://25/ng42_2022.pdf
page://25/ng42_2022.pdf
page://68/ng17_2022.pdf
page://84/ng17_2022.pdf
page://219/ng18_2022.pdf
page://221/ng18_2022.pdf
page://203/ng41_2022.pdf
page://68/ng17_2022.pdf
page://68/ng17_2022.pdf
page://79/ng17_2022.pdf
page://86/ng17_2022.pdf
page://86/ng17_2022.pdf
page://33/ng18_2022.pdf
page://202/ng41_2022.pdf
page://88/ng17_2022.pdf
page://88/ng17_2022.pdf
page://203/ng41_2022.pdf
page://203/ng41_2022.pdf
page://89/ng17_2022.pdf
page://89/ng17_2022.pdf
page://203/ng41_2022.pdf
page://203/ng41_2022.pdf
page://73/ng18_2022.pdf
page://73/ng18_2022.pdf
page://104/ng19_2022.pdf
page://104/ng19_2022.pdf
page://73/ng18_2022.pdf
page://73/ng18_2022.pdf
page://156/ng18_2022.pdf
page://120/ng25_2022.pdf
page://43/ng29_2022.pdf
page://77/ng18_2022.pdf
page://116/ng25_2022.pdf
page://116/ng25_2022.pdf
page://121/ng25_2022.pdf
page://304/ng25_2022.pdf
page://304/ng25_2022.pdf
page://16/ng26_2022.pdf
page://16/ng26_2022.pdf
page://77/ng18_2022.pdf
page://79/ng18_2022.pdf
page://79/ng18_2022.pdf
page://476/ng20_2022.pdf
page://476/ng20_2022.pdf
page://50/ng25_2022.pdf
page://180/ng29_2022.pdf
page://180/ng29_2022.pdf
page://181/ng29_2022.pdf
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（キーワード）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 人間のライフ
サイクル各期
の特徴と生活

A 胎児期 3 形態的発達と
異常

3 臨床生化学　7章 先天性代謝異常（p.132-136）
病態生理学　1章8節3項 先天異常の分類（p.82-85），4項 先天
異常の発生頻度（p.85）
運動機能障害　5章4節2項 主な疾患（p.75-76）
小児の疾患と看護　2章 遺伝性疾患・染色体異常（p.30-46）／
3章1節 新生児マススクリーニング対象疾患（newborn mass 
screening）（p.48-49），9節 性 分 化 疾 患（disorder of sex 
development : DSD）（p.64-66）／7章1節 心室中隔欠損症（p.144-
146），2節 心房中隔欠損症（p.146-148），3節 房室中隔欠損症

（p.149-151），5節 ファロー四徴症（p.154-156），6節 完全大血管
転 位 症（p.156-158）／8章4節 先 天 性 水 腎 症（congenital 
hydronephrosis）（p.168-170）／12章 外科疾患（p.234-274）
母性看護の実践　2章2節3項 胎児の成長（p.38-43）／3章7節 
妊娠期の感染症（p.115-121）／10章8節2項 分娩外傷（p.336-
337），11節 先天異常がある新生児（p.342-349）／11章2節1項 
不妊治療後の妊娠において生じる問題（p.358-359）

B 新生児・乳児期 8 発達の原則 2 基礎看護技術Ⅰ　6章2節1項 成長・発達のアセスメントに必要な
基礎知識（p.351-354）
小児の発達と看護　2章1節1項 成長・発達の一般的原則（p.76-
77）

身体の発育 5 基礎看護技術Ⅰ　6章2節2項 身体発育に関するアセスメント
（p.354-357）
小児の発達と看護　2章2節2項 形態的成長・発達の特徴（p.77-
79），3項 機能的発達の特徴（p.80-86）

運動能力の発達 0 基礎看護技術Ⅰ　6章2節3項 乳幼児の精神・運動機能の発達
評価方法（p.358-359）
小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.84-86）
運動機能障害　7章3節1項 小児の運動機能障害の特徴と代表的
な疾患（p.121-122）

栄養 1 臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.110-115）
小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護

（p.89-91）
母性看護の実践　7章2節1項 母乳育児の恩恵（p.239-241）

親子関係 0 小児の発達と看護　1章5節4項 親子関係論（p.65-68）／2章2
節6項 乳児のセルフケアの発達と看護（p.93）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節2項 愛着理論（p.18-
19），3項 ボンディングと親子相互作用（p.19-20）

C 幼児期 2 身体の発育 1 基礎看護技術Ⅰ　6章2節2項 身体発育に関するアセスメント
（p.354-357）
小児の発達と看護　2章3節2項 形態的成長・発達の特徴（p.99-
100），3項 機能的発達の特徴（p.100-102）

運動能力の発達 0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.125-131）

言語の発達 0 小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.102-106）

社会性の発達 1 小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.102-106），
6項 幼児期の子どものセルフケアの発達と看護（p.129-131）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章5節1項 性同一性（p.42）

基本的生活習
慣の確立

0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.114-131）
運動機能障害　7章3節2項 運動機能障害がある小児の日常生活
の観察（p.122-123）

D 学童期 1 運動能力の発達、
体力の特徴

0 小児の発達と看護　2章4節2項 身体的成長（p.134-137），3項 
機能的発達（p.139-140）

社会性の発達 0 小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.137-139）

学習に基づく
行動

0 小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.137-141）

E 思春期 7 第二次性徴 3 基礎看護技術Ⅰ　6章1節1項 母性のアセスメントに必要な基礎知
識（p.344）
小児の発達と看護　2章5節2項 身体的成長（p.152-153）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章3節 第二次性徴（p.112-
114）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

※第105〜111回までの出題問題数

page://132/ng2_2022.pdf
page://82/ng3_2022.pdf
page://85/ng3_2022.pdf
page://85/ng3_2022.pdf
page://75/ng11_2022.pdf
page://30/ng35_2022.pdf
page://48/ng35_2022.pdf
page://48/ng35_2022.pdf
page://64/ng35_2022.pdf
page://64/ng35_2022.pdf
page://144/ng35_2022.pdf
page://144/ng35_2022.pdf
page://146/ng35_2022.pdf
page://149/ng35_2022.pdf
page://149/ng35_2022.pdf
page://154/ng35_2022.pdf
page://156/ng35_2022.pdf
page://156/ng35_2022.pdf
page://168/ng35_2022.pdf
page://168/ng35_2022.pdf
page://234/ng35_2022.pdf
page://38/ng37_2022.pdf
page://115/ng37_2022.pdf
page://115/ng37_2022.pdf
page://336/ng37_2022.pdf
page://336/ng37_2022.pdf
page://342/ng37_2022.pdf
page://358/ng37_2022.pdf
page://358/ng37_2022.pdf
page://351/ng19_2022.pdf
page://351/ng19_2022.pdf
page://76/ng33_2022.pdf
page://76/ng33_2022.pdf
page://354/ng19_2022.pdf
page://354/ng19_2022.pdf
page://77/ng33_2022.pdf
page://77/ng33_2022.pdf
page://80/ng33_2022.pdf
page://358/ng19_2022.pdf
page://358/ng19_2022.pdf
page://84/ng33_2022.pdf
page://121/ng11_2022.pdf
page://121/ng11_2022.pdf
page://110/ng6_2022.pdf
page://89/ng33_2022.pdf
page://89/ng33_2022.pdf
page://239/ng37_2022.pdf
page://65/ng33_2022.pdf
page://93/ng33_2022.pdf
page://93/ng33_2022.pdf
page://18/ng36_2022.pdf
page://18/ng36_2022.pdf
page://19/ng36_2022.pdf
page://354/ng19_2022.pdf
page://354/ng19_2022.pdf
page://99/ng33_2022.pdf
page://99/ng33_2022.pdf
page://100/ng33_2022.pdf
page://125/ng33_2022.pdf
page://125/ng33_2022.pdf
page://102/ng33_2022.pdf
page://102/ng33_2022.pdf
page://129/ng33_2022.pdf
page://42/ng36_2022.pdf
page://114/ng33_2022.pdf
page://114/ng33_2022.pdf
page://122/ng11_2022.pdf
page://122/ng11_2022.pdf
page://134/ng33_2022.pdf
page://139/ng33_2022.pdf
page://139/ng33_2022.pdf
page://137/ng33_2022.pdf
page://137/ng33_2022.pdf
page://344/ng19_2022.pdf
page://344/ng19_2022.pdf
page://152/ng33_2022.pdf
page://112/ng36_2022.pdf
page://112/ng36_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 人間のライフ
サイクル各期
の特徴と生活

E 思春期 7 アイデンティ
ティの確立

1 小児の発達と看護　2章5節1項 思春期とは（p.150-151）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章3節4項 心理社会的変
化（p.113-114）

親からの自立 3 小児の発達と看護　2章5節3項 機能的発達（p.154-155），5項 
思春期の人々のセルフケアの発達と看護（p.162-165）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章3節4項 心理社会的変
化（p.113-114）

異性への関心 0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.161-162）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　2 章 5 節 2 項 性 的 指 向

（p.42-43）／6章3節4項 心理社会的変化（p.113-114）

F 成人期 6 社会的責任と
役割

0 成人看護学概論　2章2節 成人の役割（p.41-44）

生殖機能の成
熟と衰退

3 概論・リプロダクティブヘルスと看護　6 章 4 節 性 周 期（p.114-
119）／9章1節1項 身体的特徴（p.182-183）

基礎代謝の変化 3 臨床栄養学　3章3節4項 成人期（p.119-120）

G 老年期 5 身体的機能の
変化

4 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.50-
59）
運動機能障害　7章5節 高齢者の運動機能障害のアセスメント

（p.126-127）

認知能力の変化 0 高齢者の健康と障害　1章5節2項 心理・精神機能の変化（p.59-
66）

心理社会的変化 1 成人看護学概論　2章1節2項 成人各期の特徴（p.30-40）
高齢者の健康と障害　1章5節3項 社会的機能の変化（p.66-74）

8 看護の対象と
しての患者と
家族

A 家族の機能 3 家族関係 1 成人看護学概論　2章2節 成人の役割（p.41-44）／4章2節2項 
生活の場（p.93-101）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章5節1項 家族または重
要他者との関係性（p.119-124）
地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67-72）
家族看護学　1章1節1項 家族についての考え方（p.11-12）

家族構成員 1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章5節1項 家族または重
要他者との関係性（p.119-124）
地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67-72）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

疾病が患者・
家族に与える
心理・社会的
影響

1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章5節2項 家族について
のアセスメント方法（p.124-131）
リハビリテーション看護　6章2節1項 障害のある人と家族（p.185-
187），2項 障害に対する家族の心理社会的反応（p.187-189）
緩和ケア　9章2節 緩和ケアを受ける患者の家族が体験する問題

（p.303-305）
家族看護学　1章1節3項 健康障害をもつ家族員を抱えた家族

（p.14-15）

B 家族形態の変化 1 家族の多様性 0 健康と社会・生活　3章1節3項 家族の個人化と多様化（p.58-59）
地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67-72）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

構成員の変化 1 地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67-72）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

9 主な看護活動
の場と看護の
機能

A 看護活動の場
と機能・役割

15 病院、診療所 5 看護学概論　12章1節1項 看護の提供の場（p.276）
臨床看護総論　3章1節1項 看護活動の場（p.102），2項 病院内
で配属される部署（p.104-105）

助産所 0 医療安全　2章2節2項 日本助産師会（p.49-52）

訪問看護ステー
ション

2 社会福祉と社会保障　3章3節1項 病院から退院し，自宅療養す
る場合の訪問看護の利用（p.66）／5章3節3項 高齢者保健福祉
施策の経緯（p.161）
地域療養を支えるケア　5章2節 在宅ケアを支える訪問看護ステ
ーション（p.205-212）
看護管理　1章2節4項 看護師等の人材確保の促進に関する法律
から今日まで（p.23）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.256）

page://150/ng33_2022.pdf
page://113/ng36_2022.pdf
page://113/ng36_2022.pdf
page://154/ng33_2022.pdf
page://162/ng33_2022.pdf
page://162/ng33_2022.pdf
page://113/ng36_2022.pdf
page://113/ng36_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
page://42/ng36_2022.pdf
page://42/ng36_2022.pdf
page://113/ng36_2022.pdf
page://41/ng25_2022.pdf
page://114/ng36_2022.pdf
page://114/ng36_2022.pdf
page://182/ng36_2022.pdf
page://119/ng6_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://59/ng31_2022.pdf
page://59/ng31_2022.pdf
page://30/ng25_2022.pdf
page://66/ng31_2022.pdf
page://41/ng25_2022.pdf
page://93/ng25_2022.pdf
page://93/ng25_2022.pdf
page://119/ng26_2022.pdf
page://119/ng26_2022.pdf
page://67/ng23_2022.pdf
page://119/ng26_2022.pdf
page://119/ng26_2022.pdf
page://67/ng23_2022.pdf
page://124/ng26_2022.pdf
page://124/ng26_2022.pdf
page://185/ng29_2022.pdf
page://185/ng29_2022.pdf
page://187/ng29_2022.pdf
page://303/ng30_2022.pdf
page://303/ng30_2022.pdf
page://58/ng14_2022.pdf
page://67/ng23_2022.pdf
page://67/ng23_2022.pdf
page://276/ng18_2022.pdf
page://102/ng22_2022.pdf
page://104/ng22_2022.pdf
page://104/ng22_2022.pdf
page://49/ng42_2022.pdf
page://66/ng16_2022.pdf
page://66/ng16_2022.pdf
page://161/ng16_2022.pdf
page://161/ng16_2022.pdf
page://205/ng23_2022.pdf
page://205/ng23_2022.pdf
page://23/ng41_2022.pdf
page://23/ng41_2022.pdf
page://256/ng17_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 人体の構造と
機能

A 人体の基本的
な構造と正常
な機能

37 内部環境の恒
常性

0 解剖生理学　1章3節 ホメオスタシス（恒常性）（p.25）
病態生理学　1章1節1項 体液の恒常性（p.17-19）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節1項 ホメオス
タシスと内分泌系，腎・泌尿器系（p.18-19）

神経系 6 解剖生理学　13章 神経系　情報を収集して判断し，伝達するしく
み（p.324-325）
疾患⑤脳・神経　1章 脳・神経の構造と機能（p.12-19）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　【図解】 神経系（p.10-11）

運動系 4 解剖生理学　11章 骨格系　体を支えるしくみ（p.276-277）／12章 
筋系　体を動かすしくみ（p.302-303）
疾患⑦運動器　1章 運動器の構造と機能（p.16-24）
運動機能障害　【図解】 骨格系・筋系（p.10-15）

感覚器系 0 解剖生理学　14章 感覚系　外部から情報を取り入れるしくみ
（p.362-363）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　1章 眼 の 構 造 と 機 能

（p.18-23）／17章 耳鼻咽喉の構造と機能（p.136-142）／29章 
歯・口腔の構造と機能（p.256-261）／39章 皮膚の構造と機能

（p.358-361）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 主な看護活動
の場と看護の
機能

A 看護活動の場
と機能・役割

15 介護保険施設 2 社会福祉と社会保障　3章1節3項 社会福祉施設と福祉サービス
（p.57-59）／7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.221-223）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.262-266）
地域療養を支えるケア　3章3節2項 医療施設や介護施設との連
携（p.111-113）／4章4節3項 介護予防サービス・介護サービスの
給付手続き（p.150-158）

地域包括支援
センター

1 社会福祉と社会保障　3章3節4項 地域における看護職と福祉職
を含んだ包括的支援としての連携（p.71-72）／5章3節5項 地域に
おける高齢者保健福祉の課題（p.167-168）／7章3節2項 介護保
険制度のしくみ（p.225-226）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.266-267）
看護学概論　10章4節1項 多職種で取り組む介護保険法に基づく
サービス（p.248）
地域療養を支えるケア　3 章 2 節 3 項 地 域包括支 援センター

（p.101-103）

市町村、保健所 2 看護をめぐる法と制度　6章1節7項 地域保健法（p.325）
公衆衛生　2章2節 保健所の役割とその変化（p.29-36）／12章1
節3項 保健所における健康危機管理の業務（p.209）
看護学概論　10章2節1項 保健サービスの場（p.240-242）
地域療養を支えるケア　5 章1節 2 項 訪 問 看護の制度と現 状

（p.198-200）

学校 0 公衆衛生　14章2節3項 保健教育（p.243）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）

企業 0 公衆衛生　15章4節4項 産業看護活動の特徴（p.272-275）

チーム医療 3 看護学概論　10章3節 保健・医療・福祉のチーム（p.246）／11
章2節2項 多職種連携・協働と看護師の役割（p.271-273）
臨床看護総論　3章1節3項 チーム医療の機会（p.105-108），6
節1項 多職種の連携と協働で必要なこと（p.153-154）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節1項 セルフケア再
獲得を支援する人的システム（p.275-278）
看護管理　2章1節2項 医療機関の組織構造（p.38-39）／4章2
節5項 医療安全とチーム医療，ノンテクニカルスキル（p.125），3
節3項 クリニカルインディケーター（p.132-133）
医療安全　1章1節2項 医療安全に関わる動向（p.15-16）／4章 チ
ームで取り組む安全文化の醸成（p.112-124）

退院調整 0 看護学概論　11章1節2項 退院支援・退院調整と看護の継続性
を担う取り組み（p.266-268）

目標Ⅲ 看護に必要な人体の構造と機能および健康障害と回復について基本的な知識を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数

page://25/ng1_2022.pdf
page://17/ng3_2022.pdf
page://18/ng12_2022.pdf
page://18/ng12_2022.pdf
page://324/ng1_2022.pdf
page://324/ng1_2022.pdf
page://12/ng48_2022.pdf
page://10/ng10_2022.pdf
page://276/ng1_2022.pdf
page://302/ng1_2022.pdf
page://302/ng1_2022.pdf
page://16/ng50_2022.pdf
page://10/ng11_2022.pdf
page://362/ng1_2022.pdf
page://362/ng1_2022.pdf
page://18/ng49_2022.pdf
page://18/ng49_2022.pdf
page://136/ng49_2022.pdf
page://256/ng49_2022.pdf
page://256/ng49_2022.pdf
page://358/ng49_2022.pdf
page://358/ng49_2022.pdf
page://57/ng16_2022.pdf
page://57/ng16_2022.pdf
page://221/ng16_2022.pdf
page://262/ng17_2022.pdf
page://111/ng23_2022.pdf
page://111/ng23_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://150/ng23_2022.pdf
page://71/ng16_2022.pdf
page://71/ng16_2022.pdf
page://167/ng16_2022.pdf
page://167/ng16_2022.pdf
page://225/ng16_2022.pdf
page://225/ng16_2022.pdf
page://266/ng17_2022.pdf
page://248/ng18_2022.pdf
page://248/ng18_2022.pdf
page://101/ng23_2022.pdf
page://101/ng23_2022.pdf
page://325/ng17_2022.pdf
page://29/ng15_2022.pdf
page://209/ng15_2022.pdf
page://209/ng15_2022.pdf
page://240/ng18_2022.pdf
page://198/ng23_2022.pdf
page://198/ng23_2022.pdf
page://243/ng15_2022.pdf
page://239/ng17_2022.pdf
page://239/ng17_2022.pdf
page://272/ng15_2022.pdf
page://246/ng18_2022.pdf
page://271/ng18_2022.pdf
page://271/ng18_2022.pdf
page://105/ng22_2022.pdf
page://153/ng22_2022.pdf
page://153/ng22_2022.pdf
page://275/ng26_2022.pdf
page://275/ng26_2022.pdf
page://38/ng41_2022.pdf
page://125/ng41_2022.pdf
page://125/ng41_2022.pdf
page://132/ng41_2022.pdf
page://132/ng41_2022.pdf
page://15/ng42_2022.pdf
page://112/ng42_2022.pdf
page://112/ng42_2022.pdf
page://266/ng18_2022.pdf
page://266/ng18_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 人体の構造と
機能

A 人体の基本的
な構造と正常
な機能

37 循環器系 5 解剖生理学　5章 循環器系　体のすみずみまで血液を送るしくみ
（p.100-101）
病態生理学　1章2節1項 循環とは（p.31）
疾患②循環器　1章 循環器の構造と機能（p.12-16）
呼吸機能障害／循環機能障害　【図解】 循環器系（p.14-15）／序
章 呼吸・循環のしくみ（p.18-19）／6章1節1項 循環器と循環機能

（p.136-138）

血液、体液 3 解剖生理学　4章 血液　物質を運搬するしくみ（p.84-98）／8章
1節3項 血液成分の調節（p.202-210）
病態生理学　1章1節1項 体液の恒常性（p.17-19）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　1章 血液の組成と機
能（p.16）
造血機能障害／免疫機能障害　【図解】 血液（p.10-11）
呼吸機能障害／循環機能障害　序章1節2項 呼吸と循環との関係

（p.18-19）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節1項 体液を
調節するしくみ（p.23）

免疫系 2 解剖生理学　15章 免疫系　異物を認識，記憶して排除するしくみ
（p.392-393）
病態生理学　1章4節1項 免疫とは（p.45），2項 免疫の働きと調
節（p.45-48）
臨床微生物・医動物　4章 2 節 感 染 防 御 機 構の基 礎（p.198-
204）
造血機能障害／免疫機能障害　【図解】 免疫系（p.12-13）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 免疫に関わる
細胞や器官（p.172）

呼吸器系 1 解剖生理学　6章 呼吸器系　酸素を取り入れて二酸化炭素を排出
するしくみ（p.130-131）
呼吸機能障害／循環機能障害　【図解】 呼吸器系（p.12-13）／序
章 呼吸・循環のしくみ（p.18-19）
疾患①呼吸器　1章 呼吸器の構造と機能（p.12-19）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章1節1項 呼吸器と呼吸機能

（p.22-25）

消化器系 3 解剖生理学　7章 消化器系　食物を摂取して消化・吸収し排泄す
るしくみ（p.160-161）
疾患③消化器　1章 消化器の構造と機能（p.14-24）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章3節 糖質・脂質・タンパ
ク質の代謝（p.290-292）

栄養と代謝系 2 解剖生理学　9章 内分泌系　内部の環境を整えるしくみ（p.218-
219）
臨床生化学　1章 代謝総論（p.12-18）／5章 エネルギー代謝の統
合と制御（p.106-112）
疾患③消化器　1章6節 肝臓の構造と機能（p.22）

泌尿器系 3 解剖生理学　8章 泌尿器系　尿をつくるしくみ（p.194-195）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章1節 尿路の構造と機能

（p.132-133）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　【図 解】 泌 尿 器 系

（p.12-13）

体温調節 2 解剖生理学　3章3節 体熱産生と体温（p.76-81）
病態生理学　2章40節 発熱・低体温（p.294-306）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.280）／34章1節 ②感染症による高体温（p.460）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章3節1項 体温を
調節するしくみ（p.28）

内分泌系 3 解剖生理学　9章 内分泌系　内部の環境を整えるしくみ（p.218-
219）
臨床生化学　1章3節 ホルモンの作用と代謝の調節（p.16-17）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章1節 内分泌のしくみと主
なホルモン（p.278-279），2 節 主なホルモンの分泌と作用

（p.280-289）

性と生殖器系 0 解剖生理学　10章 生殖器系　子孫を残すしくみ（p.250-251）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章3節 ヒトの発生・性分
化のメカニズム（p.38-40）／6章 生殖に関する生理（p.106-127）
疾患⑨女性生殖器　1章 女性生殖器の構造と機能（p.12-19）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章2節 男性生殖器の構造
と機能（p.134）

page://100/ng1_2022.pdf
page://100/ng1_2022.pdf
page://31/ng3_2022.pdf
page://12/ng45_2022.pdf
page://14/ng7_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://136/ng7_2022.pdf
page://136/ng7_2022.pdf
page://84/ng1_2022.pdf
page://202/ng1_2022.pdf
page://202/ng1_2022.pdf
page://17/ng3_2022.pdf
page://16/ng47_2022.pdf
page://16/ng47_2022.pdf
page://10/ng9_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://23/ng12_2022.pdf
page://23/ng12_2022.pdf
page://392/ng1_2022.pdf
page://392/ng1_2022.pdf
page://45/ng3_2022.pdf
page://45/ng3_2022.pdf
page://45/ng3_2022.pdf
page://198/ng5_2022.pdf
page://198/ng5_2022.pdf
page://12/ng9_2022.pdf
page://172/ng47_2022.pdf
page://172/ng47_2022.pdf
page://130/ng1_2022.pdf
page://130/ng1_2022.pdf
page://12/ng7_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://18/ng7_2022.pdf
page://12/ng44_2022.pdf
page://22/ng7_2022.pdf
page://22/ng7_2022.pdf
page://160/ng1_2022.pdf
page://160/ng1_2022.pdf
page://14/ng46_2022.pdf
page://290/ng51_2022.pdf
page://290/ng51_2022.pdf
page://218/ng1_2022.pdf
page://218/ng1_2022.pdf
page://12/ng2_2022.pdf
page://106/ng2_2022.pdf
page://106/ng2_2022.pdf
page://22/ng46_2022.pdf
page://194/ng1_2022.pdf
page://132/ng51_2022.pdf
page://132/ng51_2022.pdf
page://12/ng12_2022.pdf
page://12/ng12_2022.pdf
page://76/ng1_2022.pdf
page://294/ng3_2022.pdf
page://280/ng51_2022.pdf
page://280/ng51_2022.pdf
page://460/ng51_2022.pdf
page://28/ng12_2022.pdf
page://28/ng12_2022.pdf
page://218/ng1_2022.pdf
page://218/ng1_2022.pdf
page://16/ng2_2022.pdf
page://278/ng51_2022.pdf
page://278/ng51_2022.pdf
page://280/ng51_2022.pdf
page://280/ng51_2022.pdf
page://250/ng1_2022.pdf
page://38/ng36_2022.pdf
page://38/ng36_2022.pdf
page://106/ng36_2022.pdf
page://12/ng52_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
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小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 人体の構造と
機能

A 人体の基本的
な構造と正常
な機能

37 妊娠・分娩・
産褥の経過

3 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.263-267）
母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）／4章2節3
項 分娩の経過（p.136-142）／6章3節 産褥の生理（p.209-218）

遺伝 0 臨床生化学　2章5節 核酸とヌクレオチド（p.40-45）／6章 遺伝
情報（p.114-130）
病態生理学　1章8節2項 先天異常の原因（p.81-82）

B 人間の死 4 死の三徴候 2 病態生理学　1章序論3項 人間の死（p.14-16）
基礎看護技術Ⅱ　16章5節2項 臨終後の身体的変化（p.482-
483）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節3項 予測性の有無
別にみた身体機能悪化への対応方法（p.95-97）
緩和ケア　8章5節2項 死亡の確認と死亡診断書（p.294-295）

死亡判定 0 基礎看護技術Ⅱ　16章5節2項 臨終後の身体的変化（p.482-
483）
緩和ケア　8章5節2項 死亡の確認と死亡診断書（p.294-295）

脳死 2 病態生理学　1章序論3項 人間の死（p.14-16）
疾患⑤脳・神経　2章1節 ①意識障害とは（p.24-25）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　4章 脳・神経機能障害患者
の看護の実際（p.214）
緩和ケア　8章5節2項 死亡の確認と死亡診断書（p.295）

11 徴候と疾患 A 主要な症状と
徴候

34 意識障害 1 病態生理学　2章24節 意識障害（p.214-221）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章2節4項 意 識 障 害・失 神

（p.202-203）
疾患⑤脳・神経　2章1節 意識障害（p.20-29）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節2項 意識障害（p.142-
146）

嚥下障害 0 病態生理学　2章11節 嚥下障害（p.151-156）
高齢者看護の実践　1章1節3項 摂食嚥下障害（p.25-33）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節10項 嚥下障害（p.179-
184）

言語障害 0 高齢者の健康と障害　6章1節4項 高齢者のコミュニケーションを
困難にするその他の要因（p.284）
疾患⑤脳・神経　2章2節 ⑤失語とは（p.34-37）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節6項 失語症（p.162-
166），7項 構音障害（p.166-168）

ショック 2 病態生理学　2章6節 ショック（p.128-135）
臨床薬理学　6章1節1項 ショック（アナフィラキシーとアナフィラ
キシー様反応）（p.152）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節 末梢性の循環障害―
ショック（p.182-186）
疾患②循環器　2章8節 ショック（p.42-49）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　11章 2 節 5 項 循環
器症状（ショック） (p.189）
造血機能障害／免疫機能障害　3章3節2項 アナフィラキシーショ
ック（p.138-141）

高体温、低体温 1 病態生理学　2章40節 発熱・低体温（p.294-306）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　34 章 体 温 調 節 機 能 障 害

（p.459-465）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　5章 体温調節機能
の障害（p.100-120）

脱水 0 病態生理学　2章42節 脱水（p.314-318）
高齢者看護の実践　1章1節2項 脱水（p.21-25）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章2節 脱水（p.20-22）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節2項 水と電
解質の異常とはどのような状態か（p.23-26）

黄疸 1 病態生理学　2章18節 黄疸（p.183-186）
疾患③消化器　2章9節 黄疸（p.53-57）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.124-
127）

頭痛 0 病態生理学　2章25節 頭痛（p.222-227）
疾患⑤脳・神経　2章6節 頭痛（p.58-60）
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※第105〜111回までの出題問題数

page://263/ng1_2022.pdf
page://36/ng37_2022.pdf
page://136/ng37_2022.pdf
page://136/ng37_2022.pdf
page://209/ng37_2022.pdf
page://40/ng2_2022.pdf
page://114/ng2_2022.pdf
page://114/ng2_2022.pdf
page://81/ng3_2022.pdf
page://14/ng3_2022.pdf
page://482/ng20_2022.pdf
page://482/ng20_2022.pdf
page://95/ng26_2022.pdf
page://95/ng26_2022.pdf
page://294/ng30_2022.pdf
page://482/ng20_2022.pdf
page://482/ng20_2022.pdf
page://294/ng30_2022.pdf
page://14/ng3_2022.pdf
page://24/ng48_2022.pdf
page://214/ng10_2022.pdf
page://214/ng10_2022.pdf
page://295/ng30_2022.pdf
page://214/ng3_2022.pdf
page://202/ng7_2022.pdf
page://202/ng7_2022.pdf
page://20/ng48_2022.pdf
page://142/ng10_2022.pdf
page://142/ng10_2022.pdf
page://151/ng3_2022.pdf
page://25/ng32_2022.pdf
page://179/ng10_2022.pdf
page://179/ng10_2022.pdf
page://284/ng31_2022.pdf
page://284/ng31_2022.pdf
page://34/ng48_2022.pdf
page://162/ng10_2022.pdf
page://162/ng10_2022.pdf
page://166/ng10_2022.pdf
page://128/ng3_2022.pdf
page://152/ng4_2022.pdf
page://152/ng4_2022.pdf
page://182/ng7_2022.pdf
page://182/ng7_2022.pdf
page://42/ng45_2022.pdf
page://189/ng47_2022.pdf
page://189/ng47_2022.pdf
page://138/ng9_2022.pdf
page://138/ng9_2022.pdf
page://294/ng3_2022.pdf
page://459/ng51_2022.pdf
page://459/ng51_2022.pdf
page://100/ng12_2022.pdf
page://100/ng12_2022.pdf
page://314/ng3_2022.pdf
page://21/ng32_2022.pdf
page://20/ng51_2022.pdf
page://23/ng12_2022.pdf
page://23/ng12_2022.pdf
page://183/ng3_2022.pdf
page://53/ng46_2022.pdf
page://124/ng8_2022.pdf
page://124/ng8_2022.pdf
page://222/ng3_2022.pdf
page://58/ng48_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 徴候と疾患 A 主要な症状と
徴候

34 咳嗽、喀痰 1 病態生理学　2章1節 咳嗽・喀痰・喀血（p.102-108）
疾患①呼吸器　2章4節 咳嗽（咳）／喀痰（痰）（p.28-31）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章2節5項 咳・痰（血痰・喀血）

（p.93-94）

吐血、喀血 2 病態生理学　2章1節 咳嗽・喀痰・喀血（p.102-108），13節 吐
血・下血（p.161-165）
疾患①呼吸器　2章5節 喀血／血痰（p.31-32）
疾患③消化器　2章6節 吐血・下血（p.42-46）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章2節5項 咳・痰（血痰・喀血）

（p.93-94）

チアノーゼ 1 病態生理学　2章5節 チアノーゼ（p.125-127）
疾患①呼吸器　2章8節 チアノーゼ（p.34-35）
疾患②循環器　2章6節 チアノーゼ（p.36-38）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章2節1項 チアノーゼ（p.89）／
8章2節8項 チアノーゼ（p.205-206）

呼吸困難 2 病態生理学　2章2節 呼吸困難（p.109-115）
緩和ケア　2章5節 呼吸困難の治療と看護（p.114-122）
疾患①呼吸器　2章2節 呼吸困難（息切れ）（p.22-26）
疾患②循環器　2章4節 呼吸困難（p.29-33）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章2節4項 呼吸困難（p.91-92）
／8章2節7項 呼吸困難（p.205）

胸痛 2 病態生理学　2章3節 胸痛（p.116-118）
疾患①呼吸器　2章3節 胸痛（p.26-28）
疾患②循環器　2章2節1項 胸痛（胸部圧迫感）（p.19-23）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章2節3項 胸痛（p.90）／8章2
節6項 胸痛（p.204-205）

不整脈 3 病態生理学　2章4節 不整脈（p.119-124）
疾患②循環器　9章 刺激伝導系の障害（p.212）
呼吸機能障害／循環機能障害　6 章 7 節 刺 激 伝 導 系 の 障 害

（p.167-171）

腹痛、腹部膨満 0 病態生理学　2章7節 腹痛（p.136-139），16節 腹部膨満（p.175-
178）
疾患③消化器　2章7節 腹痛（p.46-50），8節 腹部膨満（p.50-53）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.118-
124）
疾患②循環器　2章2節3項 腹痛（p.24-25）
疾患⑨女性生殖器　2章4節 ① 種類・考えられる疾患（p.25-
26），5節 ①種類・考えられる疾患（p.27）

悪心、嘔吐 1 病態生理学　2章12節 嘔気・嘔吐（p.157-160）
緩和ケア　2章4節1項 悪心・嘔吐の治療と看護（p.96-100）
疾患③消化器　2章4節 悪心・嘔吐（p.36-40）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.114-
116）

下痢 2 病態生理学　2章15節 下痢（p.171-174）
疾患③消化器　2章10節 下痢（p.57-59）
栄養代謝機能障害　3章3節1項 特徴的な症状とその看護（p.138-
140）

便秘 1 病態生理学　2章14節 便秘（p.166-170）
緩和ケア　2章4節4項 便秘の治療と看護（p.105-108）
疾患③消化器　2章11節 便秘（p.60-63）
栄養代謝機能障害　3章3節1項 特徴的な症状とその看護（p.140-
141）

下血 2 病態生理学　2章13節 吐血・下血（p.161-165）
疾患③消化器　2章6節 吐血・下血（p.42-45）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.116-
118）

乏尿、無尿、頻
尿、多尿

2 病態生理学　2章43節1項 頻尿（p.319），44節 尿量異常（p.322-
324）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章1節 尿量の異常（p.19-20）
／14章1節 ③排尿に関する症状（p.137）
疾患⑨女性生殖器　2章7節 ①定義・種類（p.30-31）， ②考えら
れる疾患（p.31）

page://102/ng3_2022.pdf
page://28/ng44_2022.pdf
page://93/ng7_2022.pdf
page://93/ng7_2022.pdf
page://102/ng3_2022.pdf
page://161/ng3_2022.pdf
page://161/ng3_2022.pdf
page://31/ng44_2022.pdf
page://42/ng46_2022.pdf
page://93/ng7_2022.pdf
page://93/ng7_2022.pdf
page://125/ng3_2022.pdf
page://34/ng44_2022.pdf
page://36/ng45_2022.pdf
page://89/ng7_2022.pdf
page://205/ng7_2022.pdf
page://109/ng3_2022.pdf
page://114/ng30_2022.pdf
page://22/ng44_2022.pdf
page://29/ng45_2022.pdf
page://91/ng7_2022.pdf
page://205/ng7_2022.pdf
page://116/ng3_2022.pdf
page://26/ng44_2022.pdf
page://19/ng45_2022.pdf
page://90/ng7_2022.pdf
page://204/ng7_2022.pdf
page://204/ng7_2022.pdf
page://119/ng3_2022.pdf
page://212/ng45_2022.pdf
page://167/ng7_2022.pdf
page://167/ng7_2022.pdf
page://136/ng3_2022.pdf
page://175/ng3_2022.pdf
page://175/ng3_2022.pdf
page://46/ng46_2022.pdf
page://50/ng46_2022.pdf
page://118/ng8_2022.pdf
page://118/ng8_2022.pdf
page://24/ng45_2022.pdf
page://25/ng52_2022.pdf
page://25/ng52_2022.pdf
page://27/ng52_2022.pdf
page://157/ng3_2022.pdf
page://96/ng30_2022.pdf
page://36/ng46_2022.pdf
page://114/ng8_2022.pdf
page://114/ng8_2022.pdf
page://171/ng3_2022.pdf
page://57/ng46_2022.pdf
page://138/ng8_2022.pdf
page://138/ng8_2022.pdf
page://166/ng3_2022.pdf
page://105/ng30_2022.pdf
page://60/ng46_2022.pdf
page://140/ng8_2022.pdf
page://140/ng8_2022.pdf
page://161/ng3_2022.pdf
page://42/ng46_2022.pdf
page://116/ng8_2022.pdf
page://116/ng8_2022.pdf
page://319/ng3_2022.pdf
page://322/ng3_2022.pdf
page://322/ng3_2022.pdf
page://19/ng51_2022.pdf
page://137/ng51_2022.pdf
page://30/ng52_2022.pdf
page://31/ng52_2022.pdf
page://31/ng52_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 徴候と疾患 A 主要な症状と
徴候

34 浮腫 2 病態生理学　2章41節 浮腫（p.307-313）
緩和ケア　2章6節 リンパ浮腫の治療と看護（p.123-130）
疾患②循環器　2章5節 浮腫（p.33-35）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章2節3項 浮腫（p.201-202）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節2項 水と電
解質の異常とはどのような状態か（p.24）

貧血 4 病態生理学　2章19節 貧血（p.187-192）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　2章1節 貧血（p.19）
／5章 貧血（p.92）
造血機能障害／免疫機能障害　1章1節 貧血（p.16-25）
疾患⑨女性生殖器　2章1節 ①種類・定義・考えられる疾患（p.21）

睡眠障害 0 病態生理学　2章46節 睡眠障害（p.329-336）
緩和ケア　3章5節 不眠の治療と看護（p.187-198）
高齢者看護の実践　1章4節3項 睡眠障害（p.103-113）
精神障害と看護の実践　1章11節 睡眠−覚醒障害（p.82-89）

感覚過敏・鈍麻 1 病態生理学　2章32節 視 力 障 害（p.255-260），33節 難 聴
（p.261-265），35節 味覚障害（p.270-273），36節 嗅覚障害
（p.274-277），37節 しびれ（p.278-283）
疾患⑤脳・神経　2章5節 感覚異常（p.55-58）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章4節 皮膚（体性感覚）の
障害と患者の看護（p.246-254）

運動麻痺 2 病態生理学　2章27節 運動麻痺（p.233-238）
疾患⑤脳・神経　2章4節 ①運動麻痺とは（p.44-47）， ②運動麻
痺のある患者の看護（p.47-49）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章1節2項 大脳の機能とそ
の障害（p.18-20），3節2項 脳幹の機能とその障害（p.24-25），
6節2項 脳神経の機能とその障害（p.33-34），8節2項 脳の動脈
の機能とその障害（p.39）／3章2節3項 片麻痺（p.146-153），4
項 運動失調，不随意運動（p.154-158），12項 顔面神経麻痺

（p.188-190）
疾患⑦運動器　2章5節 麻痺（p.32-33）

けいれん 1 病態生理学　2章26節 痙攣とてんかん（p.228-232）
小児の発達と看護　3章2節3項 けいれん時のアセスメントと看護

（p.202-204）
小児の疾患と看護　11章2節 熱性けいれん（p.216-218）
疾患⑤脳・神経　2章4節 ⑦けいれんとは（p.52-53）， ⑧けいれん
のある患者の看護（p.53-55）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3 章1節 9 項 てんかん患者

（p.126-129）

B 主要な疾患に
よる健康障害

11 生活習慣病 1 臨床生化学　4-2章10節 脂肪細胞と生活習慣病（p.87）
病態生理学　2章8節1項 原因と分類（p.140）
成人看護学概論　7章1節1項 生活習慣病の要因（p.152）
セルフマネジメント　7章1節 糖尿病に関する知識（p.112-118）
栄養代謝機能障害　2章1節6項 脂肪肝（p.77）／4章1節6項 脂
肪肝患者の看護（p.163），3節1項 脂質代謝障害のある患者の看
護（p.179-182）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）

（p.387-442）／33 章1節 肥 満 症・メタボリックシンドローム
（p.444-449），2節 脂質異常症（p.449-453），3節 高尿酸血
症・痛風（p.453-456）

がん 2 病態生理学　1章7節8項 がんの臨床・看護（p.79-80）
緩和ケア　2章1節 身体症状概論（p.58-61），2節 疼痛の治療
と看護（p.62-90）

感染症 5 臨床微生物・医動物　2章 宿主の臓器・組織別にみる感染症と病
原体（p.38-110）／3章 宿主の因子が影響する感染症と病原体

（p.114-189）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章 感染症の定義
と炎症の4徴候（p.310）

精神疾患 2 精神障害と看護の実践　1章 精神症状と精神疾患（p.20-113）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

※第105〜111回までの出題問題数

page://307/ng3_2022.pdf
page://123/ng30_2022.pdf
page://33/ng45_2022.pdf
page://201/ng7_2022.pdf
page://24/ng12_2022.pdf
page://24/ng12_2022.pdf
page://187/ng3_2022.pdf
page://19/ng47_2022.pdf
page://92/ng47_2022.pdf
page://16/ng9_2022.pdf
page://21/ng52_2022.pdf
page://329/ng3_2022.pdf
page://187/ng30_2022.pdf
page://103/ng32_2022.pdf
page://82/ng40_2022.pdf
page://255/ng3_2022.pdf
page://261/ng3_2022.pdf
page://261/ng3_2022.pdf
page://270/ng3_2022.pdf
page://274/ng3_2022.pdf
page://274/ng3_2022.pdf
page://278/ng3_2022.pdf
page://55/ng48_2022.pdf
page://246/ng10_2022.pdf
page://246/ng10_2022.pdf
page://233/ng3_2022.pdf
page://44/ng48_2022.pdf
page://47/ng48_2022.pdf
page://47/ng48_2022.pdf
page://18/ng10_2022.pdf
page://18/ng10_2022.pdf
page://24/ng10_2022.pdf
page://33/ng10_2022.pdf
page://39/ng10_2022.pdf
page://39/ng10_2022.pdf
page://146/ng10_2022.pdf
page://154/ng10_2022.pdf
page://154/ng10_2022.pdf
page://188/ng10_2022.pdf
page://188/ng10_2022.pdf
page://32/ng50_2022.pdf
page://228/ng3_2022.pdf
page://202/ng33_2022.pdf
page://202/ng33_2022.pdf
page://216/ng35_2022.pdf
page://52/ng48_2022.pdf
page://53/ng48_2022.pdf
page://53/ng48_2022.pdf
page://126/ng10_2022.pdf
page://126/ng10_2022.pdf
page://87/ng2_2022.pdf
page://140/ng3_2022.pdf
page://152/ng25_2022.pdf
page://112/ng27_2022.pdf
page://77/ng8_2022.pdf
page://163/ng8_2022.pdf
page://163/ng8_2022.pdf
page://179/ng8_2022.pdf
page://179/ng8_2022.pdf
page://387/ng51_2022.pdf
page://387/ng51_2022.pdf
page://444/ng51_2022.pdf
page://444/ng51_2022.pdf
page://449/ng51_2022.pdf
page://453/ng51_2022.pdf
page://453/ng51_2022.pdf
page://79/ng3_2022.pdf
page://58/ng30_2022.pdf
page://62/ng30_2022.pdf
page://62/ng30_2022.pdf
page://38/ng5_2022.pdf
page://38/ng5_2022.pdf
page://114/ng5_2022.pdf
page://114/ng5_2022.pdf
page://310/ng47_2022.pdf
page://310/ng47_2022.pdf
page://20/ng40_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 徴候と疾患 B 主要な疾患に
よる健康障害

11 小児の疾患 0 小児の疾患と看護　1章 新生児疾患（p.14-27）／2章 遺伝性疾
患・染色体異常（p.30-46）／3章 代謝・内分泌疾患（p.48-66）／
4章 免疫・アレルギー・膠原病（p.68-85）／5章 感染症（p.88-118）
／6章 呼吸器疾患（p.120-141）／7章 循環器疾患（p.144-160）／
8章 腎・泌尿器疾患（p.162-176）／9章 消化器疾患（p.178-192）
／10章 血液・腫瘍疾患（p.194-212）／11章 神経・筋・精神疾患

（p.214-232）／12 章 外 科 疾 患（p.234-274）／13 章 眼科 疾 患
（p.276-290）

呼吸機能障害／循環機能障害　6章4節1項 心臓の形態異常とは
どのような状態か（p.152-153）
運動機能障害　5章4節 先天性および幼児・小児に特有の運動機
能障害とその疾患・治療（p.75-76）

高齢者の疾患 1 高齢者の健康と障害　4章6節1項 高齢者に起こりやすい疾患の
特徴（p.219-234）
高齢者看護の実践　1章6節 呼吸・循環機能障害を支える看護

（p.142-171），7節 その他高齢者に特徴的な疾患・症状を支える
看護（p.172-205）／2章1節1項 認知症の病態と要因（p.208-
213）
疾患⑨女性生殖器　12章2節 老年期の疾患（p.293-297）

C 基本的な臨床
検査値の評価

5 血液学検査 1 解剖生理学　4章1節 血液の機能と成分（p.84-87）
病態生理学　2章22節3項 アセスメント（p.208-209）
小児の疾患と看護　10章1節1項 表10.1-1「ヘモグロビン（Hb）濃
度，ヘマトクリット（Ht）値，および平均赤血球容積（MCV）によ
る小児貧血の診断基準（WHO）」（p.194）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　3章2節 末梢血検査

（p.44-46）

血液生化学検査 4 病態生理学　2章10節3項 アセスメント（p.149-150）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節2項 肺循環障害に伴う症
状とその検査（p.47-48）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　3章2節 末梢血検査

（p.44-46）

免疫血清学検査 0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　19章4節 血清学的
診断法（p.333）

尿検査 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　3章2節 尿検査（p.34-37）
疾病と治療　4章16節2項 急性膵炎―診断と治療（p.121），5項 
慢性膵炎―診断と治療（p.123）

12 薬物の作用と
その管理

A 主な薬物の効
果と副作（有
害事象）

15 抗感染症薬 1 臨床薬理学　5章2節 細菌感染症（p.131-138），3節 ウイルス感
染症（p.138-141），4節 真菌感染症（p.141-143），5節 寄生虫
感染症（p.143-144）
臨床微生物・医動物　6章2節1項 抗感染症薬（p.236-244）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　20章1節 化学療法

（p.343）

抗がん薬 1 臨床薬理学　3章 がん・痛みに使用する薬（p.72-92）
臨床生化学　4-4章4節 抗がん薬と免疫抑制薬の作用（p.103-
104）
緩和ケア　2章8節2項 がん薬物療法に伴う苦痛の緩和（p.139-
146）

強心薬、抗不
整脈薬

1 臨床薬理学　2章3節1項 不整脈（p.53-55）／6章2節1項 循環
改善のために使用する薬（p.153-155）
疾患②循環器　4章1節4項 心筋の収縮を強める薬（p.97-98），
5項 心拍数を下げる薬（p.98），6項 心拍の乱れを整える薬（p.98-
99）

狭心症治療薬 2 臨床薬理学　2章3節2項 狭心症（p.55-57）
疾患②循環器　4章1節2項 冠血流を改善する薬（p.93-94）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節3項 冠血流障害（虚血
性心疾患）を引き起こす主な疾患と治療（p.162-163）

抗血栓薬 1 臨床薬理学　2章3節4項 心筋梗塞（p.60-64）
疾患②循環器　4章1節7項 血栓をできにくくする薬（p.99-101）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節3項 冠血流障害（虚血
性心疾患）を引き起こす主な疾患と治療（p.163-164）

降圧薬、昇圧薬 2 臨床薬理学　2章2節1項 高血圧（p.37-41）／6章2節1項 循環改
善のために使用する薬（p.153-155）
疾患②循環器　4章1節1項 ①降圧薬（p.92），3項 心臓の負担
を軽くする薬（p.94-96）

page://14/ng35_2022.pdf
page://30/ng35_2022.pdf
page://30/ng35_2022.pdf
page://48/ng35_2022.pdf
page://68/ng35_2022.pdf
page://88/ng35_2022.pdf
page://120/ng35_2022.pdf
page://144/ng35_2022.pdf
page://162/ng35_2022.pdf
page://178/ng35_2022.pdf
page://194/ng35_2022.pdf
page://214/ng35_2022.pdf
page://214/ng35_2022.pdf
page://234/ng35_2022.pdf
page://276/ng35_2022.pdf
page://276/ng35_2022.pdf
page://152/ng7_2022.pdf
page://152/ng7_2022.pdf
page://75/ng11_2022.pdf
page://75/ng11_2022.pdf
page://219/ng31_2022.pdf
page://219/ng31_2022.pdf
page://142/ng32_2022.pdf
page://142/ng32_2022.pdf
page://172/ng32_2022.pdf
page://172/ng32_2022.pdf
page://208/ng32_2022.pdf
page://208/ng32_2022.pdf
page://293/ng52_2022.pdf
page://84/ng1_2022.pdf
page://208/ng3_2022.pdf
page://194/ng35_2022.pdf
page://194/ng35_2022.pdf
page://194/ng35_2022.pdf
page://44/ng47_2022.pdf
page://44/ng47_2022.pdf
page://149/ng3_2022.pdf
page://47/ng7_2022.pdf
page://47/ng7_2022.pdf
page://44/ng47_2022.pdf
page://44/ng47_2022.pdf
page://333/ng47_2022.pdf
page://333/ng47_2022.pdf
page://34/ng51_2022.pdf
page://121/ng13_2022.pdf
page://123/ng13_2022.pdf
page://123/ng13_2022.pdf
page://131/ng4_2022.pdf
page://138/ng4_2022.pdf
page://138/ng4_2022.pdf
page://141/ng4_2022.pdf
page://143/ng4_2022.pdf
page://143/ng4_2022.pdf
page://236/ng5_2022.pdf
page://343/ng47_2022.pdf
page://343/ng47_2022.pdf
page://72/ng4_2022.pdf
page://103/ng2_2022.pdf
page://103/ng2_2022.pdf
page://139/ng30_2022.pdf
page://139/ng30_2022.pdf
page://53/ng4_2022.pdf
page://153/ng4_2022.pdf
page://153/ng4_2022.pdf
page://97/ng45_2022.pdf
page://98/ng45_2022.pdf
page://98/ng45_2022.pdf
page://98/ng45_2022.pdf
page://55/ng4_2022.pdf
page://93/ng45_2022.pdf
page://162/ng7_2022.pdf
page://162/ng7_2022.pdf
page://60/ng4_2022.pdf
page://99/ng45_2022.pdf
page://163/ng7_2022.pdf
page://163/ng7_2022.pdf
page://37/ng4_2022.pdf
page://153/ng4_2022.pdf
page://153/ng4_2022.pdf
page://92/ng45_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

13 看護における
基本技術

A コミュニケー
ション

3 言語的コミュ
ニケーション

0 看護学概論　7章1節4項 コミュニケーションのタイプ（p.187）
基礎看護技術Ⅰ　1章1節6項 言語的コミュニケーション（p.29-
30）
セルフマネジメント　3-4章2節2項 言語コミュニケーションと非言
語コミュニケーション（p.82）
小児看護技術　1章1節2項 援助関係を形成していく上で重要なコ
ミュニケーション（p.15）

非言語的コ
ミュニケー
ション

0 看護学概論　7章1節4項 コミュニケーションのタイプ（p.187-188）
基礎看護技術Ⅰ　1章1節7項 非言語的コミュニケーション（p.31-
35）
セルフマネジメント　3-4章2節2項 言語コミュニケーションと非言
語コミュニケーション（p.82-83）
小児看護技術　1章1節2項 援助関係を形成していく上で重要なコ
ミュニケーション（p.15）

面接技法 3 看護学概論　7章3節3項 カウンセラーとしての役割（p.192-193）
基礎看護技術Ⅰ　1章2節 看護場面での効果的なコミュニケーショ
ン技術（p.35-38），6節1項 カウンセリングとは何か（p.64-65）／
4章3節4項 問診方法：言語的コミュニケーションと非言語的コミ
ュニケーション（p.138-139）
小児看護技術　1章1節 援助関係を形成する上で必要な基礎知識

（p.14）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

12 薬物の作用と
その管理

A 主な薬物の効
果と副作（有
害事象）

15 利尿薬 1 臨床薬理学　2章2節1項 高血圧（p.37-41）

消化性潰瘍治
療薬

0 臨床薬理学　8章1節1項 消化性潰瘍治療薬（p.192-198）
疾患③消化器　4章5節 薬物療法（p.142-149）

下剤、止痢薬 0 臨床薬理学　8章1節5項 瀉下薬（下剤）（p.203-208）
疾患③消化器　4章5節 薬物療法（p.142-149）

抗アレルギー薬 0 臨床薬理学　7章1節4項 抗アレルギー薬（p.176-177）

免疫療法薬 0 臨床薬理学　3章1節3項 表3‒4「主な分子標的治療薬」（p.79）

副腎皮質ステ
ロイド薬

2 臨床薬理学　7章1節3項 ステロイド（吸入・注射）（p.173-176）／ 
資料8「ステロイド」（p.272-275）

糖尿病治療薬 0 臨床薬理学　2章2節2項 糖尿病（p.42-49）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117）
疾患②循環器　4章1節1項 ③糖尿病治療薬（p.93）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章4節4項 薬物療法（p.410-
419）

中枢神経作用薬 1 臨床薬理学　4章1節 中枢神経系のはたらきと薬（p.94-95），2
節 抗てんかん薬（p.95-100），3節 パーキンソン病治療薬（p.101-
107）／7章2節1項 鎮咳薬（p.178-180）／8章1節3項 制吐薬，
鎮吐薬（p.200-203）

麻薬 1 臨床薬理学　1章1節3項 医薬品の分類（p.14-16）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章1節4項 苦痛緩和の方
法（p.75-77）
緩和ケア　2章2節3項 がん疼痛の治療と看護 （p.72-84），4項 
がん疼痛を有する患者の看護 （p.85-90）

消炎鎮痛薬 1 臨床薬理学　7章3節 関節リウマチと薬物療法（p.181-189）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章1節4項 苦痛緩和の方
法（p.75-77）
緩和ケア　2章2節3項 がん疼痛の治療と看護 （p.74）
運動機能障害　3章4節1項 関節の薬物療法（p.53-54）

B 薬物の管理 4 禁忌 1 臨床薬理学　1章3節2項 医薬品添付文書の読み方（p.26-28）

保存・管理方法 2 臨床薬理学　1章3節3項 処方から投与まで（p.28-34）

薬理効果に影
響する要因

0 基礎看護技術Ⅱ　13章3節5項 薬効に影響を与えるもの（p.363）

目標Ⅳ 看護技術に関する基本的な知識を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）
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小項目
（キーワード）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

13 看護における
基本技術

B 看護過程 2 情報収集、
アセスメント

1 看護学概論　8章1節3項 看護過程：五つのステップの順序と定義
（p.199-200），2節1項 看護過程展開のための主要な概念を正確
に理解する（p.201-203）
基礎看護技術Ⅰ　2章2節 情報の収集（p.76-79），3節 アセスメ
ント（p.79-94）

計画立案 0 看護学概論　8 章 2 節 2 項 看 護 診 断 の 優 先 順 位 の つけ 方
（p.203），3項 看護記録の書き方（p.203-204）
基礎看護技術Ⅰ　2章4節 ニードの明確化：看護診断と優先順位
の決定（p.94），5節 看護計画（p.95-97）

実施 0 看護学概論　8章1節3項 看護過程：五つのステップの順序と定義
（p.199-200），2節3項 看護記録の書き方（p.203-204）
基礎看護技術Ⅰ　2章6節 実施（p.98）

評価 0 看護学概論　8章1節3項 看護過程：五つのステップの順序と定義
（p.199-200）
基礎看護技術Ⅰ　2章7節 評価（p.98）

C フィジカルア
セスメント

9 バイタルサイ
ンの観察

3 基礎看護技術Ⅰ　4章5節 バイタルサインの測定（p.145-167）
小児看護技術　9章1節 バイタルサインの測定（p.204）

意識レベルの
評価

3 病態生理学　2章24節3項 アセスメント（p.217-219）
基礎看護技術Ⅰ　4章5節1項 バイタルサインとは（p.145-149）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.172-
173）

呼吸状態の観察 2 基礎看護技術Ⅰ　4章4節8項 聴診の実践（p.143-144），5節1
項 バイタルサインとは（p.150-152）／5章7節2項 肺の問診および
視診，触診，打診，聴診（p.221-226）
小児看護技術　9章1節1項 呼吸測定（p.204）

腸蠕動音聴取 0 基礎看護技術Ⅰ　5章10節2項 腹部（消化器系）の問診および視
診，聴診，打診，触診（p.267-268）

運動機能の観察 0 基礎看護技術Ⅰ　5章12節 筋・骨格系のアセスメント（p.291-
304）
運動機能障害　6章3節1項 関節のアセスメント（p.97-105）／7章
1節2項 日常生活の観察（p.116-118）／8章2節1項 基本的動作と
日常生活活動の障害（p.152-156）

14 日常生活援助
技術

A 食事 5 食事の環境整
備、食事介助

3 基礎看護技術Ⅱ　5章5節2項 経口摂取の援助（p.165-169）
小児看護技術　2章1節2項 空間（p.32）／3章1節 子どもへの食
事援助の実際（p.58），2節5項 食べる機能に障害のある子どもへ
の援助（p.88）
地域療養を支えるケア　7章2 節1項 食のアセスメントと援助

（p.255-256）
在宅療養を支える技術　3章1節3項 援助の技術と実際（p.73-75）
栄養代謝機能障害　3章1節1項 特徴的な症状とその看護（p.96-
107）

誤嚥の予防 2 基礎看護技術Ⅱ　3章2節6項 誤嚥・窒息の予防策（p.96-97）／
5章5節2項 経口摂取の援助（p.167）
臨床栄養学　4章3節 嚥下障害のある人のための食事（p.153-159）
小児看護技術　2章4節4項 その他の事故防止：誤飲・誤嚥，外
傷，窒息など（p.50）
医療安全　5章6節 誤嚥：分析と対策（p.155-156）

B 排泄 5 排泄の援（床
上、トイレ、ポー
タブルトイレ、
おむつ）

0 基礎看護技術Ⅱ　6章5節1項 床上での排尿・排便の援助（p.183-
186），2項 尿失禁・便失禁のある患者のおむつを用いた援助

（p.187-189），3項 ポータブルトイレ，トイレでの援助（p.189-190）
小児看護技術　4章2節 排泄行動自立への援助（p.100）

導尿 1 基礎看護技術Ⅱ　6章5節6項 導尿（p.194-197）
小児看護技術　4章4節 導尿（CIC）（p.103-104）

浣腸 3 基礎看護技術Ⅱ　6章5節7項 浣腸（p.198-199）
小児看護技術　4章3節 浣腸（p.101）

摘便 0 基礎看護技術Ⅱ　6章5節8項 摘便（p.200-201）
在宅療養を支える技術　3章2 節3 項 排泄援助の技術と実際

（p.80-83）

失禁のケア 1 基礎看護技術Ⅱ　6章5節2項 尿失禁・便失禁のある患者のおむ
つを用いた援助（p.187-189）
栄養代謝機能障害　3章3節1項 特徴的な症状とその看護（p.141-
143）
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page://98/ng19_2022.pdf
page://145/ng19_2022.pdf
page://204/ng34_2022.pdf
page://217/ng3_2022.pdf
page://145/ng19_2022.pdf
page://172/ng34_2022.pdf
page://172/ng34_2022.pdf
page://143/ng19_2022.pdf
page://150/ng19_2022.pdf
page://150/ng19_2022.pdf
page://221/ng19_2022.pdf
page://221/ng19_2022.pdf
page://204/ng34_2022.pdf
page://267/ng19_2022.pdf
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page://97/ng11_2022.pdf
page://116/ng11_2022.pdf
page://116/ng11_2022.pdf
page://152/ng11_2022.pdf
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page://165/ng20_2022.pdf
page://32/ng34_2022.pdf
page://58/ng34_2022.pdf
page://58/ng34_2022.pdf
page://88/ng34_2022.pdf
page://88/ng34_2022.pdf
page://255/ng23_2022.pdf
page://255/ng23_2022.pdf
page://73/ng24_2022.pdf
page://96/ng8_2022.pdf
page://96/ng8_2022.pdf
page://96/ng20_2022.pdf
page://167/ng20_2022.pdf
page://153/ng6_2022.pdf
page://50/ng34_2022.pdf
page://50/ng34_2022.pdf
page://155/ng42_2022.pdf
page://183/ng20_2022.pdf
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page://187/ng20_2022.pdf
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page://189/ng20_2022.pdf
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page://101/ng34_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

14 日常生活援助
技術

C 活動と休息 4 体位、体位変換 1 基礎看護技術Ⅱ　2章3節1項 体位変換および体位保持（p.47），
4節 安楽な体位（p.51-61）／7章5節1項 体位変換（p.212-219）
小児看護技術　10章1節 安楽な体位（p.246）

移動、移送 1 基礎看護技術Ⅱ　7章5節3項 立位と歩行（p.224-228），4項 
移動・移送（p.229-237）

ボディメカニ
クス

1 基礎看護技術Ⅱ　3章3節1項 ボディメカニクス（p.97-106）／7章
1節 活動・運動の意義（p.204）

廃用症候群の
予防

0 基礎看護技術Ⅱ　7章3節4項 活動・運動のニーズを充足させるた
めのフローチャート（p.210-211）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪化
の予期（p.83-91）
疾患⑦運動器　18章3節 廃用症候群（生活不活発病）（p.303）

睡眠 0 基礎看護技術Ⅱ　8章1節2項 睡眠（p.240-241），2節3項 睡眠
の分類と役割（p.242-244），4項 睡眠の調節（p.244-246），5
項 睡眠の多様性（p.246-247），3節2項 睡眠のニーズ（p.248-
249），4節2項 睡眠（p.249-251），5節2項 睡眠の援助技術

（p.253）
高齢者看護の実践　1章4節3項 睡眠障害（p.103-113）
小児看護技術　2章3節 睡眠と休息に適した環境づくり（p.40）

D 清潔 11 入浴、
シャワー浴

1 基礎看護技術Ⅱ　9章3節1項 清潔にする行為の身体的影響
（p.260-262），8節4項 入浴・シャワー浴の介助（p.270-271）
小児看護技術　5章2節 入浴（p.114）
在宅療養を支える技術　3 章 3 節3 項 清 潔ケアの 技 術と実際

（p.86-87）

清拭 1 基礎看護技術Ⅱ　9章8節7項 全身清拭（p.276-279）
小児看護技術　5章3節 清拭（p.117）
在宅療養を支える技術　3 章 3 節3 項 清 潔ケアの 技 術と実際

（p.86-87）

口腔ケア 2 基礎看護技術Ⅱ　9章8節3項 口腔ケア（p.266-270）
小児看護技術　5章5節 口腔ケア（p.121）
在宅療養を支える技術　3 章 3 節3 項 清 潔ケアの 技 術と実際

（p.86-87）

洗髪 2 基礎看護技術Ⅱ　9章8節6項 洗髪（p.272-275）
小児看護技術　5章4節 洗髪（p.120）
在宅療養を支える技術　3 章 3 節3 項 清 潔ケアの 技 術と実際

（p.86-87）

手浴、足浴 2 基礎看護技術Ⅱ　9章8節5項 部分浴（手浴・足浴）（p.272-273）
小児看護技術　5章2節 入浴（p.114）
在宅療養を支える技術　3 章 3 節3 項 清 潔ケアの 技 術と実際

（p.86-87）

陰部洗浄 1 基礎看護技術Ⅱ　9章8節8項 陰部洗浄（p.279-281）
小児看護技術　5章1節 沐浴（p.113），3節 清拭（p.119）

整容 0 基礎看護技術Ⅱ　9章8節2項 整容（p.266）
小児看護技術　5章1節 沐浴（p.113）

寝衣交換 2 基礎看護技術Ⅱ　9章5節9項 寝衣交換（p.281-285）
小児看護技術　5章6節 衣服の交換（p.126）

15 患者の安全・
安楽を守る看
護技術

A 療養環境 4 病室環境 2 基礎看護技術Ⅱ　1章2節 環境を整える技術（p.30-39），3節 療
養環境のアセスメント（p.39-40）
小児看護技術　2章1節 子どもの視点に立った病院の物理的環境
づくり（p.30-31），3節 睡眠と休息に適した環境づくり（p.40）
医療安全　8章4節1項 環境調整技術に伴うリスクと安全（p.240）

共有スペース 0 基礎看護技術Ⅱ　1章2節1項 快適さを保つ構造：プライバシーを保
つアメニティ（p.30-33），2項 病床の環境と病床の整備（p.33-35）
小児看護技術　2章1節 子どもの視点に立った病院の物理的環境
づくり（p.30-34）

居住スペース 0 基礎看護技術Ⅱ　1章2節 環境を整える技術（p.30-39），3節 療
養環境のアセスメント（p.39-40）
小児看護技術　2章1節 子どもの視点に立った病院の物理的環境
づくり（p.30-31），2節3項 発達段階に応じた生活環境の調整と
セルフケア力を高める環境づくり（p.37）
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※第105〜111回までの出題問題数
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

15 患者の安全・
安楽を守る看
護技術

B 医療安全対策 2 転倒・転落の
防止

1 基礎看護技術Ⅱ　3章2節2項 転倒・転落の予防策（p.90-91）
小児看護技術　2章4節2項 転倒を防止する環境づくり（p.46），
3項 転落を防止する環境づくり（p.47）
医療安全　5章5節 転倒転落：分析と対策（p.145-155）／6章2
節3項 在宅看護における介護事故とその対応（p.185）／8章4節1
項 環境調整技術に伴うリスクと安全（p.240）
運動機能障害　8章3節2項 転倒の予防（p.162-163）

誤薬の防止 0 基礎看護技術Ⅱ　3章2節5項 誤薬の予防策（p.94-95）／13章4
節1項 安全で確実な与薬のための知識・技術・態度（p.366）
医療安全　5章2節 誤薬と与薬事故：分析と対策（p.129-140）／
6章2節2項 在宅看護における医療事故と対応 （p.184-185）
臨床薬理学　1章3節3項 処方から投与まで（p.28-34）

患者誤認の防止 1 基礎看護技術Ⅱ　3章2節4項 患者誤認の予防策（p.94-95）
周術期看護　5章2節1項 患者確認（p.94-95）
医療安全　5章3節 患者取り違え（誤認）：分析と対策（p.142-143）

誤嚥・窒息の
防止

0 基礎看護技術Ⅱ　3章2節6項 誤嚥・窒息の予防策（p.95-97）
小児看護技術　2章4節4項 その他の事故防止：誤飲・誤嚥，外
傷，窒息など（p.50）
地域療養を支えるケア　6章2節3項 誤嚥・窒息の防止（p.240）
在宅療養を支える技術　3章1節4項 トラブル時の対応（p.75-77）
医療安全　5章6節 誤嚥：分析と対策（p.155-156）

コミュニケー
ションエラー
の防止

0 基礎看護技術Ⅱ　3章1節3項 安全管理対策（p.88-90）
看護管理　3章5節 情報の管理（p.94-98）
医療安全　5章1節2項 人と人とのコミュニケーション（p.127-128），
12節 電子カルテ等情報伝達時のトラブル：分析と対策（p.174）

C 感染防止対策 10 標準予防策〈ス
タンダードプリ
コーション〉

3 基礎看護技術Ⅱ　4章4節1項 スタンダードプリコーション（標準予
防策）（p.124-125）
在宅療養を支える技術　2 章 5 節 2 項 日常 的なケア（平 常 時）

（p.54-57）
医療安全　7章3節1項 標準予防策（スタンダードプリコーション）

（p.203-205）

感染経路別予
防策

0 基礎看護技術Ⅱ　4章4節2項 感染経路別予防対策（p.124-126）
小児の発達と看護　3章7節3項 プラスα「感染経路と防止策」

（p.273）

手指衛生 1 基礎看護技術Ⅱ　4章5節1項 手指衛生（p.126-128）
医療安全　7章3節1項 標準予防策（スタンダードプリコーション）

（p.204-205）

必要な防護用具
（手袋、マスク、ガ

ウン、ゴーグル）
の選択・着脱

1 基礎看護技術Ⅱ　4章2節 個人防護具の選択・着脱手順（p.126-
130）
在宅療養を支える技術　2章5節3項 療養者に感染症が発症した
場合の対応（p.57-59）
周術期看護　5章1節1項 構造・設備・感染管理（p.88-92）

無菌操作 1 基礎看護技術Ⅱ　4章5節3項 無菌操作（p.131-134）

滅菌と消毒 1 基礎看護技術Ⅱ　4章5節4項 滅菌物の取り扱い（p.134-137），
5項 滅菌と消毒（p.137-139）
臨床薬理学　5章6節 消毒薬（p.144-147）

針刺し・切創
の防止

1 基礎看護技術Ⅱ　3章3節2項 感染予防策（p.107）／4章6節3項 
医療事故の予防と事故後の対応（p.142-143）
医療安全　5章4節 針刺し：分析と対策（p.143-145）

感染性廃棄物
の取り扱い

2 基礎看護技術Ⅱ　13章7節1項 感染予防（医療廃棄物の取り扱
い）（p.411-412）／4章7節 医療廃棄物の取り扱い（p.143-145）
医療安全　7章3節5項 廃棄物の適切な取り扱い（p.208-210）
看護をめぐる法と制度　6章10節3項 生活環境を保全（環境衛生
や関連営業の衛生）するための法（p.382-385）

16 診療に伴う看
護技術

A 栄養法 5 経管・経腸栄
養法

4 臨床栄養学　4章4節1項 経管栄養（p.160-163）
基礎看護技術Ⅱ　5章5節3項 経管栄養の援助（p.169-173）
小児看護技術　3章2節1項 経管栄養法（p.70），2項 胃瘻カテー
テルから栄養剤を注入する方法（p.76）
地域療養を支えるケア　7章 3 節 7 項 在宅 経 管栄 養 法（home 
enteral nutrition：HEN）（p.270-271）
在宅療養を支える技術　4章11節4項 援助の実際（p.147-149）
医療安全　8章4節2項 食事の援助技術に伴うリスクと安全

（p.240-241）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

16 診療に伴う看
護技術

A 栄養法 5 経静脈栄養法 1 基礎看護技術Ⅱ　5章5節4項 経静脈栄養法（p.173-174）
小児看護技術　3章2節3項 中心静脈栄養法（p.80）
地域療養を支えるケア　7章3節8項 在 宅 中 心 静 脈 栄 養 法

（home parenteral nutrition：HPN）（p.271-272）
在宅療養を支える技術　4章12節4項 援助の実際（p.152-154）
臨床栄養学　4章4節2項 中心静脈栄養（p.163-164）

B 薬物療法 6 与薬方法 4 基礎看護技術Ⅱ　13 章4節 与 薬のための援 助 技 術（p.366-
375），5節 注射のための援助技術（p.375-403）
小児看護技術　7章 与薬の技術（p.150）
医療安全　8章4節8項 与薬の技術に伴うリスクと安全（p.249-
250）

薬効・副作用
（有害事象）の
観察

2 基礎看護技術Ⅱ　13章3節3項 薬物の主作用と副作用（p.362-
363）
小児看護技術　6章3節 吸入（p.141）／7章4節3項 静脈注射

（p.159），5節 輸液管理（p.162）

C 輸液・輸血管理 6 刺入部位の観察 1 基礎看護技術Ⅱ　13章5節4項 注射の実際（p.392），6節2項 
輸血の実際（p.408-410）
小児看護技術　7章4節1項 皮下注射（p.157）

点滴静脈内注射 1 基礎看護技術Ⅱ　13章5節4項 注射の実際（p.395-403）
小児看護技術　3章5節 輸液管理（p.160）

輸血 1 基礎看護技術Ⅱ　13章6節 輸血のための援助技術（p.403-410）
医療安全　5章2節 コラム「輸血」（p.141）

D 採血 5 刺入部位 1 基礎看護技術Ⅱ　14章3節8項 血液検査（p.432-434）
小児看護技術　9章2節1項 採血（p.219）

採血方法 4 基礎看護技術Ⅱ　14章3節8項 血液検査（p.432-434）
小児看護技術　9章2節1項 採血（p.220）

採血後の観察内
容、採血に関連
する有害事象

0 基礎看護技術Ⅱ　13 章 5 節 3 項 注 射 に 必 要 な 知 識と技 術
（p.382）
小児看護技術　9章2節1項 採血（p.219-221）

E 呼吸管理 6 酸素療法の原則 0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.303-312）
小児看護技術　6章1節 酸素療法（p.132）
疾患①呼吸器　4章1節 酸素療法（p.62-69）

酸素ボンベ 1 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.309-311）
疾患①呼吸器　4章1節 酸素療法（p.62-69）

酸素流量計 0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.310-311）
疾患①呼吸器　4章1節 ①酸素療法とは（p.62-63）

鼻腔カニューラ 0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.304-305）
小児看護技術　6章1節 酸素療法（p.133）
疾患①呼吸器　4章1節 ①酸素療法とは（p.62-63）

酸素マスク 1 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.304-305）
小児看護技術　6章1節 酸素療法（p.133）
疾患①呼吸器　4章1節 ①酸素療法とは（p.62-63）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節4項 人 工 呼 吸 療 法

（p.106-110）

ネブライザー 0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.306），3項 吸入療
法（p.301-302）
小児看護技術　6章3節 吸入（p.141）
疾患①呼吸器　4章3節 ②薬物療法の看護（p.88）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節1項 吸 入療法（p.102-
104）

口腔内・鼻腔
内吸引

2 基礎看護技術Ⅱ　14章4節3項 吸引（p.443-446）
小児看護技術　6章2節1項 鼻腔・口腔の吸引（p.136）

気管内吸引 2 基礎看護技術Ⅱ　10章5節4項 吸引（p.303）／14章4節3項 吸引
（p.443-444）
小児看護技術　6章2節2項 気管吸引（p.137）

体位ドレナージ 0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節2項 痰を喀出させる方法（p.297-301）
小児看護技術　6章4節 体位ドレナージ（p.143）
疾患①呼吸器　6章3節 ②無気肺患者の看護（p.127-128）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節4項 人 工 呼 吸 療 法

（p.106-110）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

16 診療に伴う看
護技術

F 救命救急処置 11 気道の確保 2 基礎看護技術Ⅱ　15章3節1項 心肺蘇生（p.458.460），3項 気
道異物除去（p.462-463）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.175）
災害看護　5章4節1項 災害時の外傷初期診療（p.113）

人工呼吸 0 基礎看護技術Ⅱ　15章3節1項 心肺蘇生（p.458-459）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.178）

胸骨圧迫 3 基礎看護技術Ⅱ　15章3節1項 心肺蘇生（p.456-458）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.176）

直流除細動器 1 基礎看護技術Ⅱ　15章3節2項 除細動（p.460-461）

自動体外式除
細動器〈AED〉

1 基礎看護技術Ⅱ　15章3節2項 除細動（p.460-461）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.180）

止血法 1 基礎看護技術Ⅱ　15章4節 ファーストエイド（p.464-465）
災害看護　5章4節1項 災害時の外傷初期診療（p.115），2項 代
用品を利用した応急処置（p.116）

トリアージ 3 基礎看護技術Ⅱ　15 章 2 節 救 急 時 における看 護 者 の 役 割
（p.453-454）
看護学概論　12章3節7項 災害看護に必要な知識と技術（p.302-
303）
災害看護　5章3節 トリアージ（p.108-112）

G 皮膚・創傷の
管理

5 創傷管理 1 基礎看護技術Ⅱ　12章3節 創傷の管理（p.337-346）
臨床看護総論　3章4節4項 創傷処置（p.133-134）

褥瘡の予防・
処置

4 基礎看護技術Ⅱ　12章4節 褥瘡の管理（p.346-352）
地域療養を支えるケア　7章3節9項 良肢位の保持と褥瘡予防

（p.272-274）
在宅療養を支える技術　4章13節4項 援助の実際（褥瘡のアセス
メントと処置）（p.157-158）
臨床薬理学　9章7節1項 褥瘡治療薬（p.242-244）
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人体の構造と機能

目標Ⅲ 疾病の成り立ちとの関連において、人体の構造と機能について基本的な理解を問う。

目標Ⅱ フィジカルアセスメントおよび日常生活の営みを支える看護に必要な人体の構造と機能について基本的な理解を問う。

目標Ⅰ 正常な人体の構造と機能について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 細胞と組織 A 細胞の構造 1 細胞膜と細胞質 0 解剖生理学　2章1節1項 細胞の構造（p.30.32-34）
臨床生化学　2章1節 細胞（p.20-22）

核 1 解剖生理学　2章1節1項 細胞の構造（p.30-32）
臨床生化学　2章1節3項 細胞小器官（p.22）

細胞小器官と
細胞骨格

0 解剖生理学　2章1節1項 細胞の構造（p.30-39）
臨床生化学　2章1節3項 細胞小器官（p.20-22）

B 遺伝子と遺伝
情報

0 ゲノムと遺伝子 0 臨床生化学　6章1節 DNA：遺伝情報を担う物質（p.114-116），
5節 遺伝子の変化（p.126-129）

タンパク合成 0 臨床生化学　6章1節 DNA：遺伝情報を担う物質（p.114-116），
3節 DNAからRNAへの転写：遺伝情報の読み取り（p.118-121），
4節 RNAからタンパク質への翻訳：遺伝情報の解読（p.122-126）

C 細胞分裂 0 染色体の複製
と有糸分裂

0 解剖生理学　2章1節2項 細胞の機能（p.44-49）
臨床生化学　6章1節2項 遺伝情報の保存と発現（p.115-116），
2節 DNAの複製：遺伝情報のコピー（p.116-118）

減数分裂 0 解剖生理学　2章1節2項 細胞の機能（p.47-49）

D 組織 1 上皮組織 1 解剖生理学　2章2節1項 上皮組織（p.52-55）

支持組織 0 解剖生理学　2章2節2項 支持組織（p.55-60）

筋組織 0 解剖生理学　2章2節3項 筋組織（p.60）

神経組織 0 解剖生理学　2章2節4項 神経組織（p.61）

E 細胞内情報伝達 0 イオンチャネ
ル型受容体

0 解剖生理学　2章1節1項 細胞の構造（p.33）
臨床生化学　2章1節3項 plusα「受容体」（p.21）
臨床薬理学　資料3「薬の働くしくみ」（p.259）

代謝調節型受
容体

0 解剖生理学　13章4節6項 自律神経系（p.354）
臨床生化学　2章1節3項 plusα「受容体」（p.21）
臨床薬理学　資料3「薬の働くしくみ」（p.259）

細胞内受容体、
核内受容体

0 臨床生化学　1章3節2項 ホルモンと受容体の種類（p.16-17）

2 生体リズムと
内部環境の恒
常性

A 生体リズム 0 概日リズム
〈サーカディア
ンリズム〉

0 解剖生理学　13章5節2項 サーカディアンリズム（概日リズム）
（p.360）
基礎看護技術Ⅱ　8章2節1項 生体リズム（p.241），4項 睡眠の
調節（p.244-246）

体内時計 0 解剖生理学　9章2節3項 松果体（p.228-229）
病態生理学　2章46節2項 病態生理（p.329-331）

B 内部環境の恒
常性維持機構

1 細胞外液 0 解剖生理学　8章1節3項 血液成分の調節（p.202-210）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節 内部環境
調節機能（p.18-22）

体温 1 解剖生理学　1章3節 ホメオスタシス（恒常性）（p.25）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　1章 腎臓の構造と機能（p.16-
18）／24章1節 内分泌のしくみと主なホルモン（p.278-279），2
節 主なホルモンの分泌と作用（p.280-289）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節 内部環境
調節機能（p.18-22）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 神経系 A 神経細胞と神
経組織

1 神経細胞
〈ニューロン〉
と情報伝達

1 解剖生理学　13章2節2項 ニューロン（p.327-333）

神経膠細胞 0 解剖生理学　13章2節1項 神経膠細胞（p.327）

B 中枢神経系の
構造と機能

3 大脳 2 解剖生理学　13章3節1項 大脳（p.334-339）
疾患⑤脳・神経　1章1節 大脳の構造と機能（p.12-13）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章1節 大脳（p.16-20）

視床、視床下部 0 解剖生理学　13章3節2項 間脳（p.339-340）
疾患⑤脳・神経　1章2節 間脳・脳幹・小脳の構造と機能（p.14）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章2節 間脳（視床・視床下
部・松果体）（p.20-22）

中脳、橋、延髄 0 解剖生理学　13章3節3項 脳幹（p.340-341）
疾患⑤脳・神経　1章2節 間脳・脳幹・小脳の構造と機能（p.14）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章3節 脳幹（中脳・橋・延
髄，脳幹網様体）（p.23-25）

小脳 0 解剖生理学　13章3節4項 小脳（p.341-342）
疾患⑤脳・神経　1章2節 間脳・脳幹・小脳の構造と機能（p.14）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章4節 小脳（p.25-27）

脊髄 0 解剖生理学　13章3節5項 脊髄（p.343-344）
疾患⑤脳・神経　1章3節 脊髄の構造と機能（p.15）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章5節 脊髄（p.28-32）

反射 0 解剖生理学　12章2節5項 脊髄反射と運動単位（p.311）／13章
2節3項 反射（p.333-334）

髄膜と脳室 0 解剖生理学　13章3節6項 中枢神経系を保護する組織（p.344-
346）
疾患⑤脳・神経　1章5節 髄膜・脳室の循環の構造と機能（p.18）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章7節 髄膜・脳室（p.36-37）

脳脊髄液の循環 0 解剖生理学　13章3節6項 中枢神経系を保護する組織（p.345）
疾患⑤脳・神経　1章5節 髄膜・脳室の循環の構造と機能（p.18）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章7節2項 髄膜・脳室の機
能とその障害（p.37）

感覚と運動の
伝導路

1 解剖生理学　13章3節7項 伝導路（p.346-347）
疾患⑤脳・神経　1章4節 脳神経・脊髄神経の構造と機能（p.17）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章5節2項 脊髄の機能（p.30-
32）
リハビリテーション看護　5章3節1項 運 動 機 能 のメカニ ズム  

（p.102-105）

覚醒と睡眠 1 解剖生理学　13章5節1項 睡眠と覚醒（p.358-359）

C 末梢神経系の
構造と機能

5 脳神経 4 解剖生理学　13章4節3項 脳神経（p.349-350）
疾患⑤脳・神経　1章4節 脳神経・脊髄神経の構造と機能（p.16）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章6節 脳神経（p.33-34）

脊髄神経 0 解剖生理学　13章4節4項 脊髄神経と神経叢（p.351-352）
疾患⑤脳・神経　1章3節 脊髄の構造と機能（p.15）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章5節 脊髄（p.28-32）

体性神経 0 解剖生理学　13章1節2項 機能に基づく分類（p.326），4節5項 
体性神経系（p.353）

自律神経 1 解剖生理学　13章1節2項 機能に基づく分類（p.326），4節6項 
自律神経系（p.353-357）

4 運動器系 A 骨と骨格 3 骨の構造と機能 1 解剖生理学　11章1節 骨と骨格（p.278-283）／2章2節2項 支
持組織（p.55-60）
疾患⑦運動器　1章1節 骨の構造と機能（p.16-18）
運動機能障害　1章1節1項 骨の構造と種類（p.19-20）

軟骨の構造 1 解剖生理学　2章2節2項 支持組織（p.55-60）

全身の骨 1 解剖生理学　11章2節 頭蓋，体幹の骨格（p.284-289），3節 
体肢の骨格（p.290-296）
疾患⑦運動器　1章1節 骨の構造と機能（p.16-18）
運動機能障害　2章1節1項 脊椎の構造（p.19-20.33-34）

page://327/ng1_2022.pdf
page://327/ng1_2022.pdf
page://334/ng1_2022.pdf
page://12/ng48_2022.pdf
page://16/ng10_2022.pdf
page://339/ng1_2022.pdf
page://14/ng48_2022.pdf
page://20/ng10_2022.pdf
page://20/ng10_2022.pdf
page://340/ng1_2022.pdf
page://14/ng48_2022.pdf
page://23/ng10_2022.pdf
page://23/ng10_2022.pdf
page://341/ng1_2022.pdf
page://14/ng48_2022.pdf
page://25/ng10_2022.pdf
page://343/ng1_2022.pdf
page://15/ng48_2022.pdf
page://28/ng10_2022.pdf
page://311/ng1_2022.pdf
page://333/ng1_2022.pdf
page://333/ng1_2022.pdf
page://344/ng1_2022.pdf
page://344/ng1_2022.pdf
page://18/ng48_2022.pdf
page://36/ng10_2022.pdf
page://345/ng1_2022.pdf
page://18/ng48_2022.pdf
page://37/ng10_2022.pdf
page://37/ng10_2022.pdf
page://346/ng1_2022.pdf
page://17/ng48_2022.pdf
page://30/ng10_2022.pdf
page://30/ng10_2022.pdf
page://102/ng29_2022.pdf
page://102/ng29_2022.pdf
page://358/ng1_2022.pdf
page://349/ng1_2022.pdf
page://16/ng48_2022.pdf
page://33/ng10_2022.pdf
page://351/ng1_2022.pdf
page://15/ng48_2022.pdf
page://28/ng10_2022.pdf
page://326/ng1_2022.pdf
page://353/ng1_2022.pdf
page://353/ng1_2022.pdf
page://326/ng1_2022.pdf
page://353/ng1_2022.pdf
page://353/ng1_2022.pdf
page://278/ng1_2022.pdf
page://55/ng1_2022.pdf
page://55/ng1_2022.pdf
page://16/ng50_2022.pdf
page://19/ng11_2022.pdf
page://55/ng1_2022.pdf
page://284/ng1_2022.pdf
page://290/ng1_2022.pdf
page://290/ng1_2022.pdf
page://16/ng50_2022.pdf
page://19/ng11_2022.pdf


22　 　 23

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 運動器系 B 関節の構造と
機能

1 関節の構造と
動き

0 解剖生理学　11章4節1項 関節の構造（p.297-298），2項 関節
の種類（p.298-299）
疾患⑦運動器　1章2節 関節の構造と機能（p.19）
運動機能障害　3章1節 関節の構造・機能と障害（p.45-46）

全身の関節 1 解剖生理学　11章4節1項 関節の構造（p.297-298），2項 関節
の種類（p.298-299）
疾患⑦運動器　1章2節 関節の構造と機能（p.19）
運動機能障害　3章1節 関節の構造・機能と障害（p.45-46）

C 骨格筋の構造
と機能

5 骨格筋の構造 1 解剖生理学　12章1節1項 骨格筋（p.304-305），3節 身体の運
動と骨格筋（p.311-312），4節 骨格筋の解剖生理（p.312-320）
疾患⑦運動器　1章3節 筋肉の構造と機能（p.20-21）
運動機能障害　4章1節1項 骨格筋の構造（p.59-61）

筋収縮の機構 2 解剖生理学　12章2節 筋の機能（p.307-311）
疾患⑦運動器　1章3節 筋肉の構造と機能（p.20-21）
運動機能障害　4章1節2項 筋の機能に関連する構造（p.61）

全身の骨格筋 2 解剖生理学　12章1節 筋の種類（p.302-306），4節 骨格筋の
解剖生理（p.312-320）

5 感覚器系 A 体性感覚 1 刺激と感覚受容 1 解剖生理学　14章1節 感覚の特徴（p.364-365）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　43章1節 湿疹・皮膚炎

（p.394-399），2 節 蕁 麻 疹（p.399-401），6 節 皮 膚 瘙 痒 症
（p.405），11節 物理的原因による皮膚疾患（p.414-423）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章4節1項 皮膚（体性感覚）
の機能と障害（p.246-248）

表在感覚 0 解剖生理学　14章5節1項 皮膚感覚と皮膚分節（p.385-387）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　39章 皮膚の構造と機能

（p.358-361）／40章3節 その他の症候（p.367）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章4節1項 皮膚（体性感覚）
の機能と障害（p.246-248），3項 皮膚（体性感覚）機能の検査
と観察・アセスメント（p.250-251）

深部感覚 0 解剖生理学　14章5節2項 深部感覚（p.387-388）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　17章1節 耳の構造とは
たらき（p.137）／19章4節 平衡機能検査（p.155-160）／21章4節 
内耳・後迷路性疾患（p.194-201）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章4節3項 皮膚（体性感覚）
機能の検査と観察・アセスメント（p.251-252）

B 視覚 3 眼球と眼球付
属器の構造

3 解剖生理学　14章2節 視覚（p.366-375）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　1章 眼の構造と機能（p.18-
23）
リハビリテーション看護　5章8節1項 視覚のメカニズム （p.155-
157）

視力と視野 0 解剖生理学　14章2節1項 眼球の構造と機能（p.366-369）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　2章1節 視機能に関する
症状・所見（p.24-25）
リハビリテーション看護　5章8節1項 視覚のメカニズム  （p.155-
157）

明暗覚、色覚 0 解剖生理学　14章2節6項 色覚とその異常（p.375）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　2章1節 視機能に関する
症状・所見（p.25-26）
リハビリテーション看護　5章8節1項 視覚のメカニズム  （p.155）

視覚の伝導路 0 解剖生理学　14章2節4項 視覚の伝導路（p.373）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　13章4節 視覚伝導路の
疾患（p.118）

眼球運動 0 解剖生理学　14章2節3項 眼球の付属器（p.370-372）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　3章1節 眼位検査・眼球
運動検査（p.32）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節3項 視機能の検査と
観察・アセスメント（p.221-222）

眼の反射と調
節機能

0 解剖生理学　14章2節5項 視覚の調節系（p.373-375）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　3章7節 瞳孔検査（p.38-
39）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 感覚器系 C 聴覚 1 外耳・中耳・
内耳の構造

1 解剖生理学　14章3節1項 耳の全体構造（p.376-378），2項 聴
覚器の構造と機能（p.378-380）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　17章1節 耳の構造とは
たらき（p.136-137）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節1項 聴覚・平衡覚の
機能と障害（p.230）

音の伝播 0 解剖生理学　14章3節2項 聴覚器の構造と機能（p.380）

聴力 0 解剖生理学　14章3節2項 聴覚器の構造と機能（p.378-380）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章2節 聴力検査（p.152-
155）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節2項 聴覚・平衡覚障
害の症状と心身・日常生活への影響（p.230-232），3項 聴覚・
平衡覚の検査と観察・アセスメント（p.232-235）
リハビリテーション看護　5章9節1項 聴覚のメカニズム （p.163-
165）

D 平衡感覚 3 平衡器官の構造 0 解剖生理学　14章3節3項 平衡覚器の構造と機能（p.380-381）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　17章1節 耳の構造とは
たらき（p.137）

平衡覚とその
伝導路

3 解剖生理学　14章3節3項 平衡覚器の構造と機能（p.381）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章4節 平衡機能検査

（p.155-160）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節 聴覚・平衡覚の障害
と患者の看護（p.230-239）

E 味覚 1 味蕾の構造と
機能

1 解剖生理学　14章4節2項 味覚と味蕾（p.383-384）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　30章3節 顎口腔の機能
障害（p.273）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節1項 嗅覚・味覚の機
能と障害（p.240-241），2項 嗅覚・味覚障害の症状（p.241）

味覚の伝導路 0 解剖生理学　14章4節2項 味覚と味蕾（p.384）

F 嗅覚 1 嗅上皮 0 解剖生理学　14章4節1項 嗅覚と嗅覚受容器（p.382-383）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　17章2節 鼻の構造とは
たらき（p.138）／18章2節 鼻の症状（p.146）／19章5節 嗅覚検査

（p.160）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節1項 嗅覚・味覚の機
能と障害（p.240-241），2項 嗅覚・味覚障害の症状（p.241）

嗅覚の伝導路 1 解剖生理学　14章4節1項 嗅覚と嗅覚受容器（p.383）

G 内臓感覚 1 内臓感覚の受
容器と機能

1 解剖生理学　14章6節 内臓感覚（p.389）

6 循環器系 A 心臓の構造と
機能

4 心臓の構造 2 解剖生理学　5章1節 心臓（p.102-110）
疾患②循環器　1章1節 心臓の構造と機能（p.12-13）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章1節1項 循環器と循環機能

（p.136-138）
リハビリテーション看護　5章2節1項 循環機能のメカニズム  

（p.93-95）

刺激伝導系 1 解剖生理学　5章1節2項 心臓の機能（p.107-109）
疾患②循環器　9章 刺激伝導系の障害（p.212）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章7節 刺激伝導系の障害（p.167-
171）

心周期 0 解剖生理学　5章1節2項 心臓の機能（p.109）

心機能の調節 1 解剖生理学　5章1節2項 心臓の機能（p.107-110）

B 血管系の構造
と機能

4 動脈、静脈、毛
細血管

2 解剖生理学　5章2節1項 血管の形態（p.111-113），2項 主要な
動脈（p.113-118），3項 主要な静脈と門脈系（p.115.118-119）
疾患②循環器　1章2節 血管と循環（p.14-15）

血圧と血圧調節 1 解剖生理学　5章2節5項 血管の機能（p.121-124）
疾患②循環器　1章2節 血管と循環（p.16）

門脈系 1 解剖生理学　5章2節3項 主要な静脈と門脈系（p.118-119）

肺循環と体循環 0 解剖生理学　5章1節1項 心臓の構造（p.101.103.105）
疾患②循環器　1章1節 心臓の構造と機能（p.12）
呼吸機能障害／循環機能障害　序章 呼吸・循環のしくみ（p.18-
19）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 循環器系 B 血管系の構造
と機能

4 冠循環 0 解剖生理学　5章1節1項 心臓の構造（p.106-107）
疾患②循環器　1章1節 心臓の構造と機能（p.12）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節1項 冠血流障害（虚血性
心疾患）とはどのような状態か（p.160）

脳循環 0 解剖生理学　5章2節2項 主要な動脈（p.116-117）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章8節 脳の血管（p.38-39）

胎児・胎盤の
血液循環

0 解剖生理学　5章2節4項 胎児循環（p.119-121）

末梢循環の調節 0 解剖生理学　5章2節5項 血管の機能（p.121-125）

C リンパ系の構
造と機能

0 リンパ液、リンパ
管、リンパ節

0 解剖生理学　5章4節 リンパ系（p.126-128）
疾患②循環器　15章1節 癌性リンパ管症・リンパ浮腫・上大静脈
症候群（p.319）

胸管 0 解剖生理学　5章4節4項 胸管（p.128）

7 血液 A 血液の成分と
機能

3 血液の成分
（血球、血漿、
血清）

3 解剖生理学　4章1節3項 血液の成分（p.85-87）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　1章 血液・造血器疾
患を学ぶための基礎知識（p.16）

赤血球の働き 0 解剖生理学　4章1節2項 血液の働き（p.84-85），2節 血球とそ
の機能（p.88-95）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　1章 血液・造血器疾
患を学ぶための基礎知識（p.16）

血液の物理化
学的特性

0 解剖生理学　4章1節2項 血液の働き（p.84-85），3項 血液の成
分（p.85-87），2節 血球とその機能（p.88-95）

造血と造血因子 0 解剖生理学　4章1節3項 血液の成分（p.86-87），2節 血球とそ
の機能（p.88-95）

B 止血機構 0 血液凝固 0 解剖生理学　4章2節3項 血小板と血液凝固および血栓の線溶
（線維素溶解）（p.93-95）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　6章 出血傾向（p.106-
107）

線維素溶解 0 解剖生理学　4章2節3項 血小板と血液凝固および血栓の線溶
（線維素溶解）（p.93-95）

C 血液型 2 ABO式、Rh式 2 解剖生理学　4章3節1項 ABO式血液型（p.95-96），2項 Rh式
血液型（p.95-96）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　4章4節 ②治療・処
置の方法（p.73-75）

8 体液 A 体液の構成 0 体液の区分 0 解剖生理学　8章1節3項 血液成分の調節（p.202-207）
病態生理学　1章1節1項 体液の恒常性（p.17-19）

体液の組成 0 解剖生理学　8章1節3項 血液成分の調節（p.202-207）
病態生理学　1章1節1項 体液の恒常性（p.17-19）

B 体液の調節 3 電解質バランス 1 解剖生理学　8章1節3項 血液成分の調節（p.202-207）
病態生理学　1章1節2項 電解質の異常（p.20-26）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章4節 高・低ナトリウム血症

（p.24-25），5節 高・低カリウム血症（p.25-27），6節 高・低カル
シウム血症（p.27-28），7節 高・低リン血症（p.28-29）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節1項 体液を
調節するしくみ（p.23）

酸塩基平衡 1 解剖生理学　8章1節3項 血液成分の調節（p.207-210）
病態生理学　1章1節3項 酸塩基平衡の異常（p.26-29）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章8節 アシドーシス（アシデ
ミア）（p.30-31），9節 アルカローシス（アルカレミア）（p.32-33）
呼吸機能障害／循環機能障害　2章1節1項 酸塩基平衡を保つ機
能（p.62-64）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節1項 体液を
調節するしくみ（p.23）

浸透圧調節 1 解剖生理学　2章1節2項 細胞の機能（p.39-43）
病態生理学　1章1節1項 体液の恒常性（p.17-19）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章2節 脱水（p.20-22），3
節 浮腫（p.22-24）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節2項 体液調
節・体温調節とフィードバック（p.20-22）
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単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 生体の防御機構 A 非特異的生体
防御機構

1 皮膚の構造と
防御機構

0 解剖生理学　3章2節 皮膚（p.69-75）／15章3節2項 自然免疫
系から獲得免疫系への情報伝達（p.404-405）
造血機能障害／免疫機能障害　4章3節1項 アレルギー性疾患患
者の観察とアセスメント（p.173）

粘膜の構造と
防御機構

0 解剖生理学　3章1節2項 粘膜（p.67-69）／15章3節2項 自然免
疫系から獲得免疫系への情報伝達（p.404-405）

食細胞とサイ
トカイン

1 解剖生理学　15章3節1項 自然免疫系の攻撃のしくみ（p.403-
404）
病態生理学　1章4節2項 免疫の働きと調節（p.45-48）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ①免疫に関わ
る細胞と機能（p.172-173）

B 特異的生体防御
反応（免疫系）

3 免疫系の細胞 0 解剖生理学　15章1節 免疫系のおおまかなしくみ（p.394-395.410）
病態生理学　1章4節2項 免疫の働きと調節（p.45-48）／2章21
節1項 リンパ節の構造と機能（p.200-201）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ①免疫に関わ
る細胞と機能（p.172-173）
造血機能障害／免疫機能障害　3章4節1項 免疫不全とはどのよう
な状態か（p.148-149）

胸腺、脾臓、リ
ンパ組織

0 解剖生理学　5章4節 リンパ系（p.126-128）／15章1節 免疫系の
おおまかなしくみ（p.394-395）
病態生理学　2章21節1項 リンパ節の構造と機能（p.200-201）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ②免疫に関わ
る器官と機能（p.174-175）

抗原と抗体 1 解剖生理学　15章2節 獲得免疫系のしくみ（p.395-403）
病態生理学　1章4節2項 免疫の働きと調節（p.45-48）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ①免疫に関わ
る細胞と機能（p.172-173）
造血機能障害／免疫機能障害　3章4節1項 免疫不全とはどのよう
な状態か（p.148-149）

補体 0 解剖生理学　15章2節4項 抗体の産生と働き（p.400）

液性免疫 1 解剖生理学　15章3節2項 自然免疫系から獲得免疫系への情報
伝達（p.404-405），3項 液性免疫と細胞性免疫（p.405.410）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ①免疫に関わ
る細胞と機能（p.172-173）

細胞性免疫 1 解剖生理学　15章3節2項 自然免疫系から獲得免疫系への情報
伝達（p.404-405），3項 液性免疫と細胞性免疫（p.405.410）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　10章 ①免疫に関わ
る細胞と機能（p.172-173）

アレルギー反応 0 解剖生理学　4章2節2項 白血球（p.91-93）／15章5節 アレルギ
ーと自己免疫疾患（p.406-410）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　11章1節 免 疫 と は

（p.176-178），2節 アレルギーに関連した症候（p.178-190）／14
章 アレルギー（p.236-264）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節1項 アレルギーとはどのよ
うな状態か（p.112-118），3節 アナフィラキシーショック・食物ア
レルギー・薬物アレルギー（p.135-145）

組織適合性抗
原〈HLA〉

0 解剖生理学　4章3節4項 ヒト組織適合性白血球抗原（p.97）／
15章3節2項 自然免疫系から獲得免疫系への情報伝達（p.404-
405）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　4章5節 ②治癒・処
置の方法（p.80-82）

10 呼吸器系 A 気道の構造と
機能

1 鼻腔、咽頭、喉頭、
気管、気管支

1 解剖生理学　6章1節1項 呼吸器系の役割（p.132-133），2項 鼻
と鼻腔（p.134-135），3項 咽頭（p.135-138），4項 喉頭（p.138-
140），5項 気管と主気管支（p.140-141）
疾患①呼吸器　1章1節 呼吸器の全体像（p.12），2節 気管・気
管支の構造と機能（p.12）

発声 0 解剖生理学　6章1節4項 喉頭（p.138-140）

B 肺の構造 1 肺 0 解剖生理学　6章1節6項 肺（p.141-147）
疾患①呼吸器　1章3節 肺の構造と機能（p.14-16）

胸膜 1 解剖生理学　6章1節6項 肺（p.141-147）
疾患①呼吸器　1章4節 胸膜／縦隔／胸郭の構造と機能（p.16-
17）
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（キーワード）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 呼吸器系 C 縦隔 1 縦隔の区分 0 解剖生理学　6章1節6項 肺（p.141-147）
疾患①呼吸器　1章4節 胸膜／縦隔／胸郭の構造と機能（p.16-17）

縦隔に含まれ
る器官

1 解剖生理学　6章1節6項 肺（p.141-147）
疾患①呼吸器　1章4節 胸膜／縦隔／胸郭の構造と機能（p.16-17）

D 呼吸 2 呼吸筋 0 解剖生理学　6章2節1項 換気（p.147-152）
疾患①呼吸器　1章5節 呼吸に必要な筋肉の構造と機能（p.17）

換気 1 解剖生理学　6章2節1項 換気（p.147-152）
疾患①呼吸器　2章2節 ①呼吸困難（息切れ）とは（p.22-23）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章1節1項 呼吸器と呼吸機能

（p.22-25）

ガス交換 0 解剖生理学　6章2節2項 外呼吸（p.152），1節6項 肺（p.141-
147）
疾患①呼吸器　1章6節 呼吸の生理（p.18-19）

呼吸運動 1 解剖生理学　6章2節 呼吸のプロセス（p.147-155）
疾患①呼吸器　1章5節 呼吸に必要な筋肉の構造と機能（p.17）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章1節1項 呼吸器と呼吸機能

（p.22-25）

呼吸調節 0 解剖生理学　6章3節 呼吸の調節（p.155-158）
疾患①呼吸器　1章6節 呼吸の生理（p.18-19）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章1節1項 呼吸器と呼吸機能

（p.22-25）

11 消化器系 A 咀嚼・嚥下 2 歯・口腔・唾
液腺の構造と
機能

0 疾患③消化器　1章2節 口腔・頭頸部の構造と機能（p.16）
解剖生理学　7章2節1項 口腔の構造と機能（p.163-166），2項 
歯（p.166-167）

咽頭・喉頭の
構造と機能

0 解剖生理学　7章3節1項 咽頭の構造と機能（p.168-169）
疾患③消化器　1章2節 口腔・頭頸部の構造と機能（p.16）

食道の構造と
機能

0 解剖生理学　7章3節2項 食道の構造と機能（p.169-170）
疾患③消化器　1章3節 食道の構造と機能（p.17）

咀嚼 0 解剖生理学　7章2節3項 咀嚼（p.167-168）
疾患③消化器　1章1節 消化器系のはたらき（p.14）

嚥下 2 解剖生理学　7章3節3項 嚥下（p.170-171）
疾患③消化器　1章2節 口腔・頭頸部の構造と機能（p.16）

B 消化と吸収 7 胃の構造と機能 0 解剖生理学　7章4節1項 胃の構造と機能（p.172-175）
疾患③消化器　1章4節 胃・十二指腸の構造と機能（p.18-19）
臨床生化学　4-3章2節1項 胃での消化（p.89-90）

小腸の構造と
機能

0 解剖生理学　7章4節2項 小腸の構造と機能（p.175-177）
臨床生化学　4-3章2節2項 十二指腸での消化，小腸での消化

（p.90）
疾患③消化器　1章4節 胃・十二指腸の構造と機能（p.18-19）
解剖生理学　7章4節2項 小腸の構造と機能（p.175-177）
疾患③消化器　1章5節 小腸・大腸・肛門の構造と機能（p.20-21）

大腸の構造と
機能

0 解剖生理学　7章6節1項 大腸の構造と機能（p.189-191）
疾患③消化器　1章5節 小腸・大腸・肛門の構造と機能（p.20-21）
解剖生理学　7章6節2項 排便の機序（p.191-192）
病態生理学　2章14節3項 排便のしくみ（メカニズム）（p.166）

排便反射 0 解剖生理学　7章6節2項 排便の機序（p.191-192）

肝臓・胆道の
構造と機能

1 解剖生理学　7章4節3項 肝臓の構造と機能（p.178-181），4項 
胆嚢の構造と機能（p.181-182）
疾患③消化器　1章6節 肝臓の機能と構造（p.22），7節 胆道系
の構造と機能（p.23）

膵臓の構造と
機能

2 解剖生理学　7章4節5項 膵臓の構造と機能（p.183-185）
疾患③消化器　1章8節 膵臓の構造と機能（p.23）

三大栄養素の
消化と吸収

0 解剖生理学　7章5節1項 糖質の消化と吸収（p.185-186），2項 
脂肪の消化と吸収（p.186-187），3項 タンパク質の消化と吸収

（p.187-188）
臨床生化学　4-1章1節1項 糖質の種類と消化・吸収（p.63-64）
／4-2章2節 脂質の消化・吸収と貯蔵（p.76-77）／4-3章2節 タン
パク質の消化と吸収（p.89-90）
疾患③消化器　1章6節 肝臓の機能と構造（p.22）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 消化器系 B 消化と吸収 7 消化管運動と
反射

2 解剖生理学　7章4節1項 胃の構造と機能（p.172-175），2項 小
腸の構造と機能（p.175-177），4項 胆嚢の構造と機能（p.181-
182），5項 膵臓の構造と機能（p.183-185），6節2項 排便の機
序（p.191-192）
疾患③消化器　1章2節 口腔・頭頸部の構造と機能（p.16），3節 
食道の構造と機能（p.17），4節 胃・十二指腸の構造と機能（p.18-
19），5節 小腸・大腸・肛門の構造と機能（p.20-21）
病態生理学　2章14節3項 排便のしくみ（メカニズム）（p.166）

消化管ホルモン 2 解剖生理学　9章8節1項 消化管（p.244）
疾患③消化器　1章8節 膵臓の構造と機能（p.23）

12 代謝系 A 栄養とエネル
ギー代謝

0 栄養所要量 0 臨床栄養学　2章2節2項 指標（p.72-75）／資料1「日本人の食事
摂取基準（2020年版）」（p.213-227）

基礎代謝 0 臨床生化学　1章1節1項 plusα「基礎代謝量」（p.12）
臨床栄養学　2章1節2項 エネルギー消費量（p.61-63）

B 物質代謝 4 同化作用と異
化作用

0 臨床生化学　1章1節2項 異化と同化（p.13-14），2節 代謝とその
制御（p.15-16）

酵素 0 臨床生化学　3章 酵素（p.54-59）

栄養素の代謝 3 臨床生化学　4-1章 糖質代謝（p.63-74）
臨床栄養学　1章2節2項 栄養素の分類（p.14-46）
臨床生化学　4-2章 脂質代謝（p.76-87）／4-3章1節 タンパク
質・アミノ酸の役割と概要（p.89），2節 タンパク質の消化と吸収

（p.89-90），3節 アミノ酸の代謝（p.90-94），4節 アミノ酸のそ
の他の使われ方（p.94-95），5節 アミノ酸代謝と先天性代謝異常

（p.95）
解剖生理学　7章5節4項 ビタミンの吸収（p.188）

ビリルビンの
代謝

0 解剖生理学　7章4節3項 肝臓の構造と機能（p.180-181）
臨床生化学　4-3章6節 ヘムの生合成とビリルビンの代謝（p.95-
97）

核酸の代謝 1 臨床生化学　4-4章1節 ヌクレオチド代謝の役割と概要（p.100），
2節 ヌクレオチドの合成（p.100-101），3節 ヌクレオチドの分解

（p.101-103）

13 泌尿器系 A 尿の生成 2 腎臓の構造 1 解剖生理学　8章1節1項 腎臓の構造と機能（p.196-200）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　1章 腎臓の構造と機能（p.16-
18）

糸球体濾過 1 解剖生理学　8章1節2項 尿の生成（p.200-202）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　1章 腎臓の構造と機能（p.16-
18）

尿細管における
再吸収と分泌

0 解剖生理学　8章1節2項 尿の生成（p.200-202）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　1章 腎臓の構造と機能（p.18）

B 体液量の調節 1 抗利尿ホルモ
ンの作用

0 解剖生理学　8章1節2項 尿の生成（p.202），3項 血液成分の調
節（p.202-210）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.285）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節1項 体液を
調節するしくみ（p.23）／2章2節1項 下垂体の機能とその障害

（p.37-39）

レニン－アン
ジオテンシン
－アルドステ
ロン系

1 解剖生理学　8章1節1項 腎臓の構造と機能（p.196-200），3項 
血液成分の調節（p.202-210）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.287）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章5節1項 副腎機
能の障害とはどのような状態か（p.51）

C 排尿 2 尿管と膀胱の
構造と機能

1 解剖生理学　8章2節 尿管（p.211），3節 膀胱（p.212-213）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章1節 尿路の構造と機能

（p.132-133）

尿道の構造と
機能

0 解剖生理学　8章4節 尿道（p.213）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章1節 尿路の構造と機能

（p.132-133）

排尿反射 1 解剖生理学　8章5節 排尿の生理（p.214-216）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章1節 尿路の構造と機能

（p.133）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

14 体温調節 A 体温 0 核心温度と外
殻温度

0 解剖生理学　3章3節1項 体温の分布（p.76-78），2項 熱の出納
（p.78-79）

B 体温の調節 3 熱放散と熱産生 2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　34章1節 ②感染症による高
体温（p.460）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章3節1項 体温を
調節するしくみ（p.28-29）／5章1節1項 体温異常とはどのような状
態か（p.100-101）

体温調節中枢 1 解剖生理学　3章3節3項 体温調節（p.79-81）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　34章1節 ②感染症による高
体温（p.460）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節2項 体液調
節・体温調節とフィードバック（p.20-22）

15 内分泌系 A ホルモンの種類 1 ホルモンの化
学的性質

0 解剖生理学　9章1節2項 ホルモンの化学的性質と作用機序
（p.222-223）
臨床生化学　1章3節 ホルモンの作用と代謝の調節（p.16-17）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章1節1項 内分泌
機能の障害とはどのような状態か（p.32-34）

ホルモンの受
容体

1 解剖生理学　9章1節 内分泌系とホルモン（p.220-223）
臨床生化学　1章3節 ホルモンの作用と代謝の調節（p.16-17）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章1節1項 内分泌
機能の障害とはどのような状態か（p.32-34）

B ホルモン分泌
の調節

1 フィードバッ
ク機構

1 解剖生理学　1章4節 フィードバック機構（p.26-27）／9章1節1項 
内分泌系（p.220-222）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章1節 内分泌のしくみと主
なホルモン（p.278）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章1節2項 体液調
節・体温調節とフィードバック（p.20-22）／2章2節1項 下垂体の
機能とその障害（p.37-39）

C 内分泌器官の
構造とホルモ
ンの機能

2 視床下部 0 解剖生理学　9章2節1項 視床下部（p.223）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章2節2項 間脳の機能とそ
の障害（p.21-22）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.280-285）

下垂体 1 解剖生理学　9章2節2項 下垂体（p.224-228）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.280-285）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章2節1項 下垂体
の機能とその障害（p.37-39）

松果体 0 解剖生理学　9章2節3項 松果体（p.223.228-229）
疾患⑤脳・神経　1章 脳・神経の構造と機能（p.14）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章2節1項 間脳の構造（p.20-
21）

甲状腺 0 解剖生理学　9章3節 甲状腺（p.229-232）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.280）

副甲状腺
〈上皮小体〉

0 解剖生理学　9章4節 上皮小体（p.232-233）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.286）

膵島 1 解剖生理学　9章5節1項 膵島の働き（p.233-236）
臨床生化学　4-1章6節 血糖の調節とホルモンの作用（p.73-74）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.289）
疾患③消化器　1章8節 膵臓の構造と機能（p.23）

副腎皮質 0 解剖生理学　9章6節1項 副腎皮質（p.236-239）
臨床生化学　4-1章6節2項 血糖値を上昇させるホルモン（p.74）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.287）

副腎髄質 0 解剖生理学　9章6節2項 副腎髄質（p.239-241）
臨床生化学　4-1章6節2項 血糖値を上昇させるホルモン（p.74）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.288）

腎臓 0 解剖生理学　9章8節2項 腎臓（p.245）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　1章 腎臓の構造と機能（p.16）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

15 内分泌系 C 内分泌器官の
構造とホルモ
ンの機能

2 性腺 0 解剖生理学　9章7節 性腺（p.241-243）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章1節3 項 卵巣の機 能

（p.108-109），3節1項 内分泌の変化（p.112），4節2項 視床下
部−下垂体−卵巣系（p.115-116）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　24章2節 主なホルモンの分
泌と作用（p.283）
疾患⑨女性生殖器　1章2節 内性器（p.12-13），6節 性周期（p.17-
19）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節1項 加齢
によるホルモンバランスの障害（p.186-193）

16 生殖器系 A 女性の生殖器系
の構造と機能

2 卵巣 0 解剖生理学　10章1節1項 卵巣（p.252-254）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章1節2項 内性器の解剖

（p.106-108），3項 卵巣の機能（p.108-109）
疾患⑨女性生殖器　1章2節 内性器（p.12-13）

卵管、子宮、腟 0 解剖生理学　10章1節2項 管腔系の構造（p.254-256）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章1節2項 内性器の解剖

（p.106-108），4項 子宮と腟の組織（p.109）
疾患⑨女性生殖器　1章2節 内性器（p.12-13）

外陰部・会陰
の構造

0 解剖生理学　10章1節3項 女性外生殖器の構造（p.257-258）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章1節5項 外性器の解剖

（p.109-110）
疾患⑨女性生殖器　1章1節 外性器（p.12）

性周期 1 解剖生理学　10章1節4項 性周期（p.258-263）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章4節 性 周 期（p.114-
119）
疾患⑨女性生殖器　1章6節 性周期（p.17-19）

妊娠、分娩、産褥 0 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.263-267）

妊娠・分娩に
伴う変化

0 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.251.263-267）
母性看護の実践　2章2節4項 妊娠の生理（妊娠に伴う母体の変
化）（p.43-45）／4章2節 分娩の生理（p.130-142）

乳房 0 解剖生理学　10章1節6項 乳腺（p.267-268）
疾患⑨女性生殖器　1章4節 乳房（p.15）

B 男性の生殖器系
の構造と機能

2 精巣と精路 1 解剖生理学　10章2節1項 男性生殖器の構造（p.270-272）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章2節 男性生殖器の構造
と機能（p.134）

精子の形成 0 解剖生理学　10章2節3項 男性の生殖機能（p.272-274）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章2節 男性生殖器の構造
と機能（p.134）

精巣上体、精管、
精 囊、前 立 腺、
陰茎

0 解剖生理学　10章2節1項 男性生殖器の構造（p.270-272），2
項 男性の外生殖器の構造（p.272）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　13章2節 男性生殖器の構造
と機能（p.134）

C 受精と発生 1 受精 0 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.251.263-267）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章5節2項 受精（p.120-
121）
疾患⑨女性生殖器　11章1節 ①不妊症とは（p.262-265）

着床 1 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.251.263-267）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章5節3項 着床と妊娠の
成立（p.120）
母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）
疾患⑨女性生殖器　11章1節 ①不妊症とは（p.262-265）

初期発生と器
官形成

0 母性看護の実践　 巻頭「胎児の器官形成と発育」（p.20-21）／2
章2節2項 妊娠の成立（p.37-38）

胎児の発生 0 解剖生理学　10章1節5項 妊娠と出産（p.263-267）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章5節3項 着床と妊娠の
成立（p.120-121）
母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）

page://241/ng1_2022.pdf
page://108/ng36_2022.pdf
page://108/ng36_2022.pdf
page://112/ng36_2022.pdf
page://115/ng36_2022.pdf
page://115/ng36_2022.pdf
page://283/ng51_2022.pdf
page://283/ng51_2022.pdf
page://12/ng52_2022.pdf
page://17/ng52_2022.pdf
page://17/ng52_2022.pdf
page://186/ng12_2022.pdf
page://186/ng12_2022.pdf
page://252/ng1_2022.pdf
page://106/ng36_2022.pdf
page://106/ng36_2022.pdf
page://108/ng36_2022.pdf
page://12/ng52_2022.pdf
page://254/ng1_2022.pdf
page://106/ng36_2022.pdf
page://106/ng36_2022.pdf
page://109/ng36_2022.pdf
page://12/ng52_2022.pdf
page://257/ng1_2022.pdf
page://109/ng36_2022.pdf
page://109/ng36_2022.pdf
page://12/ng52_2022.pdf
page://258/ng1_2022.pdf
page://114/ng36_2022.pdf
page://114/ng36_2022.pdf
page://17/ng52_2022.pdf
page://263/ng1_2022.pdf
page://251/ng1_2022.pdf
page://43/ng37_2022.pdf
page://43/ng37_2022.pdf
page://130/ng37_2022.pdf
page://267/ng1_2022.pdf
page://15/ng52_2022.pdf
page://270/ng1_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://272/ng1_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://270/ng1_2022.pdf
page://272/ng1_2022.pdf
page://272/ng1_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://134/ng51_2022.pdf
page://251/ng1_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://262/ng52_2022.pdf
page://251/ng1_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://36/ng37_2022.pdf
page://262/ng52_2022.pdf
page://20/ng37_2022.pdf
page://37/ng37_2022.pdf
page://37/ng37_2022.pdf
page://263/ng1_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://120/ng36_2022.pdf
page://36/ng37_2022.pdf


30　 　 31

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

17 成長 A 成長による変化 1 成長による組
織・臓器の形
態的変化

1 解剖生理学　3章2節4項 皮膚の成長と老化（p.76）／4章4節 血
液の発生（p.98）／5章3節 心臓，血管の成長と老化（p.125）／7
章7節 消化器系の成長と老化（p.192-193）／8章6節 泌尿器系
の成長と老化（p.216）／9章9節1項 成長（p.247）／10章1節7項 
女性生殖器の成長と老化（p.268-269），2節4項 男性生殖器の
成長と老化（p.274）／11章1節6項 骨の成長（p.282），7項 骨の
形成と改変（p.283），5節 骨格系の成長と老化（p.301）／12章5
節 筋系の成長と老化（p.322）／13章4節7項 神経系の成長と老
化（p.357）／14章7節 感覚系の成長と老化（p.390）
成人看護学概論　2章1節2項 成人各期の特徴（p.30-40）

成長による臓器
の機能的変化

0 解剖生理学　3章2節4項 皮膚の成長と老化（p.76）／4章4節 血
液の発生（p.98）／5章3節 心臓，血管の成長と老化（p.125）／8
章6節 泌尿器系の成長と老化（p.216）／10章1節7項 女性生殖
器の成長と老化（p.268-269）／14章7節 感覚系の成長と老化

（p.390）
成人看護学概論　2章1節2項 成人各期の特徴（p.30-40）
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疾病の成り立ちと回復の促進

目標Ⅰ 健康から疾病を経て回復に至る過程について基本的な理解を問う。

目標Ⅱ 疾病の要因と生体反応について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 健康の維持増進 A 疾病の予防・
早期発見

1 健康診断、健
康診査、がん
検診

0 成人看護学概論　3章3節 身体機能の変化を分析する視点（p.65-
78）
公衆衛生　5章4節 健康診査・検診の意義と活用（p.90-93）／
15章2節7項 健康管理（p.263）

予防接種 1 臨床薬理学　5章7節 予防接種薬（p.147-150）
臨床微生物・医動物　5章1節1項 ワクチン接種（p.208-213）／3
章3節2項 小児の予防接種（p.135--136）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　20章3節 予防接種

（ワクチン）（p.358）

健康教育 0 臨床栄養学　6章 栄養食事指導の実際（p.204-211）
成人看護学概論　6章3節 おとなの学びの目標（p.137-143）
公衆衛生　5章5節 健康教育の意義と活用（p.93-95）

2 疾病の成立と疾
病からの回復

A 疾病の要因 1 内因（宿主要因）、
外因（環境要因）

1 病態生理学　1章 病理病態論（p.11-96）
成人看護学概論　3章3節 身体機能の変化を分析する視点（p.65-
78）

生活習慣 0 成人看護学概論　3章3節3項 生活習慣・生活行動による影響
（p.73-78）／7章1節 生活習慣に関連する健康課題（p.152-159）

ストレス 0 成人看護学概論　8章3節1項 ストレス（p.178-179），2項 成人の
生活ストレス（p.179-181）／13章1節 ストレスとは（p.256-261）

B 回復過程 0 神経内分泌の
反応

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪
化の予期（p.83-91）
周術期看護　6章1節1項 生体反応（p.112）

免疫系の反応 0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪
化の予期（p.83-91）
周術期看護　6章1節1項 生体反応（p.112）

代謝系の反応 0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪
化の予期（p.83-91）

回復に影響する
身体・心理・社
会的要因

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章2節 セルフケアの低下
と再獲得（p.201-221）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 基本的な病因と
その成り立ち

A 細胞の障害 1 萎縮、変性、肥大 0 病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.62-70）

壊死〈ネクロー
シス〉とアポトー
シス

1 病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.62-70），
7節2項 腫瘍とは（p.72-73）

創傷と治癒 0 基礎看護技術Ⅱ　12章2節 創傷の分類と治癒過程（p.333-337）
臨床看護総論　3章4節4項 創傷処置（p.133-134）
周術期看護　2章2節4項 創傷治癒（p.42-44）

B 生体の障害 4 呼吸障害 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　30章3節 ①呼吸障害
（p.267-268）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 基本的な病因と
その成り立ち

B 生体の障害 4 循環障害、臓
器不全

0 病態生理学　1章2節2項 血行障害の分類（p.31-37）
疾患②循環器　5章1節 心不全（p.138-154）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節1項 肺循環障害とはどの
ような状態か（p.46-47）

炎症、損傷 2 病態生理学　1章3節 炎症と修復（p.39-44），6節2項 細胞の
傷害・適応の分類（p.62-70）
周術期看護　2章2節3項 生体への損傷に伴う反応（p.37-41）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　43章 炎症性皮膚疾患
およびそれに準じるもの（p.394-429）

免疫異常、ア
レルギー

0 病態生理学　1章3節3項 炎症と修復に関わる細胞と体液性因子
（p.40-41），4節3項 免疫疾患（p.49-50）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　11章 免疫機能の異
常でみられる症候と看護（p.176-204）／14章 アレルギー（p.236-
264）／15章 自己免疫疾患（膠原病）（p.265-292）
造血機能障害／免疫機能障害　3章1節1項 自己免疫疾患とはど
のような状態か（p.97-98），2節1項 アレルギーとはどのような状
態か（p.112-118）
疾病と治療　11章 自己免疫疾患，アレルギー疾患，免疫不全

（p.304-316）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　41章5節 皮膚アレルギ
ー検査法（p.380-382）／43章1節 湿疹・皮膚炎（p.394-399），
2節 蕁麻疹（p.399-401）

内分泌・代謝
異常

0 病態生理学　1章9節 代謝異常（p.89-96）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　25章 内分泌器官の異常でみ
られる症候（p.293-304）
栄養代謝機能障害　4章 代謝機能の障害とその看護（p.65-94）
疾病と治療　5章 代謝・栄養疾患（p.146-154）／7章 内分泌疾
患（p.194-208）
小児の疾患と看護　3章 代謝・内分泌疾患（p.48-66）

廃用症候群 0 疾病と治療　9章11節 廃用症候群（p.260-261）
疾患⑦運動器　18章3節 廃用症候群（生活不活発病）（p.303）

老年症候群 0 病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.70）
運動機能障害　7章5節1項 plusα「老年症候群」（p.126）
高齢者の健康と障害　1章3節5項 高齢者の自立を妨げる要因

（p.32-33）

遺伝子異常、
先天異常

1 病態生理学　1章8節 先天異常（p.81-88）
臨床生化学　6章5節 遺伝子の変化（p.126-129）／7章 先天性
代謝異常（p.132-136）
小児の疾患と看護　2章 遺伝性疾患・染色体異常（p.30-46）

腫瘍 1 病態生理学　1章7節 腫瘍と過形成（p.72-80）

中毒、放射性
障害

0 臨床薬理学　6章3節 医薬品に関連した中毒の治療に使用する薬
（p.156-157）
公衆衛生　16章2節 食品保健（p.281-284），9節 放射線・放
射能（p.299-303）

C 人と病原体の
関わり

6 感染源と感染
経路

1 臨床微生物・医動物　1章2項 身の回りの微生物（p.33-35）
臨床薬理学　5章1節 感染症（p.130-131）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章 感染症でみら
れる症候と看護（p.310-322）
基礎看護技術Ⅱ　4章3節 感染症を成立させる要素と成立過程

（p.118-123）

ウイルス 2 病態生理学　1章5節 感染（p.53-61）
臨床微生物・医動物　1章1項 臨床微生物・医動物の特徴（p.28-
33）／2章 宿主の臓器・組織別にみる感染症と病原体（p.38-
110）／3章 宿主の因子が影響する感染症と病原体（p.114-189）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　21章 ウイルス感染
症・プリオン病（p.374-399）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章4節 ウイルス性皮
膚疾患（p.436-444）
疾病と治療　13章 感染症（p.336-342）
小児の疾患と看護　5章 感染症（p.88-118）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 基本的な病因と
その成り立ち

C 人と病原体の
関わり

6 細菌 1 病態生理学　1章5節 感染（p.53-61）
臨床微生物・医動物　1章1項 臨床微生物・医動物の特徴（p.28-
33）／2章 宿主の臓器・組織別にみる感染症と病原体（p.38-
110）／3章 宿主の因子が影響する感染症と病原体（p.114-189）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　22 章 細 菌感 染 症

（p.401-434）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章1節 皮膚細菌感染
症（p.430-433）
小児の疾患と看護　5章 感染症（p.88-118）

真菌 1 病態生理学　1章5節 感染（p.53-61）
臨床微生物・医動物　1章1項 臨床微生物・医動物の特徴（p.28-
33）／2章 宿主の臓器・組織別にみる感染症と病原体（p.38-
110）／3章 宿主の因子が影響する感染症と病原体（p.114-189）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　23章 真菌感染症・
寄生虫症・原虫感染症（p.436-449）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章2節 真菌症（p.433-
435）
小児の疾患と看護　5章 感染症（p.88-118）

薬剤耐性
〈AMR〉
（多剤耐性菌）

1 臨床微生物・医動物　3章10節 薬剤耐性菌（p.178-189）
臨床薬理学　5章1節4項 plusα「薬物耐性の獲得」（p.130）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　20章1節 ⑦耐性菌
をもたらさないために（p.353-356）

目標Ⅲ 疾病に対する診断・治療について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 疾病に対する
医療

A 診断の基本と
方法

7 医療面接（問診）、
身体診察（視診、
触診、聴診、打診）

0 基礎看護技術Ⅰ　4章3節 問診，視診（p.136-139），4節 触診，
打診，聴診（p.140-144）

検体検査 2 基礎看護技術Ⅱ　14章3節7項 尿・便・喀痰検査（p.430-432），
8項 血液検査（p.432-434），9項 穿刺法（p.434-439）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節2項 身体機能悪
化への対応方法（p.91-95）

生体機能検査 1 基礎看護技術Ⅱ　14章3節6項 心電図検査（p.427-429），10
項 核医学検査（p.440），11項 呼吸機能検査（p.440-441）
疾患②循環器　3章4節 心電図・心肺運動負荷試験（p.60-70）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　3章 眼科で行われる検査

（p.31-45）／19章 耳鼻咽喉科で行われる検査（p.1511-165）／31
章 歯科で行われる検査（p.274-284）／41章 皮膚科で行われる検
査（p.377-384）

画像検査 4 基礎看護技術Ⅱ　14章3節1項 単純X線撮影検査（p.422-423），
2項 超音波検査（p.423），3項 CT検査（p.424），4項 MRI検査

（p.425-426）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節2項 身体機能悪
化への対応方法（p.91-95）

内視鏡検査 0 基礎看護技術Ⅱ　14章3節5項 内視鏡検査（p.426-427）
疾患③消化器　3章13節 ①内視鏡検査とは（p.110-118）
栄養代謝機能障害　3章2節 コラム「内視鏡検査と看護」（p.136-
137）

心理・精神機
能検査

0 精神障害と看護の実践　2章2節 心理検査（p.124-130）

B 薬物の特性 2 与薬方法 0 臨床薬理学　1章3節 医薬品の適正な使用に向けて（p.24-34）
基礎看護技術Ⅱ　13章4節 与薬のための援助技術（p.366-375）

薬物動態（吸
収、分布、代謝、
排泄）

0 臨床薬理学　1章2節2項 体内における薬の動き（薬物動態）
（p.20-22）
基礎看護技術Ⅱ　13章3節2項 薬剤の吸収・分布・代謝・排泄

（p.360-362）

薬理作用と副作
用（有害事象）

2 臨床薬理学　1章2節1項 薬理作用の原理（p.19-20），4項 好まし
くない副作用（薬物有害反応）（p.23-24），5項 相互作用（p.24）
基礎看護技術Ⅱ　13章3節3項 薬剤の主作用と副作用（p.362-
363），4項 薬物の相互作用（p.362-363）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 疾病に対する
医療

C 治療方法 2 手術療法（麻
酔を含む）

0 臨床薬理学　6章5節 麻酔時に使用する薬（p.158-163）
周術期看護　1章 図解2「周術期における麻酔の効果と侵襲の影
響の対比表」（p.18-19）， 図解4「麻酔薬の影響による合併症」

（p.22-23）／2章2節2項 麻酔薬による生体の反応（p.33-37）／3
章1節1項 手術方法（p.60-65）

化学療法 0 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節2項 女性
性腺機能障害（p.198-199）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　45章3節 ①悪性腫瘍
の診断と治療（p.453）

放射線治療 1 病態生理学　1章7節5項 がんの治療（p.77-78）
臨床看護総論　3章4節6項 放射線治療（p.134-135）
緩和ケア　2章8節3項 放射線療法に伴う苦痛の緩和（p.146-
149）

輸血 0 臨床薬理学　6章6節 血液製剤（p.164）
基礎看護技術Ⅱ　13章6節 輸血のための援助技術（p.403-410）

リハビリテー
シ ョン、運 動
療法

0 リハビリテーション看護　1章 リハビリテーションとは（p.14-30）
／8章 事例で学ぶリハビリテーション看護（p.232-289）／9章 地
域におけるリハビリテーション：脳血管疾患患者のケアの連携事例

（p.292-308）
臨床看護総論　3章4節12項 リハビリテーション療法（p.140-
141）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章2節 セルフケア再獲得
を支援する看護方法（p.253-275）
疾患⑦運動器　4章8節 リハビリテーション（p.98-103）
運動機能障害　7章6節 運動機能障害がある高齢者の患者の看
護（p.130-132），8節1項 理学療法，作業療法（p.136-137）

食事療法 0 臨床栄養学　4章2節 栄養成分別のコントロール食（p.148-152）
／5章 疾患別の栄養食事療法（p.168-201）
疾患③消化器　4章7節 食事・栄養療法（p.153-156）

臓器移植、再
生医療

1 周術期看護　18章 臓器移植を必要とする人の手術（p.333-
341）
臨床看護総論　3章4節5項 人工臓器・臓器移植（p.134）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章3節 腎移植（p.55-60）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2 項 透析
療法・腎移植と看護（p.137-138）
健康と社会・生活　9章5節 再生医療の発展と生命倫理（p.154-
155）
看護をめぐる法と制度　4章1節4項 臓器の移植に関する法律

（p.195-206），9項 再生医療安全性確保法（p.209-210）

人工臓器・透析 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章2節 透析療法（p.43-55）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2 項 透析
療法・腎移植と看護（p.131-136）

精神療法 0 精神障害と看護の実践　3章3節 精神療法（p.150-155）
臨床看護総論　3章4節7項 精神療法（p.135-136）
疾病と治療　14章2節2項 診断と治療（p.350-351）

D 医療による健
康被害

1 薬害 1 成人看護学概論　8章2節2項 職業性疾病の予防と対応（p.170-
175）
公衆衛生　15章3節3項 化学的要因による健康障害（p.268-
270）

ウイルス性肝炎 0 臨床微生物・医動物　2章4節1項 ウイルス性肝炎（p.72-73）
疾患③消化器　9章1節 ④ウイルス性肝炎（p.289-291）
医療安全　7章2節1項 職業感染（p.202-203）
看護をめぐる法と制度　5章1節9項 特定C型肝炎ウイルス感染者
救済特別措置法（p.267-269），12項 特定B型肝炎感染者給付
金支給法（p.270-271）／6章1節12項 肝炎対策基本法（p.328-
329）

院内感染 0 医療安全　7章2節 感染の危険を伴う病原体への曝露（p.200-
203），3節 職業感染に対する予防策（p.203-210）
看護をめぐる法と制度　2章3節3項 医療安全確保へのさらなる取
り組み（p.52-53）
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※第105〜111回までの出題問題数
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目標Ⅳ 各疾患の病態と診断・治療について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 呼吸機能 A 呼吸器系の疾
患の病態と診
断・治療

3 炎症性疾患（気
管 支 炎、肺 炎、
間質性肺炎、胸
膜炎）

0 疾患①呼吸器　6章2節 ①急性呼吸窮迫症候群（ARDS）とは
（p.121-123）／7章2節1項 ①間質性肺疾患とは（p.144-145），2項 

①放射性肺炎とは（p.146-147），3項 ①薬剤性肺炎とは（p.147-
148），4項 ①膠原病による間質性肺炎などの合併とは（p.148-149），
5項 ①特発性間質性肺炎（IIP）とは（p.150-152）／9章3節1項 ①
肺炎とは（p.175），2項 ①市中肺炎（CAP）とは（p.175-178），3項 
①院中肺炎（HAP）とは（p.181-182），4項 ①医療・介護関連肺炎

（NHCAP）とは（p.185-186），4節 ①ウイルス性肺炎とは（p.187-
188）／11章2節 ①好酸球性肺炎とは（p.242-243），3節 ①過敏
性肺炎とは（p.244-245）／12章1節 ①胸膜炎とは（p.247-248）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章6節 呼吸器系におけるその
他の障害―呼吸器感染症（p.54-57）
疾病と治療　3章1節 肺炎，間質性肺炎（p.56-59）
小児の疾患と看護　1章6節 急性気管支炎／急性細気管支炎

（p.132-136）／6章7節 肺炎（p.136-142）

気管支喘息 0 疾患①呼吸器　11章1節 ①気管支喘息とは（p.231-236）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.32-34）／2章2節2項 呼吸性アシドーシスを
伴う代表的疾患と検査・治療（p.68-69）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節3項 気管支喘息（p.122-
126）
疾病と治療　3章3節 気管支喘息（p.62-64）
小児の疾患と看護　6章5節 小児気管支喘息（p.130-132）
臨床薬理学　7章1節 気管支喘息と薬物療法（p.166-176）

慢性閉塞性肺
疾患〈COPD〉

1 疾患①呼吸器　7章1節 ①慢性閉塞性肺疾患（COPD）とは（p.131-
135）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.30-32）／2章2節2項 呼吸性アシドーシスを
伴う代表的疾患と検査・治療（p.67-68）
疾病と治療　3章4節 慢性閉塞性肺疾患（COPD）（p.65-68）

肺循環障（肺
高血圧、肺塞
栓症）

0 疾患①呼吸器　8章1節 ①肺高血圧症（PH）とは（p.162-163），
2節 ①肺血栓塞栓症（PTE）とは（p.164-167）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節 肺循環障害（p.46-50）

肺結核 0 臨床微生物・医動物　2章2節 結核（p.47-55）
疾患①呼吸器　9章6節2項 ①肺結核とは（p.191-194）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　22章4節 結核（p.413-
416）
疾病と治療　3章2節 肺結核症（p.60-62）

気胸 0 疾患①呼吸器　12章2節 ①気胸／血胸とは（p.248-250）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.38），5節3項 代表的な胸部外傷と治療

（p.52）
疾病と治療　3章6節 気胸（p.73-76）
周術期看護　9章2節 気胸（p.168-174）

腫瘍（肺癌、中
皮腫）

0 疾患①呼吸器　10章1節 ①肺癌とは（p.206-215），2節 ①小
細胞肺癌とは（p.215-216），3節 ①非小細胞肺癌とは（p.220），
4節 ①転移性肺腫瘍とは（p.228）／12章3節 ①胸膜中皮腫とは

（p.252-253），4節 ①縦隔腫瘍とは（p.255-256），6節 ①胸腺
腫／胸腺癌とは（p.258-259）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.35-37）
疾病と治療　3章5節 肺癌（p.69-72）
周術期看護　9章1節 肺癌（p.162-168）

6 循環機能 A 心臓の疾患の
病態と診断・
治療

6 先天性心疾患
（心房中隔欠損

症、心室中隔欠
損症、動脈管
開存症、Fallot

〈ファロー〉四
徴症）

0 疾患②循環器　11章1節 先天性心疾患（p.260-269）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章4節1項 心臓の形態異常とは
どのような状態か（p.152-153）
疾病と治療　2章7節 ファロー四徴症（TOF）（p.50-52），8節 
心房中隔欠損症（ASD）（p.52-53）
小児の疾患と看護　7章1節 心室中隔欠損症（p.144-146），2節 
心房中隔欠損症（p.146-148），3節 房室中隔欠損症（p.149-
151），4節 動脈管開存症（p.152-153），5節 ファロー四徴症

（p.154-156），6節 完全大血管転位症（p.156-158）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 循環機能 A 心臓の疾患の
病態と診断・
治療

6 虚血性心疾患
（狭心症、急性
冠症候群）

2 疾患②循環器　8章1節 狭心症（p.185-192），2節 急性冠症候
群（ACS）（p.192-211）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節1項 冠血流障害（虚血
性心疾患）とはどのような状態か（p.160）
疾病と治療　2章1節 狭心症（p.34-36），2節 急性心筋梗塞

（AMI）（p.36-40）
周術期看護　10章1節 狭心症（p.182-186）
臨床薬理学　2章3節2項 狭心症（p.55-57）

心筋症（肥大
型心筋症、拡
張型心筋症）

0 疾患②循環器　12章1節 心筋症（p.273-280）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章2節3項 心筋障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.141-143）
疾病と治療　2章4節 心筋症（p.44-46）

心不全（急性
心不全、慢性
心不全）

0 病態生理学　1章2節 血行障害（p.31-38）
疾患②循環器　5章1節 心不全（p.138-154）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章1節2項 循環機能障害の分
類（p.139），4節2項 心臓の形態異常による症状とその検査

（p.153-154）
疾病と治療　2章5節 心不全（p.46-48）
臨床薬理学　2章3節3項 心不全（p.57-60）

心タンポナーデ 1 疾患②循環器　13章2節 心タンポナーデ（p.293-295）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章5節1項 心膜の異常とはどの
ような状態か（p.157-158）
疾病と治療　2章2節2項 plusα「心タンポナーデ」（p.38）

不整脈（上室性
頻脈性不整脈、
心室性頻脈性
不整脈、徐脈性
不整脈）

1 病態生理学　2章4節 不整脈（p.119-124）
疾患②循環器　9章1節 徐脈性不整脈（p.213-220），2節 頻
脈性不整脈（p.221-240）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章7節1項 刺激伝導系の障害
とはどのような状態か（p.167-168），3項 刺激伝導系の障害を引
き起こす主な疾患と治療（p.170-171）
臨床薬理学　2章3節1項 不整脈（p.53-55）

炎症性疾患（感
染性心内膜炎、
心筋炎、収縮性
心膜炎）

0 疾患②循環器　10章1節5項 その他の弁膜症（p.254）／12章2
節 心筋炎（p.281-284）／13章1節 心膜炎（p.290）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章3節3項 弁機能の障害を引
き起こす主な疾患と治療（p.150-151）

弁膜症（大動脈
弁疾患、僧帽弁
疾患）

2 疾患②循環器　10章1節 弁膜疾患（p.242-255）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章3節1項 弁機能の障害とはど
のような状態か（p.144-145），3項 弁機能の障害を引き起こす主
な疾患と治療（p.147-151）
疾病と治療　2章3節 心臓弁膜症（p.41-44）
周術期看護　10章2節 心臓弁膜症（p.187-195）

B 血管系の疾患
の 病 態 と 診
断・治療

3 大動脈瘤、大
動脈解離

2 疾患②循環器　14章1節1項 大動脈瘤・大動脈解離（p.297-
305）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節3項 血管の障害を引き起
こす主な疾患と治療（p.176-178）
疾病と治療　2章6節 大動脈解離（p.48-50）
周術期看護　10章3節 大動脈解離（p.195-201）

閉塞性動脈硬
化 症、Buerger

〈バージャー〉病、
高安動脈炎

1 疾患②循環器　14章1節3項 閉塞性動脈硬化症（末梢動脈疾
患）（p.308-309）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節3項 血管の障害を引き起
こす主な疾患と治療（p.178-179）
周術期看護　10章4節 閉塞性動脈硬化症（p.201-206）

挫 滅〈 圧 挫 〉
症候群〈crush 
syndrome〉

0 疾患②循環器　15章 コラム「挫滅症候群（クラッシュシンドロー
ム）」（p.328）
運動機能障害　1章2節4項 その他の疾患（p.24）

下肢静脈瘤、深
部静脈血栓症

0 病態生理学　1章2節2項 血行障害の分類（p.31-38）
疾患②循環器　14章2節1項 下肢静脈瘤（p.311-312），2項 深
部静脈血栓症（p.313-314）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節3項 血管の障害を引き起
こす主な疾患と治療（p.179-180）

C 血圧異常の病態
と診断・治療

4 動脈硬化症 2 疾患②循環器　7章1節 アテローム性動脈硬化症（p.176-183）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節1項 血管の障害とはどの
ような状態か（p.176）
臨床薬理学　2章4節 動脈硬化（p.52-53）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 循環機能 C 血圧異常の病態
と診断・治療

4 本態性高血圧 0 病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.66-67）
疾患②循環器　6章1節1項 本態性高血圧症（p.158-161）
高齢者看護の実践　1章6節3項 高血圧（p.149-154）
臨床薬理学　2章2節1項 高血圧（p.37-41）
解剖生理学　5章2節5項 血管の機能（p.121-122）

二次性高血圧 1 病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.66）
疾患②循環器　6章1節2項 二次性高血圧症（p.165-169）
高齢者看護の実践　1章6節3項 高血圧（p.153）

起立性低血圧 1 疾患②循環器　6章2節1項 ① 起 立 性 低 血 圧 orthostatic 
hypotension（p.171-172）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節6項 plusα「起立性
低血圧」（p.119）
高齢者の健康と障害　4章4節2項 高齢者のバイタルサインの特
性（p.203-205）

迷走神経反射 0 疾患②循環器　6章2節1項 ②迷走神経反射（p.172）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　31章2節 用語解説「血
管迷走神経反射」（p.276）

D ショックの病態
と診断・治療

0 心原性ショック 0 病態生理学　2章6節 ショック（p.128-135）
疾患②循環器　2章8節3項 心原性ショック（p.46-47）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.185）

出血性ショック 0 病態生理学　2章6節 ショック（p.128-135）
疾患②循環器　2章8節1項 循環血液量減少性ショック（p.43-44）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.184）

血流分布異常
性ショック

0 病態生理学　2章6節 ショック（p.128-135）
疾患②循環器　2章8節1項 血液分布異常性ショック（p.45）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.182-184）

心外閉塞・拘
束性ショック

0 病態生理学　2章6節 ショック（p.128）
疾患②循環器　2章8節4項 心外閉塞・拘束性ショック（p.48-
49）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.185-186）

7 栄養の摂取・
消化・吸収・
代謝機能

A 口腔、咽頭の
疾患の病態と
診断・治療

2 炎症性疾患（咽
頭炎、扁桃炎）

1 疾患③消化器　5章1節4項 扁桃炎，咽頭炎（p.168-170）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　23章1節 咽 頭 の 炎 症

（p.213-215）
栄養代謝機能障害　1章1節1項 口腔疾患（p.20-21）
小児の疾患と看護　6章2節 扁桃炎（p.123-125）

う歯、歯周病 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　33章1節 う蝕，歯髄疾
患（p.294-296）／34章1節 歯肉炎（p.297-298），2節 歯周炎

（p.298-299）
疾患③消化器　5章1節2項 う歯，う蝕（p.165-166），3項 歯肉
炎，歯周病（p.167-168）
栄養代謝機能障害　1章1節2項 歯科疾患（p.21-22）
公衆衛生　9章1節2項 歯科疾患の特徴と現状（p.162-164），2
節 う蝕予防と歯周疾患予防（p.168-170）

腫瘍（舌癌、咽
頭癌）

1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　23章4節 咽頭の腫瘍
（p.216-217）／35章6節 悪性腫瘍（p.320-323）／36章 舌癌の
患者の看護（p.340-345）
疾患③消化器　5章2節2項 咽頭癌（p.171-172）
栄養代謝機能障害　1章1節3項 頭頸部腫瘍（p.22-23）
周術期看護　14章2節 舌癌（p.282-287）

B 上部消化管の
疾患の病態と
診断・治療

3 炎症性疾患（逆
流性食道炎、急
性胃炎、慢性胃
炎、ヘリコバク
ターピロリ感
染症）

2 疾患③消化器　6章2節 胃食道逆流症（p.186-190）／7章1節 
胃炎（p.200-203）
栄養代謝機能障害　1章1節4項 食道疾患（p.25-27），2節1項 
胃・十二指腸疾患（p.31-37）
疾病と治療　4章1節 胃食道逆流症（p.78-79），4節 胃炎（p.86-
88）

潰瘍性疾患（胃
潰瘍、十二指腸
潰瘍）

0 疾患③消化器　7章2節 胃・十二指腸潰瘍（p.204-209）
栄養代謝機能障害　1章2節1項 胃・十二指腸疾患（p.31-32）
疾病と治療　4章5節 胃・十二指腸潰瘍（p.89-91）
小児の疾患と看護　9章1節 胃・十二指腸潰瘍（p.178-180）
臨床栄養学　5章1節1項 胃・十二指腸潰瘍（p.168-170）

page://66/ng3_2022.pdf
page://158/ng45_2022.pdf
page://149/ng32_2022.pdf
page://37/ng4_2022.pdf
page://121/ng1_2022.pdf
page://66/ng3_2022.pdf
page://165/ng45_2022.pdf
page://153/ng32_2022.pdf
page://171/ng45_2022.pdf
page://171/ng45_2022.pdf
page://119/ng10_2022.pdf
page://119/ng10_2022.pdf
page://203/ng31_2022.pdf
page://203/ng31_2022.pdf
page://172/ng45_2022.pdf
page://276/ng49_2022.pdf
page://276/ng49_2022.pdf
page://128/ng3_2022.pdf
page://46/ng45_2022.pdf
page://185/ng7_2022.pdf
page://185/ng7_2022.pdf
page://128/ng3_2022.pdf
page://43/ng45_2022.pdf
page://184/ng7_2022.pdf
page://184/ng7_2022.pdf
page://128/ng3_2022.pdf
page://45/ng45_2022.pdf
page://182/ng7_2022.pdf
page://182/ng7_2022.pdf
page://128/ng3_2022.pdf
page://48/ng45_2022.pdf
page://48/ng45_2022.pdf
page://185/ng7_2022.pdf
page://185/ng7_2022.pdf
page://168/ng46_2022.pdf
page://213/ng49_2022.pdf
page://213/ng49_2022.pdf
page://20/ng8_2022.pdf
page://123/ng35_2022.pdf
page://294/ng49_2022.pdf
page://294/ng49_2022.pdf
page://297/ng49_2022.pdf
page://298/ng49_2022.pdf
page://298/ng49_2022.pdf
page://165/ng46_2022.pdf
page://167/ng46_2022.pdf
page://167/ng46_2022.pdf
page://21/ng8_2022.pdf
page://162/ng15_2022.pdf
page://168/ng15_2022.pdf
page://168/ng15_2022.pdf
page://216/ng49_2022.pdf
page://216/ng49_2022.pdf
page://320/ng49_2022.pdf
page://340/ng49_2022.pdf
page://340/ng49_2022.pdf
page://171/ng46_2022.pdf
page://22/ng8_2022.pdf
page://282/ng28_2022.pdf
page://186/ng46_2022.pdf
page://200/ng46_2022.pdf
page://200/ng46_2022.pdf
page://25/ng8_2022.pdf
page://31/ng8_2022.pdf
page://31/ng8_2022.pdf
page://78/ng13_2022.pdf
page://86/ng13_2022.pdf
page://86/ng13_2022.pdf
page://204/ng46_2022.pdf
page://31/ng8_2022.pdf
page://89/ng13_2022.pdf
page://178/ng35_2022.pdf
page://168/ng6_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 栄養の摂取・
消化・吸収・
代謝機能

B 上部消化管の
疾患の病態と
診断・治療

3 腫瘍（食道癌、
胃癌）

1 疾患③消化器　6 章1節 食 道 癌（p.178-186）／7章4節 胃癌
（p.211-218）
栄養代謝機能障害　1章1節4項 食道疾患（p.27-30），2節1項 
胃・十二指腸疾患（p.34-36）
疾病と治療　4章2節 食道癌（p.80-82），6節 胃癌（p.92-95）
周術期看護　11章1節 食道癌（p.210-216），2節 胃癌（p.217-223）

食道静脈瘤 0 病態生理学　1章2節2項 血行障害の分類（p.36-37）
疾病と治療　4章3節 食道・胃静脈瘤（p.83-86）

C 下部消化管の
疾患の病態と
診断・治療

2 炎症性疾患（潰
瘍 性 大 腸 炎、
Crohn〈クロー
ン〉病、虫垂炎、
痔瘻）

1 疾患③消化器　8章1節 潰瘍性大腸炎（p.226-232），2節 クロ
ーン病（p.233-236），11節 虫垂炎（p.265-268），13節1項 痔
核，痔瘻（p.270-271）
栄養代謝機能障害　1章3節1項 大腸疾患（p.57-61），2項 肛門
疾患（p.61-63）
疾病と治療　4章18節 急性虫垂炎（p.126-128），20節 潰瘍性
大腸炎（p.133-135），21節 クローン病（p.136-138）
小児の疾患と看護　9章2節 急性虫垂炎（p.181-182），3節 炎
症性腸疾患（p.183-185）
臨床栄養学　5章1節2項 潰瘍性大腸炎（p.171-173），3項 クロ
ーン病（p.173-175）

イレウス 1 疾患③消化器　8章10節 機械的腸閉塞，イレウス，その他（p.260-
265）
栄養代謝機能障害　1章2節2項 腸疾患（p.37-40）
疾病と治療　4章19節 イレウス（p.129-133）
周術期看護　6章4節 術後腸閉塞，術後イレウス（p.124-126）

腫瘍（大腸ポ
リープ、結腸
癌、直腸癌）

0 疾患③消化器　8章6節 大腸ポリープ，大腸ポリポーシス（p.242-
245），7節 大腸癌（p.245-255）
栄養代謝機能障害　1章3節1項 大腸疾患（p.52-56），2項 肛
門疾患（p.63-64）
疾病と治療　4章22節 大腸ポリープ，大腸ポリポーシス（p.138-
140），23節 大腸癌（p.141-143）
周術期看護　11章3節 大腸癌（p.224-228），4節 直腸癌（p.229-
232）

慢性便秘症 0 病態生理学　2章14節 便秘（p.166-170）
疾患③消化器　2章11節 便秘（p.60-63）
栄養代謝機能障害　3章3節1項 特徴的な症状とその看護（p.140-
141）
臨床薬理学　8章1節5項 瀉下薬（下剤）（p.203-208）

D 肝臓・胆・膵臓
の疾患の病態と
診断・治療

4 炎症性疾患（肝
炎、胆管炎、胆囊
炎、膵炎）

2 疾患③消化器　9章1節 肝炎（p.288-297）／10章2節 胆管炎，
胆嚢炎（p.323-328）／11章1節 膵炎（p.339-344）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.40-46），4項 膵
疾患（p.46-47）／2章1節1項 肝炎（p.66-68）
疾病と治療　4章7節 ウイルス性肝炎（p.95-100），8節 劇症肝
炎（p.100-102），13節 胆嚢炎，急性胆嚢炎（p.113-115），16
節 膵炎（p.120-124）
小児の疾患と看護　9章5節 肝炎（p.187-190）
臨床栄養学　5章1節4項 急性肝炎（p.176-177），5項 慢性肝炎

（p.177-178），9項 急性膵炎（p.182-183），10項 慢性膵炎（p.183-185）

肝硬変 1 疾患③消化器　9章3節 肝硬変（p.299-306）
栄養代謝機能障害　2章1節2項 肝硬変（p.68-70）
疾病と治療　4章11節 肝硬変（p.107-109）
臨床栄養学　5章1節6項 肝硬変（p.178-180）

腫瘍（肝癌、胆
囊癌、胆管癌、
膵癌）

0 疾患③消化器　9章5節 肝癌（p.308-316）／10章3節 胆道癌
（p.328-335）／11章2節 膵癌（p.345-349）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.43-46），4項 膵
疾患（p.48-50）／2章1節3項 肝癌（p.70-73），2節2項 インスリ
ノーマ（p.84-85）
疾病と治療　4章12節 肝細胞癌（p.110-113），15節 胆嚢癌（p.118-
120），17節 膵癌（p.124-126）
周術期看護　11章5節 肝臓癌（肝癌）（p.233-240），6節 膵癌

（p.240-247）

脂 肪 肝、ア ル
コール性肝炎、
非アルコール
性脂肪性肝炎

0 疾患③消化器　9章2節 脂肪肝（p.298-299），1節 ⑤アルコー
ル性肝障害（p.291-292）
栄養代謝機能障害　2章1節6項 脂肪肝（p.77）
疾病と治療　4章9節 非アルコール性脂肪性肝障害（NAFLD）

（p.102-104），10節 アルコール性肝障害（p.105-106）
臨床栄養学　5章1節7項 脂肪肝（p.180）
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※第105〜111回までの出題問題数

page://178/ng46_2022.pdf
page://211/ng46_2022.pdf
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page://27/ng8_2022.pdf
page://34/ng8_2022.pdf
page://34/ng8_2022.pdf
page://80/ng13_2022.pdf
page://92/ng13_2022.pdf
page://210/ng28_2022.pdf
page://217/ng28_2022.pdf
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page://166/ng3_2022.pdf
page://60/ng46_2022.pdf
page://140/ng8_2022.pdf
page://140/ng8_2022.pdf
page://203/ng4_2022.pdf
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page://323/ng46_2022.pdf
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page://345/ng46_2022.pdf
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（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 栄養の摂取・
消化・吸収・
代謝機能

D 肝臓・胆・膵臓
の疾患の病態と
診断・治療

4 胆石症 1 疾患③消化器　10章1節 胆石症（p.319-323）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.40-42）
疾病と治療　4章14節 胆石症（p.115-118）
臨床栄養学　5章1節8項 胆石症・胆嚢炎（p.180-182）

E 腹壁・腹膜・横
隔膜の疾患の病
態と診断・治療

1 鼠径ヘルニア 1 疾患③消化器　12章2節 ヘルニア（p.354-357）
小児の疾患と看護　12章8節 鼠径ヘルニア（p.252-254）

腹膜炎 0 病態生理学　2章17節 腹水（p.179-182）
疾患③消化器　12章1節 腹膜炎（p.351-354）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.127-
129）
小児の疾患と看護　9章2節 急性虫垂炎（p.181-183）

横隔膜ヘルニア 0 疾患③消化器　12章2節 ヘルニア（p.354-357）， study「吃逆」
（p.361）
栄養代謝機能障害　3章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.118-
121）
小児の疾患と看護　12章1節 先天性横隔膜ヘルニア（p.234-
236）

腹壁瘢痕ヘル
ニア

0 疾患③消化器　12章2節 ヘルニア（p.354-357）

8 内部環境調節
機能

A 内分泌系の疾
患の病態と診
断・治療

2 間脳・下垂体
疾患

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　27章 視床下部・下垂体疾患
（p.324-337）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章2節2項 下垂
体機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.39-43）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　1章2節3項 間脳の働きを障
害する主な疾患（p.22-23）／2章2節3項 主な脳腫瘍の種類と検
査・治療（p.54-55）
疾病と治療　7章4節 クッシング症候群（p.202-205）

甲状腺疾患（甲
状腺機能亢進
症、甲状 腺 機
能低下症、甲状
腺炎）

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　28章 甲状 腺 疾 患（p.338-
356）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章3節2項 甲状
腺機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.44-48）
疾病と治療　7章1節 バセドウ病（p.194-197），2節 橋本病（p.198-
199）
小児の疾患と看護　3章5節 甲状腺機能亢進症（p.56-58），6
節 先天性甲状腺機能低下症（p.58-60）

副甲状腺〈上
皮小体〉疾患

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　29章 副甲状腺疾患（p.357-
361）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章4節2項 副甲
状腺機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.48-50）

副腎皮質・髄
質疾患

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　30章 副腎皮質・髄質疾患
（p.365-380）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章5節2項 副腎
機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.51-52）
疾病と治療　7章3節 アジソン病（p.200-202），4節 クッシング
症候群（p.202-205），5節 アルドステロン症（p.205-208）
小児の疾患と看護　3章7節 21水酸化酵素欠損症（p.60-62）

腫瘍（下垂体腫
瘍、甲状腺癌）

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　27章1節 クッシング病（ACTH
産生下垂体腫瘍）（p.324-328），2節 先端巨大症（p.328-329），
3節 プロラクチノーマ（プロラクチン産生下垂体腫瘍）（p.329-330）
／28章6節 甲状腺腫瘍（p.354-356）／30章4節 褐色細胞腫

（p.377-379），5節 副腎偶発腫瘍（p.379-380）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章2 節2項 下垂
体機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.39-40），3節
2項 甲状腺機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.46）
周術期看護　16章1節 甲状腺癌（p.304-308）

B 代謝異常の疾
患の病態と診
断・治療

4 メタボリック
シンドローム、
肥満症

1 病態生理学　2章8節 肥満（p.140-143）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　33章1節 肥満症・メタボリッ
クシンドローム（p.444-449）
栄養代謝機能障害　4章3節1項 脂質代謝障害のある患者の看護

（p.179-182）
疾病と治療　5章3節 メタボリックシンドローム（p.152-154）
臨床栄養学　5章2節1項 肥満症（p.186），5項 メタボリックシン
ドローム（p.193）
臨床生化学　4-2章10節 脂肪細胞と生活習慣病（p.87）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 内部環境調節
機能

B 代謝異常の疾
患の病態と診
断・治療

4 糖尿病 2 病態生理学　1章9節1項 糖質代謝の異常（p.89-90）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）

（p.387-442）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.79-84）
疾病と治療　5章1節 糖尿病（DM）（p.146-150）
臨床薬理学　2章2節2項 糖尿病（p.42-49）
臨床栄養学　5章2節2項 糖尿病（p.186-190）
臨床生化学　5章2節1項 糖尿病（p.108-111）

脂質異常症 0 病態生理学　1章9節2項 脂質代謝の異常（p.92-93）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　33章2節 脂質異常症（p.449-
453）
栄養代謝機能障害　2章3節1項 脂質代謝障害と疾患（p.87-89）
疾病と治療　5章3節 メタボリックシンドローム（p.152-154）
臨床薬理学　2章2節3項 脂質異常症（p.49-52）
臨床栄養学　5章2節3項 脂質異常症（高脂血症）（p.190-192）
臨床生化学　4-2章9節 脂質異常症（高脂血症）（p.86）

高尿酸血症、
痛風

0 病態生理学　1章9節4項 核酸・ビタミンなどの代謝異常（p.94-
96）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　33章3節 高尿酸血症・痛風

（p.453-455）
栄養代謝機能障害　2章3節3項 尿酸代謝異常と疾患（p.91-
93）
疾病と治療　5章2節 痛風（p.150-152）
臨床薬理学　9章1節2項 高尿酸血症治療薬（p.217-219）
臨床栄養学　5章2節4項 高尿酸血症（痛風）（p.192）
臨床生化学　4-4章3節 ヌクレオチドの分解（p.103-104）

ビタミン欠乏症 1 病態生理学　1章9節4項 核酸・ビタミンなどの代謝異常（p.94-
96）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　33章5節 ビタミン欠乏症・
過剰症（p.456-458）

C 体液調節の疾
患の病態と診
断・治療

1 水・電解質の
異常（脱水、浮
腫、低ナトリウ
ム血症、高カリ
ウム血症）

1 病態生理学　1章1節2項 電解質の異常（p.20-29）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章2節 脱水（p.20-22），3
節 浮腫（p.22-24），4節 高・低ナトリウム血症（p.24-25），5節 
高・低カリウム血症（p.25-27），6節 高・低カルシウム血症（p.27-
28），7節 高・低リン血症（p.28-29）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節2項 水と電
解質の異常とはどのような状態か（p.23-26）

酸塩基平衡の
異常（アシドー
シス、アルカロー
シス）

0 病態生理学　1章1節3項 酸塩基平衡の異常（p.26-29）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章8節 アシドーシス（アシデ
ミア）（p.30-31），9節 アルカローシス（アルカレミア）（p.32-33）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2 節3項 酸 塩
基平衡の異常とはどのような状態か（p.26-27）
呼吸機能障害／循環機能障害　2章1節2項 酸塩基平衡の障害
の分類（p.64）

9 造血機能 A 血液・造血器
の疾患の病態
と診断・治療

4 貧血（鉄欠乏性
貧血、巨赤芽球
性貧血、溶血性
貧血、骨髄異形
成症候群、二次
性貧血）

2 病態生理学　2章19節 貧血（p.187-192）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　5章 貧血（p.92-105）
造血機能障害／免疫機能障害　1章1節 貧血（p.16-26）
小児の疾患と看護　10章1節 未熟児貧血／鉄欠乏性貧血／溶血
性貧血（p.194-196）

白血球減少症 0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　7章 血球異常（p.125-
145）
造血機能障害／免疫機能障害　1章2節1項 白血球減少とはどの
ような状態か（p.28-29）

出血性疾患（血
栓 性 血 小 板
減少性紫斑病

〈TTP〉、免疫性
血小板減少性
紫 斑 病〈ITP〉、
播種性血管内
凝固〈DIC〉）

1 病態生理学　2章20節 出血傾向（p.193-199）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　6章 出血傾向（p.106-
123）
造血機能障害／免疫機能障害　1章4節1項 凝固・線溶系の異常
とはどのような状態か（p.38-46）
疾病と治療　1章1節 血友病（p.12-14），5節 播種性血管内凝固
症候群（DIC）（p.27-30）
小児の疾患と看護　10章2節 特 発 性 血 小 板 減 少 性 紫 斑 病

（idiopathic thrombocytopenic purpura：ITP）（p.196-198），3節 
血友病（hemophilia）（p.198-200）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 造血機能 A 血液・造血器
の疾患の病態
と診断・治療

4 腫 瘍（白血 病、
悪性リンパ腫、
多発性骨髄腫）

1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　7章 血球異常（p.125-
145）
造血機能障害／免疫機能障害　1章5節1項 造血器の腫瘍とはど
のような状態か（p.47-63）
疾病と治療　1章2節 白 血 病（p.15-19），3節 悪 性 リン パ 腫

（p.19-22），4節 多発性骨髄腫（MM）（p.23-27）
小児の疾患と看護　10章4節 白血病（p.200-203），5節 悪性
リンパ腫（p.203-204）

10 全身の感染性
疾患

A 感染性疾患の
病態と診断・
治療

2 ウイルスによる
感染症（インフ
ルエンザ、流行
性耳下腺炎〈ム
ンプ ス〉、麻 疹、
風疹、エボラ出
血熱、コロナウ
イルス感染症、
ヒト免疫不全ウ
イルス〈HIV〉感
染症）

1 臨床微生物・医動物　2章6節 性感染症（p.84-88）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　21章1節 インフルエ
ンザ（p.374-377），2節 麻疹（p.378-381），3節 風疹（p.381-
383），6節 流行性耳下腺炎（p.386-387），7節 ヒト免疫不全
ウイルス（HIV）感染症，AIDS（p.387-393）
造血機能障害／免疫機能障害　3章4節2項 免疫不全を起こす主
な疾 患・症 状・検 査・治 療（p.149-150）／4章 5節 免疫 不全

（HIV感染症）患者の看護（p.192-200）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章 6 節 ② AIDS（後
天性免疫不全症候群）（p.447-448）
疾患⑨女性生殖器　6章3節 性感染症（p.153-154）
疾病と治療　13章2節 麻疹（measles）（p.338-339），3節 風
疹（rubella）（p.340-342）／11章3節 後天性免疫不全症候群

（AIDS）（p.308-312）／13章2節 麻疹（p.338-339），3節 風疹
（p.340-342）
小児の疾患と看護　5章4節 麻疹（p.96-98），5節 風疹（p.98-
101），7節 流行性耳下腺炎（mumps）（p.103-105），8節 インフ
ルエンザ（p.105-107）
セルフマネジメント　13章1節 エイズ（AIDS）の理解（p.216-218）

細菌による感
染症（結核、コ
レラ、破 傷 風、
梅毒）

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　22章4節 結 核
（p.413-416），8節 破傷風（p.424-426），9節 梅毒（p.426-429）

疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章3節 皮 膚 結 核
（p.435），6節 ①梅毒（p.446-447）
疾患⑨女性生殖器　6章3節 性感染症（p.152-153）

敗血症 1 病態生理学　2章6節 ショック（p.128-135）
臨床微生物・医動物　6章2節4項 敗血症の治療（p.246-247）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.182-186）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章3節 敗血症性
ショック（p.321-322）

11 免疫機能 A 自己免疫疾患
の病態と診
断・治療

4 全身性エリテ
マトーデス

〈SLE〉

1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　15章4節 全身性エ
リテマトーデス（p.277-280）
造血機能障害／免疫機能障害　3章1節2項 自己免疫疾患に含ま
れる主な疾患・症状・検査・治療（p.101-103）
疾病と治療　11章2節 全身性エリテマトーデス（SLE）（p.306-
308）

関節リウマチ 1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　15章2節 関節リウ
マチ（p.270-274）
造血機能障害／免疫機能障害　3章1節2項 自己免疫疾患に含ま
れる主な疾患・症状・検査・治療（p.103-104）
疾患⑦運動器　10章2節 関節リウマチ（p.201-209）
運動機能障害　3章2節 関節の運動機能障害を起こす代表的疾
患（p.47-48）／6章3節1項 関節のアセスメント（p.104）／9章2節 
関節リウマチ【事例】（p.174-181）
疾病と治療　11章1節 関節リウマチ（RA）（p.304-306）
臨床薬理学　7章3節 関節リウマチと薬物療法（p.181-189）

Sjögren
〈シェーグレン〉
症候群

1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　15章6節 シェーグレ
ン症候群（p.282-284）
造血機能障害／免疫機能障害　3章1節2項 自己免疫疾患に含ま
れる主な疾患・症状・検査・治療（p.105-106）

全身性強皮症 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　43章12節 ②全身性強
皮症（p.425-426）

皮膚筋炎、多
発性筋炎

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　43章12節 ③皮膚筋炎
／多発性筋（p.426-427）

Behçet〈ベー
チェット〉病

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　9章3節 ベーチェット病
（p.92）
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page://424/ng47_2022.pdf
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page://128/ng3_2022.pdf
page://246/ng5_2022.pdf
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page://282/ng47_2022.pdf
page://282/ng47_2022.pdf
page://105/ng9_2022.pdf
page://105/ng9_2022.pdf
page://425/ng49_2022.pdf
page://425/ng49_2022.pdf
page://426/ng49_2022.pdf
page://426/ng49_2022.pdf
page://92/ng49_2022.pdf
page://92/ng49_2022.pdf


42　 　 43

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 免疫機能 B アレルギー性
疾患の病態と
診断・治療

1 花粉症（アレル
ギー性鼻炎）

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章1節 花 粉 症
（アレルギー性鼻炎）（p.238-243）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節2項 花粉症（アレルギー
性鼻炎）（p.118-121）

蕁麻疹 0 病態生理学　2章22節 皮膚瘙痒（p.205-209）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章6節 蕁 麻 疹

（p.258-259）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節5項 蕁麻疹（p.131-132）

接触皮膚炎 0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章5節 接触皮膚
炎（p.255-257）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節6項 接触皮膚炎（p.132-
133）

アナフィラキ
シーショック

1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章7節 アナフィラ
キシー（アナフィラキシーショック）（p.259-264）
造血機能障害／免疫機能障害　3章3節1項 アナフィラキシーショ
ック（p.138-141）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章10節3項 代表的なショック
と治療（p.182-186）

12 神経機能 A 中枢神経系の
疾患の病態と
診断・治療

4 脳血管障害（脳
内出血、くも膜
下出血、脳梗塞、
もやもや病）

1 疾患⑤脳・神経　5章 脳血管障害（p.114-145）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章1節 脳血管障害（p.42-
50），11節 小脳の疾患（p.88-92）
疾病と治療　10章2節 高血圧性脳出血（p.270-273），3節 くも
膜下出血（p.273-276），4節 虚血性脳血管疾患（p.277-282）
周術期看護　13章2節 くも膜下出血（p.269-274）

頭蓋内圧亢進症 0 疾患⑤脳・神経　2章7節 頭蓋内圧亢進症状（p.60-65）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節1項 頭蓋内圧亢進
症状（p.136-142）

変性疾患
（Pa r k in son
〈パーキンソン〉 

病、筋萎縮性
側 索 硬 化 症

〈ALS〉）

1 疾患⑤脳・神経　11章 神経変性疾患・不随意運動症（p.227-
246）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章7節 神経変性疾患（p.71-
73）
疾病と治療　10章6節 パーキンソン病（p.286-290）

脱髄疾患（多
発性硬化症）

0 疾患⑤脳・神経　14章1節 多発性硬化症（p.277-280）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2 章 8 節 免疫 性 神 経 疾 患

（p.74-79）

認知症
（ A l z h e i m e r 
〈アルツハイマー〉

病、血管性認知
症、Lewy〈レビー〉
小体型認知症、
前頭 側頭 型認
知症）

2 疾患⑤脳・神経　12章 認知症（p.247-265）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章9節 認知症（p.80-83）
疾病と治療　10章8節 アルツハイマー病（p.295-298）
高齢者看護の実践　2章1節 認知症（p.208-249）

感染性疾（脳炎、
髄膜炎）

0 疾患⑤脳・神経　9章 感染性疾患（p.199-212）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章5節 中枢神経系感染症

（p.64-66）
疾病と治療　10章5節 髄膜炎（p.282-285）

頭部外傷 0 疾患⑤脳・神経　7章 頭部外傷（p.175-192）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章3節 頭部外傷（p.57-60）

脊髄損傷 0 疾患⑤脳・神経　10章5節 脊髄損傷（p.219-220）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章6節2項 脊椎・脊髄疾患
の種類と検査・治療（p.68-69）
疾患⑦運動器　8章1節 脊髄損傷（p.172-178）
運動機能障害　2章2節1項 脊髄損傷（p.35）
疾病と治療　9章7節 脊髄損傷（p.249-252）
小児の疾患と看護　12章9節 二分脊椎／髄膜瘤（p.254-257）

機能性疾患
（てんかん）

0 疾患⑤脳・神経　16章 てんかん（p.298-310）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章10節 てんかん（p.84-87）
疾病と治療　10章9節 てんかん（p.299-302）
小児の疾患と看護　11章1節 てんかん（p.214-216）

人
体
の
構
造
と
機
能
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康
支
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と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

必
修
問
題

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

12 神経機能 A 中枢神経系の
疾患の病態と
診断・治療

4 腫瘍（脳腫瘍） 0 疾患⑤脳・神経　6章 脳腫瘍（p.146-174）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章2節 脳腫瘍（p.51-56），
11節2項 小脳の疾患の種類と検査・治療（p.89-91）
疾病と治療　10章1節 脳腫瘍（p.264-269）
周術期看護　13章1節 脳腫瘍（p.264-269）
小児の疾患と看護　10章8節 脳腫瘍（p.209-211）

B 末梢神経系の
疾患の病態と
診断・治療

2 Guillain-Barré
〈ギラン・バレー〉

症候群

1 疾患⑤脳・神経　13章1節 ①末梢神経障害（ニューロパチー）とは
（p.270）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章12節3項 ギラン・バレー
症候群（p.96）

顔面神経麻痺
（Bel l〈ベ ル〉 
麻痺）

0 疾患⑤脳・神経　2章3節 ⑦顔面神経麻痺，顔面けいれんとは
（p.43-44）， ⑧顔面神経麻痺，顔面けいれんのある患者の看護
（p.44）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節12項 顔面神経麻痺

（p.188-190）

自律神経失調症 0 疾患⑤脳・神経　13章2節 ①その他の神経疾患・神経症状とは
（p.273-274）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章12節2項 末梢神経障害
を起こす疾患，症状，検査（p.94-95）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　11章4節4項 更年
期障害および自律神経失調症患者への看護（p.274-278）
成人看護学概論　10章3節 更年期の症状（p.222-223）

C 感覚器系の疾
患の病態と診
断・治療

3 視覚障害（白内
障、緑内障、網膜
剝離、網膜症）

1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　10章1節 先 天 白 内 障
（p.93），2節 後天性白内障（p.93-95），3節 後発白内障（p.95-

96）／11章1節 糖尿病網膜症（p.97-98），2節 高血圧網膜症，
網膜動脈硬化症（p.98-99），5節 網膜剝離（p.100-102）／12章 
緑内障（p.111-115）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節 視覚の障害と患者の
看護（p.216-229）
疾病と治療　12章1節 白内障（p.318-319），2節 緑内障（p.320-
322），3節 網膜剝離（RD）（p.323-325）
周術期看護　14章1節 白内障（p.278-281）
小児の疾患と看護　13章1節 斜 視（内 斜 視・外 斜 視）（p.276-
278），2節 弱視（p.279-281）

聴覚障害（難聴、
Ménière〈メニ
エール〉病）

1 病態生理学　2章31節 めまい（p.251），33節 難聴（p.261-265），
34節 耳鳴（p.266-269）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　18章1節 ①難聴（p.143）
／21章4節 ②メニエール病（p.195-196）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節 聴覚・平衡覚の障
害と患者の看護（p.230-239）
疾病と治療　12章4節1項 plusα「難聴」（p.327），6節 メニエー
ル病 （p.332-334）

嗅覚・味覚障害 1 病態生理学　2章35節 味覚障害（p.270-273），36節 嗅覚障
害（p.274-277）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　18章2 節 ④嗅覚障害

（p.146）／19章5節 嗅覚検査（p.160），6節 味覚検査（p.160）／
30章3節 ⑦味覚障害（異味症）（p.273）／31章5節 ろ紙ディスク
法，電気味覚法（p.282）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節 嗅覚・味覚の障害
と患者の看護（p.240-245）

13 皮膚機能 A 皮膚の疾患と
病態と診断・
治療

1 湿 疹、皮 膚炎
（アトピー性皮

膚炎、接触性皮
膚炎、脂漏性皮
膚炎、光線過敏
症〈慢性光線性
皮膚炎〉）

1 病態生理学　2章22節 皮膚瘙痒（p.205-209）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　43章1節 湿疹・皮膚炎

（p.394-399）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章2節 ⑦ 皮 膚

（p.319）／14章2節 アトピー性皮膚炎（p.244-248），5節 接触
皮膚炎（p.255-257）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節4項 アトピー性皮膚炎

（p.126-131），6項 接触皮膚炎（p.132-133）
小児の疾患と看護　4章1節 アトピー性皮膚炎（p.68-69）

蕁麻疹、薬疹 0 病態生理学　2章22節 皮膚瘙痒（p.205-209）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章6節 蕁 麻 疹

（p.258-259）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節5項 蕁麻疹（p.131-132）
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page://274/ng3_2022.pdf
page://274/ng3_2022.pdf
page://146/ng49_2022.pdf
page://146/ng49_2022.pdf
page://160/ng49_2022.pdf
page://160/ng49_2022.pdf
page://273/ng49_2022.pdf
page://282/ng49_2022.pdf
page://282/ng49_2022.pdf
page://240/ng10_2022.pdf
page://240/ng10_2022.pdf
page://205/ng3_2022.pdf
page://394/ng49_2022.pdf
page://394/ng49_2022.pdf
page://319/ng47_2022.pdf
page://319/ng47_2022.pdf
page://244/ng47_2022.pdf
page://255/ng47_2022.pdf
page://255/ng47_2022.pdf
page://126/ng9_2022.pdf
page://126/ng9_2022.pdf
page://132/ng9_2022.pdf
page://68/ng35_2022.pdf
page://205/ng3_2022.pdf
page://258/ng47_2022.pdf
page://258/ng47_2022.pdf
page://131/ng9_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

13 皮膚機能 A 皮膚の疾患と
病態と診断・
治療

1 感染性疾患（帯
状疱疹、蜂窩織
炎、白癬、カンジ
ダ症、疥癬）

0 病態生理学　2章22節 皮膚瘙痒（p.205-209）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　44章1節 ③蜂窩織炎

（蜂巣炎）（p.431），2節 ①白癬（p.433-434）， ①カンジダ症
（p.434-435），4節 ⑦帯状疱疹（帯状ヘルペス）（p.441-443），
5節 ①疥癬（p.444-445）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章2節 ⑦ 皮 膚

（p.319）
疾病と治療　13章1節 水痘，帯状疱疹（varicella，herpes zoster）

（p.336-337）
小児の疾患と看護　5章6節 水痘（p.101-103）

腫瘍（色素性母
斑、ケロイド、有
棘細胞癌、基底
細胞癌、悪性黒
色腫）

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　45章 母斑，腫瘍（p.449-
458）

鶏眼〈うおのめ〉、
胼胝〈たこ〉

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　40章2節 ③胼胝，鶏眼
（p.365）

14 運動機能 A 運動器系の疾
患の病態と診
断・治療

4 骨折、脱臼、捻挫 1 疾患⑦運動器　5章 骨折（p.106-147）／6章 脱臼（p.148-157）
／7章 靭帯損傷（p.158-169）
運動機能障害　1章2節2項 骨折（各論）（p.21-23），4節1項 骨
折の治療法（p.26-28）／5章1節2項 スポーツ障害の疾患と治療

（p.70-72）／7章4節1項 小児の代表的な運動器疾患の治療に伴
う観察点と看護（p.123-125）
疾病と治療　9章2節 大腿骨近位部骨折（p.236-239），3節 
腰椎圧迫骨折（脊椎圧迫骨折）（p.239-242），4節 骨折（p.242-
244），5節 捻挫，脱臼（p.244-246）
周術期看護　15章1節 大腿骨頸部／転子部骨折（p.290-293）
小児の疾患と看護　12章11節 上腕骨顆上骨折（p.260-263）

骨粗鬆症 0 疾患⑦運動器　9章 骨粗鬆症（p.188-195）
運動機能障害　1章3節2項 骨密度検査（p.26）／5章5節 加齢
による運動機能障害とその疾患・治療（p.77-81）／7章5節1項 運
動機能障害のアセスメント（p.126-129）
疾病と治療　9章1節 骨粗鬆症（p.234-236），3節 腰椎圧迫骨
折（脊椎圧迫骨折）（p.239-242）

腫瘍（骨肉腫、軟
部組織腫瘍）

0 疾患⑦運動器　14章1節 骨肉腫（p.261-265）
運動機能障害　1章2節3項 骨の腫瘍（p.23-24），4節3項 骨腫
瘍の治療法（p.28-29）

変形性関節症 0 疾患⑦運動器　11章 変形性関節症（p.214-227）
運動機能障害　3章2節 関節の運動機能障害を起こす代表的疾
患（p.47-51）
周術期看護　15章2節 変形性膝関節症（p.294-298）

腰痛症（椎間板
ヘルニア、腰部
脊柱管狭窄症）

1 疾患⑦運動器　13章1節 椎間板ヘルニア（p.234-242），5節 
腰部脊柱管狭窄症（p.249-252）
運動機能障害　2章2節2項 脊椎変性疾患（p.35-38），4節 脊
椎の運動機能障害・疾患の治療（p.41-42）
疾病と治療　9章6節 椎間板ヘルニア（p.247-249），8節 腰部
脊柱管狭窄症（p.253-255）
疾患⑤脳・神経　10章3節 腰部脊柱管狭窄症（p.217-218），4節 
椎間板ヘルニア（p.218-219）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章6節 脊椎・脊髄疾患（p.67-
69）
周術期看護　15章3節 腰椎椎間板ヘルニア（p.298-302）

炎症性疾患（骨
炎、骨髄炎、関
節炎）

0 疾患⑦運動器　10章 関節炎・腱鞘炎（p.196-213）
運動機能障害　3章2節 関節の運動機能障害を起こす代表的疾
患（p.47-51），3節 関節の検査と援助（p.52-53），4節 関節の
運動機能障害・疾患の治療（p.53-55）／6章3節1項 関節のアセ
スメント（p.97-98）／7章7節2項 関節穿刺（p.134）
小児の疾患と看護　12章12節 単純性股関節炎（p.263-264）

筋ジストロフィー 0 疾患⑦運動器　16章1節 筋ジストロフィー（p.280-284）
運動機能障害　4章2節1項 筋疾患（p.64）
疾患⑤脳・神経　15章2節 筋ジストロフィー（p.286-290）

人
体
の
構
造
と
機
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年
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学
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必
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問
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病
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※第105〜111回までの出題問題数

page://205/ng3_2022.pdf
page://431/ng49_2022.pdf
page://431/ng49_2022.pdf
page://433/ng49_2022.pdf
page://434/ng49_2022.pdf
page://434/ng49_2022.pdf
page://441/ng49_2022.pdf
page://444/ng49_2022.pdf
page://319/ng47_2022.pdf
page://319/ng47_2022.pdf
page://336/ng13_2022.pdf
page://336/ng13_2022.pdf
page://101/ng35_2022.pdf
page://449/ng49_2022.pdf
page://449/ng49_2022.pdf
page://365/ng49_2022.pdf
page://365/ng49_2022.pdf
page://106/ng50_2022.pdf
page://148/ng50_2022.pdf
page://158/ng50_2022.pdf
page://21/ng11_2022.pdf
page://26/ng11_2022.pdf
page://26/ng11_2022.pdf
page://70/ng11_2022.pdf
page://70/ng11_2022.pdf
page://123/ng11_2022.pdf
page://123/ng11_2022.pdf
page://236/ng13_2022.pdf
page://239/ng13_2022.pdf
page://239/ng13_2022.pdf
page://242/ng13_2022.pdf
page://242/ng13_2022.pdf
page://244/ng13_2022.pdf
page://290/ng28_2022.pdf
page://260/ng35_2022.pdf
page://188/ng50_2022.pdf
page://26/ng11_2022.pdf
page://77/ng11_2022.pdf
page://77/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://234/ng13_2022.pdf
page://239/ng13_2022.pdf
page://239/ng13_2022.pdf
page://261/ng50_2022.pdf
page://23/ng11_2022.pdf
page://28/ng11_2022.pdf
page://28/ng11_2022.pdf
page://214/ng50_2022.pdf
page://47/ng11_2022.pdf
page://47/ng11_2022.pdf
page://294/ng28_2022.pdf
page://234/ng50_2022.pdf
page://249/ng50_2022.pdf
page://249/ng50_2022.pdf
page://35/ng11_2022.pdf
page://41/ng11_2022.pdf
page://41/ng11_2022.pdf
page://247/ng13_2022.pdf
page://253/ng13_2022.pdf
page://253/ng13_2022.pdf
page://217/ng48_2022.pdf
page://218/ng48_2022.pdf
page://218/ng48_2022.pdf
page://67/ng10_2022.pdf
page://67/ng10_2022.pdf
page://298/ng28_2022.pdf
page://196/ng50_2022.pdf
page://47/ng11_2022.pdf
page://47/ng11_2022.pdf
page://52/ng11_2022.pdf
page://53/ng11_2022.pdf
page://53/ng11_2022.pdf
page://97/ng11_2022.pdf
page://97/ng11_2022.pdf
page://134/ng11_2022.pdf
page://263/ng35_2022.pdf
page://280/ng50_2022.pdf
page://64/ng11_2022.pdf
page://286/ng48_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

14 運動機能 A 運動器系の疾
患の病態と診
断・治療

4 重症筋無力症 2 疾患⑤脳・神経　15章1節 重症筋無力症（p.284-286）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章8節2項 免疫性神経疾
患と検査・治療（p.77-79）
造血機能障害／免疫機能障害　3章1節2項 自己免疫疾患に含ま
れる主な疾患・症状・検査・治療（p.98-100）
疾患⑦運動器　16章2節 重症筋無力症（p.284-288）
運動機能障害　4章2節2項 神経筋接合部の疾患（p.64）
疾病と治療　10章7節 重症筋無力症（MG）（p.291-294）

15 排泄機能 A 泌尿器系の疾
患の病態と診
断・治療

5 腎炎、慢性腎
臓病

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　5章2節 慢性腎不全・慢性
腎臓病（CKD）（p.67-77）／6章 原発性糸球体疾患（p.79-94）／
8章 尿細管・間質性疾患（p.102-106）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章1節2 項 腎不
全の分類と特徴（p.69-73）／4章1節2項 尿路の機能障害の主な
原因・疾患と治療（p.90-91）／7章1節1項 腎機能低下に伴う症
状のアセスメントと看護（p.128-131）
疾病と治療　6章1節 ネフローゼ症候群（p.156-160），2節 腎炎

（p.160-165），3節4項 慢性腎臓病−疾病の概念（p.168-169），
5項 慢性腎臓病−診断と治療（p.169-171）
小児の疾患と看護　8章6節 慢性腎障害（p.172-174）
臨床栄養学　5章4節1項 急性腎炎症候群（p.197-198），3項 
慢性腎臓病（CKD）（p.199-201）

炎症性疾患（腎
盂腎炎、膀胱炎）

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　17章1節 腎盂腎炎（p.173-
174），2節 膀胱炎（p.175-176），3節 尿道炎・性感染症（p.176-
177），5節 精巣上体炎（p.178-179）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿 路
の機能障害の主な原因・疾患と治療（p.90-91）
疾病と治療　6章9節 腎盂腎炎（p.186-188），10節 膀胱炎（p.188-
190）

腫瘍（腎癌、尿
管癌、膀胱癌）

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章1節 腎 細 胞 癌（腎 癌）
（p.214-219），2節 腎盂癌・尿管癌（p.220），3節 膀胱癌（p.221-

225）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.92）
疾病と治療　6章4節 腎癌（腎細胞癌）（p.172-175），5節 膀胱
癌（p.175-177）
周術期看護　12章2節 腎癌（p.257-261），1節 膀胱癌（p.250-
256）

腎・尿路結石 2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　22章1節 尿路結石（p.262-
266）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.92-93）
疾病と治療　6章8節 尿路結石（p.183-185）

排尿障害（過活
動膀胱、腹圧性
尿失禁、夜尿症）

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章1節 下部尿路機能障害
〔蓄尿・排尿（尿 排出）障 害〕（p.183-190），2 節 過 活 動 膀 胱
（p.190-195），4節 神経因性膀胱（神経因性下部尿路機能障害）
（p.201-206），5節 女性腹圧性尿失禁・骨盤臓器脱（p.206-
211）／20章1節 膀胱尿管逆流（p.237-239），2節 尿道下裂

（p.239-242），4節 夜尿症（p.244-246）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章 尿路の機能障
害（排尿障害・蓄尿障害）（p.90-98）／8章1節 尿路の機能障害
の検査と看護（p.150-152），2節 尿路の機能障害の治療と看護

（p.154-159）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節11項 排尿障害（p.184-
188）

腎不全 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　5章 腎不全（p.62-77）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章1節2項 腎不全
の分類と特徴（p.69-73）
疾病と治療　6章3節 腎不全（p.165-171）

page://284/ng48_2022.pdf
page://77/ng10_2022.pdf
page://77/ng10_2022.pdf
page://98/ng9_2022.pdf
page://98/ng9_2022.pdf
page://284/ng50_2022.pdf
page://64/ng11_2022.pdf
page://291/ng13_2022.pdf
page://67/ng51_2022.pdf
page://67/ng51_2022.pdf
page://79/ng51_2022.pdf
page://102/ng51_2022.pdf
page://69/ng12_2022.pdf
page://69/ng12_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://128/ng12_2022.pdf
page://128/ng12_2022.pdf
page://156/ng13_2022.pdf
page://160/ng13_2022.pdf
page://160/ng13_2022.pdf
page://168/ng13_2022.pdf
page://169/ng13_2022.pdf
page://172/ng35_2022.pdf
page://197/ng6_2022.pdf
page://199/ng6_2022.pdf
page://199/ng6_2022.pdf
page://173/ng51_2022.pdf
page://173/ng51_2022.pdf
page://175/ng51_2022.pdf
page://176/ng51_2022.pdf
page://176/ng51_2022.pdf
page://178/ng51_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://186/ng13_2022.pdf
page://188/ng13_2022.pdf
page://188/ng13_2022.pdf
page://214/ng51_2022.pdf
page://214/ng51_2022.pdf
page://220/ng51_2022.pdf
page://221/ng51_2022.pdf
page://221/ng51_2022.pdf
page://92/ng12_2022.pdf
page://92/ng12_2022.pdf
page://172/ng13_2022.pdf
page://175/ng13_2022.pdf
page://175/ng13_2022.pdf
page://257/ng28_2022.pdf
page://250/ng28_2022.pdf
page://250/ng28_2022.pdf
page://262/ng51_2022.pdf
page://262/ng51_2022.pdf
page://92/ng12_2022.pdf
page://92/ng12_2022.pdf
page://183/ng13_2022.pdf
page://183/ng51_2022.pdf
page://183/ng51_2022.pdf
page://190/ng51_2022.pdf
page://190/ng51_2022.pdf
page://201/ng51_2022.pdf
page://201/ng51_2022.pdf
page://206/ng51_2022.pdf
page://206/ng51_2022.pdf
page://237/ng51_2022.pdf
page://239/ng51_2022.pdf
page://239/ng51_2022.pdf
page://244/ng51_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://90/ng12_2022.pdf
page://150/ng12_2022.pdf
page://150/ng12_2022.pdf
page://154/ng12_2022.pdf
page://154/ng12_2022.pdf
page://184/ng10_2022.pdf
page://184/ng10_2022.pdf
page://62/ng51_2022.pdf
page://69/ng12_2022.pdf
page://69/ng12_2022.pdf
page://165/ng13_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

16 生殖機能 A 生殖器系の疾
患の病態と診
断・治療

4 女性生殖器の疾
患（子宮筋腫、子
宮内膜症、卵巣
囊腫）

0 疾患⑨女性生殖器　6章1節 ①外陰部・腟の炎症とは（p.144-
146），2節 ①骨盤内炎症性疾患（PID）とは（p.148-149），3節 
①性感染症（STI）とは（p.150-159）／7章1節 ①子宮内膜症とは

（p.163-167），2節 ①子宮腺筋症とは（p.170-172），3節 ①子
宮筋腫とは（p.173-176），6節 ①絨毛性疾患とは（p.201-206）
／8章1節 ①卵巣腫瘍とは（p.210-218），3節 ①異所性妊娠とは

（p.224-226）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章2節2項 女性
生殖器の障害を引き起こす主な疾患（p.200-210）
疾病と治療　8章1節7項 子宮筋腫―疾病の概念（p.214），8項 
子宮筋腫―診断と治療（p.214-215），2節 子宮内膜症（p.216-
219），3節 卵巣腫瘍（p.219-225）

乳腺の疾患（乳
腺炎、乳腺症）

0 母性看護の実践　8章3節2項 乳房のトラブル（p.272-276）
疾患⑨女性生殖器　9章1節 ①乳腺炎とは（p.229-231），2節 
① 乳 腺 症とは（p.232-233），3 節 ① 線 維 腺 腫とは（p.234-
235）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.227）

男性生殖器の疾
患（前立腺炎、前
立腺肥大）

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　17章4節 前立腺炎（p.177-
178）／18章3節 前立腺肥大症（p.196-201）／21章4節 精索静
脈瘤（p.256-258），5節 精巣捻転症（p.258-259），6節 陰嚢
水腫（p.260）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路
の機能障害の主な原因・疾患と治療（p.93-95）／8章2節 尿路
の機能障害の治療と看護（p.154-159）
疾病と治療　6章6節 前立腺肥大症（BPH）（p.178-180）

腫瘍（乳癌、子
宮 体 癌、子宮
頸癌、卵巣癌、
前立腺癌）

3 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章4節 前立腺癌（p.225-
231），5節 精巣腫瘍（p.231-233）／20章5節 小児泌尿器科腫
瘍性疾患（p.246-248）
疾患⑨女性生殖器　7章4節 ①子宮頸癌とは（p.179-188），5
節 ①子宮体癌（子宮内膜癌）とは（p.192-198），6節 ①絨毛性
疾患とは（p.201-206）／8章1節 ①卵巣腫瘍とは（p.210-218），
2節 ①遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）とは（p.220-222）／9章4節 
①乳癌とは（p.236-243）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.95）／10章2節2項 女性生
殖器の障害を引き起こす主な疾患（p.200-210），6節2項 乳腺の
主な疾患（p.222-227）／11章2節2項 治療と看護（p.248-256）
疾病と治療　6章7節 前立腺癌（p.180-183）／8章1節 子宮腫瘍

（p.210-213），3節 卵巣腫瘍（p.219-225），4節 乳癌（p.225-230）
周術期看護　17章1節 前立腺癌（p.310-314），2節 子宮頸部
上皮内癌（p.315-320），3節 子宮体癌（p.320-326），4節 乳
癌（p.327-332）

生殖機能障害
（月経異常、更
年期障害）

0 疾患⑨女性生殖器　2章1節 月経異常（p.20-22），8節 更年期
症状（p.32-34）／5章1節 ①早発思春期・遅発思春期とは（p.126-
127），2節 ①無月経とは（p.129-136），3節 ①月経随伴症状とは

（p.138-140）／11章1節 ①不妊症とは（p.262-272），2節 ①不育
症とは（p.276-277）／12章1節 ①更年期障害とは（p.285-290）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節 性ホルモ
ンの障害（p.186-193）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　7章1節 月経異常（p.130-
138）／9章2節1項 更年期障害（p.184-186）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章1節 男性不妊症（p.250-
252），2節 男性性機能障害（p.253-255），3節 加齢男性性腺機
能低下症候群（LOH症候群）（p.255-256）

17 精神機能 A 精神・心身の
疾患の病態と
診断・治療

1 せん妄 1 脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章9節 認知症（p.80-83）
高齢者看護の実践　2章1節 認知症（p.208-249）
精神障害と看護の実践　1章13節1項 認知症（p.96-101）

精神作用物質
（アルコール、
薬物）使用に
よる精神・行
動の障害

0 精神障害と看護の実践　1章12節 物質関連障害および嗜癖性障
害群（p.89-94）

統合失調症 0 精神障害と看護の実践　1章3節 統合失調症スペクトラム障害お
よび他の精神病性障害群（p.39-43）
疾病と治療　14章1節 統合失調症（p.344-347）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

17 精神機能 A 精神・心身の
疾患の病態と
診断・治療

1 気 分〈感 情〉障
害（うつ病、双
極性感情障害）

0 精神障害と看護の実践　1章4節 抑うつ障害と双極性障害（p.45-
53）
疾病と治療　14章2節 うつ病，抑うつ状態（p.348-351）

神経症性障害、
ストレス関連
障害（パニック
障 害、心 的 外
傷後ストレス
障 害〈PTSD〉、
適応障害）

0 精神障害と看護の実践　1章5節3項 パニック障害（p.55），7節 
ストレス因関連障害（p.63-67）

生理的障害・
身体的要因に
関連した行動
症 候 群（摂 食
障 害、非 器 質
性睡眠障害）

0 病態生理学　2章46節 睡眠障害（p.329-336）
精神障害と看護の実践　1章10節 摂食障害（p.77-81），11節 睡
眠−覚醒障害（p.82-89）

page://45/ng40_2022.pdf
page://45/ng40_2022.pdf
page://348/ng13_2022.pdf
page://55/ng40_2022.pdf
page://63/ng40_2022.pdf
page://63/ng40_2022.pdf
page://329/ng3_2022.pdf
page://77/ng40_2022.pdf
page://82/ng40_2022.pdf
page://82/ng40_2022.pdf
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健康支援と社会保障制度

目標Ⅰ 社会生活を視点とした個人・家族・集団の機能や変化について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 社会・家族機
能と生活基盤
の変化

A 生活単位の変化 1 人口構造 0 健康と社会・生活　1章6節4項 高齢化（p.23-24）／3章2節2項 
少子高齢化社会とライフコース（p.60）
公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.13）／7章1節2項 
日本の高齢化の動向（p.154）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.123-124），3節1項 高齢者保健福祉施策の社会的
背景（p.157-158）
地域療養を支えるケア　1章2節1項 社会的背景と国民の価値観
の変容（p.21-30）

家族、世帯 1 健康と社会・生活　3章1節 家族の現在（p.56-59）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.125-126），3節5項 地域における高齢者保健福祉の
課題（p.166）
公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.13）

B 家族機能の変化 4 出生、死亡 3 健康と社会・生活　3章1節1項 いま，家族に生じていること（p.56-
57），4節2項 育児機能（p.68-70）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　3章1節 出生に関する統計

（p.48-49）

夫婦、子ども 0 健康と社会・生活　3章1節 家族の現在（p.56-59），2節1項 ラ
イフサイクルとライフコース（p.59-63）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

育児、介護 0 健康と社会・生活　3章4節2項 育児機能（p.68-70），3項 介護
機能（p.71-73），4項 ケアの社会化（p.73-74）
母性看護の実践　2章6節 出産と子育ての準備のための看護

（p.85-87）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

家事 0 健康と社会・生活　2章1節2項 日常生活を構成するもの（p.31-
34）／3章4節2項 育児機能（p.68-71）
成人看護学概論　4章2節2項 生活の場（p.93-101）
家族看護学　1章1節2項 現代の家族の特徴（p.13-14）

婚姻、離婚 1 健康と社会・生活　3章1節1項 いま，家族に生じていること（p.56-57）
公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.14）
成人看護学概論　2章2節 成人の役割（p.41-44）／4章2節3項 
成人各期における生活の特徴（p.101-107）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　3章3節 家族形成に関する
統計（p.56）

C ライフスタイ
ルの変化

0 雇用形態 0 健康と社会・生活　1章6節1項 脱工業化（p.20-21）
成人看護学概論　4章3節 成人の生活のアセスメントガイド（p.107-
109）

女性の労働 0 健康と社会・生活　3章2節3項 女性のライフコースの変化（p.61-
63），4節1項 ケア機能とジェンダー（p.68），2項 育児機能（p.68-71）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.124-125）
看護をめぐる法と制度　6章9節 女性政策に関する法律（p.375-
377）

少子化、晩婚
化、晩産化

0 健康と社会・生活　1章6節4項 高齢化（p.23-24）／3章2節2項 
少子高齢化社会とライフコース（p.60）
公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.13）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.123-125）
看護をめぐる法と制度　6章2節3項 成育医療等基本法（p.332），
4項 認定こども園法／子ども・子育て支援法（p.332-333）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 社会保障制度
の基本

A 社会保障の理念 0 目的と機能 0 社会福祉と社会保障　2章1節2項 社会保障の目的と機能（p.26-
27）
リハビリテーション看護　3章3節 障害者を支える法律（p.57-59）

日本国憲法第
25条

0 社会福祉と社会保障　2章1節5項 社会保障の法体系（p.29-30）
看護をめぐる法と制度　特設 ②政策と制度と法律（p.23）

ノーマライ
ゼーション

0 社会福祉と社会保障　2章1節3項 社会保障を支えるもの（p.28）
／5章2節 障害児・者の福祉（p.137）

目標Ⅱ 社会保障の理念、社会保険制度および社会福祉に関する法や施策について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 社会の中の集団 A 地域や職場に
おける機能

2 ソーシャルサ
ポートネット
ワーク

1 健康と社会・生活　7章4節2項 サポートネットワーク（p.118-119）
社会福祉と社会保障　1章4項 社会福祉サービスへのニ−ズの拡
がりと地域包包括ケアシステム（p.22-23）／3章4節3項 社会資源
活用のためのネットワークづくり（p.83-84）
公衆衛生　5章8節3項 ネットワークの形成プロセス（p.101-102）
／7章4節3項 ネットワークによる活動（p.140-141）

フォーマルサ
ポ ート、イ ン
フォーマルサ
ポート

1 健康と社会・生活　6章3節 対立から協働へ：建設的な対立・葛
藤解決の方法（p.103-105）
社会福祉と社会保障　3章4節2項 社会資源の活用方法を理解す
る（p.74-76）
公衆衛生　2章4節 民間や住民組織の役割（p.37-41）

地域活動への
参加

0 健康と社会・生活　7章3節1項 地域性の再生産（p.115-116），6
節5項 まちづくり運動論への展開（p.124-126）
公衆衛生　6章2節3項 第四次国民健康づくり対策（p.115）

地域集団〈コ
ミュニティ・
グループ〉

0 健康と社会・生活　7章5節 地域集団の諸相（p.119-121）
公衆衛生　3章4節 ソーシャルキャピタル（p.54-57）／5章1節3項 
地域を対象とした活動（p.83）

B 労働と健康 2 労働安全衛生法 0 公衆衛生　15章1節1項 plusα「労働安全衛生法」（p.254）
看護をめぐる法と制度　6章8節3項 労働安全衛生法（p.365-
367）

労働基準法 1 公衆衛生　15章2節1項 労働衛生行政の歴史と現状（p.256）
看護をめぐる法と制度　6章8節1項 労働基準法（p.358-363）
看護管理　3章3節2項 労働の管理（p.80-83）／6章1節2項 働く
ことをめぐる法律や規則（p.170）
母性看護の実践　2章5節9項 妊婦の社会活動とセルフケア

（p.81-82）

育 児 休 業、介
護休業等育児
又は家族介護
を行う労働者
の福祉に関す
る法律〈育児・
介護休業法〉

1 公衆衛生　7章1節2項 法律にみる目的（p.132-133）
看護をめぐる法と制度　6章8節6項 育児・介護休業法（p.369-
372）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章2節3項 育児休業，介
護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

（p.87-88）
小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護

（p.98）
看護管理　3章3節2項 労働の管理（p.80-83）

雇用の分野に
おける男女の
均等な機会及
び待遇の確保
等に関する法
律〈男女雇用
機会均等法〉

0 看護をめぐる法と制度　6章8節5項 男女雇用機会均等法（p.368-
369）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 plusα「男女雇用機会均等法」

（p.124）

就業構造 0 健康と社会・生活　1章6節1項 脱工業化（p.20-21）

労働時間 0 健康と社会・生活　3章4節2項 育児機能（p.68-71）
公衆衛生　15章2節6項 作業環境管理と作業の管理（p.261-
263），3節5項 心理社会的要因による健康障害（p.269-270）
看護管理　6章1節2項 働くことをめぐる法律や規則（p.170）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 社会保障制度
の基本

B 社会保障制度 1 社会保障給付費 1 社会福祉と社会保障　2章1節9項 社会保障の規模（p.35-36），
10項 社会保障給付費（p.36-37）

社会保障制度
の変遷

0 社会福祉と社会保障　2章2節7項 介護保険と社会福祉基礎構
造改革（p.44-45），8項 構造改革と社会保障・税の一体改革

（p.45-46）
看護をめぐる法と制度　6章1節 社会保障制度改革（p.320-321）
看護管理　8章2節2項 少子高齢化による制度改革の必要性

（p.207-208）

地域包括ケア
システム

0 社会福祉と社会保障　5章3節3項 高齢者保健福祉施策の経緯
（p.163-164）／7章3節3項 介護保険制度の課題（p.228）
地域療養を支えるケア　3章2節1項 地域包括ケアシステムとは

（p.94-98）
高齢者の健康と障害　3章1節1項 地域包括ケアシステムとは

（p.128-132）
看護管理　8章2節4項 医療政策・介護政策分野（p.207-210）

4 社会保険制度
の基本

A 社会保険の理念 0 目的と機能 0 社会福祉と社会保障　2章1節5項 社会保障の法体系（p.30），
6項 社会保険と社会福祉（p.32）
看護をめぐる法と制度　5章1節 用語解説「社会保険」（p.241）

国民皆保険 0 社会福祉と社会保障　2章2節4項 国民皆保険・皆年金と社会保
障制度の発展（p.41-42）／7章2節2項 医療保険制度の沿革

（p.198）

B 医療保険制度 7 目的と機能 2 社会福祉と社会保障　7章2節1項 医療保険制度と医療提供体制
（p.197-198）
看護をめぐる法と制度　4章2節1項 医療法（p.210-222）
公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.16）
看護学概論　10章6節2項 診療報酬による評価（p.255-260）
成人看護学概論　6章 コラム「診療報酬と医療」（p.149-150）
看護管理　7章2節2項 診療報酬制度（p.192）
医療安全　2章1節3項 診療報酬における医療安全対策の評価

（p.41-42）

健康保険法 0 看護をめぐる法と制度　5章1節1項 健康保険法（p.241-246）
社会福祉と社会保障　7章2節2項 医療保険制度の沿革（p.198）

高齢者医療制
度（高 齢 者の
医療の確保に
関する法律〈高
齢者医療確保
法〉）

0 公衆衛生　8章2節1項 高齢者の保健医療福祉に関わる法律とそ
の内容（p.155）
社会福祉と社会保障　7章2節4項 高齢者医療制度（p.209-211）
看護をめぐる法と制度　5章1節7項 高齢者医療確保法（p.252-
254）

被用者保険、
国民健康保険

2 社会福祉と社会保障　7章2節3項 医療保険制度のしくみ（p.199-
202）
看護をめぐる法と制度　5章1節2項 国民健康保険法（p.246-247）

公費医療制度 1 社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.134），
2節5項 自立支援医療（p.150-151）／7章2節3項 医療保険制度
のしくみ（p.208-209）
看護をめぐる法と制度　5章1節 お金によって支えるシステムに関す
る法律（p.241-271）

C 介護保険制度 2 基本理念 0 社会福祉と社会保障　2章2節7項 介護保険と社会福祉基礎構
造改革（p.44）／7章3節1項 介護保険制度の創設（p.215-216）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.255）

介護保険法 0 社会福祉と社会保障　7章3節1項 介護保険制度の創設（p.215-
216）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.255-267）
公衆衛生　8章2節1項 高齢者の保健医療福祉に関わる法律とそ
の内容（p.156）

保険者、被保
険者

1 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.216-
218）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.255-259）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.82-86）
地域療養を支えるケア　4章4節1項 制度の概要としくみ（p.150），
3項 介護予防サービス・介護サービスの給付手続き（p.150-158）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-286）
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（出題範囲）

出題
数※
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（キーワード）
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数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 社会保険制度
の基本

C 介護保険制度 2 要介護認定と
給付の仕組み

0 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.219-
225）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.259-265）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100-105）
地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サー
ビスの給付手続き（p.150-158）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-286）

地域包括支援
センター

1 社会福祉と社会保障　5章3節5項 地域における高齢者保健福祉
の課題（p.167-168）／7章3節3項 介護保険制度の課題（p.225-
226）
看護をめぐる法と制度　3章2節2項 社会福祉士及び介護福祉士
法（p.173-174）
地域療養を支えるケア　3章2節3項 地域包括支援センター（p.101-
103）／4章4節4項 地域包括支援センター（p.158）
高齢者の健康と障害　2章4節2項 サービスの内容・特徴からみた
社会資源の種類（p.113）

介護予防・日
常生活支援総
合事業

0 社会福祉と社会保障　7章3節2項 介護保険制度のしくみ（p.225-
226）
看護をめぐる法と制度　3章2節2項 コラム「地域密着型サービス
における看護と福祉の連携」（p.176）／5章1節8項 介護保険法

（p.265-267）
地域療養を支えるケア　3章5節2項 介護保険制度におけるケア
マネジメント（p.123-124），3項 ケースマネジメント／ケアマネジメ
ントの過程（p.124-132）
高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100-105）
地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サー
ビスの給付手続き（p.150-158）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-286）

D 年金制度 1 制度の体系 1 社会福祉と社会保障　7章1節1項 公的年金制度の意義としくみ
（p.190），3項 公的年金制度の概要（p.192-194）
高齢者の健康と障害　2章3節5項 公的年金制度（p.105-107）

国民皆年金 0 社会福祉と社会保障　2章2節4項 国民皆保険・皆年金と社会保
障制度の発展（p.41-42）／7章1節2項 公的年金制度の沿革

（p.190）

E その他の関係
法規

3 雇用保険法 1 社会福祉と社会保障　7章4節 雇用保険制度（p.229-238）
看護をめぐる法と制度　6章8節8項 雇用保険法（p.372-374）

労働者災害補
償保険法

2 公衆衛生　15章2節2項 労働災害や公務災害（p.257）
社会福祉と社会保障　7章5節 労災保険制度（p.239-242）
看護をめぐる法と制度　6章8節4項 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法

（p.367-368）

5 社会福祉の基本 A 社会福祉制度 0 目的と機能 0 社会福祉と社会保障　2章2節7項 介護保険と社会福祉基礎構
造改革（p.44）

社会福祉法 0 社会福祉と社会保障　4章1節3項 地域福祉の基本理念（p.103-
104）

B 社会福祉に関
わる機関

2 目的と機能 0 社会福祉と社会保障　3章1節 社会福祉サービスの体系と提供組
織（p.54）

福祉事務所 0 社会福祉と社会保障　3章1節1項 社会福祉の行政機関（p.55）
／5章1節3項 子ども・家庭福祉の実施体制（p.121）

児童相談所 2 社会福祉と社会保障　3章1節1項 社会福祉の行政機関（p.55）
／5章1節3項 子ども・家庭福祉の実施体制（p.121），5項 児童
虐待に関する施策（p.133），2節5項 児童福祉法によるサービス
の提供（p.146）
看護をめぐる法と制度　5章2節19項 児童福祉法（p.308-310）

更生相談所 0 社会福祉と社会保障　3章1節1項 社会福祉の行政機関（p.55-
56）
看護をめぐる法と制度　5章2節10項 身体障害者福祉法（p.300-
301），11項 知的障害者福祉法（p.301-303）

社会福祉施設 0 社会福祉と社会保障　3章1節3項 社会福祉施設と福祉サービス
（p.57-59）／5章1節3項 子ども・家庭福祉の実施体制（p.122-
123）
看護をめぐる法と制度　5章2節19項 児童福祉法（p.308-310）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 社会福祉の基本 C 社会福祉にお
ける民間活動

1 民生委員、児
童委員

0 公衆衛生　2章4節2項 地域組織活動（p.39-40）／5章7節2項 
グループ組織活動と保健師活動（p.98）
社会福祉と社会保障　3章1節2項 社会福祉の民間組織等（p.57）
／5章1節3項 子ども・家庭福祉の実施体制（p.122）
看護をめぐる法と制度　5章2節1項 生活保護法（p.272-273），
10項 身体障害者福祉法（p.300-301）

社会福祉協議会 1 社会福祉と社会保障　3章1節2項 社会福祉の民間組織等（p.56-
57）／4章4節 社会福祉協議会（p.110-111）

ボランティア
活動

0 健康と社会・生活　5章3節2項 ボランティアグループ（p.90），3
項 セルフヘルプグループ（p.90-91），4項 NPOとNGO（p.91）
社会福祉と社会保障　3章1節2項 社会福祉の民間組織等（p.57）
公衆衛生　2章4節 民間や住民組織の役割（p.37-41）／5章7節 
グループ組織活動の意義と活用（p.97-103）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節1項 セルフケア再
獲得を支援する人的システム（p.281-282）

D 生活保護に関
する制度

1 生活保護法 0 社会福祉と社会保障　6章2節1項 生活保護の種類・範囲・方法
（p.174）
看護をめぐる法と制度　5章2節1項 生活保護法（p.272-273）

扶助の種類と
内容

1 社会福祉と社会保障　6章2節1項 生活保護の種類・範囲・方法
（p.174-179）
看護をめぐる法と制度　5章2節1項 生活保護法（p.272-273）
高齢者の健康と障害　2章3節6項 生活保護制度（p.107-108）

E 障害者（児）に
関する制度

1 障害者基本法 0 社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.138）
看護をめぐる法と制度　5章2節8項 障害者基本法（p.291-294）
リハビリテーション看護　3章1節1項 障害者の定義（p.52-53）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　 資 料2「障 害 者基 本 法」

（p.355-357）
公衆衛生　10章1節2項 精神保健福祉の歴史（p.173-178）

障害者の日常生
活及び社会生活
を総合的に支援
するための法律

〈障害者総合支
援法〉

0 公衆衛生　10章2節1項 障害者総合支援法（p.178-181）
社会福祉と社会保障　5章2節3項 障害者総合支援法の概要

（p.142-144），4項 障害者総合支援法のサービス体系（p.144-
145），6項 相談支援（p.147-150），7項 自立支援医療（p.150-
151），8項 補装具費の支給（p.151）
看護をめぐる法と制度　5章2節9項 障害者総合支援法（p.294-
300）
リハビリテーション看護　3章4節2項 障害者自立支援法から障
害者総合支援法へ（p.59-63）
地域療養を支えるケア　4章6節3項 障害者総合支援法（p.167-
172）

身体障害者福
祉法

0 社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.138-139）
看護をめぐる法と制度　5章2節10項 身体障害者福祉法（p.300-
301）
リハビリテーション看護　3章2節1項 障害者の権利に影響する施
策の変遷（p.54）

知的障害者福
祉法

0 社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.139）
看護をめぐる法と制度　5章2節11項 知的障害者福祉法（p.301-
303）
リハビリテーション看護　3章1節1項 障害者の定義（p.52-53）

精神保健及び
精神障害者福
祉に関する法
律〈精神保健
福祉法〉

0 公衆衛生　10章1節2項 精神保健福祉の歴史（p.176）
社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.139-140）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.281-285）
情緒発達と精神看護の基本　11章2節 精神保健福祉法の基本
的な考え方（p.180-183）

発達障害者支
援法

1 公衆衛生　10章3節3項 plusα「発達障害者支援法」（p.191）
社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.140-141）
看護をめぐる法と制度　5章2節12項 発達障害者支援法（p.303）
地域療養を支えるケア　4章6節5項 発達障害者支援法（p.173）

障害者の雇用
の促進等に関
する法律〈障害
者雇用促進法〉

0 社会福祉と社会保障　5章2節9項 障害者雇用および支援（p.151-
152）
看護をめぐる法と制度　5章2節13項 障害者雇用促進法（p.303-
305）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 社会福祉の基本 E 障害者（児）に
関する制度

1 障害を理由とす
る差別の解消
の推進に関す
る法律〈障害者
差別解消法〉

0 公衆衛生　10章1節2項 精神保健福祉の歴史（p.176）
社会福祉と社会保障　5章2節10項 障害児・者施策の今後の課
題（p.155）
看護をめぐる法と制度　5章2節14項 コラム「障害者差別解消法」

（p.305）

障害者虐待の
防止、障害者
の 養 護 者 に
対する支援等
に関する法律

〈障 害 者 虐 待
防止法〉

0 社会福祉と社会保障　5章2節10項 障害児・者施策の今後の課
題（p.155）
看護をめぐる法と制度　5章2節14項 障害者虐待防止法（p.305-
306）
地域療養を支えるケア　4章6節8項 障害者福祉のこれから（p.175-
176）

F 児童に関する
制度

2 児童福祉法 1 公衆衛生　7章1節2項 法律にみる目的（p.132-133）
社会福祉と社会保障　5章1節2項 子ども・家庭福祉の理念と目的

（p.118-119），2節5項 児童福祉法によるサービスの提供（p.145-147）
看護をめぐる法と制度　5章2節19項 児童福祉法（p.308-310）
小児の発達と看護　1章4節3項 小児に関する法律（p.52-54）

児童虐待の防
止等に関する
法律〈児童虐
待防止法〉

0 公衆衛生　7章5節2項 児童虐待の防止対策（p.142-143）
社会福祉と社会保障　5章1節5項 児童虐待に関する施策（p.132-
133）
看護をめぐる法と制度　5章2節20項 児童虐待防止法（p.310-
311）
小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.44-
45）

母子及び父子
並びに寡婦福
祉法

0 社会福祉と社会保障　5章1節2項 子ども・家庭福祉の理念と目
的（p.120）
看護をめぐる法と制度　5章2節22項 母子及び父子並びに寡婦
福祉法（p.311-312）

次世代育成支
援、少子化対策

1 公衆衛生　7章2節2項 次世代育成支援対策推進法，子ども・子
育て支援法（p.135）
社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に関
する施策（p.126-129）
看護をめぐる法と制度　6 章6 節2 項 少 子 化 社 会対 策基 本法

（p.346），3項 次世代育成支援対策推進法（p.346-347）

G 高齢者に関す
る制度

3 老人福祉法 1 公衆衛生　8章2節1項 高齢者の保健医療福祉に関わる法律とそ
の内容（p.156）
社会福祉と社会保障　5章3節2項 高齢者保健福祉施策の目的
と理念（p.158-159），3項 高齢者保健福祉施策の経緯（p.160-
161），4項 現在の老人福祉法による高齢者支援（p.164-165）
看護をめぐる法と制度　5章2節23項 老人福祉法（p.312-313）

高齢者虐待の防
止、高齢者の養
護者に対する支
援等に関する法
律〈高齢者虐待
防止法〉

1 公衆衛生　8章2節1項 高齢者の保健医療福祉に関わる法律とそ
の内容（p.155）
社会福祉と社会保障　5章3節6項 高齢者の権利擁護と虐待防止

（p.171-172）
看護をめぐる法と制度　5章2節25項 高齢者虐待防止法（p.316-
317）
高齢者の健康と障害　4章3節2項 高齢者虐待と身体拘束（p.191-
195）

H その他の制度 4 配偶者からの暴
力の防止及び被
害者の保護等に
関する法律〈DV
防止法〉

2 社会福祉と社会保障　5章1節7項 新たな課題に対する施策（p.135）
看護をめぐる法と制度　5章2節24項 DV防止法（p.313-316）
成人看護学概論　9章3節2項 二次介入：問題の明確化・発見

（p.208-211）

アルコール健
康障害対策基
本法

0 公衆衛生　10章3節4項 依存症（p.193-194）
看護をめぐる法と制度　4章1節2項 麻薬及び向精神薬取締法

（p.190-193），3 項 あへん法 ／大 麻 取 締 法 ／覚醒 剤 取 締 法
（p.193-194）／6章1節16項 アルコール健康障害対策基本法
（p.330-331），17項 ギャンブル等依存症対策基本法（p.331）

ギャンブル等
依存症対策基
本法

1 公衆衛生　10章3節4項 依存症（p.193-194）
看護をめぐる法と制度　4章1節2項 麻薬及び向精神薬取締法

（p.190-193），3 項 あへん法 ／大 麻 取 締 法 ／覚醒 剤 取 締 法
（p.193-194）／6章1節16項 アルコール健康障害対策基本法
（p.330-331），17項 ギャンブル等依存症対策基本法（p.331）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 社会福祉の基本 H その他の制度 4 その他の依存症
（薬物依存を含む）

の対策

0 公衆衛生　10章3節4項 依存症（p.193-194）
看護をめぐる法と制度　4章1節2項 麻薬及び向精神薬取締法

（p.190-193），3項 あへん法／大麻取締法／覚醒剤取締法（p.193-
194）／6章1節16項 アルコール健康障害対策基本法（p.330-
331），17項 ギャンブル等依存症対策基本法（p.331）

目標Ⅲ 公衆衛生の基本、保健活動の基盤となる法や施策および生活者の健康増進について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 健康と公衆衛生 A 公衆衛生の理念 0 目的と機能 0 公衆衛生　2章 現在の公衆衛生システムと政策（p.26-44）／3章
1節 ヘルスプロモーションの考え方で，住民・患者支援の方法が
変わる（p.46-48）
地域療養を支えるケア　1章3節5項 在宅看護活動の特徴（p.36-
39）

地域保健法 0 公衆衛生　2章2節1項 保健所の歴史（p.29-30）
看護をめぐる法と制度　6章1節7項 地域保健法（p.325）

ヘルスプロ
モーション

0 健康と社会・生活　10章3節2項 働きかけ（援助）の理論（p.171-
176），4節3項 ヘルスプロモーションの位置付け（p.177-179）
公衆衛生　3章1節3項 ヘルスプロモーションとは（p.46-48）／17
章3節3項 ヘルスプロモーション活動（p.311-312）
成人看護学概論　17章 ヘルスプロモーション（p.304-310）
地域療養を支えるケア　1章4節9項 ヘルスプロモーション（health 
promotion：HP）（p.46-47）

一次予防、二
次予防、三次
予防

0 公衆衛生　1章2節1項 公衆衛生の定義（p.19-20）

B 公衆衛生の実
施機関

0 保健所 0 公衆衛生　2章2節 保健所の役割とその変化（p.29-36）

市区町村保健
センター

0 公衆衛生　2章3節 市町村保健センターの役割（p.36-37）

C 疫学的方法に基
づく公衆衛生

2 健康被害と母
集団

0 公衆衛生　4章1節 集団の見方と健康指標（p.60-64），3節4項 
疫学に必要な統計（偶然）（p.70）

疫学的因果関
係の推定

1 公衆衛生　4章3節 リスクファクター（p.66-70）
看護研究　1章1節1項 研究とは何か（p.10-12）／3章1節2項 根
拠に基づく実践（p.36）

臨床疫学とエ
ビデンス

0 公衆衛生　4章1節1項 集団の見方−個人をみるのとどう違うのか
（p.60）
看護研究　1章1節1項 研究とは何か（p.10-12）／3章1節2項 根
拠に基づく実践（p.36）

D 健康に関する
指標に基づく
公衆衛生

5 国勢調査 1 公衆衛生　4章6節1項 既存資料の利用（p.74）

人口静態 0 公衆衛生　4章6節1項 既存資料の利用（p.74）

人口動態 0 公衆衛生　4章6節1項 既存資料の利用（p.74-78）

出生 0 公衆衛生　4章6節1項 既存資料の利用（p.74-77）／巻頭「看護
の現場で出合う統計」（p.13）

死亡（死産、周産
期死亡、乳児死
亡を含む）、死因

3 公衆衛生　 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.13-16）／1章1節
1項 昔の日本はどんな国だったのか（p.18）／4章6節1項 既存資料
の利用（p.74-77）

平均余命、平均
寿命

0 公衆衛生　1章1節2項 どうしてこんなによくなったのか（p.18）／4
章6節 統計情報の収集と見方（p.74-77）

健康寿命 1 公衆衛生　6章3節1項 長寿国日本（p.110）／17章 コラム「平均
寿命と健康寿命」（p.316）

受療状況、有病
率、罹患率

0 公衆衛生　4章1節2項 集団の特徴を表す方法（健康指標）と使
い方（p.60-62）／ 巻頭「看護の現場で出合う統計」（p.14-16）
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※第105〜111回までの出題問題数

page://193/ng15_2022.pdf
page://190/ng17_2022.pdf
page://190/ng17_2022.pdf
page://193/ng17_2022.pdf
page://193/ng17_2022.pdf
page://330/ng17_2022.pdf
page://330/ng17_2022.pdf
page://331/ng17_2022.pdf
page://26/ng15_2022.pdf
page://46/ng15_2022.pdf
page://46/ng15_2022.pdf
page://46/ng15_2022.pdf
page://36/ng23_2022.pdf
page://36/ng23_2022.pdf
page://29/ng15_2022.pdf
page://325/ng17_2022.pdf
page://171/ng14_2022.pdf
page://171/ng14_2022.pdf
page://177/ng14_2022.pdf
page://46/ng15_2022.pdf
page://311/ng15_2022.pdf
page://311/ng15_2022.pdf
page://304/ng25_2022.pdf
page://46/ng23_2022.pdf
page://46/ng23_2022.pdf
page://19/ng15_2022.pdf
page://29/ng15_2022.pdf
page://36/ng15_2022.pdf
page://60/ng15_2022.pdf
page://70/ng15_2022.pdf
page://70/ng15_2022.pdf
page://66/ng15_2022.pdf
page://10/ng21_2022.pdf
page://36/ng21_2022.pdf
page://36/ng21_2022.pdf
page://60/ng15_2022.pdf
page://60/ng15_2022.pdf
page://10/ng21_2022.pdf
page://36/ng21_2022.pdf
page://36/ng21_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://13/ng15_2022.pdf
page://13/ng15_2022.pdf
page://13/ng15_2022.pdf
page://18/ng15_2022.pdf
page://18/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://18/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://74/ng15_2022.pdf
page://110/ng15_2022.pdf
page://316/ng15_2022.pdf
page://316/ng15_2022.pdf
page://60/ng15_2022.pdf
page://60/ng15_2022.pdf
page://14/ng15_2022.pdf


56　 

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 公衆衛生にお
ける感染症と
対策

A 感染症の基本 5 感染症の成立
と予防

2 公衆衛生　13章1節3項 感染症成立の3要件（p.218-220），2
節 感染症対策のシステム（p.222-227）
看護をめぐる法と制度　4章2節4項 感染症法（p.224-227），7
項 検疫法（p.231）
病態生理学　1章5節3項 交叉感染を防ぐ基礎理論（p.57-61）
臨床微生物・医動物　4章1節3項 感染成立の3要因と感染予防
の基本（p.197）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章 感染症の定義
と炎症の4　徴候（p.310）
臨床薬理学　5章1節 感染症（p.130-131）
医療安全　7章2節 感染の危険を伴う病原体への曝露（p.200-
203）

予防接種 0 公衆衛生　13章2節6項 予防接種（p.226-227）
看護をめぐる法と制度　4章2節6項 予防接種法（p.229-230）
臨床微生物・医動物　3章3節2項 小児の予防接種（p.135-136）
／5章1節1項 ワクチン接種（p.208-213）
臨床薬理学　5章7節 予防接種薬（p.147-149）

院内感染と予防 0 公衆衛生　13章1節3項 感染症成立の3要件（p.218-220）
医療安全　7章2節 感染の危険を伴う病原体への曝露（p.200-
203），3節 職業感染に対する予防策（p.203-210）
基礎看護技術Ⅱ　4章6節2項 感染症発生時の対応（p.141-142）

感染制御 0 公衆衛生　13章1節3項 感染症成立の3要件（p.218-220）
医療安全　7章2節 感染の危険を伴う病原体への曝露（p.200-
203），3節 職業感染に対する予防策（p.203-210）
基礎看護技術Ⅱ　4章6節2項 感染症発生時の対応（p.141-142）

感染症の予防及
び感染症の患者
に対する医療に
関する法律〈感
染症法〉

3 公衆衛生　13章2節1項 感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律（感染症法）（p.222-224）
看護をめぐる法と制度　4章2節4項 感染症法（p.224-227）
臨床微生物・医動物　4章1節2項 感染症法（p.193-196）
基礎看護技術Ⅱ　4章2節 感染症に関する法律（p.114-117）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　18章 ①感染症（p.310）

B 主要な感染症
と動向

2 結核 1 公衆衛生　13章3節1項 結核（p.227-229）／14章2節4項 保健
管理（健康診断・事後措置・健康相談・保健指導・感染予防）

（p.228）
臨床微生物・医動物　2章2節 結核（p.47-55）

新興感染症 0 公衆衛生　13章3節2項 インフルエンザ（p.230-231）
看護をめぐる法と制度　4章2節5項 新型インフルエンザ等対策特
別措置法（p.227-229）
臨床微生物・医動物　2章1節 呼吸器感染症（p.38-41）

再興感染症 0 公衆衛生　1章3節2項 日本の公衆衛生の歴史（p.22）

薬剤耐性菌感
染症

0 公衆衛生　13章1節5項 薬剤耐性菌とワンヘルス（p.221）
臨床微生物・医動物　3章10節 薬剤耐性菌（p.178-189）

人獣共通感染症 0 公衆衛生　13章3節2項 インフルエンザ（p.230-231）
臨床微生物・医動物　3章1節 人獣共通感染症（p.114-121）

ヒト免疫不全ウ
イルス〈HIV〉感
染症、後天性免
疫不全症候群

〈AIDS〉

1 公衆衛生　13章3節4項 エイズ・HIV感染症（p.231）
臨床微生物・医動物　2章6節 性感染症（p.84-88）
成人看護学概論　9章2節3項 性感染症（p.203-204）

8 公衆衛生にお
ける生活環境
への対策

A 地球環境 0 地球温暖化 0 公衆衛生　16章6節1項 地球温暖化（p.289-290）
看護をめぐる法と制度　6章10節5項 地球環境を保護するための
法（p.386）

アスベスト 0 公衆衛生　15章3節2項 物理的要因による健康障害（p.267），3
項 化学的要因による健康障害（p.268-269）／16章9節 放射線・
放射能（p.299-303）
看護をめぐる法と制度　5章1節10項 石綿による健康被害の救済
に関する法律（p.269）
成人看護学概論　8章2節2項 職業性疾病の予防と対応（p.170-
175）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 公衆衛生にお
ける生活環境
への対策

A 地球環境 0 放射性物質 0 公衆衛生　15章3節2項 物理的要因による健康障害（p.267），3
項 化学的要因による健康障害（p.268-269）／16章9節 放射線・
放射能（p.299-303）
看護をめぐる法と制度　5章1節10項 石綿による健康被害の救済
に関する法律（p.269）
成人看護学概論　8章2節2項 職業性疾病の予防と対応（p.170-
175）

水質汚染 0 公衆衛生　16章7節4項 飲料水健康危機管理と法制度（p.294-
295），4節2項 海洋汚染（p.287）
看護をめぐる法と制度　6章10節2項 公害の規制に関連する分野

（p.380）

大気汚染 0 公衆衛生　16章3節 大気汚染（p.284-286）
看護をめぐる法と制度　6章10節2項 公害の規制に関連する分野

（p.379-380）

土壌汚染 0 公衆衛生　16章4節1項 土壌汚染（p.287）
看護をめぐる法と制度　6章10節2項 公害の規制に関連する分野

（p.380）

B 食品および食
の安全

3 食品衛生法 2 看護をめぐる法と制度　6章5節2項 食品衛生法（p.343）

食中毒の種類
と予防

1 公衆衛生　13章3節4項 感染性胃腸炎・食中毒（p.231-232）
看護をめぐる法と制度　6章5節2項 食品衛生法（p.343）

健康食品、特
別用途食品

0 臨床薬理学　1章1節1項 医薬品を理解するために（p.12-13）
臨床栄養学　2章1節3項 食品の分類と食品群（p.67）／3章1節4
項 plusα「いわゆる健康食品」（p.101）

C ごみ・廃棄物 0 一般廃棄物と
産業廃棄物

0 公衆衛生　16章5節1項 廃棄物処理の歴史（p.287-288）
看護をめぐる法と制度　6章10節3項 生活環境を保全するための
法（環境衛生や関連営業の衛生）（p.383-384）
医療安全　7章3節5項 廃棄物の適切な取り扱い（p.208-210）

感染性廃棄物 0 看護をめぐる法と制度　6章10節3項 生活環境を保全するための
法（環境衛生や関連営業の衛生）（p.383-384）

9 保健活動の基
盤と制度

A 地域保健 4 地域保健法 1 公衆衛生　2章2節1項 保健所の歴史（p.29-30）
看護をめぐる法と制度　6章1節7項 地域保健法（p.325）
看護学概論　10章2節1項 保健サービスの場（p.240-241）

健康増進法 1 公衆衛生　2章2節6項 健康増進法（p.35-36），4節 民間や住
民組織の役割（p.37-39）／6章2節2項 健康増進法（p.113）／8章
2節1項 高齢者の保健医療福祉に関わる法律とその内容（p.156）
看護をめぐる法と制度　4章2節9項 健康増進法（p.232-239）

健康日本21 2 公衆衛生　2章2節6項 健康増進法（p.35-36）／3章4節3項 健
康日本21とソーシャルキャピタル（p.56）／6章2節1項 健康づくり
対策（p.112-128）
看護をめぐる法と制度　4章2節9項 用 語 解 説「健 康 日 本 21」

（p.232）
成人看護学概論　7章2節1項 生活習慣病対策（p.159）

B 母子保健 2 母子保健法 1 公衆衛生　7章1節 子どもを対象にした活動の目的・意義（p.132-
134）
社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.133-
134）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節3項 母子 保 健法

（p.82-85）
母性看護の実践　6章6節4項 褥婦への社会支援（p.235）／10章
13節 母子保健法に関する施策（p.349-350）
小児の発達と看護　1章4節3項 小児に関する法律（p.54）

健やか親子21
（第2次）

1 公衆衛生　7章2節1項 健やか親子21（p.134-135）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章3節2項 健やか親子21

（p.90-91）

母子健康手帳 0 公衆衛生　7章3節2項 保健指導など（p.137-138）
社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.134）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節3項 母 子 保 健 法

（p.84）
母性看護の実践　11章3節3項 在留外国人妊産婦と家族への支
援（p.362）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 保健活動の基
盤と制度

B 母子保健 2 保健指導、訪
問指導

0 公衆衛生　5章3節 家庭訪問の意義と活用（p.88-90）／7章3節
2項 保健指導など（p.137-138）
社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.134）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280）

健康診査、健
康教育

0 公衆衛生　7章3節1項 健康診査など（p.137），4節1項 各種の方
法を駆使した活動（p.139-140）
社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.133-
134）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節3項 母子 保 健法

（p.82-83）
母性看護の実践　2章3節 妊婦と胎児のアセスメント（p.55-61）

母体保護法 0 看護をめぐる法と制度　5章2節2項 母体保護法（p.273-278）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節4 項 母 体保護法

（p.85-86）
母性看護の実践　11章1節 特定妊婦と生まれた子への支援（p.354）

C 精神保健 2 精神保健医療
福祉の施策

1 公衆衛生　10章2節 システム・制度（法との関連・計画）（p.178-
188）
情緒発達と精神看護の基本　11章1節 精神保健医療に関わる法
制度の変遷（p.170-179）

精神障害者（児）
の医療と福祉

0 公衆衛生　10章2節 システム・制度（法との関連・計画）（p.178-
188），3節 主な疾患の特徴と保健活動のポイント（p.189-194）
社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.139-140）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.281-
285）

こころの健康対
策、自殺対策

0 公衆衛生　6章5節1項 自殺（p.129-131）／8章5節2項 自殺対策
（p.127）／10章1節2項 精神保健福祉の歴史（p.178）
社会福祉と社会保障　2章3節2項 自殺対策（p.50）
看護をめぐる法と制度　6章2節1項 自殺対策基本法（p.331-332）

発達障害に関す
る医療と福祉

0 公衆衛生　10章3節3項 発達障害／神経発達症群（p.191-193）
社会福祉と社会保障　5章2節1項 障害者福祉制度（p.140-141）
看護をめぐる法と制度　5章2節12項 発達障害者支援法（p.303）

自殺対策基本法 1 公衆衛生　6章5節2項 自殺対策（p.127）
社会福祉と社会保障　2章3節2項 自殺対策（p.50）
看護をめぐる法と制度　6章2節1項 自殺対策基本法（p.331-332）

D 学校保健 1 学校保健安全法 1 公衆衛生　14章2節 学校保健の概要（p.242-251），1節2項 児
童生徒期の健康状態（p.238-242）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）

健康診断、健
康相談

0 公衆衛生　14章2節8項 健康相談（p.250-251）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）
小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.141-144）

感染症対応 0 公衆衛生　14章2節4項 保健管理（健康診断・事後措置・健康
相談・保健指導・感染症予防）（p.243-246）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）

学校環境衛生 0 公衆衛生　14章2節5項 学校環境衛生と安全（p.248）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）

E その他の保健
活動の基盤と
なる法や施策

3 がん対策基本法 1 公衆衛生　6章4節2項 がん対策（p.125-127）
看護をめぐる法と制度　6章1節9項 がん対策基本法（p.326-327）
緩和ケア　1章5節2項 日本におけるがん対策と緩和ケア（p.42-44）

難病の患者に
対する医療等
に関する法律

〈難病法〉

2 公衆衛生　11章2節1項 難病の患者に対する医療等に関する法律
の成立（p.196-197）
看護をめぐる法と制度　5章2節26項 難病医療法（p.317-319）
地域療養を支えるケア　4章7節 難病法（p.176-180）

10 生活者の健康
増進

A 生活習慣病の
予防

0 主な生活習慣
病の現状

0 公衆衛生　6章3節2項 生活習慣病（p.119-121），3項 生活習慣
病対策（p.122-125）
成人看護学概論　7章1節 生活習慣に関連する健康課題（p.152-
159）
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目標Ⅳ 人々の健康を支える職種に関する法や施策およびサービス提供体制について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 生活者の健康
増進

A 生活習慣病の
予防

0 栄養、運動、休息 0 公衆衛生　6章3節1項 生活習慣（p.116-118）
臨床栄養学　2章2節6項 生活習慣病とエネルギー・栄養素との
関連（p.81-83）／3章3節4項 成人期（p.119-120），6項 高齢期

（p.133-134）／5章2節3項 表5.2-2「生活習慣の改善」（p.190）
臨床看護総論　3章4節11項 運動療法（p.138-139）

喫煙・飲酒対策 0 公衆衛生　6章3節1項 生活習慣（p.118-119）
看護をめぐる法と制度　4章2節9項 健康増進法（p.232-239）／
6章2節16項 アルコール健康障害対策基本法（p.330-331）

健康教育と早
期発見

0 公衆衛生　5章5節 健康教育の意義と活用（p.93-95）／6章3節
3項 生活習慣病対策（p.122）
臨床栄養学　6章 栄養食事指導の実際（p.204-211）

循環器疾患の
予防

0 公衆衛生　6章3節3項 生活習慣病対策（p.123）

糖尿病の予防 0 公衆衛生　6章3節3項 生活習慣病対策（p.122）

特定健康診査、
特定保健指導

0 公衆衛生　6章3節3項 生活習慣病対策（p.122）
看護をめぐる法と制度　5章1節7項 高齢者医療確保法（p.254）
成人看護学概論　3章3節3項 生活習慣・生活行動による影響

（p.73-78）

B 職場の健康管理 3 労働安全衛生法 1 公衆衛生　15章2節 労働衛生関係法令の概要（p.256-267）
看護をめぐる法と制度　6章8節3項 労働安全衛生法（p.365-367）

業務上疾病の
予防

0 公衆衛生　15章3節 職業性疾病の概要（p.267-270）
成人看護学概論　8章2節2項 職業性疾病の予防と対応（p.170-
175）

労働衛生３管
理（作 業 管 理、
作業環境管理、
健康管理）

1 公衆衛生　15章2節3項 労働衛生管理とリスクアセスメント，リス
クマネジメント（p.258-259），6項 作業環境管理と作業の管理

（p.261-263）

仕事と家庭の
両立支援（ワー
ク・ライフ・バ
ランス）

0 健康と社会・生活　3章2節3項 女性のライフコースの変化（p.61-
63）
公衆衛生　15章4節4項 産業看護活動の特徴（p.273）
成人看護学概論　4章2節2項 生活の場（p.93-101）／8章1節 
ワーク・ライフ・バランスと健康障害の関連（p.166-169）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 人々の健康を
支える職種や
サービス提供
体制に関する
法や施策

A 看護職に関す
る法

5 保健師助産師
看護師法

2 看護をめぐる法と制度　3章1節1項 保健師助産師看護師法（p.58-
87）
公衆衛生　2章5節1項 保健師，助産師，看護師（根拠法：保健
師助産師看護師法）（p.41）
医療安全　1章2節2項 看護師の法的規定（p.23-25）

看護師等の人
材確保の促進
に関する法律

3 看護をめぐる法と制度　3章1節2項 看護師等の人材確保の促進
に関する法律（p.88-91）

B 医療や社会福
祉の関連職に
関する法

2 医師法 0 看護をめぐる法と制度　3章1節3項 医師法（p.91-106）
公衆衛生　2章5節2項 医師（根拠法：医師法）（p.42）

歯科医師法 0 看護をめぐる法と制度　3章1節4項 歯科医師法（p.106-109）
公衆衛生　2章5節3項 そのほかの職種（p.43）

薬剤師法 0 看護をめぐる法と制度　3章1節5項 薬剤師法（p.109-121）
公衆衛生　2章5節3項 そのほかの職種（p.43）

診療放射線技
師法

0 看護をめぐる法と制度　3章1節6項 診療放射線技師法（p.121-126）
臨床看護総論　3章6節2項 医療チームにおける各職種の役割

（p.154-157）

臨床検査技師等
に関する法律

0 看護をめぐる法と制度　3章1節7項 臨床検査技師等に関する法律
（p.126-132）
臨床看護総論　3章6節2項 医療チームにおける各職種の役割

（p.154-157）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 人々の健康を
支える職種や
サービス提供
体制に関する
法や施策

B 医療や社会福
祉の関連職に
関する法

2 理学療法士及び
作業療法士法

0 看護をめぐる法と制度　3章1節8項 理学療法士及び作業療法士
法（p.132-137），13項 言語聴覚士法（p.153-155）
臨床看護総論　3章6節2項 医療チームにおける各職種の役割

（p.154-157）

言語聴覚士法、
視能訓練士法

0 看護をめぐる法と制度　3章1節8項 理学療法士及び作業療法士
法（p.132-137），13項 言語聴覚士法（p.153-155）
臨床看護総論　3章6節2項 医療チームにおける各職種の役割

（p.154-157）

社会福祉士及
び介護福祉士
法、精神保健
福祉士法

1 看護をめぐる法と制度　3章2節1項 精神保健福祉士法（p.165-
166），2項 社会福祉士及び介護福祉士法（p.166-178）
社会福祉と社会保障　3章2節2項 社会福祉分野の資格制度と
実践分野（p.60-63）
公衆衛生　2章5節3項 plusα「精神保健福祉士」（p.43）

栄養士法 0 看護をめぐる法と制度　3章3節1項 栄養士法（p.179-180）
公衆衛生　2章5節3項 そのほかの職種（p.43）

歯科衛生士法 0 看護をめぐる法と制度　3章1節14項 歯科衛生士法（p.155-159）

救急救命士法 0 看護をめぐる法と制度　3章1節12項 救命救急士法（p.146-151）

C サービスの提
供体制

6 医療法 5 看護をめぐる法と制度　2章 医療提供の理念と医療安全：医療法
での扱い（p.47-56）／4章2節1項 医療法（p.210-222）
公衆衛生　2章2節5項 医療制度改革と健康政策（p.32-34）
医療安全　1章2節2項 看護師の法的規定（p.23）

医療提供施設
（病院、診療所、

助産所、介護
医療院、介護
老人保健施設
等）の機能

1 看護をめぐる法と制度　2章2節 医療提供の理念（p.47-50）／4
章2節1項 医療法（p.211-213）
医療安全　2章2節2項 日本助産師会（p.49-52）

訪問看護ス
テーション

0 社会福祉と社会保障　3章3節1項 病院から退院し，自宅療養す
る場合の訪問看護の利用（p.66）／5章3節3項 高齢者保健福祉
施策の経緯（p.161）
公衆衛生　8章2節2項 高齢者の保健医療福祉に関わる制度や施
策（p.157）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 囲み「訪問看護ステーション」

（p.256）
地域療養を支えるケア　5章2節 在宅ケアを支える訪問看護ス
テーション（p.205-212）
医療安全　6章1節 在宅看護の現状（p.178-180）

救急医療 0 看護をめぐる法と制度　4章2節1項 囲み「医療計画のいくつかの
課題」（p.220-222）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節3項 救命救急治療
を必要とする状況（p.43-47）

在宅医療 0 看護をめぐる法と制度　4章2節1項 囲み「医療計画のいくつかの
課題」（p.220-222）
地域療養を支えるケア　1章3節2項 在宅ケア（p.34-35）／4章 
地域療養を支える制度（p.142-195）
医療安全　6章1節 在宅看護の現状（p.178-180）

D その他の役割 2 診療記録と情
報公開

2 看護をめぐる法と制度　4章2節1項 囲み「診療記録と個人情報
保護法の開示請求」（p.219），1項 医療法（p.210-222）
医療安全　1章1節2項 医療安全に関わる動向（p.14）／2章7節 
医療事故の報告制度（p.67-70）

安全管理
〈セーフティマ
ネジメント〉

0 看護をめぐる法と制度　2章3節 医療安全（p.50-54）
医療安全　1章2節 看護職の法的規定と医療安全（p.21-32）／2
章 医療安全への取り組みと医療の質の評価（p.34-72）／6章 在
宅における医療事故と安全対策（p.178-197）

医薬品と医療機
器の取り扱い

0 看護をめぐる法と制度　4章1節1項 医薬品，医療機器等の品質，
有効性及び安全性の確保等に関する法律（p.183-189）
臨床薬理学　1章3節 医薬品の適正な使用に向けて（p.24-34）
基礎看護技術Ⅱ　13章3節1項 薬剤の表記（p.359-360）
医療安全　5章2節 誤薬と与薬事故：分析と対策（p.129-140），
9節 医療機器のトラブル：分析と対策（p.160-166）／7章4節 医
療機器・機材の使用に関わるリスクと対策（p.210-213），5節 医
薬品への曝露（p.213-217）
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基礎看護学

目標Ⅰ 看護の概念及び展開について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 看護の基本と
なる概念

A 看護の本質 1 看護の定義 0 看護学概論　1章1節1項 看護とは（p.20-21）

役割と機能 0 看護学概論　1章1節2項 看護の役割（p.22-28），6節1項 看護
に対する社会の要望と期待（p.55-60）
看護管理　1章1節2項 日本の社会制度における看護職の位置付
け（p.12-13）

看護の変遷 1 看護学概論　1章5節 看護の変遷（p.43-54）

B 看護の対象 3 全 体〈whole〉
としての人間

0 看護学概論　2章1節 統合体としての人間（p.70-74）

成長・発達す
る存在

0 看護学概論　2章1節4項 成長・発達する存在（p.74）

ニーズをもつ
存在

1 看護学概論　2章1節3項 動機付けられる存在（ニードをもつ存在）
（p.73-74）

生活を営む存在 0 看護学概論　2章1節1項 人間の生物学的基盤（p.70-72），2節
2項 生活者（個人）としての人間（p.75-76）

適応する存在 1 看護学概論　2章1節1項 人間の生物学的基盤（p.72），4節4項 
ストレスを軽減させる看護活動（p.92-93）

社会・文化的
存在

0 看護学概論　2章2節 社会的・文化的存在としての人間（p.74-
76）

ライフサイク
ルと発達課題

1 看護学概論　4章1節 成長・発達の概念（p.112-115）

C 健康と生活 2 健康のとらえ方 1 看護学概論　3章1節 健康・病気のとらえ方（p.96-98）
臨床看護総論　1章2節3項 健康の意味を正しくとらえる（p.12-
14），3節3項 健康レベル（p.15-16）
成人看護学概論　5章1節 主要な健康観（p.112-115）

健康のレベル 0 看護学概論　3章2節 健康の諸相（p.98-100）

健康への影響
要因

0 看護学概論　3章4節 健康に影響する要因（p.105-109）

生活習慣とセ
ルフケア

1 看護学概論　3章4節1項 生活習慣（p.105）
成人看護学概論　12章 セルフケア（p.244-254）

QOLの維持と
向上

0 看護学概論　2章3節1項 対象理解と看護アセスメントの枠組み
（視点）（p.76）
成人看護学概論　5章3節6項 Quality of Life（QOL）（p.120）

生活の場 0 看護学概論　2章2節1項 個人，家族，集団（グループ），地域社
会（p.75）

D 看護における
倫理

2 基 本 的 人 権、
世界人権宣言、
個人の尊厳

0 看護学概論　1章4節3項 看護職の倫理綱領（p.37-40）／6章3
節1項 世界人権宣言（p.154）／9章1節4項 法の形からの分類

（p.210）／ 資料「世界人権宣言（仮訳）」（p.332-334）
看護研究　7章1節 倫理とは何か（p.126-127）
看護をめぐる法と制度　特設 囲み「制度を構成するもの」（p.23）
／2章2節 用語解説「個人の尊厳」（p.48）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 看護の基本と
なる概念

D 看護における
倫理

2 倫理原則、職
業倫理

0 看護学概論　1章4節3項 看護職の倫理綱領（p.37-40）／6章6
節2項 倫理的判断に必要な基本的知識（看護倫理で活用する判
断基準）（p.167-168）
看護研究　7章1節 倫理とは何か（p.126-127），2節 看護研究に
おける倫理ガイドラインの開発（p.127-129），3節1項 五つの権利

（p.130-132），6項 研究活動や看護実践における倫理に反する行
為の例（p.134）
臨床看護総論　3章6節3項 医療実践における倫理：医療者として
の責務と患者の権利（p.157-158）
看護をめぐる法と制度　9章1節 生命倫理総論（p.410-414），3節 
研究倫理（p.420-427）
看護管理　4章1節3項 倫理的葛藤（p.117-118）

患者の権利と
擁護

2 看護学概論　1章6節1項 看護に対する社会の要望と期待（p.57-
58）／6章2節 看護倫理とは（p.153-154），6節2項 倫理的判断
に必要な基本的知識（看護倫理で活用する判断基準）（p.170-
171）／ 資料「患者の権利章典（アメリカ病院協会，1973年）」

（p.335）
看護研究　7章3節1項 五つの権利（p.130-132），2項 人権擁護
の方法（p.132-133）
臨床看護総論　3章6節3項 医療実践における倫理：医療者として
の責務と患者の権利（p.157-158）
基礎看護技術Ⅰ　1章4節5項 ペイシェントアドボカシーに基づく活
動（p.49-50）
看護管理　4章1節1項 看護実践倫理（p.110-114）

倫理的葛藤と
対応

0 看護学概論　6章4節 道徳的ジレンマと倫理的課題（p.157-162），
6節 倫理的課題への対応（p.164-177）
看護をめぐる法と制度　9章1節 生命倫理総論（p.410-414）

2 看護の展開 A 対象との関係
の形成

4 信頼関係 2 看護学概論　7章1節2項 患者と看護師のコミュニケーション
（p.185-186）
基礎看護技術Ⅰ　1章1節 コミュニケーション技術（p.26-35）

援助関係 1 看護学概論　7章2節 支援者，代弁者としての役割（p.190-191），
3節 学習支援者およびカウンセラーとしての役割（p.191-193）
基礎看護技術Ⅰ　1章1節2項 看護学でコミュニケーションを学ぶ
意義（p.26-27）

B 基盤となる思
考過程

4 根拠に基づい
た看護〈EBN〉

1 看護学概論　1章2節4項 エビデンスに基づく看護（p.31-32）／7章
4節1項 EBNの考え方に基づいた看護師の臨床判断モデル（p.194-
195）
看護研究　3章1節2項 根拠に基づく実践（p.35-37）
臨床看護総論　3章7節1項 臨床看護を学ぶための理論（p.163）

クリティカル・
シンキング

2 看護学概論　8章2節1項 看護過程展開のための主要な概念を正
確に理解する（p.202）
基礎看護技術Ⅰ　1章5節2項 患者と家族のセルフケアを支援する
看護活動（p.51-59）
看護研究　6章2節 クリティークするために必要な能力（p.118-
119）

問題解決過程 1 看護学概論　7章4節 ケア提供者としての役割（p.193-194）／8章 
看護過程（nursing process）（p.198-204）
臨床看護総論　1章4節1項 臨床判断プロセスの詳細（p.18-19）

C 看護における
連携と協働

2 看護職間の連
携と協働

0 看護学概論　11章1節2項 退院支援・退院調整と看護の継続性
を担う取り組み（p.266-270）

多職種間の連
携と協働

2 看護学概論　11章2節 多職種連携・協働における看護（p.270-
273）
臨床看護総論　3章6節1項 多職種の連携と協働で必要なこと

（p.153-154）
看護管理　2章1節2項 医療機関の組織構造（p.37-40）
看護をめぐる法と制度　1章2節 医療スタッフの業務分担と連携に
関する法の枠組み（p.42-46）

チームでの活動 0 看護学概論　11章2節2項 多職種連携・協働と看護師の役割
（p.272-273）
臨床看護総論　3章1節3項 チーム医療の機会（p.105-108），5節
4項 病棟を例にした看護師の仕事：チームで行う看護（p.150-151）
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目標Ⅱ 基礎的な看護技術と適用のための判断プロセスについて基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 看護における
基本技術

A コミュニケー
ション

4 コミュニケー
ションの目的
と構成要素

0 基礎看護技術Ⅰ　1章1節 コミュニケーション技術（p.26-35）
看護学概論　7章1節1項 コミュニケーション過程の構成要素

（p.184-185）

コミュニケー
ションの基本
的な技法

1 看護学概論　7章1節3項 コミュニケーション過程に必要な看護師
の能力（p.186-187）
基礎看護技術Ⅰ　1章2節 看護場面での効果的なコミュニケーショ
ン技術（p.35-38），4節1項 援助過程とコミュニケーション（p.44-
46）

コミュニケー
ションに障害
のある人々へ
の対応

3 基礎看護技術Ⅰ　1章1節6項 言語的コミュニケーション（p.29-
31）

B 学習支援 4 学習に関わる
諸理論

0 基礎看護技術Ⅰ　1章5節4項 看護における指導技術（p.61-63）
セルフマネジメント　1章1節3項 「指導型」の教育から「学習援助
型」の教育へ（p.17-19）／3-1章1節 成人教育学の基本的な考え方

（p.44）

学習支援の方
法と媒体

2 看護学概論　7章3節 学習支援者およびカウンセラーとしての役割
（p.191-193）
基礎看護技術Ⅰ　1章5節2項 患者と家族のセルフケアを支援する
看護活動（p.51-59），6節 カウンセリング（p.64-72）

学習支援プロ
セス

2 基礎看護技術Ⅰ　1章5節1項 看護における教育的支援（p.51），
4項 看護における指導技術（p.61-63）

C 看護過程 5 情報収集 3 基礎看護技術Ⅰ　2章2節 情報の収集（p.76-79），3節4項 アセ
スメントの例（事例紹介）（p.81-94）／8章2節 事例を用いた記録
方法と看護計画（p.403-428）

アセスメント 1 看護学概論　8章2節1項 看護過程展開のための主要な概念を正
確に理解する（p.201-203），2項 優先順位のつけ方（p.203）
基礎看護技術Ⅰ　2章3節 アセスメント（p.79-94）／8章2節 事例
を用いた記録方法と看護計画（p.403-428）

計画 0 基礎看護技術Ⅰ　2章5節 看護計画（p.95-97）／8章2節 事例を
用いた記録方法と看護計画（p.403-428）

実施 0 基礎看護技術Ⅰ　8章2節4項 実施・評価（p.427-428）／2章6
節 実施（p.98）

評価 1 基礎看護技術Ⅰ　8章2節4項 実施・評価（p.428）／2章7節 評
価（p.98）

D 看護業務に関
する情報

0 看護業務に関す
る情報の種類

0 看護をめぐる法と制度　3章1節3項 囲み「診療録等の用途と保存
の問題」（p.104）
基礎看護技術Ⅰ　2章2節1項 情報源（p.77），2項 情報の種類

（p.77）

看護業務に関す
る情報の記録・
報告・共有

0 基礎看護技術Ⅰ　2章8節 看護記録の作成と管理（p.98-101）
看護をめぐる法と制度　3章1節3項 囲み「看護記録の記載と保
存」（p.104）

E フィジカルア
セスメント

8 看護における
フィジカルア
セスメントの
意義

0 基礎看護技術Ⅰ　2章3節3項 フィジカルアセスメントとは何か
（p.80-81）／8章1節 フィジカルアセスメントを活用する（p.402-
403）

問診の基本 0 基礎看護技術Ⅰ　2章2節3項 情報の収集方法（p.77-78）／4章3
節 問診，視診（p.136-139）

身体診察（視診、
触診、聴診、打
診）の基本

0 基礎看護技術Ⅰ　4章3節 問診，視診（p.136-139），4節 触診，
打診，聴診（p.140-144）

全身の診察（全
身の観察、バイ
タルサイン）

2 基礎看護技術Ⅰ　4章5節 バイタルサインの測定（p.145-167）

系統別のフィ
ジカルアセス
メント

5 基礎看護技術Ⅰ　5章 系統別のフィジカルアセスメント（p.170-
342）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 看護における
基本技術

F 感染防止対策 10 感染の成立と
予防

1 基礎看護技術Ⅱ　4章1節 感染予防の意義（p.114），3節 感染症
を成立させる要素と成立過程（p.118-123），4節 感染予防のため
の援助方法（p.124-126），5節 感染症を予防するための技術

（p.126-139）

標準予防策〈ス
タンダードプリ
コーション〉と感
染経路別予防策

0 基礎看護技術Ⅱ　4章4節 感染予防のための援助方法（p.124-
126）
医療安全　7章3節1項 標準予防策（スタンダードプリコーション）

（p.203-205）

手洗い、消毒、
滅菌法、無菌
操作

5 基礎看護技術Ⅱ　4章5節 感染症を予防するための技術（p.126-
139）

感染性廃棄物
の取り扱い

1 基礎看護技術Ⅱ　4章7節 医療廃棄物の取り扱い（p.143-145）／
13章7節1項 感染予防（医療廃棄物の取り扱い）（p.411-412）
看護をめぐる法と制度　6章10節3項 生活環境を保全(環境衛生
や関連営業の衛生）するための法律（p.383-384）

感染拡大の防
止の対応

3 基礎看護技術Ⅱ　4章6節2項 感染症発生時の対応策（p.141-
142）
看護をめぐる法と制度　4章2節4項 感染症法（p.224-227）

G 安全管理
〈セーフティマ
ネジメント〉

5 医療安全の概念 1 基礎看護技術Ⅱ　3章1節 医療安全の意義と確保（p.84-90）
医療安全　1章2節 看護職の法的規定と医療安全（p.21-32）／2
章 医療安全への取り組みと医療の質の評価（p.34-72）／3章 事
故発生のメカニズムとリスクマネジメント（p.74-110）／5章 看護業
務に関連する事故と安全対策（p.126-175）／6章 在宅における医
療事故と安全対策（p.178-197）／7章 医療従事者の安全を脅か
すリスクと対策（p.200-224）／8章4節 習得すべき看護技術のリ
スクと安全（p.239-252）

誤薬の予防と
対策

0 基礎看護技術Ⅱ　3章2節5項 誤薬の予防策（p.94-95）
医療安全　5章2節 誤薬と与薬事故：分析と対策（p.129-140）／
6章2節2項 在宅看護における医療事故と対応 （p.184-185）

転倒・転落の
予防と対策

2 基礎看護技術Ⅱ　3章2節2項 転倒・転落の予防策（p.90-91）
医療安全　5章5節 転倒転落：分析と対策（p.145-155）／6章2
節3項 在宅看護における介護事故とその対応（p.185）／8章4節1
項 環境調整技術に伴うリスクと安全（p.240）

チューブ・ライ
ントラブルの
予防と対策

0 基礎看護技術Ⅱ　3章2節3項 外傷，チューブ・ライントラブルの
予防策（p.91-93）
医療安全　5章11節 チューブ類のトラブル：分析と対策（p.167-
173）

針刺しの予防
と対策

2 基礎看護技術Ⅱ　3章3節2項 感染予防策（p.107）／4章6節3項 
医療事故の予防と事故後の対応（p.142-143）
医療安全　5章4節 針刺し：分析と対策（p.143-145）

H 安楽の確保 7 安楽の概念 0 基礎看護技術Ⅱ　2章1節 安楽の意義（p.44-45）

ボディメカニ
クスの原理と
看護実践への
活用

2 基礎看護技術Ⅱ　3章3節1項 ボディメカニクス（p.97-106）

安楽な姿勢・
体位の保持

2 基礎看護技術Ⅱ　2章4節 安楽な体位（p.51-61）

安楽を提供す
るためのケア

3 基礎看護技術Ⅱ　2章3節3項 身体的な援助（p.47-49），4項 精
神的な支援（p.50-51），5節 安楽を確保する方法（p.62-80）／11
章3節 罨法（p.320-322），4節 罨法の実際（p.323-329）

安楽を保つた
めの療養環境
の調整

0 基礎看護技術Ⅱ　1章2節 環境を整える技術（p.30-39）／2章3
節 2 項 医療 環 境の調整（p.47-48），5節3 項 かゆみの 緩和

（p.76）

I 終末期のケア 3 終末期の患者
のケア

1 基礎看護技術Ⅱ　16章4節1項 心理的ケア（p.478），2項 身体
的ケア（p.479-481），5 節1項 臨 終 前の身 体 的 変 化とケア

（p.481-482）

終末期の家族
のケア

1 基礎看護技術Ⅱ　16章6節2項 遺族への関わり（p.485-487）

死亡後のケア 1 基礎看護技術Ⅱ　16章6節1項 死後のケア（p.483-485）
緩和ケア　8章5節 臨終後のケア（p.294-296）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 日常生活援助
技術

A 環境 4 療養環境のア
セスメント

0 基礎看護技術Ⅱ　1章3節 療養環境のアセスメント（p.39-40）

療養環境の調
整と整備

4 基礎看護技術Ⅱ　1章2節 環境を整える技術（p.30-39），3節 療
養環境のアセスメント（p.39-40）

B 食事と栄養 8 健康な食生活と
食事摂取基準

2 基礎看護技術Ⅱ　5章3節1項 栄養素（p.155-157），2項 食事
摂取基準（p.155-158），4項 栄養素の摂取量（p.157-160）
臨床栄養学　2 章 2 節 日本人の 食 事 摂 取 基 準（2020 年 版）

（p.71-94）／3章3節 人生各期における健康生活と栄養（p.110-
135）／ 資料1「日本人の食事摂取基準（2020年版）」（p.213-
227）

治療食、療養食 1 基礎看護技術Ⅱ　5章3節6項 病院食（p.161-162）
臨床栄養学　4章 療養生活と栄養（p.140-164）／5章 疾患別の
栄養食事療法（p.168-201）

食事と栄養に
影響する要因

0 基礎看護技術Ⅱ　5章2節 食事に関する生理学的メカニズム
（p.149-154）

食事と栄養の
アセスメント

2 基礎看護技術Ⅱ　5章4節 栄養状態のアセスメント（p.163-164）
臨床栄養学　1章3節 栄養アセスメント（p.47-54）

食事摂取の自
立困難な人へ
の援助

0 基礎看護技術Ⅱ　5章5節 食事・栄養に関する援助の実際（p.164-
174）

嚥下障害のあ
る人への援助

1 基礎看護技術Ⅱ　5章5節2項 経口摂取の援助（p.165-167）
臨床栄養学　4章3節 嚥下障害のある人のための食事（p.153-
159）

経管・経腸栄
養法

1 基礎看護技術Ⅱ　5章5節3項 経管栄養の援助（p.169-173）
臨床栄養学　4章4節1項 経管栄養（p.160-163）

経静脈栄養法 1 基礎看護技術Ⅱ　5章5節4項 経静脈栄養法（p.173-174）
臨床栄養学　4章4節2項 中心静脈栄養（p.163-164）

C 排泄 5 排泄に影響す
る要因

0 基礎看護技術Ⅱ　6章2節 排尿・排便の生理学的メカニズム
（p.176-178），4節 排尿・排便障害の種類（看護診断）（p.180-
183）

排泄のアセス
メント

1 基礎看護技術Ⅱ　6章3節 排尿・排便のニーズのアセスメント（p.178-
180）

自然な排泄を
促す援助

0 基礎看護技術Ⅱ　6章5節5項 自然排尿・排便を促す方法（p.193-
194）

トイレ・ポータ
ブルトイレでの
排泄の援助

0 基礎看護技術Ⅱ　6章5節3項 ポータブルトイレ，トイレでの援助
（p.189-191）

床上での排泄
の援助

0 基礎看護技術Ⅱ　6章5節1項 床上での排尿・排便の援助（p.183-
186）

自然な排泄が
困難な人への
援助

2 基礎看護技術Ⅱ　6章5節6項 導尿（p.194-197），7項 浣腸（p.198-
199），8項 摘便（p.200-201）

尿失禁・便失
禁のある人へ
の援助

2 基礎看護技術Ⅱ　6章5節2項 尿失禁・便失禁のある患者のおむ
つを用いた援助（p.187-189）

D 活動と運動 4 活動と運動に
影響する要因

0 基礎看護技術Ⅱ　7章2節 活動・運動の生理学的メカニズム
（p.204-208），3節3項 活動・運動を阻害する要因（p.209-211）

活動と運動の
アセスメント

1 基礎看護技術Ⅱ　7章3節 活動・運動のニーズのアセスメント
（p.208-211）

活動と運動を
促す援助

3 基礎看護技術Ⅱ　7章5節 活動・運動を支援する援助の実際
（p.212-238）

E 休息と睡眠 5 休息と睡眠に
影響する要因

1 基礎看護技術Ⅱ　8章2節 休息・睡眠の生理学的メカニズム
（p.241-247），3節2項 睡眠のニーズ（p.248-249）

休息と睡眠の
アセスメント

1 基礎看護技術Ⅱ　8章3節 休息・睡眠のニーズのアセスメント
（p.248-249），4節 休息・睡眠の障害（看護診断）（p.249-251）

休息と睡眠を
促す援助

3 基礎看護技術Ⅱ　8章5節 休息・睡眠を促す援助の実際（p.251-
253）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 日常生活援助
技術

F 清潔と衣生活 4 清潔と衣生活に
影響する要因

0 基礎看護技術Ⅱ　9章1節 清潔の意義（p.256-257），2節 皮膚・
粘膜のメカニズム（p.258-259），3節 清潔行為とその影響（p.260-
263），4節 清潔のニーズ（p.263），5節 清潔のセルフケアに影響
を与える要因（p.263-265）

清潔と衣生活の
アセスメント

0 基礎看護技術Ⅱ　9章6節 身体各部のアセスメント（p.265），7
節 身体援助技術に関する看護診断（p.265-266）

清潔行動・衣生
活の自立困難な
人への援助

2 基礎看護技術Ⅱ　9章8節 清潔の援助方法（p.265-285）

5 診療に伴う看
護技術

A 呼吸、循環、体
温調整

7 呼吸・循環・
体温調整のア
セスメント

2 基礎看護技術Ⅱ　10章3節 呼吸のニーズに関するアセスメント
（p.290-293）／11章3節1項 罨法とは（p.320-321）

呼吸を楽にする
姿勢と呼吸法

0 基礎看護技術Ⅱ　10章5節1項 効率的な呼吸方法（p.294-297）

血圧・血流を
保持する姿勢

0 基礎看護技術Ⅱ　2章4節4項 体位と生理学的要素との関係
（p.52-55）／7章2節2項 体位変化とバイタルサイン（p.205-207）

酸素吸入の適
応と方法

2 基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.303-312），6項 人
工呼吸（p.312-313）

口腔内・鼻腔内・
気管内吸引の適
応と方法

1 基礎看護技術Ⅱ　10章5節4項 吸引（p.302-303）／14章4節3
項 吸引（p.443-446）

排痰法の適応
と方法

1 基礎看護技術Ⅱ　10章5節2項 痰を喀出させる方法（p.297-301）

体温調整のた
めの方法

1 基礎看護技術Ⅱ　11章3節 罨法（p.320-322），4節 罨法の実際
（p.323-329）

B 皮膚・創傷管理 9 創傷の治癒過程 2 基礎看護技術Ⅱ　12章2節3項 創傷治癒の過程と形成（p.334-
337）

創傷のアセス
メント

1 基礎看護技術Ⅱ　12章2節 創傷の分類と治癒過程（p.333-337），
3節1項 スキンケア（p.337-338），2項 創傷処置（p.339-342）

洗浄、保護、包
帯法

3 基礎看護技術Ⅱ　12章3節 創傷の管理（p.337-346）

褥瘡の予防と
治癒の促進

3 基礎看護技術Ⅱ　12章4節6項 褥瘡予防のケア（p.350-352），
7項 褥瘡発生時のケア（p.352）

C 与薬 9 与薬における
看護師の役割

0 基礎看護技術Ⅱ　13章1節 与薬とは（p.356），2節 薬物療法と
看護（p.356-359），4節1項 安全で確実な与薬のための知識・技
術・態度（p.366）

薬剤の種類と
取り扱い方法

2 基礎看護技術Ⅱ　13章2節 薬物療法と看護（p.356-359），3節
6項 薬剤の種類（p.363-365），4節 与薬のための援助技術

（p.366-375）
臨床薬理学　1章3節 医薬品の適正な使用に向けて（p.24-34）

与薬方法と効
果の観察

7 基礎看護技術Ⅱ　13章4節2項 与薬法（p.366-375），5節 注射
のための援助技術（p.375-403）

与薬の副作用
（有害事象）の
観察

0 基礎看護技術Ⅱ　13章4節2項 与薬法（p.368）

D 輸液・輸血管理 6 輸液・輸血の
種類と取り扱
い方法

3 基礎看護技術Ⅱ　13章5節4項 注射の実際（p.392-403），6節
1項 安全かつ適正な輸血のための基礎知識（p.403-405）

輸液・輸血の
管理方法

1 基礎看護技術Ⅱ　13章5節4項 注射の実際（p.392-403），6節
2項 輸血の実際（p.405-410）

輸液・輸血の
副作用（有害
事象）の観察

2 基礎看護技術Ⅱ　13章5節4項 注射の実際（p.392-399），6節
3項 輸血の副作用（p.410）

E 救命救急処置 7 生命の危機的
状況のアセス
メント

2 基礎看護技術Ⅱ　15章2節 救急時における看護者の役割（p.453-
454）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 看護の役割と
機能

A 看護の場に応
じた活動

0 在宅における
看護活動

0 看護学概論　10章3節2項 保健・医療・福祉のチームにおける看
護職の役割と機能（p.246），4節 多職種で取り組む地域包括ケア
システム（p.247-249）
地域療養を支えるケア　1章3節4項 在宅看護の役割・機能（p.36），
5項 在宅看護活動の特徴（p.36-39）

医療施設にお
ける看護活動

0 看護学概論　10章2節2項 医療サービスの場（p.243-244）

保健施設と福
祉施設におけ
る看護活動

0 看護学概論　10章2節1項 保健サービスの場（p.240-243），3項 
福祉サービスの場（p.244-245）

B 保健・医療・
福祉の連携と
継続看護

1 保健・医療・福
祉のチームに
おける看護職
の役割と機能

0 看護学概論　10章3節2項 保健・医療・福祉のチームにおける看
護職の役割と機能（p.246）
臨床看護総論　3章6節2項 医療チームにおける各職種の役割

（p.154-157）

保健・医療・
福祉の連携を
支える仕組み

1 看護学概論　10章4節 多職種で取り組む地域包括ケアシステム
（p.247-251）
看護をめぐる法と制度　1章 チーム医療と法の構造（p.34-46）
公衆衛生　5章7節 ネットワークの意義と活用（p.94-98）

施設内・施設
間における継
続看護

0 看護学概論　11章1節1項 看護の継続性とは（p.264-265），2
項 退院支援・退院調整と看護の継続性を担う取り組み（p.266-
269）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 診療に伴う看
護技術

E 救命救急処置 7 一次救命処置
〈BLS〉

2 基礎看護技術Ⅱ　15章3節 一次救命処置（p.454-463）

止血法 3 基礎看護技術Ⅱ　15章4節 ファーストエイド（p.464-466）

F 生体機能のモ
ニタリング

10 診察・検査時の
看護師の役割

0 基礎看護技術Ⅱ　14章1節2 項 検 査における看護者の役 割
（p.416）

検体検査（血液、
尿、便、喀痰、胸水、
腹水、骨髄液）

2 基礎看護技術Ⅱ　14章1節3項 検査の種類と実施時の注意点
（p.417），3節7項 尿・便・喀痰検査（p.430-432），8項 血液検
査（p.432-434），9項 穿刺法（p.434-440）

生体検査（エッ
クス線撮影、超
音波、CT、MRI、
心電図、内視鏡、
核医学）

5 基礎看護技術Ⅱ　14章1節3項 検査の種類と実施時の注意点
（p.417），3節1項 単純 X 線撮影検査（p.422-423），2項 超音
波検査（p.423），3項 CT検査（p.424），4項 MRI検査（p.425-
426），5項 内視鏡検査（p.426-427），6項 心電図検査（p.427-
429），10項 核医学検査（p.440），11項 呼吸機能検査（p.440-
441）

経皮的動脈血
酸 素 飽 和 度

〈SpO2〉の測定、
血糖測定

3 基礎看護技術Ⅱ　14章3節8項 血液検査（p.432-434），4節4
項 ME機器の取り扱いとモニタリング（p.446-449）

モニタリング機
器の取り扱い

0 基礎看護技術Ⅱ　14章4節4項 ME機器の取り扱いとモニタリング
（p.446-449）

目標Ⅲ 保健・医療・福祉の中で看護の果たす役割について基本的な理解を問う。
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成人看護学

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 成人の特徴と
生活

A 成人期の発達
の特徴

2 身体的・心理
的・社会的な
特徴

2 成人看護学概論　2章1節2項 成人各期の特徴（p.30-40）／1章
3節1項 人間の成長発達と成人期（p.23-24）

発達課題の特徴 0 成人看護学概論　2章1節1項 成人期の発達課題と関連する理論
（p.28-30）

B 成人の生活 0 家族形態の変
化、家族機能

0 成人看護学概論　2章2節1項 家族における役割（p.41-43）／4章
2節3項 成人各期における生活の特徴（p.101-107）

ライフスタイ
ルの特徴

0 成人看護学概論　2章2節2項 社会における役割（p.43-44）／4
章2節 成人の生活の理解（p.91-107）／8章1節 ワーク・ライフ・
バランスと健康障害の関連（p.166-169）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章3節1項 生活行動とは

（p.98-109）

C 成人を取り巻
く環境

0 社会状況の変化 0 成人看護学概論　2章2節2項 社会における役割（p.43-44）／4
章2節 成人の生活の理解（p.91-107）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章3節1項 生活行動とは

（p.98-109）

産業構造・労
働環境の変化

0 成人看護学概論　8章1節1項 ワーク・ライフ・バランス（p.166-
167）

2 成人における
健康の保持・
増進や疾病の
予防

A 生活習慣に関連
する健康課題

5 生活習慣病の
要因

3 成人看護学概論　2章3節2項 壮年期にある人の健康問題（p.47-
49）／3章3節3項 生活習慣・生活行動による影響（p.73-78）／7
章 生活習慣に関連する健康障害（p.152-163）
臨床栄養学　3章3節4項 成人期（p.119）

健康問題の現
状と推移

2 成人看護学概論　7章1節 生活習慣に関連する健康課題（p.152-
159）

健康行動、保
健行動

0 成人看護学概論　7章2節 生活習慣の是正（p.159-163）

B 職業に関連す
る健康課題

2 就労条件・環
境と疾病との
関係

1 成人看護学概論　4章2節2項 生活の場（p.93-101）／8章2節2
項 職業性疾病の予防と対応（p.170-175）

職業性疾患、
作業関連疾患

1 成人看護学概論　8章2節1項 職業性 疾 病および業務上疾 病
（p.169-170），3項 事例（p.175-178）

C ストレスに関連
する健康課題

0 ストレスと健康 0 成人看護学概論　8章3節1項 ストレス（p.178-179），2項 成人
の生活ストレス（p.179-181）

ストレスと対
処法

0 成人看護学概論　8章3節3項 ストレス関連疾患の予防と対応
（p.182-187）／13章3節 ストレスマネジメント（p.265），4節 事例
で考えるストレスマネジメント（p.266-268）

目標Ⅰ 成人各期の健康保持・増進や疾病の予防について基本的な理解を問う。

目標Ⅱ 急性期にある患者と家族の特徴を理解し看護を展開するための基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 急性期にある
患者と家族の
看護

A 急性期にある
患者と家族の
特徴

2 身体的特徴 1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪化
の予期（p.83-91）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 急性期にある
患者と家族の
看護

A 急性期にある
患者と家族の
特徴

2 心理的特徴 0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章2節6項 家族および重
要他者の不安や負担への支援（p.33-34）／2章4節1項 健康危機
状況にある人の心理的・精神的状態（p.109-113），5節2項 家族
についてのアセスメント方法（p.124-131）
家族看護学　5章1節 急性期にある成人患者の事例（p.120-126）

社会的特徴 0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章2節6項 家族および重
要他者の不安や負担への支援（p.33-34）／2章4節1項 健康危機
状況にある人の心理的・精神的状態（p.109-113），5節2項 家族
についてのアセスメント方法（p.124-131）
家族看護学　5章1節 急性期にある成人患者の事例（p.120-126）

B 急性期におけ
る看護の基本

1 危機的状態へ
の支援

0 成人看護学概論　14章 危機（p.270-278）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章2節5項 心理的・精神
的混乱への支援（p.31-33）／2章4節3項 健康危機状況にある人
の心理的・精神的安定を図るための看護方法（p.117-118）／3章2
節2項 事例で考える緊急入院患者の看護（p.144-150）

治療の緊急度
と優先度、治
療選択・意思
決定への支援

1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節2項 手術等の侵襲
的治療を予定して受ける状況（p.37-42），3項 救命救急治療を必
要とする状況（p.43-47）
看護をめぐる法と制度　7章 インフォームドコンセント（p.390-
397）

代理意思決定
支援

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章5節 家族または重要他
者の不安や負担への対応（p.119-131）
看護をめぐる法と制度　7章2項 代諾（p.392-397）

4 救急看護、クリ
ティカルケア

A 緊急度と重症
度のアセスメ
ント

3 意識レベル、
神経学的所見、
全身状態

2 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節3項 救命救急治療
を必要とする状況（p.43-47）
疾患⑤脳・神経　2章1節 意識障害（p.20-29）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節2項 意識障害（p.142-
146）
臨床看護総論　2章3節 脳梗塞発症の患者さんへの看護ケア【事
例】（p.74-79）

バイタルサイン 1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節3項 予測性の有無
別にみた身体機能悪化への対応方法（p.95-97）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章1節1項 呼吸機能障害のアセ
スメント（p.80-86）／8章1節1項 循環機能障害のアセスメント

（p.194-198）
基礎看護技術Ⅰ　4章5節 バイタルサインの測定（p.145-168）

B 救急看護・ク
リティカルケ
アの基本

7 心肺停止状態
への対応

1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節3項 救命救急治療
を必要とする状況（p.43-47）
基礎看護技術Ⅱ　15章3節2項 除細動（p.460-461）
臨床看護総論　2章1節 心筋梗塞発症の患者さんへの看護ケア

【事例】（p.31-34）／3章4節8項 救急蘇生法（p.136-137）

ショックへの
対応

3 健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章3節 集中治療室入室
患者　慢性閉塞性肺疾患の急性増悪により集中治療室に入室し
た男性（p.150-159）
疾患②循環器　2章8節 ショック（p.43）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章2節1項 ショック（p.200）
病態生理学　2章6節4項 ケア（p.133-135）
臨床薬理学　6章2節 ショックに対して使用する薬（p.153-155）

急性症状の応
急処置

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節3項 救命救急治療
を必要とする状況（p.43-47）

外傷・熱傷・中
毒の応急処置

1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章7節2項 事例で考える
急性薬物中毒患者の看護（p.181-186）
災害看護　5章4節 応急処置・治療（p.112-117）

熱中症・低体
温症への応急
処置

1 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　5章2節1項 高体温
のアセスメントと対応（p.114-117）／9章1節1項 熱中症の予防

（p.180-181）

感染症への対応 1 基礎看護技術Ⅱ　4章6節2項 感染症発生時の対応（p.141-142）

5 周術期にある
患者と家族の
看護

A 術前の看護 4 手術療法の理
解を促す援助

0 周術期看護　4章1節2項 インフォームドコンセントの支援 （p.73-
74）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節2項 手術等の侵襲
的治療を予定して受ける状況（p.37-42）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 周術期にある
患者と家族の
看護

A 術前の看護 4 手術の意思決
定への援助

0 周術期看護　4章1節 主体的な治療参加への支援（p.72-77）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節2項 手術等の侵襲
的治療を予定して受ける状況（p.37-42）

術後合併症の
リスクアセス
メントと援助

1 周術期看護　4章2節 リスクアセスメント（p.78-81）／6章2節 呼
吸器合併症（p.117-120），3節 循環器合併症（p.120-123），4節 
術後腸閉塞，術後イレウス（p.124-126），5節 術後感染（p.126-
128），6節 縫合不全（p.129-130），7節 肺血栓塞栓症，深部静
脈血栓症（p.130-132），8節 術後せん妄（p.132-134），9節 内
視鏡手術による合併症（p.134-137）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪化
の予期（p.83-91）
臨床看護総論　2章2節 大腸がん発症の患者さんへの看護ケア

【事例】（p.55-58）

術前オリエン
テーション

2 周術期看護　4章1節3項 ボディイメージの受容や心理的ストレス
への対処に向けた援助（p.76-77）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章1節2項 事例で考える
病棟入院患者の看護（p.134-143）
臨床看護総論　2章2節 大腸がん発症の患者さんへの看護ケア

【事例】（p.55-58）

不安のアセス
メントと援助

0 周術期看護　4章3節2項 当日（手術室入室まで）（p.83-84）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章3節2項 手術等の侵襲
的治療を予定して受ける状況（p.37-42）／3章1節2項 事例で考え
る病棟入院患者の看護（p.134-143）

ボディイメー
ジ〈身体像〉の
変容への援助

1 周術期看護　4章1節3項 ボディイメージの受容や心理的ストレス
への対処に向けた援助（p.74-77）

B 術中の看護 5 手術方法によ
る影響と援助

0 周術期看護　3章1節 手術の種類と分類（p.60-65）／5章4節 術
中の管理（p.104-107）

手術体位によ
る影響と援助

2 周術期看護　5章3節 手術体位の介助（p.98-104）

麻酔による影
響と援助

2 周術期看護　2章2節2項 麻酔薬による生体の反応（p.33-37）／
5章2節3項 麻酔導入時の介助（p.95-97），5節 麻酔覚醒時の
支援（p.108-109）
病態生理学　2章40節2項 病態生理（p.301-303）

安全管理〈セーフ
ティマネジメント〉

（患者確認、ガー
ゼ遺残の防止）

1 周術期看護　5章1節 安全な環境の管理（p.88-92），2節1項 患
者確認（p.94-95），4節3項 体内遺残防止（p.107）

C 術後の看護 4 侵襲に対する
生体反応

2 周術期看護　6章1節1項 生体反応（p.112-114）

術後の鎮痛・
鎮静管理

0 周術期看護　6章1節2項 術後の疼痛管理（p.114-115）
緩和ケア　2章8節5項 手術に伴う苦痛の緩和（p.154-155）
疾患③消化器　4章2節 ②開腹術を受ける患者の看護study「痛
みに寄り添う看護」（p.131）

創傷管理・処置 1 周術期看護　6章1節3項 創傷管理（p.115-116）

ドレーン管理・
処置

1 周術期看護　6章1節4項 ドレーン管理（p.116-117），5節2項 予
防のための援助（p.127-128）
疾患③消化器　4章3節 ドレナージ（p.132-137）

D 術後合併症と
予防

2 術後出血 0 周術期看護　2章2節6項 周術期の患者の体験（p.50）／6章3節
1項 循環器合併症とは（p.120-122）

深部静脈血栓
症、肺血栓塞
栓症

0 周術期看護　6章7節 肺血栓塞栓症，深部静脈血栓症（p.130-
132）
疾患①呼吸器　8章2節 ①肺血栓塞栓症（PTE）とは（p.164-167）
疾患②循環器　14章2節 静脈系（p.313-317）

呼吸器合併症 1 周術期看護　6章2節 呼吸器合併症（p.117-120）
疾患①呼吸器　4章5節 ①手術療法とは（p.97-98）

感染症 0 周術期看護　6章5節 術後感染（p.126-128）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 周術期にある
患者と家族の
看護

D 術後合併症と
予防

2 廃用症候群 1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章2節1項 身体機能悪化
の予期（p.89-91）
疾病と治療　9章11節 廃用症候群（p.260-261）

消化器合併症 0 周術期看護　6章4節 術後腸閉塞，術後イレウス（p.124-126）

E 術後の機能障
害や生活制限
への看護

0 ボディイメー
ジ〈身体像〉の
受容への支援

0 周術期看護　7章1節 術後障害とは（p.140-141），2節 術後障害
が及ぼす全人的な影響（p.142-143），3節 継続看護の必要性と
影響要因（p.143-144）

退院調整 0 周術期看護　7章4節2項 療養生活の場の調整：医療依存度と退
院調整活動（p.150-151），5節 継続看護を支える看護師間・多
職種間の連携（p.152-154）

機能訓練 0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章2節1項 生命維持レベ
ルのセルフケア再獲得への支援（p.254-257）
周術期看護　7章3節3項 術後障害に対する継続支援の必要性と
ゴール（p.143-144），4節1項 失われた機能を補うためのセルフケ
ア技術の習得（p.144-150）

セルフケア能
力の獲得

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章2節2項 生活基本行動
レベルのセルフケア再獲得への支援（p.257-270）
周術期看護　7章4節1項 失われた機能を補うためのセルフケア技
術の習得（p.144-150）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 慢性疾患があ
る患者と家族
の看護

A 慢性疾患があ
る患者と家族
の特徴

0 慢性疾患の特
徴、慢性疾患
の動向

0 成人看護学概論　3章4節3項 健康レベル・経過別看護（p.81-
83）／11章1節 病みの軌跡とは−慢性の病いと人間（p.228）
セルフマネジメント　1章2節1項 セルフマネジメントと社会的背景

（p.19-21）

慢性疾患ととも
に生きる患者と
家族の特徴

0 成人看護学概論　11章2節 病みの軌跡という考え方（p.228-
232）
セルフマネジメント　4章2節 生活者としてのクライアントの物語を
聴く（p.91-97）

B 慢性疾患の治療
と看護の基本

0 治療選択・意思
決定への支援

0 セルフマネジメント　1章3節 セルフマネジメントのための主要概念
（p.25-26），4節 セルフマネジメントにおける看護職の主要な責任
（p.27-28）

症状のマネジ
メント

0 セルフマネジメント　1章2節3項 知識と技術の提供（p.23-24）／
5章4節 シンプトン ・マネジメント（p.104-105）

治療や療養の
継続的な支援
と連携

0 セルフマネジメント　3-2章3節 エンパワメントのアプローチ（p.53-
56）／6章 評価のしかた（p.108-109）

C セルフケア ・
自己管理を促
進する看護

5 セルフケア能
力とセルフケ
ア行動のアセ
スメント、アド
ヒアランスに
影響する要因
のアセスメント

0 成人看護学概論　12章3節 セルフケアと成人看護（p.249-250），
4節 事例で考えるオレムの看護理論（p.251-253）／15章3節 事例
で考えるロイ適応看護モデル（p.285-291）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章1節 成人にとってのセル
フケア再獲得　セルフケアの低下した大人の理解と看護の視座

（p.188-200）／5章1節 セルフケア低下状態のアセスメントと評価
（p.238-252）
セルフマネジメント　2章2節2項 アド ヒア ランス（adherence）

（p.38-39）

自己管理支援、
セルフケア支援

5 健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章2節 セルフケアの低下
と再獲得（p.201-221）
成人看護学概論　12章4節 事例で考えるオレムの看護理論（p.251-
253）
セルフマネジメント　1章2節3項 知識と技術の提供（p.21-24）／
5章3節 アクションプラン設定の援助（p.101-103）

自己効力感、
エンパワメント

0 セルフマネジメント　1章3節3項 自己効力感（p.26）／3-2章3節 
エンパワメントのアプローチ（p.53-56）／3-3章2節 自己効力を高
める四つの情報源（p.65-68）
リハビリテーション看護　2章7節 エンパワメント（p.46-47）

目標Ⅲ 慢性疾患がある患者と家族の特徴を理解し看護を展開するための基本的な理解を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数
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目標Ⅳ リハビリテーションの特徴を理解し看護を展開するための基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 慢性疾患があ
る患者と家族
の看護

D 社会的支援の
獲得への援助

4 患者と家族の
相互作用と関
係性

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章3節 家庭におけるセル
フケアの再獲得　脳出血家庭復帰期にある人の看護（p.309-
318）
リハビリテーション看護　6章2節 家族（p.185-191）
臨床看護総論　2章3節 脳梗塞発症の患者さんへの看護ケア【事
例】（p.94-99）
家族看護学　1章1節3項 健康障害をもつ家族員を抱えた家族

（p.14-15）

退院支援、退
院調整

2 健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章2節3項 社会生活レベ
ルのセルフケアの低下と再獲得（p.213-217）
周術期看護　7章4節2項 療養生活の場の調整：医療依存度と退
院調整活動（p.150-151），5節 継続看護を支える看護師間・多
職種間の連携（p.152-154）

多職種連携 1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節1項 セルフケア再
獲得を支援する人的システム（p.275-278）
周術期看護　7章5節 継続看護を支える看護師間・多職種間の連
携（p.152-154）

セルフヘルプ
グループ ・サ
ポートグルー
プ ・家 族 会
の活用と支援

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節1項 セルフケア再
獲得を支援する人的システム（p.279-281）
セルフマネジメント　5章3節3項 社会（p.103）

医療費助成制
度の活用

1 健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-290），2項 セルフケア再獲
得を支援する法的システム（p.283-290）
セルフマネジメント　13章2節3項 HIV感染者の環境へのサポート

（p.222）
看護をめぐる法と制度　5章2節26項 難病医療法（p.317-319）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 リハビリテー
ションの特徴
と看護

A リハビリテー
ションの特徴

1 リハビリテー
ションの定義

0 リハビリテーション看護　1章1節1項 リハビリテーションの定義と
考え方（p.14）
疾患②循環器　4章6節 心臓リハビリテーション（p.132-136）
疾患⑦運動器　4章8節 ①リハビリテーションとは（p.98）

リハビリテー
ションにおけ
る看護の役割

0 リハビリテーション看護　1章4節 リハビリテーション看護とは
（p.21-25）
疾患⑦運動器　4章8節 ②リハビリテーション看護とは（p.102-
103）

機能障害と分類 1 リハビリテーション看護　2章1節1項 国際生活機能分類（ICF）
（p.34-37）
疾患⑦運動器　4章8節 ①リハビリテーションとは（p.98-99）

B 機能障害のア
セスメント

2 生活機能障害
と日常生活動
作〈ADL〉

2 リハビリテーション看護　2章3節 ADL：activities of daily living
（p.39-40）／7章3節4項 活動・参加促進に向けたADL支援（学
習支援）（p.219-225）
疾患⑦運動器　2章 運動器の異常でみられる症候（p.25-38）／3
章2節 計測（p.40-47），3節 徴候・テスト（p.47-51），4節 神経
学的検査（p.51-54）
運動機能障害　8章2節1項 基本的動作と日常生活活動の障害

（p.152-156）

居住環境 0 リハビリテーション看護　6章4節 居住環境（p.194-199）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章2節3項 社会生活レベ
ルのセルフケア再獲得への支援（p.270-274）

C 障害に対する
受容と適応へ
の看護

1 廃用症候群の
予防

1 リハビリテーション看護　1章5節1項 急性期リハビリテーションに
おける看護（p.26），5項 予防的リハビリテーションにおける看護

（p.28-30）
疾患⑦運動器　18章3節 廃用症候群（生活不活発病）（p.303）
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72　 　 73

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 リハビリテー
ションの特徴
と看護

C 障害に対する
受容と適応へ
の看護

1 日常生活動作
〈ADL〉・活動
範囲の拡大に
向けた援助

0 リハビリテーション看護　7章3節4項 活動・参加促進に向けた
ADL支援（学習支援）（p.219-225）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章2節2項 生活基本行動
レベルのセルフケアの低下と再獲得（p.205-210）
成人看護学概論　5章3節3項 自立度、ADL、IADL（p.117-118）
／12章 セルフケア（p.244-245）
疾患⑦運動器　4章8節 リハビリテーション（p.98-103）／19章 バ
イク事故で脊髄損傷、四肢麻痺となった患者の看護（p.306-315）
運動機能障害　8章2節2項 日常生活活動の自立に向けた援助

（p.156-158）

補助具・自助
具の活用

0 リハビリテーション看護　7章3節3項 代償機能の活用（p.217-
219），4項 活動・参加促進に向けたADL支援（学習支援）（p.219-
225）／8章7節3項 看護の実際（p.285-288）
疾患⑦運動器　4章3節 装具療法（p.82-85）
運動機能障害　7章8節5項 装具を使った療法（p.140-142）

心理的葛藤へ
の援助

0 リハビリテーション看護　6章1節 肯定的な自己概念：障害受容
（p.180-185）／7章3節1項 主体性回復への支援（p.213-216）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　2章4節3項 健康危機状況
にある人の心理的・精神的安定を図るための看護方法（p.117-118）
成人看護学概論　13章 ストレス（p.256-268）
疾患⑦運動器　19章 バイク事故で脊髄損傷、四肢麻痺となった
患者の看護（p.306-315）

D チームアプロー
チと社会資源
の活用

0 多職種連携 0 リハビリテーション看護　4章 チームアプローチと看護の役割（p.66-
83）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節1項 セルフケア再
獲得を支援する人的システム（p.275-278）

社会資源の活用 0 リハビリテーション看護　3章4節 障害者を支えるサービス（p.59-
63）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　5章3節2項 セルフケア再
獲得を支援する法的システム（p.283-290）
運動機能障害　8章4節2項 社会資源の活用（p.163-166）
看護をめぐる法と制度　5章2節10項 身体障害者福祉法（p.300-
301）

E 患者の社会参
加への支援

0 就労条件・環
境の調整

0 リハビリテーション看護　1章3節4項 職業的リハビリテーション
（p.20-21）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章5節2項 脊髄損傷者の
看護（p.331-335）

社会参加を促
す要素と阻害
要因

0 リハビリテーション看護　7章1節 生活の再構築とは（p.202-205）
／9章2節 脳血管疾患患者の看護（回復期～生活期）（p.302-308）
成人看護学概論　8章4節 身体活動と健康障害（p.187-196）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　4章1節4項 中途障害者の
セルフケアの再獲得体験と看護（p.195-197）／5章2節3項 社会
生活レベルのセルフケア再獲得への支援（p.270-274）

目標Ⅴ がん患者と家族の特徴を理解し看護を展開するための基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 がん患者と家
族への看護

A がん患者の抱
える苦痛

2 転移・浸潤に伴
う身 体 的苦 痛、
身体症状に伴う
活動制限

1 緩和ケア　2章1節1項 身体症状の頻度（p.58-59），9節 事例1：
大腸癌が骨転移した患者の疼痛緩和（p.156-158），2節1項 がん
疼痛の機序と分類（p.62-66），2項 疼痛のアセスメント （p.66-
71），3節 全身倦怠感の治療と看護（p.91-96）

がんの診断や再
発・転移による
心理的苦痛

0 緩和ケア　2章1節1項 身体症状の頻度（p.58-59），9節 事例1：
大腸癌が骨転移した患者の疼痛緩和（p.156-158）／3章2節 不安
の治療と看護（p.171-172），3節3項 抑うつの原因（p.175-176），
6節 事例：精神症状をもつ患者の緩和ケア（p.194-198）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章1節2項 事例で考える
病棟入院患者の看護（p.134-143）

社会的苦痛 0 緩和ケア　4章1節 社会的苦痛とは（p.202-204）

スピリチュア
ルな苦痛

1 緩和ケア　5章2節 スピリチュアルペインとは（p.222-225）
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※第105〜111回までの出題問題数
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目標Ⅵ 終末期にある患者、および緩和ケアを必要とする患者と家族の特徴を理解し看護を展開するための基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 がん患者と家
族への看護

B がん患者の集学
的治療と看護

6 手術療法と看護 0 緩和ケア　2章8節5項 手術に伴う苦痛の緩和（p.154-155）

薬物療法と看護 2 セルフマネジメント　11章3節1項 化学療法時の看護（p.185-186）
緩和ケア　2章8節2項 がん薬物療法に伴う苦痛の緩和（p.139-
146）
臨床薬理学　3章1節1項 化学療法（p.72-77）

放射線療法と
看護

2 セルフマネジメント　11章3節2項 放射線療法時の看護（p.186-188）
緩和ケア　2章8節3項 放射線療法に伴う苦痛の緩和（p.146-149）

造血幹細胞移
植と看護

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　4章5節3項 造血幹
細胞移植を受ける患者の看護（p.84-86）

免疫療法と看護 0 緩和ケア　2章8節2項 がん薬物療法に伴う苦痛の緩和（p.139-
146）

C がん患者の社会
参加への支援

0 就労継続・環
境の調整

0 緩和ケア　4章1節 社会的苦痛とは（p.202-204），4節 社会的
存在を支えるための資源（p.207-214）

社会参加を促す
要素と阻害要因

0 緩和ケア　4章2節 社会的苦痛のアセスメント（p.204-205），3
節 ソーシャルサポート（p.205-206）

がんサバイバー、
がんサバイバー
シップ

0 緩和ケア　2章8節3項 用語解説「がんサバイバー」（p.148）

社会資源の活
用（ピアサポー
トを含む）

0 緩和ケア　4章3節 ソーシャルサポート（p.205-206），4節 社会
的存在を支えるための支援（p.207-214）

D がん患者の家族
の特徴と看護

0 家族が直面す
る課題

0 緩和ケア　9章1節 看護の対象としての家族（p.302-303），2節 
緩和ケアを受ける患者の家族が体験する問題（p.303-305）

家族への支援 0 緩和ケア　9章3節 家族ケアにおける看護師の役割（p.305-
307），4節 悲嘆と遺族ケア（p.308-311）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 終末期にある
患者および緩
和ケアを必要
とする患者と
家族への看護

A 緩和ケアを必要
とする患者と家
族への看護

2 がん患者 2 緩和ケア　1章1節 生命を脅かす疾患を抱える患者の苦痛とQOL
（p.20-24）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章4節 訪問看護を利用し
ている患者　肝癌末期でほぼ寝たきりの独居の男性，肺癌で在宅
酸素療法を続ける子育て中の女性（p.159-165）
セルフマネジメント　11章4節 乳癌のクライアントのセルフマネジ
メント事例（p.188-195）

慢性心不全患者 0 緩和ケア　10章3節 慢性心不全の緩和ケア（p.321-323）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章5節2項 事例で考える
終末期患者の看護（p.166-173）
疾患②循環器　5章1節 心不全（p.149-154）

慢性呼吸不全
患者

0 緩和ケア　10章5節 慢性閉塞性肺疾患の緩和ケア（p.324-325）
疾患②循環器　17章 慢性心不全による入退院を繰り返す患者の
看護（p.337-344）／18章 心不全で最期を家で迎える患者の看護

（p.345-352）

難病患者 0 リハビリテーション看護　1章5節4項 終末期（ターミナル期）リハ
ビリテーションにおける看護（p.27-28）

B エンド・オブ・
ライフ・ケア

〈end-of- life 
care〉

4 症状アセスメン
トとマネジメント

1 緩和ケア　2章 身体症状とその治療・看護（p.58-155）／3章 精
神症状とその治療・看護（p.168-193）

全人的苦痛の
アセスメントと
マネジメント

2 緩和ケア　1章1節2項 全人的苦痛（トータルペイン）とQOL（生
活の質） （p.21-22）／4章 社会的ケア（p.202-214）／5章2節2項 
スピリチュアルペインのアセスメント （p.222-225），3節2項 苦悩
の内容に対応するスピリチュアルケア（p.226-229）／8章4節4項 
治療抵抗性の苦痛に対する鎮静の実際（p.291-294）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　1章2節2項 苦痛の緩和

（p.27-28）／3章4節 訪問看護を利用している患者　肝癌末期でほ
ぼ寝たきりの独居の男性，肺癌で在宅酸素療法を続ける子育て中
の女性（p.159-165）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 終末期にある
患者および緩
和ケアを必要
とする患者と
家族への看護

B エンド・オブ・
ライフ・ケア

〈end-of- life 
care〉

4 治療中止や療
養の場の移行
に対する意思
決定支援

0 緩和ケア　6章2節4項 悪い知らせを伝えられる際のコミュニケー
ションに関するがん患者の意向（SARE）（p.238-242）／11章3節 
がん医療における意思決定（p.334-338）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章5節2項 事例で考える
終末期患者の看護（p.166-173）
看護をめぐる法と制度　7章2項 plusα「意思決定支援」（p.393）
／9章1節2項 生命倫理の基本原則（p.413-414）

予期的悲嘆に
対するアセス
メントとケア

0 緩和ケア　9章3節 家族ケアにおける看護師の役割（p.305-307）

アドバンス・
ケア・プラン
ニング〈ACP〉

1 緩和ケア　11章3節6項 患者の意思決定の自由を実現するために
重要なこと（p.337）
看護をめぐる法と制度　6章7節2項 囲み「成年後見制度利用促進
基本計画」（p.353）／9章2節3項 囲み「事前の意思表示」（p.418）

家族への支援 0 緩和ケア　8章2節3項 臨死期の治療とケアのポイント （p.283-
287）／9章 家族ケア（p.302-313）
家族看護学　5章4節 在宅で終末期を迎える患者の事例（p.142-
149）

C 臨死期の看護 0 身体的特徴と
ケア

0 緩和ケア　8章2節3項 臨死期の治療とケアのポイント （p.283-
287），3節 臨死期における輸液療法（p.287-290），4節 苦痛緩
和のための鎮静（p.290-294）

精神的特徴と
ケア

0 緩和ケア　3章 精神症状とその治療・看護（p.168-198）／8章2
節3項 臨死期の治療とケアのポイント （p.283-287）

家族の悲嘆へ
のケア、代理
意思決定支援

0 緩和ケア　9章4節 悲嘆と遺族ケア（p.308-313）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　3章5節2項 事例で考える
終末期患者の看護（p.166-173）
緩和ケア　11章3節 がん医療における意思決定（p.334-338）
家族看護学　5章4節 在宅で終末期を迎える患者の事例（p.142-
149）

目標Ⅶ 各機能障害のある患者の特徴および病期や障害に応じた看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 呼吸機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 酸素化障害 1 疾患①呼吸器　6章1節 ②肺水腫患者の看護（p.120-121），2節 
② ARDS 患者の看護（p.123-125），3節 ②無気肺患者の看護

（p.126-128）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章3節1項 拡散障害とはどのよ
うな状態か（p.40），2項 拡散障害に伴う症状とその検査（p.41）

換気障害 1 疾患①呼吸器　7章1節 ②COPD患者の看護（p.135-144），2節1
項 ②間質性肺疾患患者の看護（p.145-146），2項 ②放射性肺炎
患者の看護（p.147），3項 ②薬剤性肺炎患者の看護（p.148），4項 
②膠原病による間質性肺炎などの合併した患者の看護（p.149-150），
5項 ②特発性間質性肺炎（IIP）患者の看護（p.153-155），3節 ②
睡眠時無呼吸症候群（SAS）患者の看護（p.157-159）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節 換気障害（p.28-38）／
2章2節1項 呼吸性アシドーシスとはどのような状態か（p.66-67），
3節1項 呼吸性アルカローシスとはどのような状態か（p.70），2項 
呼吸性アルカローシスを伴う代表的疾患と検査・治療（p.70-71）／
4章2節6項 呼吸性アシドーシス（p.94），7項 呼吸性アルカローシ
ス（p.94-95）

呼吸運動障害 0 疾患①呼吸器　5章2節 ②急性呼吸不全患者の看護（p.112-113），
3節 ②慢性呼吸不全患者の看護（p.114-115）／7章3節 ②睡眠
時無呼吸症候群（SAS）患者の看護（p.157-159）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章7節2項 睡眠時無呼吸症候
群に伴う症状とその検査（p.58-59）／2章2節2項 呼吸性アシドー
シスを伴う代表的疾患と検査・治療（p.67-69）

生命・生活へ
の影響

0 疾患①呼吸器　15章 肺切除術を受ける患者の看護（p.290-300）
／16章 COPD患者の急性増悪から在宅療養に向けた看護（p.301-
310）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章1節3項 心身・日常生活への
影響（p.87-88）
リハビリテーション看護　5章1節3項 日常生活への影響（p.91-92）

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
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促
進

健
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支
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と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

必
修
問
題

成
人
看
護
学

※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 呼吸機能障害
のある患者の
看護

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

3 動脈血ガス分
析、動脈血酸
素飽和度

0 疾患①呼吸器　3章4節 酸素飽和度検査（p.44），9節 動脈血ガ
ス分析（p.48-49）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節2項 肺循環障害に伴う症
状とその検査（p.47-48）

呼吸機能検査 1 疾患①呼吸器　3章2節 肺機能検査（呼吸機能検査，スパイロメ
トリー）（p.41-42），3節 ピークフロー値測定（p.42-44）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章1節1項 呼吸機能障害のアセ
スメント（p.80-86）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節11項 呼吸機能検査（p.440-441）

気管支鏡検査 1 疾患①呼吸器　3章12節 気管支鏡検査（p.55-60）
呼吸機能障害／循環機能障害　3章1節 気管支鏡検査（p.74-75）

胸腔穿刺 0 疾患①呼吸器　3章10節 胸水穿刺（p.50-52）
呼吸機能障害／循環機能障害　3章2節 胸腔穿刺検査（p.75-76）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節9項 穿刺法（p.434-440）

肺生検 0 疾患①呼吸器　3章11節 経皮的肺生検（p.53-55）
呼吸機能障害／循環機能障害　3章3節 肺生検（p.77）

胸部エックス
線検査、胸部
CT検査

1 疾患①呼吸器　3章6節 胸部単純 X 線検査（p.46-47），7節 胸
部CT検査（p.47）

喀痰の吸引、
喀痰細胞診、
喀痰培養

0 疾患①呼吸器　2章4節 咳嗽（咳）／喀痰（痰）（p.28-31）／3章5
節 喀痰検査（p.45-46）

C 治療を受ける
患者の看護

2 酸素療法 0 疾患①呼吸器　4章1節 ②酸素療法の看護（p.65-69）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節5項 在宅酸素療法（HOT）

（p.110-112）
基礎看護技術Ⅱ　10章5節5項 酸素療法（p.303-312）

侵襲的・非侵
襲的陽圧換気

0 疾患①呼吸器　4章1節 ③急性期の人工呼吸療法の看護（p.76-
81）， ④慢性期の人工呼吸療法の看護（p.81-83）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章3節3項 拡散障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.44）／4章2節6項 呼吸性アシドーシス

（p.94），4節4項 人工呼吸療法（p.108-109）

肺切除術、内視
鏡的肺切除術

0 疾患①呼吸器　4章5節 手術療法（p.94-103）／15章 肺切除術
を受ける患者の看護（p.290-300）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章3節2項 肺切除術（p.99）
周術期看護　9章1節3項 肺癌の手術を受ける人の看護（p.165-168）

胸腔ドレナージ 1 疾患①呼吸器　4章4節 胸腔ドレナージ（p.89-94）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節2項 胸腔ドレナージ（p.104-
105）

吸入による薬
物療法

0 疾患①呼吸器　4章3節 ②薬物療法の看護（p.87-89）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章4節1項 吸入療法（p.102-104）

薬物療法（化学
療法、抗菌薬）

1 疾患①呼吸器　4章3節 薬物療法（p.83-89）
呼吸機能障害／循環機能障害　4章3節3項 呼吸器関連の服薬
指導（p.99-100）
臨床薬理学　7節1節 気管支喘息と薬物療法（p.166-177），2節 
呼吸器疾患に使用する薬（p.178-181）

D 病期や機能障害
に応じた看護

8 腫瘍（肺癌、悪
性中皮腫）

2 周術期看護　9章1節3項 肺癌の手術を受ける人の看護（p.165-
168）
疾患①呼吸器　10章2節 ②小細胞肺癌患者の看護（p.216-219），
3節 ②非小細胞肺癌患者の看護（p.220-228）／12章3節 ②胸膜
中皮腫患者の看護（p.253-255），4節 ②縦隔腫瘍患者の看護

（p.257），6節 ②胸腺腫／胸腺癌患者の看護（p.259-260）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.35-37）

呼吸器感染症
（肺炎、気管支炎、

胸膜炎、肺結核、
膿胸）

3 疾患①呼吸器　9章3節2項 ②市中肺炎（CAP）患者の看護（p.178-
180），2項 ③非定型肺炎患者の看護（p.180-181），3項 ②院内肺炎

（HAP）患 者 の 看 護（p.182-184），4 項 ② 医 療・介 護 関 連 肺 炎
（NHCAP）患者の看護（p.186-187），4節 ②ウイルス性肺炎患者の看

護（p.188-189）／12章1節 胸膜炎（p.247-248）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.34-35），3節3項 拡散障害を引き起こす主
な疾患と治療（p.41-45），6節3項 代表的な呼吸器感染症と治療

（p.56）／5章2節 間質性肺炎患者の看護【事例】（p.124-133）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

10 呼吸機能障害
のある患者の
看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

8 慢性閉塞性肺
疾患〈COPD〉、
肺気腫

2 疾患①呼吸器　7章1節 ②COPD患者の看護（p.135-144）／16章 
COPD患者の急性増悪から在宅療養に向けた看護（p.301-310）
呼吸機能障害／循環機能障害　5章1節 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患

（COPD）患者の看護【事例】（p.114-123）
セルフマネジメント　9章3節 呼吸不全のクライアントのセルフマ
ネジメント事例（p.153-160）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.30-32）

気管支喘息 1 疾患①呼吸器　11章1節 ②気管支喘息患者の看護（p.236-242）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.32-34）／2章2節2項 呼吸性アシドーシスを
伴う代表的疾患と検査・治療（p.68-69）
造血機能障害／免疫機能障害　4章4節 気管支喘息患児の看護

（p.182-191）

気胸 0 呼吸機能障害／循環機能障害　1章2節3項 換気障害を引き起こ
す主な疾患と治療（p.38），5節3項 代表的な胸部外傷と治療

（p.52）
周術期看護　9章2節3項 気胸の手術を受ける人の看護（p.172-
174）
疾病と治療　3章6節3項 ナーシングチェックポイント（p.75-76）

11 循環機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 ポンプ機能障害 0 疾患②循環器　10章1節7節 弁膜疾患患者の看護（p.255-259）
／11章1節 先天性心疾患（p.261-269），2節 成人先天性心疾患

（p.270-271）／12章1節 心筋症（p.274-280）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章2節 ポンプ機能の障害―心
筋障害（p.140-143），3節 ポンプ機能の障害―弁機能の障害

（p.144-151），4節 ポンプ機能の障害―心臓の形態異常（p.152-
156）

刺激伝導障害 2 疾患②循環器　9章1節 徐脈性不整脈（p.216-220），2節 頻脈
性不整脈（p.220-240）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章7節1項 刺激伝導系の障害と
はどのような状態か（p.167），2項 刺激伝導系の障害に伴う症状
とその検査（p.168-169）

血管・リンパ
管障害

0 疾患②循環器　14章1節 動脈系（p.303-311），2節 静脈系（p.312-
317）／15章1節 癌性リンパ管症・リンパ浮腫・上大静脈症候群

（p.320-324），2節 心毒性の薬物による心不全（p.326）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節 末梢性の循環障害―血
管の障害（p.176-180）

生命・生活へ
の影響

0 疾患②循環器　5章1節 心不全（p.149-154）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章1節2項 心身・日常生活への
影響（p.198-199）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

1 心電図 1 疾患②循環器　3章4節 心電図・心肺運動負荷試験（p.68-69）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章7節2項 刺激伝導系の障害
に伴う症状とその検査（p.168-169）

心血管超音波 0 疾患②循環器　3章6節 心エコー法・経食道心エコー法（p.76-
77）
呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節2項 肺循環障害に伴う症
状とその検査（p.48）

血管造影 0 疾患②循環器　3章7節 心臓カテーテル検査（p.82-83），9節 冠
動脈CT検査（p.86-87）
呼吸機能障害／循環機能障害　7章2節3項 検査時の看護（p.190-
191）

心臓カテーテル 0 疾患②循環器　3章7節 心臓カテーテル検査（p.82-83）
呼吸機能障害／循環機能障害　7章1節3項 検査時の看護（p.189）

C 治療を受ける
患者への看護

5 経皮的冠動脈
形成術〈PCI〉

2 疾患②循環器　4章2節1項 経皮的冠動脈インターベンション（PCI）
（p.108-110）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章3節1項 経皮的冠状動脈イン
ターベンション（PCI）（p.207-208）

冠動脈バイパ
ス術〈CABG〉

1 疾患②循環器　4章3節 開心術（p.118-124）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章3節2項 開心術（p.208-210）
周術期看護　10章1節3項 狭心症の手術を受ける人の看護（p.183-
186）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 循環機能障害
のある患者の
看護

C 治療を受ける
患者への看護

5 弁置換術、弁
形成術

0 疾患②循環器　4章3節 開心術（p.118-124）／10章1節7項 弁
膜疾患患者の看護（p.258）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章3節3項 弁機能の障害を引き
起こす主な疾患と治療（p.147-151）／8章3節2項 開心術（p.208-
210）
周術期看護　10章2節3項 心臓弁膜症の手術を受ける人の看護

（p.191-195）

大動脈内バルー
ンパンピング

〈IABP〉

0 疾患②循環器　4章4節 補助循環療法（p.124-127）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節3項 冠血流障害（虚血
性心疾患）を引き起こす主な疾患と治療（p.164-165）／8章3節3
項 補助循環装置（p.210-211）

ペースメーカー 2 疾患②循環器　4章5節 植込み型心臓デバイス（p.127-132）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章4節1項 ペースメーカー（p.216-
218）
周術期看護　10章 コラム「ペースメーカー，ICD装着患者への援
助方法」（p.207）

植込み型除細
動器

0 疾患②循環器　4章5節 植込み型心臓デバイス（p.128-132）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章4節2項 植え込み型除細動器

（ICD）（p.218-219）
周術期看護　10章 コラム「ペースメーカー，ICD装着患者への援
助方法」（p.207）

血栓溶解療法、
血栓除去術

0 疾患②循環器　4章2節1項 経皮的冠動脈インターベンション
（PCI）（p.108-110）／8章2節3項 ST上昇型心筋梗塞（p.200-
205）
呼吸機能障害／循環機能障害　8章3節4項 血栓溶解療法・血
栓除去術（p.211-212）

心臓リハビリ
テーション

0 疾患②循環器　4章6節 心臓リハビリテーション（p.132-136）

カテーテル治療 0 疾患②循環器　4章2節 カテーテル治療（p.105-115）

D 病期や機能障害
に応じた看護

7 心不全 1 疾患②循環器　5章1節 心不全（p.149-154）／17章 慢性心不全
による入退院を繰り返す患者の看護（p.337-344）／18章 心不全
で最期を家で迎える患者の看護（p.345-352）
呼吸機能障害／循環機能障害　9章2節 心不全患者の看護【事例】

（p.230-236）
セルフマネジメント　12章2節 慢性心不全をもつ人に必要とされる
マネジメント（p.201-207），3節 慢性心不全のクライアントのセ
ルフマネジメント事例（p.207-213）

虚血性心疾患 5 疾患②循環器　8章1節 狭心症（p.189-192），2節 急性冠症候群
（ACS）（p.194-211）

呼吸機能障害／循環機能障害　6章6節3項 冠血流障害（虚血
性心疾患）を引き起こす主な疾患と治療（p.162-165）／8章3節 
循環機能障害の治療に伴う看護（p.207-214）／9章1節 狭心症
患者の看護【事例】（p.222-229）
周術期看護　10章1節3 項 狭心 症の手 術を受ける人の看護

（p.183-186）
リハビリテーション看護　8章2節 急性心筋梗塞患者の看護（p.241-
250）

弁膜症 1 疾患②循環器　10章1節7項 弁膜疾患患者の看護（p.255-259）
周術期看護　10章2節3項 心臓弁膜症の手術を受ける人の看護

（p.191-195）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章3節 ポンプ機能の障害―弁
機能の障害（p.144-151）

不整脈 0 疾患②循環器　9章1節 徐脈性不整脈（p.216-220），2節 頻脈
性不整脈（p.229-240）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章7節3項 刺激伝導系の障害
を引き起こす主な疾患と治療（p.170-171）

動脈系疾患（大
動脈瘤、閉塞性
動脈硬化症）

0 疾患②循環器　14章1節3項 閉塞性動脈硬化症（末梢動脈疾患）
（p.309-311）
呼吸機能障害／循環機能障害　6章9節 末梢性の循環障害―血
管の障害（p.176-180）／8章2節5項 下肢の痛み（p.203-204）
周術期看護　10章4節3項 閉塞性動脈硬化症の手術を受ける患
者の看護（p.203-206）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

11 循環機能障害
のある患者の
看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

7 静脈系疾患（深
部静脈血栓症、
肺塞栓症）

0 呼吸機能障害／循環機能障害　1章4節 肺循環障害（p.46-49）
／6章9節3項 血管の障害を引き起こす主な疾患と治療（p.180）
疾患②循環器　14章2節2項 深部静脈血栓症（p.313-314），3
項 肺塞栓症（p.315-317）
周術期看護　6章3項 症状出現時の援助（p.132）

心筋炎、心膜炎 0 呼吸機能障害／循環機能障害　6章2節3項 3 心筋障害を引き起
こす主な疾患と治療（p.142-143），5節 心膜の異常―心膜炎

（p.157-159）
疾患②循環器　12章2節 心筋炎（p.281-284）／13章1節 心膜炎

（p.289-293）

12 消化・吸収機
能障害のある
患者への看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

5 嚥下障害 2 疾患③消化器　2章3節 摂食・嚥下機能障害（p.31-36）
臨床栄養学　4章3節 嚥下障害のある人のための食事（p.153-
159）
栄養代謝機能障害　3章1節1項 特徴的な症状とその看護（p.96-
106）／5章1節 摂食障害のある患者の看護：食道癌（p.188-194）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節10項 嚥下障害（p.179-
184）

消化管機能障害 1 疾患③消化器　5章 口腔・歯科・頭頸部の疾患（p.162-175）／6
章 食道の疾患（p.176-197）／7章 胃・十二指腸疾患（p.198-
223）／8章 小腸・大腸・肛門疾患（p.224-285）
栄養代謝機能障害　3章2節 消化吸収機能障害のある患者の看
護（p.114-134），3節 排便機能障害のある患者の看護（p.138-
152）／5章2節 消化吸収機能障害のある患者の看護（1）：十二指
腸潰瘍（p.195-200），4節 排便障害のある患者の看護：大腸癌

（p.208-213）

膵液分泌障害 0 疾患③消化器　11章 膵臓の疾患（p.338-349）
栄養代謝機能障害　1章2節4項 膵疾患（p.46-50）／3章2節5
項 膵疾患患者の看護（p.133-134）

胆汁分泌障害 2 疾患③消化器　9章 肝臓の疾患（p.286-316）／10章 胆道系の
疾患（p.318-337）
栄養代謝機能障害　5章3節 消化吸収機能障害のある患者の看護

（2）：閉塞性黄疸（p.203-207）

生命・生活へ
の影響

0 疾患③消化器　2章 消化器の異常でみられる症候と看護（p.25-
76）／5章 口腔・歯科・頭頸部の疾患（p.162-175）／6章 食道の
疾患（p.176-197）／7章 胃・十二指腸疾患（p.198-223）／8章 
小腸・大腸・肛門疾患（p.224-285）／10章 胆道系の疾患（p.318-
337）／12章 腹膜・腹壁・横隔膜の疾患（p.350-361）
栄養代謝機能障害　3章1節1項 特徴的な症状とその看護（p.96-
107），2節1項 特徴的な症状とその看護（p.114-129），3節1項 
特徴的な症状とその看護（p.138-146）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

2 上部・下部消化
管内視鏡検査

0 疾患③消化器　3章13節 ②内視鏡検査を受ける患者の看護（p.116-
118）
栄養代謝機能障害　1章1節4項 食道疾患（p.23-30）／3章 コラ
ム「内視鏡検査と看護」（p.136-137）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節5項 内視鏡検査（p.426-427）
臨床看護総論　2章2節 大腸がん発症の患者さんへの看護ケア

【事例】（p.51）

超音波内視鏡
検査〈EUS〉

0 疾患③消化器　3章13節 ①内視鏡検査とは（p.114-116）
疾病と治療　4章2節2項 plusα「超音波内視鏡検査」（p.81）

内視鏡的逆行
性胆管膵管造
影〈ERCP〉

2 疾患③消化器　3章9節 ② ERCPを受ける患者の看護（p.101-
102）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.40-46），4項 膵
疾患（p.46-50）

消化管造影検査 0 疾患③消化器　3章7節 ②消化管X 線造影検査を受ける患者の
看護（p.96-97）
栄養代謝機能障害　1章1節4項 食道疾患（p.23-30）

画像検査（CT、
MRI）

0 疾患③消化器　3章10節 ②CT検査を受ける患者の看護（p.105），
11節 ②MRI検査を受ける患者の看護（p.107-108）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節3項 CT検査（p.424），4項 MRI検査

（p.425-426）

直腸診 0 疾患③消化器　8章12節 study「直腸診」（p.269）
栄養代謝機能障害　1章3節2項 肛門疾患（p.61-64）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

12 消化・吸収機
能障害のある
患者への看護

C 治療を受ける
患者への看護

6 食道切除術 0 疾患③消化器　6章1節 ②食道癌の患者の看護（p.181-186）
栄養代謝機能障害　3章1節5項 食道疾患患者の看護（p.109-
111）
周術期看護　11章1節3項 食道癌の手術を受ける人の看護（p.213-
216）

胃切除術 1 疾患③消化器　7章4節 ②胃癌の患者の看護（p.215-219）
栄養代謝機能障害　1章2節1項 胃・十二指腸疾患（p.36-37）／
3章2節2項 胃・十二指腸疾患患者の看護（p.130）
周術期看護　11章2節3項 胃癌の手術を受ける人の看護 （p.220-
223）

大腸切除術 0 疾患③消化器　8章7節1項 ②結腸癌患者の看護（p.250-252），
2項 ②直腸癌患者の看護（p.253-255）
栄養代謝機能障害　3章3節2項 大腸疾患患者の看護（p.146-
150）／5章4節 排便障害のある患者の看護：大腸癌（p.208-213）
周術期看護　11章3 節3 項 大腸 癌の手 術を受ける人の看護

（p.226-228），4節3項 直腸癌の手術を受ける人の看護（p.230-
232）

内視鏡的粘膜
切除術

0 疾患③消化器　4章4節 ②内視鏡手術を受ける患者の看護（p.141-
142）

腹腔鏡下手術 0 疾患③消化器　4章4節 ②内視鏡手術を受ける患者の看護（p.141-
142）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.40-46）／3章2節
4項 胆道疾患患者の看護（p.132-133）

人工肛門造設術 1 疾患③消化器　8章14節 特論：ストーマ造設術と看護（p.273-
283）
栄養代謝機能障害　3章3節2項 大腸疾患患者の看護（p.146-
150），3項 肛門疾患患者の看護（p.150-151）
周術期看護　11章4節 直腸癌（p.229-232）

術後ドレナージ 0 疾患③消化器　4章3節 ②手術後ドレナージを受ける患者の看護
（p.135-137）
栄養代謝機能障害　3章2節4項 胆道疾患患者の看護（p.132-
133）

胆管・胆道ド
レナージ

2 疾患③消化器　10章 胆道系の疾患（p.318-336）
栄養代謝機能障害　3章2節4項 胆道疾患患者の看護（p.132-
133）／5章3節 消化吸収機能障害のある患者の看護（2）：閉塞性
黄疸（p.203-207）

経腸栄養法 0 臨床栄養学　4章4節1項 経管栄養（p.160-163）
疾患③消化器　4章7節 ②食事・栄養療法を受ける患者の看護

（p.156-159）
栄養代謝機能障害　3章 コラム「PEG（percutaneous endoscopic 
gastrostomy，経皮内視鏡的胃瘻造設術）」（p.112-113）
基礎看護技術Ⅱ　5章5節3項 経管栄養の援助（p.172-173）

中心静脈栄養法 1 臨床栄養学　4章4節2項 中心静脈栄養（p.163-164）
疾患③消化器　4章7節 ②食事・栄養療法を受ける患者の看護

（p.156-159）
栄養代謝機能障害　1章3節1項 大腸疾患（p.58）
基礎看護技術Ⅱ　5章5節4項 経静脈栄養法（p.173-174）

D 病期や機能障害
に応じた看護

6 上部消化管腫瘍
（食道癌、胃癌）

2 疾患③消化器　6章1節 ②食道癌の患者の看護（p.181-186）／7
章4節 ②胃癌の患者の看護（p.215-219）
栄養代謝機能障害　3章1節5項 食道疾患患者の看護（p.109-
111）／5章1節 摂食障害のある患者の看護：食道癌（p.188-194）
周術期看護　11章1節3項 食道癌の手術を受ける人の看護（p.213-
216），2節3項 胃癌の手術を受ける人の看護（p.220-223）

下部消化管腫
瘍（大腸癌、結
腸癌）

0 疾患③消化器　8章7節1項 ②結腸癌の患者の看護（p.250-252），
2項 ②直腸癌の患者の看護（p.253-255）
栄養代謝機能障害　1章3節1項 大腸疾患（p.54-57）／3章3節2
項 大腸疾患患者の看護（p.146-147）／5章4節 排便障害のある
患者の看護：大腸癌（p.208-213）
周術期看護　11章3節3項 大腸癌の手術を受ける人の看護（p.226-
228），4節3項 直腸癌の手術を受ける人の看護（p.230-232）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

12 消化・吸収機
能障害のある
患者への看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

6 人工肛門造設後 2 疾患③消化器　8章14節 特論：ストーマ造設術と看護（p.273-
283）
栄養代謝機能障害　3章3節2項 大腸疾患患者の看護（p.146-
150），3項 肛門疾患患者の看護（p.150-151）
基礎看護技術Ⅱ　6章5節4項 ストーマ造設者への援助（p.191-
193）
周術期看護　11章4節 直腸癌（p.229-232）

炎症性腸疾患
（潰 瘍 性 大 腸
炎、Crohn〈ク
ローン〉病）

2 疾患③消化器　8章1節 ③潰瘍性大腸炎の患者の看護（p.230-
232），2節 ②クローン病の患者の看護（p.235-236）
栄養代謝機能障害　1章3節1項 大腸疾患（p.57-61）／3章3節2
項 大腸疾患患者の看護（p.146-150）
臨床栄養学　5章1節2項 潰瘍性大腸炎（p.171-173），3項 クロ
ーン病（p.173-175）

胃潰瘍、十二指
腸潰瘍、逆流性
食道炎

0 疾患③消化器　7章2節 ② 胃・十二 指 腸 潰 瘍 の 患 者 の 看 護
（p.208-209）
栄養代謝機能障害　3章2節2項 胃・十二指腸疾患患者の看護

（p.129-131）／5章2節 消化吸収機能障害のある患者の看護（1）：
十二指腸潰瘍（p.195-200）
臨床栄養学　5章1節1項 胃・十二指腸潰瘍（p.168-170）

胆管炎、胆石症 0 疾患③消化器　10章1節 ②胆石症の患者の看護（p.322-323）
栄養代謝機能障害　3章2節4項 胆道疾患患者の看護（p.132-
133）
臨床栄養学　5章1節8項 胆石症・胆嚢炎（p.180-182）

13 栄養代謝機能
障害のある患
者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

1 肝機能障害 1 疾患③消化器　9章1節 ⑧肝炎の患者の看護（p.294-297），2
節 ②脂肪肝の患者の看護（p.299），3節 ②肝硬変の患者の看護

（p.304-306），4節 ②肝不全の患者の看護（p.308）
栄養代謝機能障害　4章1節5項 門脈圧亢進症患者の看護（p.162-
163）／5章5節 代謝障害のある患者の看護（1）：肝炎（p.215-
220）
セルフマネジメント　10章1節 肝硬変とはどのような状態か（p.164-
167）

代謝機能障害 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）
（p.387-443）／33章 その他の代謝・栄養疾患（p.444-458）
疾患③消化器　9章 肝臓の疾患（p.286-316）
栄養代謝機能障害　4章3節1項 脂質代謝障害のある患者の看護

（p.179-182）

生命・生活へ
の影響

0 疾患③消化器　9章 肝臓の疾患（p.286-316）／11章 膵臓の疾
患（p.338-349）
栄養代謝機能障害　序章3項 栄養代謝機能の障害による影響

（p.18）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

1 腹部超音波検査 1 疾患③消化器　3章14節 ②腹部超音波検査を受ける患者と看護
（p.121）
栄養代謝機能障害　1章2節2項 腸疾患（p.37-40）

肝生検 0 疾患③消化器　3章4節 ②肝生検を受ける患者の看護（p.88）
栄養代謝機能障害　2章1節1項 肝炎（p.66-68）

腹腔鏡 0 疾患③消化器　3章13節 ②内視鏡検査を受ける患者の看護（p.116-
118）
栄養代謝機能障害　1章2節3項 胆道疾患（p.42）

C 治療を受ける
患者への看護

2 肝庇護療法、
栄養指導、生
活習慣指導

0 疾患③消化器　4章5節 ②薬物療法を受けている患者の看護
（p.146-149）／9章1節 ⑧肝炎の患者の看護（p.294-297）
栄養代謝機能障害　2章1節1項 肝炎（p.66-68）

抗ウイルス療法 0 疾患③消化器　4章5節 ②薬物療法を受けている患者の看護
（p.146-149）／9章1節 ⑧肝炎の患者の看護（p.294-297）
栄養代謝機能障害　2章1節1項 肝炎（p.66-68）

内視鏡的静脈瘤
結紮術〈EVL〉、
内視鏡的静脈瘤
硬化療法〈EIS〉

1 疾患③消化器　6章3節 ②食道・胃静脈瘤の患者の看護（p.193）
栄養代謝機能障害　2章1節5項 門脈圧亢進症（p.75-77）

肝動脈塞栓術 1 疾患③消化器　9章5節 ②肝癌の患者の看護（p.314-316）
栄養代謝機能障害　4章1節4項 肝癌患者の看護（p.162）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

13 栄養代謝機能
障害のある患
者の看護

C 治療を受ける
患者への看護

2 膵頭十二指腸
切除術

0 疾患③消化器　11章1節 ③膵炎の患者の看護（p.343-344），2節 
②膵癌の患者の看護（p.347-349）
栄養代謝機能障害　1章2節4項 膵疾患（p.46-50）
周術期看護　11章6節3項 膵癌の手術を受ける人の看護 （p.242-
247）

肝切除術 0 疾患③消化器　9章5節 ②肝癌の患者の看護（p.314-316）
栄養代謝機能障害　4章1節4項 肝癌患者の看護（p.162）
周術期看護　11章5節3項 肝臓癌の手術を受ける人の看護（p.235-
240）

D 病期や機能障害
に応じた看護

7 ウイルス性肝炎 1 疾患③消化器　9章1節 ⑧肝炎の患者の看護（p.294-297）
栄養代謝機能障害　4章1節2項 肝炎患者の看護（p.160-161）／
5章5節 代謝障害のある患者の看護（1）：肝炎（p.215-220）
臨床栄養学　5章1節4項 急性肝炎（p.176-177），5項 慢性肝炎

（p.177-178）

肝硬変 2 疾患③消化器　9章3節 ②肝硬変の患者の看護（p.304-306）
栄養代謝機能障害　4章1節3項 肝硬変・肝不全患者の看護

（p.161）
セルフマネジメント　10章2節 肝硬変をもつ人の一般的なマネジメ
ント（p.168-170），3節 肝硬変のクライアントのセルフマネジメン
ト事例（p.170-177）
臨床栄養学　5章1節6項 肝硬変（p.178-180）

肝癌 0 疾患③消化器　9章5節 ②肝癌の患者の看護（p.314-316）
栄養代謝機能障害　4章1節4項 肝癌患者の看護（p.162）
周術期看護　11章5節3 項 肝臓 癌の手 術を受ける人の看護

（p.235-240）

膵炎、膵癌 2 疾患③消化器　11章1節 ③膵炎の患者の看護（p.343-344），2節 
②膵癌の患者の看護（p.347-349）
栄養代謝機能障害　3章2節5項 膵疾患患者の看護（p.133-135）
臨床栄養学　5章1節9項 急性膵炎（p.182-183），10項 慢性膵
炎（p.183-185）

脂質異常症、
肥満、高尿酸
血症

2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　33章1節 ②肥満症・メタボリ
ックシンドローム患者の看護（p.446-449），2節 ②脂質異常症患
者の看護（p.451-453），3節 ②高尿酸血症・痛風患者の看護

（p.454-455）
臨床栄養学　5章2節1項 肥満症（p.186），3項 脂質異常症（高
脂血症）（p.190-192），4項 高尿酸血症（痛風）（p.192）

14 内部環境（体液
量、電解質、酸塩
基平衡）調節機
能障害のある患
者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 体液量調節機
能障害

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　34章 体 温 調 節 機 能 障 害
（p.459-466）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節 体液調節
機能の障害（p.23-27）

電解質調節機
能障害

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章4節 高・低ナトリウム血症
（p.24-25），5節 高・低カリウム血症（p.25-27），6節 高・低カル
シウム血症（p.27-28），7節 高・低リン血症（p.28-29）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節2項 水と電
解質の異常とはどのような状態か（p.23-26）

酸塩基平衡調
節機能障害

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　2章8節 アシドーシス（アシデ
ミア）（p.30-31），9節 アルカローシス（アルカレミア）（p.32-33）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　1章2節3項 酸塩基
平衡の異常とはどのような状態か（p.26-27）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　36章 糖 尿 病 患 者 の 看 護
（p.473-478）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　6章1節2項 心身・
日常生活への影響と看護（p.122-125）／8章2節2項 心身・日常
生活への影響と看護（p.156-159）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

1 腎機能検査
（尿、血液）

0 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章2節 腎機能障
害の検査（p.75-88）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　3章3節 腎機能検査（p.37-
38）
疾病と治療　6章2節2項 診断と治療（p.163）

腎組織検査 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　3章5節 腎生検（p.40），6節 
腎臓内科の検査を受ける患者の看護（p.41-42）
疾病と治療　6章1節2項 診断と治療（p.158）
造血機能障害／免疫機能障害　4章1節2項 膠原病患者の急性期
の看護（p.157-158）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

14 内部環境（体液
量、電解質、酸塩
基平衡）調節機
能障害のある患
者の看護

C 治療を受ける
患者への看護

4 食事療法 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章4節2項 食事療法（p.399-
406）
臨床栄養学　4章2節 栄養成分別のコントロール食（p.148-152）
／5章2節2項 糖尿病（p.187-190）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.82-83）／4章2節2項 
糖尿病患者の看護（p.175-176）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117）

急性期持続血
液濾過透析

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章2節 plusα「急性期の血
液浄化療法」（p.46）
セルフマネジメント　8章1節4項 透析療法，腎移植の知識を深
め，治療選択ができるようにする（p.128-130）

血液透析 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章2節 ②透析療法を受ける
患者の看護（p.49-55）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2項 透析療
法・腎移植と看護（p.132-134）
セルフマネジメント　8章1節4項 透析療法，腎移植の知識を深
め，治療選択ができるようにする（p.128-130）

腹膜透析
〈CAPD〉

2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章2節 ②透析療法を受ける
患者の看護（p.54-55）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2項 透析療
法・腎移植と看護（p.131-136）
セルフマネジメント　8章1節4項 透析療法，腎移植の知識を深
め，治療選択ができるようにする（p.128-130）

腎移植 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章3節 ②腎移植を受ける患
者の看護（p.58-60）／12章 生体腎移植を受ける患者の看護

（p.124-130）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2項 透析療
法・腎移植と看護（p.137-138）
セルフマネジメント　8章1節4項 透析療法，腎移植の知識を深
め，治療選択ができるようにする（p.128-130）
周術期看護　18章1節3項 腎移植手術を受ける人の看護（p.336-
337）

D 病期や機能障害
に応じた看護

4 急性腎不全 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　5章1節 ②急性腎不全患者の
看護（p.67）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章1節2項 腎不全
の分類と特徴（p.69-73）

慢性腎不全 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　5章2節 ② 慢 性 腎 不全・慢
性腎臓病（CKD）患者の看護（p.72-77）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章1節2項 腎不全
の分類と特徴（p.69-73）
セルフマネジメント　8章1節5項 食事や活動に関する知識を深め，
セルフケアできるようにする（p.130-135）
臨床栄養学　5章4節3項 慢性腎臓病（CKD）（p.199-201）

慢性腎臓病 3 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　5章2節 ②慢性腎不全・慢
性腎臓病（CKD）患者の看護（p.72-77）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章1節2項 腎不全
の分類と特徴（p.69-73）／7章1節1項 腎機能低下に伴う症状のア
セスメントと看護（p.128-131），2節1項 要注意段階の人への生活
指導（p.139-143）
臨床栄養学　5章4節3項 慢性腎臓病（CKD）（p.199-201）

腎移植術後 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　4章3節 ②腎移植を受ける患
者の看護（p.58-60）／12章 生体腎移植を受ける患者の看護

（p.124-130）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章1節2項 透析療
法・腎移植と看護（p.131-138）
周術期看護　18章1節3項 腎移植手術を受ける人の看護（p.336-
337）

腎腫瘍、腎癌 0 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章2節 尿路の機
能障害の主な原因・疾患と治療（p.92）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章1節 ②腎細胞癌（腎癌）
患者の看護（p.217-219）
周術期看護　12章2節3項 腎癌の手術を受ける人の看護（p.259-
261）
疾病と治療　6章4節3項 ナーシングチェックポイント（p.174-175）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

15 内分泌機能障
害のある患者
の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

6 甲状腺機能障害 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　28章 甲 状 腺 疾 患（p.338-
356）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章3節1項 甲状腺
機能の障害とはどのような状態か（p.43-44），2項 甲状腺機能の
障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.44-48）

副腎機能障害 3 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　30章 副腎皮 質・髄 質 疾 患
（p.365-381）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章5節2項 副腎機
能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.51-52）

下垂体機能障害 2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　27章 視床下部・下垂体疾患
（p.324-337）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2 章 2 節 2 項 下垂
体機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.39-43）

血糖調節機能
障害

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）
（p.387-443）
栄養代謝機能障害　4章2節1項 特徴的な症状とその看護（p.165-
175），3項 インスリノーマ患者の看護（p.176-177）／5章6節 代
謝障害のある患者の看護（2）：糖尿病（p.221-229）
セルフマネジメント　7章1節1項 糖尿病とは（p.112-114）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　35章 バセドウ病患者の看護
（p.468-472）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　6章1節2項 心身・
日常生活への影響と看護（p.122-125）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

2 ホルモン血中・
尿中濃度測定

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　26章2節 ホルモン血中濃度・
ホルモン尿中定量測定（p.305-306），9節 内分泌・代謝内科の
検査を受ける患者の看護（p.320-321）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章 2 節2 項 臨 床
検査と看護（p.78-87）

ホルモン負荷
試験

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　26章3節 内分泌機能検査
（p.306-311），9節 内分泌・代謝内科の検査を受ける患者の看護
（p.320-321）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節2項 plusα

「ホルモン負荷試験」（p.196）

糖負荷試験
〈OGTT〉

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　26章5節 糖負荷試験（p.314-
315）／32章2節 ①診断に必要な検査（p.389-390）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　3章 2 節2 項 臨 床
検査と看護（p.80）
栄養代謝機能障害　2章2節 糖代謝障害と疾患（p.80-81）
セルフマネジメント　7章1節1項 糖尿病とは（p.112-114）

血糖自己測定
〈SMBG〉

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章3 節 ②血糖自己測定
（p.394-395）
セルフマネジメント　7章1節5項 血糖自己測定（p.118）
疾病と治療　5章1節2項 plusα「血糖自己測定（SMBG）」（p.149）

C 治療を受ける
患者への看護

3 甲状腺ホルモ
ン療法

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　28章4節 ②甲状腺機能低下
症患者の看護（p.350-351）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章1節2項 内分泌
機能障害の原因と治療（p.34-36）／6章1節2項 心身・日常生活
への影響と看護（p.122-125）

甲状腺切除術 2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　28章1節 ①バセドウ病とは
（p.340-342）， ②バセドウ病患者の看護（p.345-346）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　6章1節2項 心身・
日常生活への影響と看護（p.124）

インスリン補
充療法

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章4節4項 薬物療法（p.413-
419）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.79-84）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117）
臨床薬理学　2章1節2項 糖尿病（p.42-49）

糖尿病経口薬
による治療

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章4節4項 薬物療法（p.410-
413），4項 薬物療法（p.418-419）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.83-84）／5章6節 代
謝障害のある患者の看護（2）：糖尿病（p.221-229）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

15 内分泌機能障
害のある患者
の看護

C 治療を受ける
患者への看護

3 食事療法、運
動療法

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32 章4 節2 項 食 事 療 法
（p.399-406），3項 運動療法（p.406-410）
臨床栄養学　4章2節 栄養成分別のコントロール食（p.148-152）
／5章2節2項 糖尿病（p.187-190）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.82-83）／4章2節2項 
糖尿病患者の看護（p.175-176）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117）

D 病期や機能障害
に応じた看護

6 甲状腺疾患（甲
状腺機能亢進
症、甲状腺機能
低下症）

2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　28章1節 ②バセドウ病患者の
看護（p.342-347），2節 ②亜急性甲状腺炎患者の看護（p.347），
3節 ②甲状腺クリーゼ患者の看護（p.348-349），4節 ②甲状腺
機能低下症患者の看護（p.350-351），5節 ②橋本病（慢性甲状
腺炎）患者の看護（p.353-354）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2 章 3 節 2 項 甲状
腺機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.44-48）

腫瘍（甲状腺癌、
下垂体腫瘍）

2 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　27章1節 ②クッシング病患者
の看護（p.326-328），2節 ②先端巨大症患者の看護（p.329），
3節 ②プロラクチノーマ患者の看護（p.330），4節 ②下垂体前葉
機能低下症患者の看護（p.332），6節 ②尿崩症患者の看護

（p.335-336），7 節 ② 抗 利 尿ホル モン不 適 切 分 泌 症 候 群
（SIADH）患者の看護（p.336-337）／28章6節 ②甲状腺腫瘍患
者の看護（p.355-356）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　2章3節2項 甲状腺
機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.44），2項 甲状
腺機能の障害を引き起こす主な疾患・症状と治療（p.46）／6章1節
2項 心身・日常生活への影響と看護（p.122-125）
周術期看護　16章1節3項 甲状腺癌の手術を受ける人の看護

（p.305-308）

1型糖尿病 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）
（p.387-442）
臨床栄養学　5章2節2項 糖尿病（p.186-190）
栄養代謝機能障害　2章2節1項 糖尿病（p.79-84）

2型糖尿病 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　32章 糖代謝異常（糖尿病）
（p.387-442）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　7章2節2項 糖尿病
腎症予防における生活指導（p.143-146）
臨床栄養学　5章2節2項 糖尿病（p.186-190）
栄養代謝機能障害　4章2節2項 糖尿病患者の看護（p.175-176）
／5章6節 代謝障害のある患者の看護（2）：糖尿病（p.221-229）
セルフマネジメント　7章1節4項 糖尿病の治療（p.115-117），2
節 糖尿病をもつクライアントのセルフマネジメント事例（p.119-123）

16 身体防御機能
の障害のある
患者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

1 皮膚粘膜障害 0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　14章2節 アトピー性
皮膚炎（p.244-248）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節4項 アトピー性皮膚炎

（p.126-131）

免 疫 機能障害
（細胞性免疫、液

性免疫、補体）

1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　15章1節 全身性疾
患（多発性筋炎・皮膚筋炎・強皮症）（p.267-270），2節 関節リ
ウマチ（p.270-274），3節 成人スチル病（p.275-276），4節 全
身性エリテマトーデス（p.277-280），5節 抗リン脂質抗体症候群

（p.280-282），6節 シェーグレン症候群（p.282-284），7節 血管
炎症候群（p.284-287），8節 ベーチェット病（p.287-292）／16
章 SLEで薬物療法を受ける患者の看護（p.296-303）
造血機能障害／免疫機能障害　4章2節1項 関節リウマチ患者の
観察とアセスメント（p.162-163），2項 関節リウマチ患者の看護

【事例】（p.163-170），5節2項 HIV感染症患者の観察とアセスメ
ント（p.193-195）

骨髄機能障害
（好中球減少症
を含む）

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　3 章 3 節 骨 髄 検 査
（p.46-50）／7章1節 急性白血病（急性骨髄性白血病，急性リン
パ性白血病）（p.127-133），2節 慢性骨髄性白血病（CML）（p.133-
134），3節 骨髄異形成症候群（MDS）（p.135-138），4節 成人T
細胞白血病／リンパ腫（ATLL）（p.138-139），5節 慢性リンパ性
白血病（CLL）（p.139-140），6節 多発性骨髄腫（MM）（p.141-
144），7節 無顆粒球症（p.144-145）
造血機能障害／免疫機能障害　1章3節 血小板減少および機能
異常（p.32-37）／2章1節 貧血・白血球減少症・血小板減少症お
よび機能異常のある患者の看護（p.66-73）／4章6節 造血幹細胞
移植を受ける患者の看護（p.201-211）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

16 身体防御機能
の障害のある
患者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

1 生命・生活へ
の影響

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　4章5節 造血幹細胞
移植（p.79-86）／7章 血球異常（p.125-145）／8章 リンパ腫

（p.146-154）／9章 悪性リンパ腫患者の薬物療法と社会復帰まで
の看護（p.156-169）／12章1節 免疫機能の異常で行われる主な検
査（p.206-207）／14章 アレルギー（p.236-264）／15章 自己免
疫疾患（膠原病）（p.265-292）／16章 SLEで薬物療法を受ける
患者の看護（p.296-303）／17章 食物アレルギーからアナフィラキ
シーショックを起こした患者の看護（p.304-308）
造血機能障害／免疫機能障害　4章1節1項 膠原病患者の観察と
アセスメント（p.154-157），2節1項 関節リウマチ患者の観察とア
セスメント（p.162-163），3節1項 アレルギー性疾患患者の観察と
アセスメント（p.172-175），4節2項 気管支喘息のある患者の看護

【事例】（p.182-191），5節2項 HIV感染症患者の観察とアセスメン
ト（p.193-195）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

3 プリックテスト、
パッチテスト

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　12章2節2項 皮膚テ
スト（p.210-211）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節2項 花粉症（アレルギー
性鼻炎）（p.118-121）

皮膚粘膜生検 0 栄養代謝機能障害　3章 コラム「内視鏡検査と看護」（p.136-137）
造血機能障害／免疫機能障害　4章1節2項 膠原病患者の急性期
の看護（p.157-158）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節5項 内視鏡検査（p.426-427）

骨髄検査 3 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　3章3節 骨 髄 検 査
（p.46-50）
造血機能障害／免疫機能障害　2章2節2項 看護の実際（p.78-
84）
基礎看護技術Ⅱ　14章3節9項 穿刺法（p.434-440）

C 治療を受ける
患者への看護

4 減感作療法 0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　13章1節2項 薬物療
法（p.223-228）
造血機能障害／免疫機能障害　3章2節2項 花粉症（アレルギー
性鼻炎）（p.118-121）

免疫抑制薬（ス
テロイド療法を
含む）

3 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　13章2節2項 薬物療
法（p.231-233）
造血機能障害／免疫機能障害　4章1節1項 膠原病患者の観察と
アセスメント（p.154-157），1項 膠原病患者の観察とアセスメント

（p.154-157），2節2項 関節リウマチ患者の看護【事例】（p.163-
170），3節2項 看護の実際（p.175-181）

造血幹細胞移植 1 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　4章5節 造血幹細胞
移植（p.79-86）
造血機能障害／免疫機能障害　4章6節 造血幹細胞移植を受け
る患者の看護（p.201-211）
緩和ケア　2章8節4項 造血幹細胞移植の看護（p.149-154）

抗ヒト免疫不全
ウイルス〈HIV〉
療法

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　21章7節 ヒト免疫不
全ウイルス（HIV）感染症，AIDS（p.387-393）
造血機能障害／免疫機能障害　4章5節 免疫不全（HIV感染症）
患者の看護（p.192-200）
セルフマネジメント　13章2節 HIV感染症ならびにエイズとともに
生きる人々の看護とセルフマネジメント（p.219-222）

D 病期や機能障害
に応じた看護

4 アレルギー性
疾患

2 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　13章1節 アレルギー
に関連した治療・処置（p.217-229）
造血機能障害／免疫機能障害　4章3節2項 看護の実際（p.175-
181）

自己免疫疾患
（膠原病を含む）

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　13章2節 膠原病に
関連した治療・処置（p.230-234）
造血機能障害／免疫機能障害　4章1節2項 膠原病患者の急性期
の看護（p.157-158），3項 膠原病患者の慢性（寛解）期の看護

（p.158-161），2節2項 関節リウマチ患者の看護【事例】（p.163-
170），3節2項 看護の実際（p.175-181）

血液疾患（造血
器 腫 瘍、貧 血、
骨髄腫、血小板
減少症）

0 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　7章 血球異常（p.125-
145）／8章 リンパ腫（p.146-154）
造血機能障害／免疫機能障害　2章 造血機能障害のある患者の
看護（p.66-93）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

16 身体防御機能
の障害のある
患者の看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

4 ヒト免疫不全ウ
イルス〈HIV〉感
染症

2 疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　21章7節 ヒト免疫不
全ウイルス（HIV）感染症，AIDS（p.387-393）
造血機能障害／免疫機能障害　4章5節1項 HIV 感染者，AIDS
患者の看護にあたって（p.192）
セルフマネジメント　13章3節 エイズのクライアントのセルフマネ
ジメント事例（p.223-228）

17 脳・神経機能
障害のある患
者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

0 生命維持活動
調節機能障害

0 疾患⑤脳・神経　2章1節 意識障害（p.20-29），7節 頭蓋内圧
亢進症状（p.60-65）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節1項 頭蓋内圧亢進症
状（p.136-142），2項 意識障害（p.142-146）

運動・感覚機
能障害

0 疾患⑤脳・神経　2章4節 運動機能障害（p.44-55），5節 感覚
異常（p.55-58）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節3項 片麻痺（p.146-
153），4項 運動失調，不随意運動（p.154-158），5項 筋萎縮・
筋力低下（p.158-162），12項 顔面神経麻痺（p.188-191）／5章 
感覚機能障害とその看護（p.216-254）

言語機能障害 0 疾患⑤脳・神経　2章2節 ⑤失語とは（p.34-37）， ⑥失語症のあ
る患者の看護（p.37-39）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節6項 失語症（p.162-
166），7項 構音障害（p.166-168）

高次脳機能障害 0 疾患⑤脳・神経　2章2節 高次脳機能障害（p.29-38）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節6項 失語症（p.162-
166），8項 失行・失認（p.169-173），9項 記憶障害（p.174-179）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑤脳・神経　2章 脳・神経の異常でみられる症候と看護（p.20-
65）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節7項 神経変性疾患患
者（p.120）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

1 脳波検査 0 疾患⑤脳・神経　3章7節 脳波検査（p.79-81）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節9項 て ん か ん 患 者

（p.126-127）

腰椎穿刺 0 疾患⑤脳・神経　3章8節 髄液検査（p.81-83）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節1項 脳血管障害患者

（p.102），5項 中枢神経系の感染症患者（p.115-116），6項 脊
椎・脊髄疾患患者（p.118）
疾患⑦運動器　3章17節 髄液検査（p.73-75）

脳血管造影 1 疾患⑤脳・神経　3章6節 脳血管造影（p.75-79）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章1節2項 脳血管障害の主
な疾患と検査・治療（p.43-50），11節2項 小脳の疾患の種類と
検査・治療（p.89-92）

画像検査（CT、
MRI）

0 周術期看護　13章 臨床場面で考えてみよう（p.269）

C 治療を受ける
患者への看護

4 開頭術 3 疾患⑤脳・神経　4章2節 開頭術（p.87-92）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節1項 脳血管障害患者

（p.102-106），2項 脳腫瘍患者（p.106-110）
周術期看護　13章1節3 項 脳腫瘍の手 術を受ける人の看護

（p.265-269），2節3項 くも膜下出血の手術を受ける人の看護
（p.270-274）

穿頭術 0 疾患⑤脳・神経　4章3節 穿頭術，ドレナージ術（p.92-94）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章1節2項 脳血管障害の主
な疾患と検査・治療（p.43）

血管バイパス術 0 疾患⑤脳・神経　4章2節 ①開頭術とは（p.88）／5章1節 ①脳梗
塞とは（p.122）， ②脳梗塞患者の看護（p.126）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章1節2項 脳血管障害の主
な疾患と検査・治療（p.48-50）

血管内治療 1 疾患⑤脳・神経　4章4節 血管内治療（p.94-97）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章1節2項 脳血管障害の主
な疾患と検査・治療（p.46）

脳室ドレナー
ジ術

0 疾患⑤脳・神経　4章3節 穿頭術，ドレナージ術（p.92-94）／5章
2節 ①脳出血とは（p.130）， ②脳出血患者の看護（p.132）／8章1節 
①水頭症とは（p.194）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節4項 水頭症患者（p.112-
115）／2章4節2項 plusα「脳室ドレナージ術」（p.62）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

17 脳・神経機能
障害のある患
者の看護

C 治療を受ける
患者への看護

4 脳室－腹腔
〈V-P〉シャント術

0 疾患⑤脳・神経　8章1節 ①水頭症とは（p.194-195）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章4節2項 水頭症の種類

（p.62）

低体温療法 0 疾患⑤脳・神経　2章7節 ②頭蓋内圧亢進症状のある患者の看護
（p.65）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章3節3項 plusα「脳低温
療法」（p.59）

D 病期や機能障害
に応じた看護

9 脳血管障害 5 疾患⑤脳・神経　5章 脳血管障害（p.114-145）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節1項 脳血管障害患者

（p.102-106），10項 小脳疾患患者（p.129-131）／4章2節 くも膜
下出血患者の看護【事例】（p.203-208）
周術期看護　13章2節3項 くも膜下出血の手術を受ける人の看護

（p.270-274）
リハビリテーション看護　9章 地域におけるリハビリテーション：
脳血管疾患患者のケアの連携事例（p.292-308）

脳腫瘍 0 疾患⑤脳・神経　6章 脳腫瘍（p.146-174）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節2項 脳 腫 瘍 患 者

（p.106-110），10項 小脳疾患患者（p.129-131）
周術期看護　13章1節3項 脳腫瘍の手術を受ける人の看護（p.265-
269）

脳炎、髄膜炎 1 疾患⑤脳・神経　9章 感染性疾患（p.199-212）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　2章5節2項 中枢神経系感染
症の種類と検査・治療（p.65-66）

頭部外傷 1 疾患⑤脳・神経　7章 頭部外傷（p.175-192）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節3項 頭部外傷患者

（p.110-112）／4章3節 頭部外傷患者の看護【事例】（p.209-213）

脊髄損傷 2 疾患⑤脳・神経　10章5節 脊髄損傷（p.219-220）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節6項 脊椎・脊髄疾患
患者（p.118-120）
疾患⑦運動器　8章1節 脊髄損傷（p.172-178）
運動機能障害　2章2節1項 脊髄損傷（spinal cord injury）（p.35）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章5節 職業生活とセクシ
ュアリティに関わるセルフケアの再獲得　脊髄を損傷した人の看護

（p.329-340）
リハビリテーション看護　8章4節 脊髄損傷患者の看護（p.258-
263）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　11章3節3項 その
他の疾患による性行動・性生活への影響と看護（p.260-265）

筋萎縮性側索
硬化症〈ALS〉

0 疾患⑤脳・神経　11章3節 筋萎縮性側索硬化症（p.236-240）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章1節7項 神経変性疾患患
者（p.120-123）
セルフマネジメント　14章3節 筋萎縮性側索硬化症のクライアン
トのセルフマネジメント事例（p.239-244）
リハビリテーション看護　8章6節 筋萎縮性側索硬化症（ALS）患
者の看護（p.271-280）

18 感覚機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 視覚障害 2 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　15章 白内障患者の看護
（p.124-128）／16章 網膜剝離の患者の看護（p.129-133）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節2項 視覚障害の症状
と心身・日常生活への影響（p.216-218），3項 視機能の検査と
観察・アセスメント（p.218-222）

聴覚障害 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章2節 聴力検査（p.152-
155）／21章4節 ⑬内耳・後迷路疾患をもつ患者の看護（p.200-201）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節2項 聴覚・平衡覚障
害の症状と心身・日常生活への影響（p.230-232），3項 聴覚・
平衡覚の検査と観察・アセスメント（p.232-235）

嗅覚障害 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　18章2節 ④ 嗅 覚 障 害
（p.146）／19章5節 嗅覚検査（p.160）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節2項 嗅覚・味覚障害
の症状（p.241），3項 嗅覚・味覚の検査（p.242-243）

味覚障害 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　30章3節 ⑦ 味 覚 障 害
（異味症）（p.273）／19章6節 味覚検査（p.160-161）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節2項 嗅覚・味覚障害
の症状（p.241），3項 嗅覚・味覚の検査（p.242-243）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

18 感覚機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 触覚障害 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　40章4節 皮膚病変をも
つ患者への看護（p.368-376）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章4節2項 皮膚（体性感覚）
の機能障害の症状（p.248-249），3項 皮膚（体性感覚）機能の
検査と観察・アセスメント（p.249-253）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　15章 白内障患者の看護
（p.124-128）／16章 網膜剝離の患者の看護（p.129-133）／27章 
顔面神経麻痺患者の看護（ラムゼイ・ハント症候群）（p.244-247）
／28章 進行喉頭癌患者の看護（p.248-253）／36章 舌癌の患
者の看護（p.340-345）／37章 顎変形症の患者の看護（p.346-
351）／38章 口唇口蓋裂の患者の看護（p.352-355）／40章4節 
皮膚病変をもつ患者への看護（p.368-376）／47章 アトピー性皮
膚炎をもつ患者の看護（p.466-470）／48章 褥瘡のある患者の看
護（p.471-476）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節2項 視覚障害の症状
と心身・日常生活への影響（p.216-218），2節2項 聴覚・平衡覚
障害の症状と心身・日常生活への影響（p.230-232）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

2 眼底検査 2 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　3章11節 眼底検査（p.41-
42），12節 眼底画像診断（p.42-43）

聴力検査 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章2節 聴力検査（p.152-
155）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節3項 聴覚・平衡覚の
検査と観察・アセスメント（p.232-235）

経鼻内視鏡検査 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章7節 経鼻内視鏡検
査，間接喉頭鏡検査（p.161-162）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節3項 嗅覚・味覚の検
査（p.242-243）

味覚検査 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　19章6節 味 覚 検 査
（p.160-161）／31章5節 ろ紙ディスク法，電気味覚法（p.282）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章3節3項 嗅覚・味覚の検
査（p.242-243）

C 治療を受ける
患者への看護

4 眼底光凝固療法 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　4章2節 ①レーザー光凝
固療法（網膜，虹彩，隅角）（p.53-55）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節4項 視覚障害を起こ
す主な疾患（p.226-227）

網膜剝離手術 1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　4章2節 ⑧網膜剝離手
術（p.62-63）／11章5節 網膜剝離（p.100-102）／16章 網膜剝
離の患者の看護（p.129-133）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節4項 視覚障害を起こ
す主な疾患（p.226-227）

眼内レンズ挿
入術

0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　4章2節 ⑥白内障手術
（眼内レンズ挿入術）（p.58-60）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節4項 視覚障害を起こ
す主な疾患（p.223）
周術期看護　14章1節3項 白内障の手術を受ける人の看護（p.279-
281）

鼓室形成術 1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　20章2節 鼓 室 形 成 術
（p.167-170）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節5項 聴覚・平衡覚障
害患者の看護（p.236-237）

D 病期や機能障害
に応じた看護

1 中途視覚障害者 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　15章 白内障患者の看護
（p.124-128）／16章 網膜剝離の患者の看護（p.129-133）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章1節5項 視覚障害患者の
看護（p.227-229）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章6節 地域生活や余暇
生活に関わるセルフケアの再獲得　中途視覚障害のコミュニケー
ションに対する支援（p.341-350）

突発性難聴 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　21章4節 ⑥突発性難聴
（p.197）， ⑬内耳・後迷路疾患をもつ患者の看護（p.201）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節4項 聴覚・平衡覚障
害を起こす主な疾患（p.236），5項 聴覚・平衡覚障害患者の看護

（p.236-239）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

18 感覚機能障害
のある患者の
看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

1 Ménière〈メニ
エール〉病

1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　21章4節 ②メニエール病
（p.195-196）， ⑬内耳・後迷路疾患をもつ患者の看護（p.200-
201）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　5章2節4項 聴覚・平衡覚障
害を起こす主な疾患（p.236），5項 聴覚・平衡覚障害患者の看護

（p.236-239）

喉頭癌 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　24章4節 喉 頭 の 腫 瘍
（p.230-231）／28章 進行喉頭癌患者の看護（p.248-253）
周術期看護　9章3節3項 喉頭癌の手術を受ける人の看護（p.177-
180）

19 運動機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

0 姿勢機能障害 0 疾患⑦運動器　2章 運動器の異常でみられる症候（p.25-38）
運動機能障害　5章2節 生活や行動の制限に由来する運動機能
障害（p.73-74）／6章 骨格系・脊椎・関節・筋肉等の運動機能
障害がある患者への看護（p.84-114）／8章2節1項 基本的動作と
日常生活活動の障害（p.152-156）

移動機能障害 0 疾患⑦運動器　2章 運動器の異常でみられる症候（p.25-38）
運動機能障害　6章 骨格系・脊椎・関節・筋肉等の運動機能障
害がある患者への看護（p.84-114）

作業機能障害 0 疾患⑦運動器　2章 運動器の異常でみられる症候（p.25-38）
運動機能障害　6章 骨格系・脊椎・関節・筋肉等の運動機能障
害がある患者への看護（p.84-114）／8章2節 日常生活活動の障害
に関わる看護（p.152-158）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑦運動器　2章 運動器の異常でみられる症候（p.25-38）
運動機能障害　6章 骨格系・脊椎・関節・筋肉等の運動機能障
害がある患者への看護（p.84-114）／7章 その他の骨・軟部組織
の運動機能障害の患者への看護（p.116-142）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

3 関節可動域
〈ROM〉検査

2 疾患⑦運動器　3章2節 計測（p.40-46），4節 神経学的検査
（p.51-54）
運動機能障害　6章3節1項 関節のアセスメント（p.97-105），4節
1項 筋肉のアセスメント（p.110-111）

徒手筋力テス
ト〈MMT〉

1 疾患⑦運動器　3章2節 計測（p.40-46），4節 神経学的検査
（p.51-54）
運動機能障害　6章3節1項 関節のアセスメント（p.97-105），4節
1項 筋肉のアセスメント（p.110-111）

脊髄造影、椎
間板造影

0 疾患⑦運動器　3章8節 造影検査（p.60-61）
運動機能障害　2章3節1項 検査とその際の留意点（p.38-40）／
7章7節4項 脊髄造影（ミエログラフィ）（p.134-135）

神経ブロック 0 運動機能障害　8章1節3項 疼痛の治療と看護（p.148-152）

筋生検 0 疾患⑦運動器　3章18節 生検術（p.75-76）
運動機能障害　4章3節 筋肉の腫瘍・変性や神経の検査（p.66）
／7章7節5項 plusα「筋生検」（p.135）

C 治療を受ける
患者への看護

5 ギプス固定 1 疾患⑦運動器　4章6節 固定法（p.90-93）
運動機能障害　6 章1節2 項 骨格 系の運 動 機 能障害の看護

（p.86-89）／7章8節3項 ギプス，シーネによる固定術（p.137-
139）

牽引法 1 疾患⑦運動器　4章5節 牽引法（p.87-90）
運動機能障害　6章1節2項 骨格系の運動機能障害の看護（p.86-
89），2節2項 脊椎の運動機能障害がある患者の看護（p.92-95）／
7章8節4項 牽引療法（p.139-140）

人工関節置換術 1 疾患⑦運動器　4章7節 手術療法（p.93-98）
運動機能障害　3章4節2項 関節の手術療法（p.54-55）／9章3
節 変形性股関節置換術【事例】（p.181-184）
周術期看護　15章2節3項 変形性膝関節症の手術を受ける人の
看護（p.296-298）

内視鏡下手術 2 運動機能障害　5章1節3項 代表的な治療法（p.72-73）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

19 運動機能障害
のある患者の
看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

7 関節リウマチ 3 疾患⑦運動器　10章2節 関節リウマチ（p.201-209）
運動機能障害　9章2節 関節リウマチ【事例】（p.174-181）
疾患④血液／アレルギー・膠原病／感染症　15章2節 関節リウマ
チ（p.270-274）
造血機能障害／免疫機能障害　4章2節2項 関節リウマチ患者の
看護【事例】（p.163-170）
健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章4節 家庭生活の役割
遂行に関わるセルフケアの再獲得　関節リウマチをもつ人の看護

（p.319-328）
リハビリテーション看護　8章7節 関節リウマチ患者の看護（p.282-
289）

椎間板ヘルニア 1 疾患⑦運動器　13章1節 椎間板ヘルニア（p.234-242）
運動機能障害　9章1節 腰椎椎間板ヘルニア【事例】（p.170-174）
周術期看護　15章3節3項 腰椎椎間板ヘルニアの手術を受ける人
の看護（p.300-302）

四肢切断後 3 疾患⑦運動器　8章2節 四肢・手指切断（p.178-183）
運動機能障害　5章3節 事故による運動機能障害とその疾患およ
び治療（p.74-75）
リハビリテーション看護　8章3節 下肢切断患者の看護（p.251-
257）

変形性膝関節症 0 運動機能障害　3章2節 関節の運動機能障害を起こす代表的疾
患（p.47-51）
周術期看護　15章2節3項 変形性膝関節症の手術を受ける人の
看護（p.296-298）

骨折 0 運動機能障害　1章2節1項 骨折の分類（p.20-21），2項 骨折
（各論）（p.21-23），4節1項 骨折の治療法（p.26-28），2項 小児
骨折の治療法（p.28）
周術期看護　15章1節3項 大腿骨頸部骨折の手術を受ける人の
看護（p.291-293）
疾病と治療　9章2節3項 ナーシングチェックポイント（p.239），3
節3項 ナーシングチェックポイント（p.242），4節3項 ナーシング
チェックポイント（p.244）

20 排尿機能障害
のある患者の
看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

2 蓄尿・排尿障害 2 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節1項 尿路の
機能障害とはどのような状態か（p.90）／8章 尿路の機能障害のあ
る患者の看護（p.150-176）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節11項 排尿障害（p.184-
188）

生命・生活へ
の影響

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　23章 前立腺癌患者の看護
（p.272-276）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章2節2項 心身・
日常生活への影響と看護（p.156-159）
リハビリテーション看護　5章5節3項 日常生活への影響（p.135）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

0 尿検査（肉眼
検査、試験紙
法、尿比重）

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　3章2節 尿検査（p.34-37）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章1節 尿路の機
能障害の検査と看護（p.150-153）

尿流動態検査 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　15章9節 尿流動態検査（ウ
ロダイナミックスタディ）（p.150-152）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章1節2項 臨床検
査と看護（p.151-153）
リハビリテーション看護　5章5節2項 排泄障害のアセスメント

（p.130-134）

残尿測定 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章1節 ②下部尿路機能障
害患者の看護（p.186）
脳・神経機能障害／感覚機能障害　3章2節11項 排尿障害（p.186）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章1節2項 臨床検
査と看護（p.152）
リハビリテーション看護　5章5節2項 排泄障害のアセスメント

（p.130-134）

膀胱組織検査 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章3節 ①膀胱癌とは（p.221-
222）

導尿 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　16章2節 導尿・膀胱留置カテ
ーテル（p.154-156）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章3節3項 子宮体
癌の術後排尿障害のある患者の清潔間欠自己導尿法の指導

（p.168-172）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

20 排尿機能障害
のある患者の
看護

C 治療を受ける
患者への看護

1 膀胱切除術 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　16章7節 尿路ストーマ造設術
（p.163-166），8節 新膀胱造設術・膀胱拡大術（p.166-170）／
19章3節 ②膀胱癌患者の看護（p.223-225）
周術期看護　12章1節3項 膀胱癌の手術を受ける人の看護（p.253-
256）

前立腺切除術 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章3節 ②前立腺肥大症患
者の看護（p.199-201）／19章4節 ①前立腺癌とは（p.227）， ②前
立腺癌患者の看護（p.229）／23章 前立腺癌患者の看護（p.272-
276）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　8章3節4項 前立腺
肥大症のために経尿道的前立腺切除術を受けた患者の看護（p.172-
176）
周術期看護　17章1節3項 前立腺癌の手術を受ける人の看護

（p.311-314）

ホルモン療法 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章4節 ① 前 立 腺 癌 とは
（p.227-228）， ②前立腺癌患者の看護（p.230）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　6章 内分泌機能障
害のある患者の看護（p.122-125）

D 病期や機能障害
に応じた看護

2 腎・尿路結石 1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　22章1節 ②尿路結石患者の
看護（p.265-266）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.92-93）
疾病と治療　6章8節 尿路結石（p.183-185）

腫瘍（膀胱癌、
前立腺癌）

1 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章3節 ②膀胱癌患者の看
護（p.223-225），4節 ②前立腺癌患者の看護（p.228-231）／
23章 前立腺癌患者の看護（p.272-276）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.92）
疾病と治療　6章5節 膀胱癌（p.175-177）
周術期看護　12章1節3項 膀胱癌の手術を受ける人の看護（p.253-
256）／17章1節3項 前立腺癌の手術を受ける人の看護（p.311-314）

尿路感染症 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　17章1節 ②腎盂腎炎患者の
看護（p.174），2節 ②膀胱炎患者の看護（p.175-176），3節 ②
尿道炎・性感染症患者の看護（p.177）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.90-91）

尿失禁 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章2節 ②過活動膀胱患者
の看護（p.193-195），5節 ③女性腹圧性尿失禁・骨盤臓器脱患
者の看護（p.209-212）
疾患⑨女性生殖器　12章3節 ②尿失禁患者の看護（p.301-303）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.95-98）

前立腺肥大、
前立腺炎

0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　17章4節 ②前立腺炎患者の
看護（p.178），5節 ②精巣上体炎患者の看護（p.179）／18章3節 
②前立腺肥大症患者の看護（p.199-201）／20章3節 ②停留精
巣患者の看護（p.243-244）／21章4節 ②精索静脈瘤患者の看護

（p.257-258），5節 ②精巣捻転症患者の看護（p.259），6節 ②
陰嚢水腫患者の看護（p.260）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　4章1節2項 尿路の
機能障害の主な原因・疾患と治療（p.93-95）／8章2節1項 尿路
の機能障害の治療と看護（p.154-156）
疾病と治療　6章6節 前立腺肥大症（BPH）（p.178-180）

21 性・生殖・乳腺
機能障害のある
患者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

0 性・生殖機能障
害（性ホルモン
の異常と症状）

0 健康危機状況／セルフケアの再獲得　6章5節 職業生活とセクシ
ュアリティに関わるセルフケアの再獲得　脊髄を損傷した人の看護

（p.329-340）
疾患⑨女性生殖器　2章1節 月経異常（p.20-22）／5章1節 早発
思春期・遅発思春期（p.126-129），2節 無月経（p.129-138），
3節 月経随伴症状（p.138-142）／10章1節 性分化疾患（DSDs）

（p.247-255），2節 性器形態異常（p.255-259）／11章1節 不妊
症（p.262-276），2節 不育症（p.276-279）／13章1節 性機能
不全（性機能不全群）（p.310-313）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章 男性生殖器疾患（p.250-
260）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章2節 女性生殖
器の疾患と性・生殖機能障害（p.200-210），3節 男性生殖器の
障害と疾患（p.210-213）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

21 性・生殖・乳腺
機能障害のある
患者の看護

A 原因と障害の
程度のアセス
メントと看護

0 性ホルモン欠
落症状

0 疾患⑨女性生殖器　2章8節 更年期症状（p.32-34）／12章1節 
更年期障害（p.285-292）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章3節 ②加齢男性性腺機
能低下症候群患者の看護（p.255-256）／31章1節2項 性腺機能
低下症（p.383-384）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節 性ホルモ
ンの障害（p.186-199）

B 検査・処置を
受ける患者へ
の看護

3 ヒトパピローマ
ウイルス〈HPV〉
検査

0 疾病と治療　8章1節3項 子宮頸癌―ナーシングチェックポイント
（p.211）
疾患⑨女性生殖器　7章4節 ①子宮頸癌とは（p.182）

経腟超音波検
査、腹部超音
波検査

1 疾患⑨女性生殖器　3章1節 ①婦人科の診察とは（p.42-43）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章2節 女性生殖
器の疾患と性・生殖機能障害（p.200-210）

乳房超音波検査 1 疾患⑨女性生殖器　3章3節 ②画像検査・内視鏡検査（p.68-
69）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.222-228）

マンモグラフィー 0 疾患⑨女性生殖器　3章3節 ②画像検査・内視鏡検査（p.67-68）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.222-228）

C 治療を受ける
患者への看護

1 勃起障害治療 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章2節 ①勃起障害（p.253-
254）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章7節1項 性行
動・性生活の障害（p.228-232）／11章3節1項 ED患者への働き
かけと支援（p.257-258），4節5項 勃起障害患者に対する薬物療
法時の援助（p.278-280）

性交障害治療 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章1節 ②男性不妊症患者
の看護（p.252），2節 ③男性性機能障害患者の看護（p.254-
255），3節 ②加齢男性性腺機能低下症候群患者の看護（p.255-
256）
疾患⑨女性生殖器　10章2節 ①性器形態異常とは（p.258）／13
章1節 ①性機能不全（性機能不全群）とは（p.311）， ②性機能不
全（性機能不全群）患者の看護（p.311-313）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章7節1項 性行
動・性生活の障害（p.228-232）

乳癌手術 0 周術期看護　17章4節3項 乳癌の手術を受ける人の看護（p.329-
332）
疾患⑨女性生殖器　4章6節 ①手術療法（p.112-116）， ④乳房
の治療を受ける患者の看護（p.119-123）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.222-228）／11章4節3項 乳房切除術後の患者の
看護（p.271-273）

女性生殖器手術 1 周術期看護　17章2節3項 子宮頸部上皮内癌の手術を受ける人
の看護（p.318-320），3節3項 子宮体癌の手術を受ける人の看護

（p.323-326）
疾患⑨女性生殖器　4章2節 婦人科の手術（p.81-95）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章2節2項 女性
生殖器の障害を引き起こす主な疾患（p.200-210）／11章4節2項 
卵巣摘出術後の患者の看護（p.269-271）

男性生殖器手術 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章5節 ②精巣腫瘍患者の
看護（p.232-233）／20章3節 ②停留精巣患者の看護（p.243-
244），5節3項 小児泌尿器科腫瘍性疾患患者の看護（p.247-
248）／21章4節 ②精索静脈瘤患者の看護（p.257-258），5節 
②精巣捻転症患者の看護（p.259）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　11章4節1項 前立
腺摘出術後の患者の看護（p.266-269）
周術期看護　17章1節3項 前立腺癌の手術を受ける人の看護

（p.311-314）

ホルモン療法 0 疾患⑨女性生殖器　4章5節 婦人科のホルモン療法（p.109-112）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章3節 ②加齢男性性腺機
能低下症候群患者の看護（p.255-256）／31章1節2項 性腺機能
低下症（p.383-384）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.222-228）
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※第105〜111回までの出題問題数
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page://383/ng51_2022.pdf
page://383/ng51_2022.pdf
page://222/ng12_2022.pdf
page://222/ng12_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

21 性・生殖・乳腺
機能障害のある
患者の看護

D 病期や機能障害
に応じた看護

4 女性生殖器の
疾 患（子 宮 筋
腫、子 宮内 膜
症、卵巣腫瘍）

0 疾患⑨女性生殖器　6章1節 ②外陰部・腟に炎症のある患者の看
護（p.146-147），2節 ②骨盤内炎症性疾患（PID）患者の看護

（p.149-150），3節 ②性感染症（STI）患者の看護（p.159-160）／
7章1節 ②子宮内膜症患者の看護（p.167-169），2節 ②子宮腺筋
症患者の看護（p.172-173），3節 ②子宮筋腫患者の看護（p.177-
178），6節 ②絨毛性疾患患者の看護（p.206-208）／8章1節 ②
卵巣腫瘍患者の看護（p.218-220），3節 ②異所性妊娠患者の看
護（p.226-227）／14章 子宮内膜症患者の看護（p.324-328）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章2節2項 女性
生殖器の障害を引き起こす主な疾患（p.200-210）

男性生殖器の疾
患（勃起障害）

0 内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章3節 男性生殖
器の障害と疾患（p.210-214）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　21章2節 ③男性性機能障害
患者の看護（p.254-255）

腫瘍（乳癌、子
宮体癌、子宮頸
癌、卵 巣 癌、精
巣腫瘍）

4 疾患⑨女性生殖器　7章4節 ②子宮頸癌患者の看護（p.188-
192），5節 ②子宮体癌（子宮内膜癌）患者の看護（p.199-201），
6節 ②絨毛性疾患患者の看護（p.206-208）／8章1節 ②卵巣腫
瘍 患 者 の 看 護（p.218-220），2節 ② 遺 伝 性 乳 癌 卵 巣 癌

（HBOC）患者の看護（p.222-223）／9章4節 ②乳癌患者の看護
（p.243-245）／15章 子宮頸癌患者の看護（p.329-334）／16章 
乳癌患者の看護（p.335-338）
疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　19章5節 ②精巣腫瘍患者の
看護（p.232-233）／20章5節1項 ウィルムス腫瘍（p.246），3項 
小児泌尿器科腫瘍性疾患患者の看護（p.247-248）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章6節2項 乳腺
の主な疾患（p.222-228）
周術期看護　17章2節3項 子宮頸部上皮内癌の手術を受ける人
の看護（p.318-320），3節3項 子宮体癌の手術を受ける人の看護

（p.323-326），4節3項 乳癌の手術を受ける人の看護（p.329-
332）

page://146/ng52_2022.pdf
page://146/ng52_2022.pdf
page://149/ng52_2022.pdf
page://149/ng52_2022.pdf
page://159/ng52_2022.pdf
page://167/ng52_2022.pdf
page://172/ng52_2022.pdf
page://172/ng52_2022.pdf
page://177/ng52_2022.pdf
page://177/ng52_2022.pdf
page://206/ng52_2022.pdf
page://218/ng52_2022.pdf
page://218/ng52_2022.pdf
page://226/ng52_2022.pdf
page://226/ng52_2022.pdf
page://324/ng52_2022.pdf
page://200/ng12_2022.pdf
page://200/ng12_2022.pdf
page://210/ng12_2022.pdf
page://210/ng12_2022.pdf
page://254/ng51_2022.pdf
page://254/ng51_2022.pdf
page://188/ng52_2022.pdf
page://188/ng52_2022.pdf
page://199/ng52_2022.pdf
page://206/ng52_2022.pdf
page://218/ng52_2022.pdf
page://218/ng52_2022.pdf
page://222/ng52_2022.pdf
page://222/ng52_2022.pdf
page://243/ng52_2022.pdf
page://243/ng52_2022.pdf
page://329/ng52_2022.pdf
page://335/ng52_2022.pdf
page://335/ng52_2022.pdf
page://232/ng51_2022.pdf
page://232/ng51_2022.pdf
page://246/ng51_2022.pdf
page://247/ng51_2022.pdf
page://247/ng51_2022.pdf
page://222/ng12_2022.pdf
page://222/ng12_2022.pdf
page://318/ng28_2022.pdf
page://318/ng28_2022.pdf
page://323/ng28_2022.pdf
page://323/ng28_2022.pdf
page://329/ng28_2022.pdf
page://329/ng28_2022.pdf
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老年看護学

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 高齢者の理解
の基本となる
概念

A 老年期の発達
と変化

5 ライフサイクル
からみた高齢者

0 高齢者の健康と障害　1章1節1項 ライフサイクルからみた高齢者
の理解（p.12）

加齢と老化 2 高齢者の健康と障害　1章1節2項 加齢と老化（p.12-13）
病態生理学　1章6節2項 細胞の傷害・適応の分類（p.66-70）

老年期の発達
課題

3 高齢者の健康と障害　1章2節1項 老年期の特徴（p.23-24）

B 加齢への適応 2 高齢者にとって
の健康と自立

0 高齢者の健康と障害　2章3節8項 日常生活自立支援事業（p.110-
111）／6章4節1項 自宅における住環境（p.303-304）

サクセスフル
エイジング

1 高齢者の健康と障害　1章3節3項 高齢者の健康の目標（p.28-
29）

ノーマライゼー
ション

1 高齢者の健康と障害　1章4節2項 高齢者のQOLに影響を与える
もの（p.42）

スピリチュア
リティ

0 高齢者の健康と障害　1章4節2項 高齢者の理解（p.25-26）

C 高齢者のいる
家族の理解

2 家族構成とニー
ズの変化

2 高齢者の健康と障害　2章1節1項 高齢者と家族サイクル（p.78），
3項 高齢者と家族の関係（p.82）

高齢者のいる家
族の発達課題

0 高齢者の健康と障害　2章1節4項 要介護高齢者と家族（p.84-
92）

家族の機能の
変化

0 高齢者の健康と障害　2章1節3項 高齢者と家族の関係（p.82-
84）

2 高齢者の生活 A 高齢者の機能
と評価

5 高齢者総合機
能評価〈CGA〉

1 高齢者の健康と障害　1章3節4項 高齢者の健康状態のアセスメ
ント（p.31）

日常生活動作
〈ADL〉

0 高齢者の健康と障害　1章3節4項 高齢者の健康状態のアセスメ
ント（p.30）

手段的日常生
活動作〈IADL〉

2 高齢者の健康と障害　4章4節4項 アセスメントの視点と主なアセ
スメントツール（p.212）
運動機能障害　7章6節2項 日常生活の援助（p.131-132）

障害高齢者の
日常生活自立
度〈寝たきり
度〉判定基準

1 高齢者の健康と障害　4章4節4項 アセスメントの視点と主なアセ
スメントツール（p.217-218）

認知症高齢者
の日常生活自
立度判定基準

1 高齢者看護の実践　2章1節3項 認知機能の評価方法（p.221-
225）

要介護・要支援
の認定と区分

0 高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.103）

心理・情緒機
能の評価

0 高齢者の健康と障害　1章5節2項 心理・精神機能の変化（p.59-
66）

B その人らしい
生活の継続

2 時代背景に関
連する人生と
経験の多様性、
生活史

1 高齢者の健康と障害　1章2節2項 高齢者の理解（p.24-25）

生活環境 0 高齢者の健康と障害　1章5節3項 社会的機能の変化（ｐ.67-68）

生活習慣 1 高齢者の健康と障害　1章2節2項 高齢者の理解（p.24-25）

目標Ⅰ 加齢に伴う高齢者の生活と健康状態の変化について基本的な理解を問う。

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と
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復
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と

社
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障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
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護
学

母
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護
学

精
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看
護
学

在
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論
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地
域
・
在
宅
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護
論
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護
の
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合
と
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践

page://12/ng31_2022.pdf
page://12/ng31_2022.pdf
page://12/ng31_2022.pdf
page://66/ng3_2022.pdf
page://23/ng31_2022.pdf
page://110/ng31_2022.pdf
page://110/ng31_2022.pdf
page://303/ng31_2022.pdf
page://28/ng31_2022.pdf
page://28/ng31_2022.pdf
page://42/ng31_2022.pdf
page://42/ng31_2022.pdf
page://25/ng31_2022.pdf
page://78/ng31_2022.pdf
page://82/ng31_2022.pdf
page://84/ng31_2022.pdf
page://84/ng31_2022.pdf
page://82/ng31_2022.pdf
page://82/ng31_2022.pdf
page://31/ng31_2022.pdf
page://31/ng31_2022.pdf
page://30/ng31_2022.pdf
page://30/ng31_2022.pdf
page://212/ng31_2022.pdf
page://212/ng31_2022.pdf
page://131/ng11_2022.pdf
page://217/ng31_2022.pdf
page://217/ng31_2022.pdf
page://221/ng32_2022.pdf
page://221/ng32_2022.pdf
page://103/ng31_2022.pdf
page://59/ng31_2022.pdf
page://59/ng31_2022.pdf
page://24/ng31_2022.pdf
page://67/ng31_2022.pdf
page://24/ng31_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 高齢者の生活 B その人らしい
生活の継続

2 生活リズム 0 高齢者の健康と障害　3章2節3項 在宅療養を支える看護活動
（p.140-141）

治療・介護の
必要度と生活
の場

0 高齢者の健康と障害　2章2節2項 病気の治療と介護に伴う生活
の場（p.78）

多様な生活の
場とリロケー
ション

0 高齢者の健康と障害　2章2節1項 ライフサイクルに応じた生活の
場（p.93-94）

3 高齢者の健康 A 高齢者の健康
と疾病

0 高齢者の健康
の特徴

0 高齢者の健康と障害　1章3節2項 老年期の健康とは（p.26-27）

高齢者の疾病
の特徴

0 高齢者の健康と障害　4章1節2項 高齢者の特性からみた高齢者
看護（p.169-175）

B 老年期におけ
る身体機能の
変化

11 恒常性（防衛力、
予備力、適応力、
回復力）の維持
機能の低下

0 高齢者の健康と障害　4章5節1項 高齢者に起こりやすい疾患の
特徴（ｐ.219-222）

神経系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.55-
59）

運動器系 1 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.57）
運動機能障害　5章5節 加齢による運動機能障害とその疾患・治
療（p.77-78）／7章5節1項 運動機能障害のアセスメント（p.126-
129）

感覚器系 1 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.55-
56）
疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　5章1節 ④老視（p.71）／
21章4節 ⑤加齢性難聴（老人性難聴）（p.196-197）

循環器系 3 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.50-
51）

血液・造血器系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.50-
51）

免疫系 1 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.59）

呼吸器系 3 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.51-
52）

消化器系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.52-
54）

代謝系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.54-
55）

泌尿器系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.54-
55）

内分泌系 0 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.58-
59）

生殖器系 1 高齢者の健康と障害　1章5節1項 身体機能の生理的変化（p.54-
55）／6章3節2項 高齢者の性に関する機能の加齢変化（p.291）

C 老年期におけ
る認知機能の
変化

2 知能 2 高齢者の健康と障害　1章5節2項 心理・精神機能の変化（p.61-
63）

記憶力、判断力、
計算力、遂行力

0 高齢者の健康と障害　1章5節2項 心理・精神機能の変化（p.61-
63）

D 老年期におけ
る心理・社会
的変化と健康
への影響

5 役割と社会活
動の変化

1 高齢者の健康と障害　1章5節3項 社会的機能の変化（p.66-68）

余暇活動と生
きがい

0 高齢者の健康と障害　6章6節 社会参加（p.315-321）／1章4節
1項 高齢者にとってのQOL（p.39-41），5節3項 社会的機能の変
化（p.66-68）

住宅環境 0 高齢者の健康と障害　6章4節1項 自宅における住環境（p.297-
305）

page://140/ng31_2022.pdf
page://140/ng31_2022.pdf
page://78/ng31_2022.pdf
page://78/ng31_2022.pdf
page://93/ng31_2022.pdf
page://93/ng31_2022.pdf
page://26/ng31_2022.pdf
page://169/ng31_2022.pdf
page://169/ng31_2022.pdf
page://219/ng31_2022.pdf
page://219/ng31_2022.pdf
page://55/ng31_2022.pdf
page://55/ng31_2022.pdf
page://57/ng31_2022.pdf
page://77/ng11_2022.pdf
page://77/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://55/ng31_2022.pdf
page://55/ng31_2022.pdf
page://71/ng49_2022.pdf
page://196/ng49_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://50/ng31_2022.pdf
page://59/ng31_2022.pdf
page://51/ng31_2022.pdf
page://51/ng31_2022.pdf
page://52/ng31_2022.pdf
page://52/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://58/ng31_2022.pdf
page://58/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://54/ng31_2022.pdf
page://291/ng31_2022.pdf
page://61/ng31_2022.pdf
page://61/ng31_2022.pdf
page://61/ng31_2022.pdf
page://61/ng31_2022.pdf
page://66/ng31_2022.pdf
page://315/ng31_2022.pdf
page://39/ng31_2022.pdf
page://39/ng31_2022.pdf
page://66/ng31_2022.pdf
page://66/ng31_2022.pdf
page://297/ng31_2022.pdf
page://297/ng31_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 高齢者の健康 D 老年期におけ
る心理・社会
的変化と健康
への影響

5 就労、雇用 2 高齢者の健康と障害　1章5節3項 社会的機能の変化（p.68-74）
／6章5節3項 地域における高齢者の社会参加（p.318）

収入、生計 2 高齢者の健康と障害　1章5節3項 社会的機能の変化（p.68-74）

4 老年看護の基本 A 老年看護に用
いられる概念・
モデル・理論

0 エンパワメント 0 高齢者の健康と障害　4章2節3項 高齢者看護に適用する理論・
概念（p.181-188）

ストレングス
モデル

0 高齢者の健康と障害　4章2節3項 高齢者看護に適用する理論・
概念（p.181-188）

国際生活機能
分類〈ICF〉

0 高齢者の健康と障害　1章3節4項 高齢者の健康状態のアセスメ
ント（p.31-32）
疾患⑦運動器　4章8節 リハビリテーション（p.98-103）

B 老年看護の倫理 5 高齢者差別
（スティグマ、
エイジズム）

2 高齢者の健康と障害　1章4節2項 高齢者のQOLに影響を与える
もの（p.41-43），5節2項 心理・精神機能の変化（p.49-55）／4
章2節2項 心理社会面に関する理論（p.177-178）

高齢者虐待 2 高齢者の健康と障害　4章3節2項 高齢者虐待と身体拘束（p.191-
195）

高齢者の権利
擁護〈アドボカ
シー〉

1 高齢者の健康と障害　4章2節3項 高齢者看護に適用する理論・
概念（p.182）
高齢者看護の実践　2章1節9項 認知症高齢者の人権と権利擁護

（p.242-244）

安全確保と身
体拘束

0 高齢者の健康と障害　4章3節2項 高齢者虐待と身体拘束（p.195）
高齢者看護の実践　3章7節2項 行動制限が必要な場合（p.302-
304），3項 認知症高齢者の行動制限（p.304-305），4項 行動
制限をしないために（p.305）

C 高齢者の生活
を支える制度
と施策

1 高齢者の医療
の確保に関す
る法律〈高齢者
医療確保法〉に
基づく制度

1 高齢者の健康と障害　2章3節2項 医療保険制度（p.97）
看護をめぐる法と制度　5章1節7項 高齢者医療確保法（p.252-
254）， 図5.1-1「医療保険制度の体系」（p.241）， 表5.1-1「主な医
療保険の保険給付の種類」（p.242）

介護保険制度 0 高齢者の健康と障害　2章3節4項 介護保険制度（p.100-105）
看護をめぐる法と制度　5章1節8項 介護保険法（p.255-267）

成年後見制度 0 高齢者の健康と障害　1章4節 高齢者とQOL（p.42-43）
高齢者看護の実践　2章1節9項 認知症高齢者の人権と権利擁護

（p.242-244）
看護をめぐる法と制度　6章7節2項 成年後見制度の利用の促進
に関する法律（p.348-354），3項 任意後見契約に関する法律

（p.354-358）

日常生活自立
支援事業

0 高齢者の健康と障害　2章3節8項 日常生活自立支援事業（p.110-
111）
高齢者看護の実践　2章1節9項 認知症高齢者の人権と権利擁護

（p.242-244）

地域包括ケア
システム

0 高齢者の健康と障害　3章1節1項 地域包括ケアシステムとは（p.128-
132）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 高齢者の生活
を支える看護

A 高齢者のコミュ
ニケーションの
特徴と援助

2 高齢者のコミュ
ニケーションの
特徴

1 高齢者の健康と障害　6章1節 コミュニケーション（p.280-287）

身体機能・認知
機能・個性に応
じたコミュニケー
ションの方法

1 高齢者の健康と障害　1章5節2項 心理・精神機能の変化（p.64-
66）

B 高齢者の安全な
活動への援助

10 高齢者の歩行、
移動、姿勢保
持の特徴

1 高齢者看護の実践　1章5節1項 歩行・移動（p.114-120）
高齢者の健康と障害　5章3節 転倒予防（p.268-270）

目標Ⅱ さまざまな健康状態にある高齢者と家族の生活および健康を支える看護についての基本的な理解を問う。
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 高齢者の生活
を支える看護

B 高齢者の安全な
活動への援助

10 活動の縮小の
影響（廃用症候
群、フレイル、閉
じこもり）

3 高齢者の健康と障害　1章3節5項 高齢者の自立を妨げる要因
（p.33-35）
臨床栄養学　3章3節6項 高齢期（p.126-134）
高齢者看護の実践　1章5節4項 廃用症候群（p.129-141）
疾患⑦運動器　18章 その他の疾患（p.300-304）

高齢者に多い
事故（窒息、誤
嚥、溺水、転倒・
転落）

5 高齢者の健康と障害　5章3節 転倒予防（p.268-270）
高齢者看護の実践　1章4節1項 活動と休息（p.90-100）
運動機能障害　8章3節1項 転倒の要因（p.159-162）
基礎看護技術Ⅱ　3章2節2項 転倒・転落の予防策（p.90-91）
高齢者の健康と障害　4章6節3項 高齢者に関わる多様な専門職
の理解と協働の実際（p.241-242）

身体機能・認知 
機能に応じた安
全な活 動の 維
持・拡大の支援

1 高齢者看護の実践　1章4節1項 活動と休息（p.90-100）

身体機能・認
知機能に応じ
た環境の整備

0 高齢者看護の実践　1章4節1項 活動と休息（p.90-100）

C 高齢者の食事・
食生活の特徴
と援助

4 高齢者の食事
の特徴

0 高齢者看護の実践　1章1節1項 食事（p.12-21）
高齢者の健康と障害　6章2節 食生活（p.288-290）

低栄養 0 高齢者看護の実践　1章1節4項 低栄養（p.33-40）
臨床栄養学　3章3節6項 高齢期（p.126-133）

摂食・嚥下障害 2 高齢者看護の実践　1章1節3項 摂食嚥下障害（p.25-33）
臨床栄養学　3章3節6項 高齢期（p.134）

身体機能・認
知機能に応じ
た食事と食生
活の支援

1 高齢者看護の実践　1章1節3項 摂食嚥下障害（p.25-33），4項 
低栄養（p.33-40）
高齢者の健康と障害　6章2節3項 嗜好（p.288-290）
臨床栄養学　3章3節6項 高齢期（p.133-134）／4章3節 嚥下障
害のある人のための食事（p.153-159）

D 高齢者の排泄
の特徴と援助

9 高齢者の排泄
の特徴

1 高齢者看護の実践　1章2節1項 排泄（p.41-47）

尿失禁 4 高齢者看護の実践　1章2節2項 尿失禁（p.47-55）

便秘、下痢 4 高齢者看護の実践　1章2節3項 排便障害（便秘・下痢・便失禁）
（p.55-63）

身体機能・認
知機能に応じ
た排泄の支援

0 高齢者看護の実践　1章2節1項 排 泄（p.41-47），2項 尿 失 禁
（p.47-55），3項 排便障害（便秘・下痢・便失禁）（p.55-63）

E 高齢者の清潔
と衣生活の特
徴と援助

1 高齢者の皮膚
機能の特徴

0 高齢者看護の実践　1章3節1項 清潔・衣生活（p.64-75）
高齢者の健康と障害　1章5節1項 （6）外皮系の変化（p.56-57）

高齢者の清潔と
衣生活の特徴

0 高齢者看護の実践　1章3節1項 清潔・衣生活（p.64-75）

身体機能・認
知機能に応じ
た清潔と衣生
活の支援

1 高齢者看護の実践　1章3節1項 清潔・衣生活（p.64-75）

F 高齢者の活動
と休息のバラ
ンスの特徴と
援助

2 高齢者の睡眠
と生活リズム
の特徴

1 高齢者看護の実践　1章4節1項 活動と休息（p.90-100），3項 
睡眠障害（p.103-113）

身体機能・認
知機能に応じ
た活動と休息
の支援

1 高齢者看護の実践　1章4節1項 活動と休息（p.90-100），3項 
睡眠障害（p.103-113）

G 高齢者におけ
る性〈セクシュ
アリティ〉

1 高齢者の性機
能の特徴

1 高齢者の健康と障害　6章3節 セクシュアリティ（p.291）

高齢者にとっ
ての性〈セク
シュアリティ〉
の理解と対応

0 高齢者の健康と障害　6章3節7項 高齢者の性への支援（p.296）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 さまざまな健
康状態や受療
状況に応じた
高齢者の看護

A 健康の維持・増
進と介護予防

1 高齢者の保健
行動の特徴

0 高齢者の健康と障害　1章1節4項 健康指標からみた高齢者の理
解（p.16-19）

高齢者の健康
の維持・増進

1 高齢者の健康と障害　5章1節2項 高齢者の健康増進を支える法
律・制度・組織（p.258）

介護予防 0 高齢者の健康と障害　5章1節3項 介護予防（p.261-265）

B 急性期の高齢
者への看護

4 急性期の高齢
者の特徴

1 高齢者看護の実践　5章4節 急性期看護実習（p.352-362）

急性期における
高齢者の看護

2 高齢者看護の実践　2章1節6項 急性期医療における認知症高齢
者へのアプローチ（p.232-237）／3章1節2項 薬物療法による有
害反応（p.265-266）

C 回復期の高齢
者への看護

1 高齢者の疾患
からの回復過
程の特徴

0 高齢者看護の実践　3章3節4項 経過別リハビリテーションの特徴
（p.284-286）

急性期からの回
復過程にある高
齢者の看護

1 高齢者看護の実践　3章3節4項 経過別リハビリテーションの特徴
（p.284-286）

D 慢性期の高齢
者への看護

3 慢性期の高齢
者の特徴

0 高齢者看護の実践　5章2節 慢性期看護実習（p.332-341）

疾患や障害と
ともに生きる
高齢者の看護

3 高齢者看護の実践　5章2節4項 看護計画（p.337-339）

E 終末期にある
高齢者と家族
への看護

6 高齢者のエン
ド・オブ・ライ
フ・ケア

1 高齢者看護の実践　4章1節 高齢者の死と医療・ケア（p.308-
319）

アドバンス・
ケア・プラン
ニング〈ACP〉

0 高齢者の健康と障害　1章4節4項 高齢者の看護場面における
QOL（p.47-48）
高齢者看護の実践　4章1節 高齢者の死と医療・ケア（p.308-
319）

苦痛の緩和と
安楽への援助

1 高齢者看護の実践　4章2節1項 身体的アセスメントと看護（p.319-
320）

精神的苦痛や
混乱に対する
援助

0 高齢者看護の実践　4章2節2項 精神的苦痛や不安・混乱に対す
る看護（p.320-321）

家族の参加と
家族への支援

4 高齢者看護の実践　2章1節10項 認知症高齢者の終末期ケア
（p.248-249）／4章1節2項 高齢者の終末期（p.314-315），3節1
項 家族の心理と看護（p.321-322），2項 看取りを終えた家族へ
のグリーフケア（p.322-323）

F 検査を受ける
高齢者の看護

2 加齢による検査
結果への影響

0 高齢者看護の実践　3章4節2項 高齢者の検査（p.290-292）

検査を受ける
高齢者への身
体機能・認知
機能に応じた
援助

2 高齢者看護の実践　3章4節2項 高齢者の検査（p.290-292）

G 外来を受診する
高齢者の看護

1 高齢者への医療
面接、フィジカル
アセスメント

1 高齢者看護の実践　3章4節1項 高齢者の診察（p.288-290）

疾患・治療の
理解と治療継
続への援助

0 高齢者看護の実践　3章4節1項 高齢者の診察（p.288-290）

H 薬物治療を受
ける高齢者の
看護

8 高齢者の薬物
動態の特徴

4 高齢者看護の実践　3章1節1項 加齢による生理学的変化（薬物
動態，薬力学）（p.264-265）

高齢者の服薬
行動の特徴

0 高齢者看護の実践　3章1節3項 服薬行動・服薬管理（p.266-
268）

ポリファーマシー 0 高齢者看護の実践　3章1節3項 服 薬行動・服 薬管理（p.266-
268）
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100　 

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 さまざまな健
康状態や受療
状況に応じた
高齢者の看護

H 薬物治療を受
ける高齢者の
看護

8 身体機能・認知
機能に応じた服
薬管理支援

4 高齢者看護の実践　3章1節2項 薬物療法による有害反応（p.265-
266），3項 服薬行動・服薬管理（p.266-268）

I 手術療法を受
ける高齢者の
看護

1 高齢者に起こ
りやすい周手
術期の反応と
合併症

0 高齢者看護の実践　3章2節 手術療法（p.269-281）

身体機能・認知
機能に応じた周
手術期看護

1 高齢者看護の実践　3章2節 手術療法（p.269-281）

J リハビリテーショ
ンを受ける高齢
者の看護

1 リハビリテーショ
ンを受ける高齢
者の特徴

0 高齢者看護の実践　3章3節 リハビリテーション（p.281-288）
リハビリテーション看護　1章1節3項 リハビリテーションの目的

（p.15）

身体機能・認
知 機 能 に 応
じたリハビリ
テーションに
おける看護

0 高齢者看護の実践　3章3節 リハビリテーション（p.281-288）

7 高齢者に特有な
症候・疾患・障
害と看護

A 高齢者に特有
な疾患・障害
の病態と要因

3 脳血管疾患後
遺症

0 高齢者看護の実践　1章6節4項 脳卒中（p.155）

慢性閉塞性肺
疾患

0 高齢者看護の実践　1章6節2項 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD）
（p.146）

骨粗鬆症 0 高齢者看護の実践　1章5節2項 骨粗鬆症（p.120-121）
疾患⑦運動器　9章 骨粗鬆症（p.188-195）
運動機能障害　5章5節2項 主な疾患（p.77-78）／7章5節1項 運
動機能障害のアセスメント（p.126-129）

変形性関節症 0 疾患⑦運動器　11章2節 ①変形性膝関節症とは（p.221-222）
高齢者看護の実践　1章3節3項 痛み・しびれ（p.82-83）

骨折 0 高齢者看護の実践　1章5節3項 骨折（p.123-125）
疾患⑦運動器　5章6節 大腿骨近位部骨折（p.128-134），11節 
脊椎骨折（p.142-147）
運動機能障害　5章5節2項 主な疾患（p.77-78）

感染症 0 高齢者看護の実践　1章3節4項 感染症（p.83-87）

前立腺肥大症 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章3節 ①前立腺肥大症と
は（p.196）
高齢者看護の実践　1章2節1項 排泄（p.41-43）

老人性皮膚掻
痒症

0 高齢者看護の実践　1章3節2項 瘙痒（かゆみ）（p.76-77）

気分障害 1 高齢者看護の実践　2章2節1項 高齢者のうつ病の背景と特徴
（p.250-253）

脱水症 1 高齢者看護の実践　1章1節2項 脱水（p.21-22）

白内障 1 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　10章2節 ①加齢白内障
（p.94）
高齢者看護の実践　1章4節2項 視覚・聴覚の障害（p.100-101）

老年期に特有
のその他の疾
患や症候

0 高齢者看護の実践　1章3節3項 痛み・しびれ（p.79-83），4節2
項 視覚・聴覚の障害（p.101-102），5節4項 廃用症候群（p.129-
132），6節1項 肺炎（p.143），3項 高血圧（p.149-150），5項 
不整脈（p.160），6項 心不全（p.164-166），7節1項 パーキンソ
ン病（p.173-174），2項 がん（p.178-181），3項 糖尿病（p.184-
185），4項 慢性腎臓病（CKD）（p.188-190），5項 電解質代謝
異常（p.192-195），6項 浮腫（p.196-198），7項 貧血（p.199-
201），8項 めまい（p.202-203），9項 低体温・熱中症（p.203）

B 高齢者に特有な
疾患・障害のア
セスメント

7 脳血管疾患後
遺症

1 高齢者看護の実践　1章6節4項 脳卒中（p.155-157）

慢性閉塞性肺
疾患

0 高齢者看護の実践　1章6節2項 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD）
（p.147）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 高齢者に特有な
症候・疾患・障
害と看護

B 高齢者に特有な
疾患・障害のア
セスメント

7 骨粗鬆症 0 高齢者看護の実践　1章5節2項 骨粗鬆症（p.121-122）
疾患⑦運動器　9章 骨粗鬆症（p.188-195）
運動機能障害　5章5節3項 治療・看護（p.78-81）／7章5節1項 
運動機能障害のアセスメント（p.126-129）

変形性関節症 0 高齢者看護の実践　1章3節3項 痛み・しびれ（p.80-81）

骨折 0 高齢者看護の実践　1章5節3項 骨折（p.125-127）
疾患⑦運動器　5章6節 大腿骨近位部骨折（p.128-134），11節 
脊椎骨折（p.142-147）
運動機能障害　5章5節3項 治療・看護（p.78-81）

感染症 1 高齢者看護の実践　1章3節4項 感染症（p.84-87）

前立腺肥大症 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章3節 ②前立腺肥大症患
者の看護（p.199-200）
高齢者看護の実践　1章2節1項 排泄（p.46）

老人性皮膚掻
痒症

0 高齢者看護の実践　1章3節2項 瘙痒（かゆみ）（p.76-77）

気分障害 1 高齢者看護の実践　2章2節1項 高齢者のうつ病の背景と特徴
（p.250-253）

脱水症 1 高齢者看護の実践　1章1節2項 脱水（p.22-24）

白内障 0 高齢者看護の実践　1章4節2項 視覚・聴覚の障害（p.101），1項 
表1.4-2「高齢者の活動と休息のアセスメント項目」（p.94-95）
高齢者の健康と障害　6章1節2項 高齢者の視覚機能（p.282-
283）

老年期に特有
のその他の疾
患や症候

3 高齢者看護の実践　1章3節3項 痛み・しびれ（p.80-81），5節4項 
廃用症候群（p.133-134），6節1項 肺炎（p.144），3項 高血圧（p.150-
153），5項 不整脈（p.161-162），6項 心不全（p.167-168），7節1項 
パーキンソン病（p.176），2項 がん（p.179-181），3項 糖尿病（p.185-
186），4項 慢性腎臓病（CKD）（p.190-191），5項 電解質代謝異常

（p.192-195），6項 浮腫（p.198-199），7項 貧血（p.201-202）

C 高齢者に特有
な疾患・障害
の治療

3 脳血管疾患後
遺症

0 高齢者看護の実践　1章6節4項 脳卒中（p.156-157）

慢性閉塞性肺
疾患

0 高齢者看護の実践　1章6節2項 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD）
（p.147）

骨粗鬆症 0 高齢者看護の実践　1章5節2項 骨粗鬆症（p.121-123）
疾患⑦運動器　9章 骨粗鬆症（p.188-195）
運動機能障害　5章5節3項 治療・看護（p.78-81）

変形性関節症 0 疾患⑦運動器　11章2節 ①変形性膝関節症とは（p.222-224）
高齢者看護の実践　3章2節 手術療法（p.269）

骨折 3 高齢者看護の実践　1章5節3項 骨折（p.126-129）
疾患⑦運動器　5章6節 大腿骨近位部骨折（p.128-134），11節 
脊椎骨折（p.142-147）／9章 骨粗鬆症（p.188-195）

感染症 0 高齢者看護の実践　1章3節4項 感染症（p.84-88）

前立腺肥大症 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章3節 ①前立腺肥大症と
は（p.198-199）

老人性皮膚掻
痒症

0 高齢者看護の実践　1章3節2項 瘙痒（かゆみ）（p.77-78）

気分障害 0 高齢者看護の実践　2章2節2項 うつ病の治療（p.253-254），3
項 うつ病の看護のポイント（p.254-256）

脱水症 0 高齢者看護の実践　1章1節2項 脱水（p.24-25）

白内障 0 疾患⑥眼／耳鼻咽喉／歯・口腔／皮膚　10章2節 ①加齢白内障
（p.94）

老年期に特有
のその他の疾
患や症候

0 高齢者看護の実践　1章6節1項 肺炎（p.143-144），5項 不整脈
（p.162-163），6項 心不全（p.167-168），7節1項 パーキンソン病
（p.175-176），2項 がん（p.178-181），3項 糖尿病（p.184），4項 

慢性腎臓病（CKD）（p.190-191），5項 電解質代謝異常（p.194-
195），6項 浮腫（p.199），7項 貧血（p.202）
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※第105〜111回までの出題問題数

page://121/ng32_2022.pdf
page://188/ng50_2022.pdf
page://78/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://126/ng11_2022.pdf
page://80/ng32_2022.pdf
page://125/ng32_2022.pdf
page://128/ng50_2022.pdf
page://142/ng50_2022.pdf
page://142/ng50_2022.pdf
page://78/ng11_2022.pdf
page://84/ng32_2022.pdf
page://199/ng51_2022.pdf
page://199/ng51_2022.pdf
page://46/ng32_2022.pdf
page://76/ng32_2022.pdf
page://250/ng32_2022.pdf
page://250/ng32_2022.pdf
page://22/ng32_2022.pdf
page://101/ng32_2022.pdf
page://94/ng32_2022.pdf
page://94/ng32_2022.pdf
page://282/ng31_2022.pdf
page://282/ng31_2022.pdf
page://80/ng32_2022.pdf
page://133/ng32_2022.pdf
page://133/ng32_2022.pdf
page://144/ng32_2022.pdf
page://150/ng32_2022.pdf
page://150/ng32_2022.pdf
page://161/ng32_2022.pdf
page://167/ng32_2022.pdf
page://176/ng32_2022.pdf
page://176/ng32_2022.pdf
page://179/ng32_2022.pdf
page://185/ng32_2022.pdf
page://185/ng32_2022.pdf
page://190/ng32_2022.pdf
page://192/ng32_2022.pdf
page://192/ng32_2022.pdf
page://198/ng32_2022.pdf
page://201/ng32_2022.pdf
page://156/ng32_2022.pdf
page://147/ng32_2022.pdf
page://147/ng32_2022.pdf
page://121/ng32_2022.pdf
page://188/ng50_2022.pdf
page://78/ng11_2022.pdf
page://222/ng50_2022.pdf
page://269/ng32_2022.pdf
page://126/ng32_2022.pdf
page://128/ng50_2022.pdf
page://142/ng50_2022.pdf
page://142/ng50_2022.pdf
page://188/ng50_2022.pdf
page://84/ng32_2022.pdf
page://198/ng51_2022.pdf
page://198/ng51_2022.pdf
page://77/ng32_2022.pdf
page://253/ng32_2022.pdf
page://254/ng32_2022.pdf
page://254/ng32_2022.pdf
page://24/ng32_2022.pdf
page://94/ng49_2022.pdf
page://94/ng49_2022.pdf
page://143/ng32_2022.pdf
page://162/ng32_2022.pdf
page://162/ng32_2022.pdf
page://167/ng32_2022.pdf
page://175/ng32_2022.pdf
page://175/ng32_2022.pdf
page://178/ng32_2022.pdf
page://184/ng32_2022.pdf
page://190/ng32_2022.pdf
page://190/ng32_2022.pdf
page://194/ng32_2022.pdf
page://194/ng32_2022.pdf
page://199/ng32_2022.pdf
page://202/ng32_2022.pdf


102　 

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 高齢者に特有な
症候・疾患・障
害と看護

D 高齢者に特有
な疾患・障害
の予防と看護

8 脳血管疾患後
遺症

0 高齢者看護の実践　1章6節4項 脳卒中（p.157-160）

慢性閉塞性肺
疾患

0 高齢者看護の実践　1章6節2項 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD）
（p.147-148）

骨粗鬆症 1 高齢者看護の実践　1章5節2項 骨粗鬆症（p.121-123）
疾患⑦運動器　9章 骨粗鬆症（p.188-195）
運動機能障害　5章5節3項 治療・看護（p.78-81）

変形性関節症 0 疾患⑦運動器　11章2節 ②変形性膝関節症患者の看護（p.224-
226）

骨折 0 高齢者看護の実践　1章5節3項 骨折（p.126-129）
疾患⑦運動器　5章6節 大腿骨近位部骨折（p.128-134），11節 
脊椎骨折（p.142-147）／9章 骨粗鬆症（p.188-195）

感染症 2 高齢者看護の実践　1章3節4項 感染症（p.84-88）

前立腺肥大症 0 疾患⑧腎／泌尿器／内分泌・代謝　18章3節 ②前立腺肥大症患
者の看護（p.200-201）
高齢者看護の実践　1章2節1項 排泄（p.46-47）

老人性皮膚掻
痒症

0 高齢者看護の実践　1章3節2項 瘙痒（かゆみ）（p.77-79）

気分障害 0 高齢者看護の実践　2章2節2項 うつ病の治療（p.253-254），3
項 うつ病の看護のポイント（p.254-256）

脱水症 1 高齢者看護の実践　1章1節2項 脱水（p.24-25）
臨床栄養学　3章3節6項 高齢期（p.134）

白内障 0 高齢者看護の実践　1章4節2項 視覚・聴覚の障害（p.101）
高齢者の健康と障害　6章1節2項 高齢者の視覚機能（p.282-
283）

老年期に特有
のその他の疾
患や症候

4 高齢者看護の実践　1章3節3項 痛み・しびれ（p.79-80），4節2
項 視覚・聴覚の障害（p.102-103），5節4項 廃用症候群（p.134），
6節1項 肺炎（p.145-146），3項 高血圧（p.153-154），5項 不整脈

（p.162-163），6項 心不全（p.168-170），7節1項 パーキンソン病
（p.176-178），2項 がん（p.181-184），3項 糖尿病（p.186-188），4

項 慢性腎臓病（CKD）（p.191），5項 電解質代謝異常（p.194-195），
6項 浮腫（p.199），7項 貧血（p.202），8項 めまい（p.203），9項 
低体温・熱中症（p.203-204）

E 認知機能が低
下した高齢者
の看護

22 認知症の種類 2 高齢者看護の実践　2章1節1項 認知症の病態と要因（p.208-
212）

認知症の症状 5 高齢者看護の実践　2章1節2項 認知症の症状の理解とケア
（p.213-221）

日常生活への
影響

2 高齢者看護の実践　2章1節3項 認知機能の評価方法（p.221-
228）

認知症の治療、
非薬物療法

3 高齢者看護の実践　2章1節4項 認知症の予防と治療（p.222-
230），7項 認知症の非薬物療法（p.237-239）
高齢者の健康と障害　5章4節4項 認知症予防の方法（p.272-
273）

認知症の予防 0 高齢者看護の実践　2章1節4項 認知症の予防と治療（p.222-
230），7項 認知症の非薬物療法（p.237-239）
高齢者の健康と障害　5章4節4項 認知症予防の方法（p.272-
273）

認知症看護の
基本的視点

8 高齢者看護の実践　2章1節5項 認知症高齢者とのコミュニケーシ
ョンの基本（p.230-232）

認知症高齢者
と家族の支援

2 高齢者看護の実践　2章1節8項 認知症高齢者の家族への支援と
サポートシステム（p.239-242）

8 治療・介護を
必要とする高
齢者の家族の
看護

A 疾患や障害を
もつ高齢者の
家族への支援

7 看護の対象と
しての家族

1 高齢者の健康と障害　2章1節4項 要介護高齢者と家族介護者
（p.88-92）
家族看護学　5章3節 在宅で療養する高齢者の事例（p.134-135）

介護者の健康
と社会生活

2 高齢者の健康と障害　2章1節4項 要介護高齢者と家族介護者
（p.88-92），4項 要介護高齢者と家族介護者（p.88-92）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 治療・介護を
必要とする高
齢者の家族の
看護

A 疾患や障害を
もつ高齢者の
家族への支援

7 高齢者と家族
の意思決定の
支援

0 高齢者の健康と障害　2章1節3項 高齢者と家族の関係（p.90-92）
家族看護学　2章4節 家族のニーズ（p.46-54）

介護状況と介
護力の評価

2 高齢者の健康と障害　2章1節4項 要介護高齢者と家族介護者
（p.84）
地域療養を支えるケア　2章4節 在宅 療養 者の家 族への看護

（p.75-81）
家族看護学　2章3節 家族の生活への影響，療養のマネジメント
の実際（p.44-46）

高齢者や家族の
特徴に応じた家
族への支援

2 高齢者の健康と障害　2章1節4項 要介護高齢者と家族介護者
（p.90）
地域療養を支えるケア　2章4節 在宅 療養 者の家 族への看護

（p.75-81）
家族看護学　4章 家族への看護のアプローチ（p.76-118）／5章3
節4節 家族への看護アプローチ（p.136-141）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 多様な場で生
活する高齢者
を支える看護

A 医療施設に入院
する高齢者の暮
らしと看護

0 医療施設の種
類と特徴

0 高齢者の健康と障害　2章2節2項 病気の治療と介護に伴う生活
の場（p.94）

入院する高齢
者の暮らしの
特徴と看護の
役割

0 高齢者看護の実践　3章5節 入院（p.292-296）

B 介護保険施設
に入所する高
齢者の暮らし
と看護

3 介護保険施設
の種類と特徴

2 高齢者の健康と障害　3章3節 介護保険施設（p.144）
高齢者看護の実践　5章5節 老人保健施設実習（p.362-363），
6節 特別養護老人ホーム実習（p.370）
地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サー
ビスの給付手続き（p.150-158）

介護保険施設
における健康
管理

0 高齢者の健康と障害　3章3節1項 介護老人福祉施設（特別養護
老人ホーム）（p.146）

入所者の暮ら
しの特徴と看
護の役割

1 高齢者の健康と障害　3章3節 介護保険施設（p.144）
高齢者看護の実践　5章5節 老人保健施設実習（p.362-369），
6節 特別養護老人ホーム実習（p.370-380）

C 地域でサービ
スを利用しな
がら暮らす高
齢者の暮らし
と看護

5 地 域 密 着 型
サービスの種
類と特徴

1 高齢者の健康と障害　3章4節 地域密着型サービス（p.150）
高齢者看護の実践　5章8節 グループホーム（認知症対応型共同
生活介護）実習（p.391-399），9節 デイサービス（通所介護）実
習（p.399-405）
看護をめぐる法と制度　3章2節2項 コラム「地域密着型サービス
における看護と福祉の連携」（p.176）／5章1節8項 表5.1-5「介護
保険制度における地域密着型サービス」（p.265）

居宅サービス
の種類と特徴

2 高齢者の健康と障害　3章4節 地域密着型サービス（p.150）
高齢者看護の実践　5章9節 デイサービス（通所介護）実習（p.399-
405）
看護をめぐる法と制度　3章2節2項 コラム「地域密着型サービス
における看護と福祉の連携」（p.176）／5章1節8項 表5.1-5「介護
保険制度における地域密着型サービス」（p.265）

福祉用具・介
護用品の活用

1 高齢者の健康と障害　2章4節2項 サービスの内容・特徴からみた
社会資源の種類（p.116）／6章4節2項 住環境のアセスメントと調
整（p.305）

サービスを利用
する高齢者の
暮らしの特徴と
看護の役割

1 高齢者の健康と障害　3章4節 地域密着型サービス（p.150）
高齢者看護の実践　5章8節 グループホーム（認知症対応型共同
生活介護）実習（p.391-399），9節 デイサービス（通所介護）実
習（p.399-405）
臨床看護総論　2章3節 脳梗塞発症の患者さんへの看護ケア【事
例】（p.94-98）

目標Ⅲ 多様な生活の場で高齢者の健康を支える看護について基本的な理解を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 多様な場で生
活する高齢者
を支える看護

D 生活の場を変
える高齢者へ
の支援

1 入院時・入所
時・サービス
利用開始時の
援助

0 高齢者の健康と障害　3章3節 介護保険施設（p.144），4節 地
域密着型サービス（p.150），5節 デイサービス・デイケア（p.160）
高齢者看護の実践　3章5節3項 入院時のオリエンテーション

（p.293），6節4項 高齢者が使える各種サービス（p.300-301）

退院支援、退
所支援

1 高齢者看護の実践　3章6節3項 退院計画と看護（p.298-300）

看護職間・他
職種間の情報
提供、目標の
共有と評価

0 高齢者の健康と障害　4章6節2項 高齢者へのチームアプローチ
に必要な専門職連携実践（p.236）

E 長期入院・入所
高齢者の看護

0 長期入院・入
所高齢者のア
セスメント

0 高齢者の健康と障害　3章1節 介護保険施設（p.144）

長期入院・入
所高齢者の生
活上の課題と
援助

0 高齢者の健康と障害　3章1節 介護保険施設（p.144）

F 多職種連携、
チームアプ
ローチ

1 介護職員の専
門性と役割の
共有

0 高齢者の健康と障害　3章3節 介護保険施設（p.145）

多職種の中での
専門性の発揮

0 高齢者の健康と障害　4章6節 高齢者看護におけるチームアプロ
ーチ（p.235）

目標達成に向け
た連携の方法

1 高齢者の健康と障害　4章6節 高齢者看護におけるチームアプロ
ーチ（p.235）

G 避難生活を送る
高齢者の看護

0 避難所での生
活と健康維持

0 高齢者の健康と障害　4章8節2項 避難所・福祉避難所・仮設
住宅における高齢者の生活（p.249）
災害看護　8章2節1項 避難所での看護（急性期・亜急性期：発
災～1カ月）（p.189-192）

災害における
高齢者の心理
的支援

0 高齢者の健康と障害　4章8節2項 避難所・福祉避難所・仮設
住宅における高齢者の生活（p.251-252）
災害看護　8章2節1項 避難所での看護（急性期・亜急性期：発
災～1カ月）（p.189），2項 応急仮設住宅での看護（復旧復興期： 
1カ月～3年）（p.192-194）
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小児看護学

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 子どもと家族を
取り巻く環境

A 小児医療・小
児看護の変遷
と課題

4 小児医療の変
遷と課題

1 小児の発達と看護　1章2節 小児看護の歴史と意義（p.18-21）

小児看護の変
遷と課題

0 小児の発達と看護　1章2節 小児看護の歴史と意義（p.18-21）

諸統計からみ
た子どもと家
族の健康課題

3 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題（p.144-
147），5節4項 思春期の人々によくみられる健康問題（p.155-162）

B 子どもの権利 3 小児医療にお
ける子どもの
権利の変遷

2 小児の発達と看護　1章2節 小児看護の歴史と意義（p.18-21），
3節1項 子どもの権利とは（p.22-25）／資料1「子どもの権利条約

（国際教育法研究会訳）」（p.397-405）
看護をめぐる法と制度　5章2節19項 児童福祉法（p.308-310）

小児医療・小
児看護におけ
る倫理的配慮

1 小児の発達と看護　1章1節 小児看護とは（p.12-17），3節4項 小
児看護と倫理的配慮（p.30-32）

子どもの権利
擁護〈アドボ
カシー〉

0 小児の発達と看護　1章2節2項 plusα「アドボカシー」（p.21）

C 子どもと家族
を取り巻く社
会資源の活用

4 母子保健施策
の活用

1 小児の発達と看護　1章4節2項 母子保健施策（p.44-51），3項 
小児に関する法律（p.54-55）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280），
19項 児童福祉法（p.308-310），22項 母子及び父子並びに寡婦
福祉法（p.311-312）／6章2節4項 認定こども園法／子ども・子育
て支援法（p.332-333）
公衆衛生　6章3節 地域母子保健対策の体系（p.105-109）

小児保健医療福
祉施策の活用

2 小児の発達と看護　1章4節3項 小児に関する法律（p.52-56）／2
章4節3項 機能的発達（p.141-144）／3章8節5項 在宅療養の継
続における看護（p.283-286）
看護をめぐる法と制度　5章2節19項 児童福祉法（p.308-310）

小児慢性特定
疾病医療費助
成制度

1 小児の発達と看護　3章3節1項 慢性期の特徴（p.222）
公衆衛生　6章3節3項 療養援助など（p.108-109）

2 子どもの成長・
発達

A 子どもの成長・
発達の原則と影
響因子

2 成長・発達の
概念

0 小児の発達と看護　2章1節 成長・発達の原則（p.76-77）

成長・発達の
原則

2 小児の発達と看護　2章1節1項 成長・発達の一般的原則（p.76-
77）

成長・発達に
影響する因子

0 小児の発達と看護　2章1節2項 成長・発達に影響する要因（p.77）

発達課題と発
達理論

0 小児の発達と看護　1章5節 小児看護で用いられる理論（p.57-
72）

B 子どもの成長・
発達のアセスメ
ント

7 形態的成長と
機能的発達の
評価

3 小児の発達と看護　2章2節2項 形態的成長・発達の特徴（p.77-
79），3項 機能的発達の特徴（p.80-86），3節2項 形態的成長・
発達の特徴（p.99-100），3項 機能的発達の特徴（p.100-102），
4節2項 身体的成長（p.134-137），3項 機能的発達（p.137-144），
5節2項 身体的成長（p.151-153），3項 機能的発達（p.153-155）
運動機能障害　7章3節 小児の運動機能障害のアセスメント

（p.121-123）

目標Ⅰ 子どもの成長・発達と健康増進のための子どもと家族への看護について基本的な理解を問う。
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 子どもの成長・
発達

B 子どもの成長・
発達のアセスメ
ント

7 身体発育の評価 3 小児の発達と看護　2章6節1項 形態的成長の観察と評価（p.166-
171）

発達検査 0 小児の発達と看護　2章6節2項 心理社会的発達の評価法（p.172-
174）

心理・社会的
発達の評価

1 小児の発達と看護　2章2節4項 心理・社会的発達（p.86-88），
3節1項 幼児期とは（p.99），4項 心理・社会的発達（p.102-106），
6項 幼児期の子どものセルフケアの発達と看護（p.129-131），4節
1項 学童期とは（p.134），3項 機能的発達（p.137-141），5節1項 
思春期とは（p.150-151），3項 機能的発達（p.153-155）

C 小児期におけ
る成長・発達
の特徴

11 神経系 1 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.84-85）

運動器系 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.84-86）

感覚器系 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.84）

循環器系 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.80），3
節3項 機能的発達の特徴（p.100）

免疫系 3 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.83-84），
3節3項 機能的発達の特徴（p.101）

呼吸器系 1 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.80），3
節3項 機能的発達の特徴（p.100）

消化器系 1 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.82），3
節3項 機能的発達の特徴（p.101）

代謝系 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.81-82）

泌尿器系 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.81-82），
3節3項 機能的発達の特徴（p.101）

体温調節 0 小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.80-81），
3節3項 機能的発達の特徴（p.100）

大泉門、小泉門 1 小児の発達と看護　2章2節2項 形態的成長・発達の特徴（p.78）

生歯 1 小児の発達と看護　2章2節2項 形態的成長・発達の特徴（p.78-
79），3節2項 形態的成長・発達の特徴（p.100）

認知、思考 1 小児の発達と看護　2章2節4項 心理・社会的発達（p.86-87），
3節4項 心理・社会的発達（p.102-103），4節3項 機能的発達

（p.137-138），5節3項 機能的発達（p.153）

社会性、道徳性 0 小児の発達と看護　2章2節4項 心理・社会的発達（p.87-88），
4節3項 機能的発達（p.139）

コミュニケー
ション、言語

1 小児の発達と看護　2章2節4項 心理・社会的発達（p.88），3節4
項 心理・社会的発達（p.103-104），4節3項 機能的発達（p.138）

情緒 1 小児の発達と看護　2章2節4項 心理・社会的発達（p.87-88），
4節3項 機能的発達（p.138），5節3項 機能的発達（p.154）

アタッチメン
ト、分離不安

0 小児の発達と看護　1章5節4項 親子関係論（p.65-66）／2章2
節6項 乳児のセルフケアの発達と看護（p.93）

3 小児各期におけ
る健康増進のた
めの子どもと家
族への看護

A 栄養と食生活 3 授乳 0 小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護
（p.89-90）
小児看護技術　3章1節1項 調乳（p.58），2項 授乳（p.61）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.110-113）

離乳 2 小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護
（p.90-91）／ 資料2「離乳の支援のポイント（「授乳・離乳の支援ガ
イド」より）」（p.406-407）
小児看護技術　3章1節3項 乳幼児の食事の援助技術（p.63-70）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.112-115）

食生活 0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.115-119）
小児看護技術　3章1節3項 乳幼児の食事の援助技術（p.69）
小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題

（p.145-146）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.112-115），2項 学童期（p.116-
117）
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（キーワード）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 小児各期におけ
る健康増進のた
めの子どもと家
族への看護

A 栄養と食生活 3 食育 0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.115-119），4節4項 学童によくみられる健康問題

（p.145-146）
小児看護技術　3章1節3項 乳幼児の食事の援助技術（p.69）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.112-115），2項 学童期

（p.116-117）

食生活の乱れ 1 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題（p.145-
146）

B 生活リズムの
確立

0 睡眠 0 小児看護技術　2章3節2項 安眠，休息ができる環境づくり（p.41-
42）

生活リズム 0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.129-131）
小児看護技術　2章3節2項 安眠，休息ができる環境づくり（p.41）

基本的生活習
慣の確立

0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.129-131）
小児看護技術　2章3節2項 安眠，休息ができる環境づくり（p.38）

ライフスタイル 0 小児の発達と看護　2章3節5項 幼児期の子どもによくみられる健
康問題（p.108），5節4項 思春期の人々によくみられる健康問題

（p.155-157）

C 遊びと学習 1 遊びの意義 0 小児看護技術　10章2節 処置やケアへの遊びの活用（p.248）

遊びの分類と
発達

1 小児看護技術　10章2節 処置やケアへの遊びの活用（p.248）
小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.104-106）

運動と遊び 0 小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護
（p.91-92）
小児看護技術　2章2節1項 遊びの環境（p.34）
小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.102-106）

学習の意味 0 小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.138-139）
小児看護技術　2章2節1項 遊びの環境（p.34），2項 学習の環境

（p.36）

D 事故防止と安
全教育

0 事故防止 0 小児の発達と看護　2章2節5項 乳児によくみられる健康問題
（p.88-89），3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発達と看護
（p.125-128）
小児看護技術　2章4節 事故を防止する環境づくり（p.45）

安全教育 0 小児の発達と看護　2章3節6項 幼児期の子どものセルフケアの発
達と看護（p.125-128）
小児看護技術　2章4節 事故を防止する環境づくり（p.45）

スポーツ外傷
の予防

0 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題
（p.145）

E 他者との関係 0 親子関係の確立 0 小児の発達と看護　1章5節4項 親子関係論（p.65-66）／2章2
節6項 乳児のセルフケアの発達と看護（p.93），3節7項 幼児期の
子どものいる家族への看護（p.131-133）

友達関係 0 小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.104-105），
4節3項 機能的発達（p.137-139），5項 学童期の子どものセルフ
ケアの発達と看護（p.147-150），5節3項 機能的発達（p.155）
小児看護技術　1章1節2項 援助関係を形成していく上で重要なコ
ミュニケーション（p.18）／2章2節2項 学習の環境（p.37），3項 
発達段階に応じた生活環境の調整とセルフケア力を高める環境づ
くり（p.39）

社会化 0 小児の発達と看護　2章3節4項 心理・社会的発達（p.102-106）

F 感染症と予防 3 小児期に特徴
的な感染症

0 小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護
（p.98），3節5項 幼児期の子どもによくみられる健康問題（p.107-
112）
小児看護技術　2章5節 感染予防のための環境づくり（p.51-53）
小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.141-143）

予防接種 3 小児の発達と看護　2章2節6項 乳児のセルフケアの発達と看護
（p.98），3節5項 幼児期の子どもによくみられる健康問題（p.107-112）

小児看護技術　2章5節 感染予防のための環境づくり（p.51-53）
看護をめぐる法と制度　4章2節6項 予防接種法（p.229-230）
臨床薬理学　5章7節 予防接種薬（p.147-149）
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※第105〜111回までの出題問題数
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page://91/ng33_2022.pdf
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page://34/ng34_2022.pdf
page://102/ng33_2022.pdf
page://138/ng33_2022.pdf
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page://36/ng34_2022.pdf
page://36/ng34_2022.pdf
page://88/ng33_2022.pdf
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page://98/ng33_2022.pdf
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page://107/ng33_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 病気や診療・
入院が子ども
と家族に与え
る影響と看護

A 病気に対する
子どもの理解
と説明

2 病気に対する
子どもの理解
の特徴

0 小児の発達と看護　3章1節1項 子どもの病気の理 解（p.178-
180）

子どもの理解に
関係する要因

0 小児の発達と看護　3章1節1項 子どもの病気の理 解（p.178-
180）

発達に応じた
病気の説明

2 小児の発達と看護　3章1節1項 子どもの病気の理解（p.178-180）

インフォーム
ド ・アセント

0 小児の発達と看護　1章2節2項 小児看護の課題（p.21）／3章4
節5項 終末期にある子どもの家族への援助（p.245）

B プレパレー
ション

5 子どもへの説
明と同意

1 小児の発達と看護　1章2節2項 小児看護の課題（p.21）／3章1
節2項 子どものプレパレーション（p.180-182），5節1項 子どもへ
の説明と同意（p.249-250）
小児看護技術　2章3節3項 検査・治療処置時の睡眠導入のため
の環境づくり（p.43）／9章2節 plusα「プレパレーション」（p.219）
／10章3節 安全・安楽を考慮した行動制限（p.253）

家族の準備状
態の把握

1 小児の発達と看護　3章1節2項 子どものプレパレーション（p.180-
182）

目標Ⅱ 病気や診療・入院が子どもと家族へ与える影響と看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 小児各期におけ
る健康増進のた
めの子どもと家
族への看護

F 感染症と予防 3 学校感染症 0 小児の発達と看護　2章4節3項 機能的発達（p.141-144）
看護をめぐる法と制度　4章2節10項 学校保健安全法（p.239-
240）

G セルフケアと
保健教育

1 う歯の予防 0 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題
（p.144-145）
小児看護技術　4章5節3項 歯磨き（p.125）

近視の予防 0 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題
（p.145）

生活習慣病の
予防

1 小児の発達と看護　2章4節4項 学童によくみられる健康問題
（p.144-146）
臨床栄養学　3章3節2項 学童期（p.116-117）

H 問題行動の防止 0 喫煙・飲酒の
防止

0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.158-161）

不登校の実態 0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.158-159）

いじめ・校内
暴力の防止

0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.157-160）

自殺の防止 0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.157）

メディア利用
の影響

0 小児の発達と看護　1章3節2項 現代社会と子どもの権利（p.25-
26）

I 思春期の成長・
発達

1 第二次性徴 1 小児の発達と看護　2章5節2項 身体的成長（p.152-153）

アイデンティ
ティの確立

0 小児の発達と看護　2章5節1項 思春期とは（p.150-151）
小児看護技術　1章1節2項 援助関係を形成していく上で重要なコ
ミュニケーション（p.18）／2章2節3項 発達段階に応じた生活環境
の調整とセルフケア力を高める環境づくり（p.38）

性〈セクシュアリ
ティ〉意識の変
化と逸脱行動

0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.161-162）

性への関心 0 小児の発達と看護　2章5節4項 思春期の人々によくみられる健康
問題（p.161-162）

page://178/ng33_2022.pdf
page://178/ng33_2022.pdf
page://178/ng33_2022.pdf
page://178/ng33_2022.pdf
page://178/ng33_2022.pdf
page://21/ng33_2022.pdf
page://245/ng33_2022.pdf
page://245/ng33_2022.pdf
page://21/ng33_2022.pdf
page://180/ng33_2022.pdf
page://180/ng33_2022.pdf
page://249/ng33_2022.pdf
page://249/ng33_2022.pdf
page://43/ng34_2022.pdf
page://43/ng34_2022.pdf
page://219/ng34_2022.pdf
page://253/ng34_2022.pdf
page://180/ng33_2022.pdf
page://180/ng33_2022.pdf
page://141/ng33_2022.pdf
page://239/ng17_2022.pdf
page://239/ng17_2022.pdf
page://144/ng33_2022.pdf
page://144/ng33_2022.pdf
page://125/ng34_2022.pdf
page://145/ng33_2022.pdf
page://145/ng33_2022.pdf
page://144/ng33_2022.pdf
page://144/ng33_2022.pdf
page://116/ng6_2022.pdf
page://158/ng33_2022.pdf
page://158/ng33_2022.pdf
page://158/ng33_2022.pdf
page://158/ng33_2022.pdf
page://157/ng33_2022.pdf
page://157/ng33_2022.pdf
page://157/ng33_2022.pdf
page://157/ng33_2022.pdf
page://25/ng33_2022.pdf
page://25/ng33_2022.pdf
page://152/ng33_2022.pdf
page://150/ng33_2022.pdf
page://18/ng34_2022.pdf
page://18/ng34_2022.pdf
page://38/ng34_2022.pdf
page://38/ng34_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
page://161/ng33_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 病気や診療・
入院が子ども
と家族に与え
る影響と看護

B プレパレー
ション

5 検 査・処 置 を
受ける子どもと
家族への支援

3 小児の発達と看護　3章1節2項 子どものプレパレーション（p.180-
182），5節 検査や処置を受ける子どもと家族への看護（p.249-
259）
小児看護技術　9章2節 検体の採取（p.219）／10章3節 安全・
安楽を考慮した行動制限（p.253）

C 病気や診療・
入院が子ども
に与える影響
と看護

2 成長・発達に
及ぼす影響

0 小児の発達と看護　2章1節2項 成長・発達に影響する要因（p.77）
／3章1節3項 健康障害に伴う子どものストレスと対処（p.182-184）

病気や診療・
入院に伴うス
トレスと影響
要因

1 小児の発達と看護　3章1節3項 健康障害に伴う子どものストレス
と対処（p.182-187）

子どもの反応
とストレス対
処行動

1 小児の発達と看護　3章1節3項 健康障害に伴う子どものストレス
と対処（p.184-187）

D 子どもの病気
や診療・入院
がきょうだい・
家族に及ぼす
影響と看護

2 子どもの病気
や診療・入院
に伴うきょうだ
い・家 族のス
トレス

1 小児の発達と看護　3章1節5項 子どもの健康障害に伴う家族のス
トレス（p.191-193）

きょうだい・
家族のストレ
スへの支援

1 小児の発達と看護　3章1節6項 病気の子どもの家族のストレス対
処に対する援助（p.193-195），6節5項 手術を受ける子どもの家
族への看護（p.269）

E 痛みを表現して
いる子どもと家
族への看護

2 子どもの痛み
の受け止め方

0 小児の発達と看護　4章5節1項 基礎知識（p.357-359）

痛みの表現方法 1 小児の発達と看護　4章5節1項 基礎知識（p.359）

痛みの客観的
評価

0 小児の発達と看護　4章5節1項 基礎知識（p.359-363）

痛みの緩和に
向けた援助

1 小児の発達と看護　4章5節1項 基礎知識（p.361-364）
小児看護技術　4章 コラム「子どもの苦痛緩和ケアをチームで協
働して考える活動」（p.167）

F 活動制限が必
要な子どもと
家族への看護

1 活動制限の目的 0 小児看護技術　10章3節 安全・安楽を考慮した行動制限（p.253）

活動制限の身
体的・心理社
会的影響

0 小児看護技術　10章3節 安全・安楽を考慮した行動制限（p.255）

子どもの発達
に応じた日常
生活への援助

1 小児看護技術　1章1節2項 援助関係を形成していく上で重要なコ
ミュニケーション（p.17）／10章3節 安全・安楽を考慮した行動制
限（p.255）

G 感染対策上隔
離が必要な子
どもと家族へ
の看護

2 隔離の目的・
方法

1 小児の発達と看護　3章1節 健康障害や入院が子どもと家族に及
ぼす影響と看護（p.182-193），7節3項 外来における子どもと家
族への援助（p.273-275）
小児看護技術　2章5節3項 隔離，逆隔離を要する子どもへのサ
ポート（p.52）

隔離の身体的・
心理社会的影響

1 小児の発達と看護　3章1節 健康障害や入院が子どもと家族に及
ぼす影響と看護（p.182-193）

子どもの発達
に応じた日常
生活への援助

0 小児の発達と看護　3章1節 健康障害や入院が子どもと家族に及
ぼす影響と看護（p.182-193）
小児看護技術　2章5節3項 隔離，逆隔離を要する子どもへのサ
ポート（p.52）

家族の面会や
付き添いにお
ける援助

0 小児の発達と看護　3章1節 健康障害や入院が子どもと家族に及
ぼす影響と看護（p.182-193）
小児看護技術　2章5節3項 隔離，逆隔離を要する子どもへのサ
ポート（p.53）

H 外来における
子どもと家族
への看護

4 外来における緊
急度の把握・ト
リアージ

3 小児の発達と看護　3章7節3項 外来における子どもと家族への援
助（p.273）

外来における
感染症対策

0 小児の発達と看護　3章7節3項 外来における子どもと家族への援
助（p.273）

必
修
問
題

人
体
の
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造
と
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病
の
成
り
立
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健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
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基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

小
児
看
護
学

※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 特別な状況に
ある子どもと
家族への看護

A 虐待を受けて
いる子どもと
家族への看護

2 子どもへの虐
待の特徴

1 小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.42-
44）／3章10節 被虐待児（虐待を受けている可能性のある子ども）
と家族への看護（p.297-302）

虐待のリスク
要因と虐待の
早期発見

1 小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.42-
44）／3章10節 被虐待児（虐待を受けている可能性のある子ども）
と家族への看護（p.299-305）

虐待の未然防
止に向けての
支援

0 小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.42-
44）／3章10節 被虐待児（虐待を受けている可能性のある子ども）
と家族への看護（p.299-305）
看護をめぐる法と制度　5章2節20項 児童虐待防止法（p.310-
311）

多機関・多職種
の連携・協働

0 小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.42-
44）／3章10節4項 被虐待児および家族への看護（p.304-305）

B 災害を受けた
子どもと家族
への看護

3 災害による子
どもへの影響
とストレス

1 小児の発達と看護　3章9節2項 災害を受けた子どもの心と身体
への影響（p.288-289）
災害看護　8章6節4項 表8.6-1「子どもの心理の特徴と支援」

（p.224）

災害を受けた
子どもと家族
への援助

2 小児の発達と看護　3章9節3項 災害時の子どもと家族への看護
（p.290-295）
災害看護　8章6節 乳幼児および子どもに必要な支援と看護

（p.222-226）

災害時における
緊急度の把握・
トリアージ

0 小児の発達と看護　3章9節2項 災害を受けた子どもの心と身体
への影響（p.288）

目標Ⅲ 特別な状況にある子どもと家族への看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 病気や診療・
入院が子ども
と家族に与え
る影響と看護

H 外来における
子どもと家族
への看護

4 受診時の子ども
と家族の緊張と
不安の軽減

1 小児の発達と看護　3章7節2項 小児外来の環境調整（p.270-
273），3項 外来における子どもと家族への援助（p.273-275）

健康診査・育
児相談

0 小児の発達と看護　3章7節1項 外来看護の果たす役割（p.270），
3項 外来における子どもと家族への援助（p.275）
看護をめぐる法と制度　5章2節3項 母子保健法（p.278-280）

5 検査や処置を
受ける子どもと
家族への看護

A 小児特有の診
療（検査、処置）
に伴う技術と
看護

9 バイタルサイ
ンの測定

1 小児看護技術　9章1節 バイタルサインの測定（p.204）

身体計測 0 小児看護技術　9章4節 身体計測（p.237）

採血 0 小児看護技術　9章2節1項 採血（p.219）

採尿 1 小児看護技術　9章2節2項 尿採取（p.221）

骨髄穿刺 0 小児看護技術　9章3節4項 骨髄穿刺（p.234）

腰椎穿刺 1 小児看護技術　9章3節3項 腰椎穿刺（p.232）

与薬 3 小児看護技術　7章2節 経口薬（p.151），3節 坐薬（p.154）

吸入 0 小児看護技術　6章3節 吸入（p.141）

注射 0 小児看護技術　7章4節 注射（p.155）

輸液療法 2 小児看護技術　7章5節 輸液管理（p.160）／8章2節3項 輸液ル
ートの確保と薬物療法（p.188）

吸引 0 小児看護技術　6章2節 吸引（p.134）

酸素療法 0 小児看護技術　6章1節 酸素療法（p.132）

経管栄養 1 小児看護技術　3章2節1項 経管栄養法（p.70）

page://42/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://297/ng33_2022.pdf
page://297/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://299/ng33_2022.pdf
page://299/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://299/ng33_2022.pdf
page://299/ng33_2022.pdf
page://310/ng17_2022.pdf
page://310/ng17_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://42/ng33_2022.pdf
page://304/ng33_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://224/ng43_2022.pdf
page://224/ng43_2022.pdf
page://290/ng33_2022.pdf
page://290/ng33_2022.pdf
page://222/ng43_2022.pdf
page://222/ng43_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://270/ng33_2022.pdf
page://270/ng33_2022.pdf
page://273/ng33_2022.pdf
page://270/ng33_2022.pdf
page://275/ng33_2022.pdf
page://278/ng17_2022.pdf
page://204/ng34_2022.pdf
page://237/ng34_2022.pdf
page://219/ng34_2022.pdf
page://221/ng34_2022.pdf
page://234/ng34_2022.pdf
page://232/ng34_2022.pdf
page://151/ng34_2022.pdf
page://154/ng34_2022.pdf
page://141/ng34_2022.pdf
page://155/ng34_2022.pdf
page://160/ng34_2022.pdf
page://188/ng34_2022.pdf
page://188/ng34_2022.pdf
page://134/ng34_2022.pdf
page://132/ng34_2022.pdf
page://70/ng34_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 急性期にある
子どもと家族
への看護

A 急性症状のあ
る子どもと家
族への看護

15 急性的な経過
をたどる疾患
の特徴と治療

7 小児の発達と看護　3章2節 急性期にある子どもと家族への看護
（p.216-220）
小児の疾患と看護　6章3節 急性喉頭蓋炎（p.125-127）／7章7
節 心筋炎（p.159-160）／9章2節 急性虫垂炎（p.181-183）／11
章2節 熱性けいれん（p.216-218），4節 急性脳症／脳炎／インフ
ルエンザ脳症（p.220-223）

発熱 0 小児の発達と看護　3章2節1項 発熱時のアセスメントと看護
（p.195-199）

脱水 4 小児の発達と看護　3章2節2項 脱水時のアセスメントと看護
（p.199-202）

下痢、嘔吐 4 小児の発達と看護　3章2節5項 嘔吐・下痢時のアセスメントと看
護（p.206-212）

呼吸困難 0 小児の発達と看護　3章2節4項 呼吸困難時のアセスメントと看護
（p.204-206）

けいれん 0 小児の発達と看護　3章2節3項 けいれん時のアセスメントと看護
（p.202-204）

B 救急救命処置
が必要な子ど
もと家族への
看護

3 子どもの救急
におけるトリ
アージと対応

1 小児の発達と看護　3章7節3項 外来における子どもと家族への援
助（p.273）

子どもの意識
レベル

0 小児の発達と看護　3章2節6項 生命徴候が危険な状況のアセス
メントと看護（p.213-215）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.172-
173）

主な誤飲物質
と処置

1 小児看護技術　8章3節1項 気道異物の除去（p.190），2項 消化
管異物および中毒（p.195）

子どもの熱傷
の特徴・重症
度および処置

0 小児の発達と看護　3章2節6項 生命徴候が危険な状況のアセス
メントと看護（p.213-217）
小児看護技術　8章3節3項 熱傷（p.196）

溺水と処置 0 小児の発達と看護　3章2節6項 生命徴候が危険な状況のアセス
メントと看護（p.213-217）
小児看護技術　8章3節4項 溺水（p.198）

子どもの一次救
命処置〈BLS〉

1 小児の発達と看護　3章2節6項 生命徴候が危険な状況のアセス
メントと看護（p.213-217）
小児看護技術　8章2節1項 一次救命処置（心肺蘇生法）（p.171）

生命が危険な
状況にある子
どもと家族へ
の援助

0 小児の発達と看護　3章2節6項 生命徴候が危険な状況のアセス
メントと看護（p.213-217），7項 急性期にある子どもの家族への
援助（p.217-220）

C 周手術期にお
ける子どもと
家族への看護

11 子どもの手術
の特徴

0 小児の発達と看護　3章6節1項 手術を受ける子どもの特徴（p.259-
261）／4章1節1項 基礎知識（p.310-313）

手術を要する
健康障害と手
術の時期

2 小児の発達と看護　3章6節2項 表3.6-1「手術の時期と疾患」
（p.261）

計画手術、緊
急手術

0 小児の発達と看護　3章6節2項 手術の時期と種類（p.262）

日帰り手術 0 小児の発達と看護　3章6節2項 手術の時期と種類（p.262-263）

子どもと家族
の術前準備

0 小児の発達と看護　3章1節2項 子どものプレパレーション（p.180-
182）

子どもの安全・
安楽への援助

0 小児の発達と看護　3章5節2項 子どもの安全・安楽の援助（p.250-
251），6節3項 手術を受ける子どもの術前看護（p.263-265）

手術中・手術
直後の家族へ
の援助

1 小児の発達と看護　3章6節5項 手術を受ける子どもの家族への
看護（p.269）

目標Ⅳ 健康課題をもつ子どもと家族への看護について基本的な理解を問う。
必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

小
児
看
護
学

※第105〜111回までの出題問題数
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112　 

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 急性期にある
子どもと家族
への看護

C 周手術期にお
ける子どもと
家族への看護

11 手術後の身体
状態のアセス
メントと援助

5 小児の発達と看護　3章6節4項 手術を受ける子どもの術後看護
（p.265-268）

退院に向けて
の援助

3 小児の発達と看護　3章8節 在宅における子どもと家族への看護
（p.276-286）

D 出生直後から
集中治療が必
要な子どもと
家族への看護

0 ハイリスク新
生児の特徴

0 小児の発達と看護　4章2節1項 基礎知識（p.319-325）
小児の疾患と看護　1章 新生児疾患（p.14-28）

集中治療にお
ける援助

0 小児の発達と看護　4章2節1項 基礎知識（p.319-325）

親子・家族関係
確立への支援

0 小児の発達と看護　4章2節1項 基礎知識（p.319-325）

8 慢性的な疾患・
障害がある子ど
もと家族への
看護

A 先天性疾患や
慢性的な経過
をとる疾患を
もつ子どもと
家族への看護

14 子どもの疾患
に対する家族
の受容と援助

0 小児の発達と看護　4章3節1項 基礎知識（p.331-333）

疾患による子
どもと家族の
生活の変化

0 小児の発達と看護　3章3節2項 慢性期にある子どもと家族（p.222-
227）

多職種連携、
地域連携

1 小児の発達と看護　3章8節 在宅における子どもと家族への看護
（p.276-286）

学習支援、復
学支援

1 小児の発達と看護　3章3節3項 慢性期にある子どもと家族のエン
パワメントを支援する看護（p.227-232）

発達に応じた
セルフケア能
力の獲得・自
立支援

2 小児の発達と看護　3章3節3項 慢性期にある子どもと家族のエン
パワメントを支援する看護（p.227-232）／4章3節1項 基礎知識

（p.331-333）
病態生理学　1章8節6項 先天異常の看護（p.87-88）

セルフケア能
力の獲得のた
めの養育と家
族への支援

5 小児の発達と看護　3章3節3項 慢性期にある子どもと家族のエン
パワメントを支援する看護（p.227-232）
家族看護学　4章1節 家族のセルフケアの支援（p.76-86）／5章5
節 長期の療養が必要な小児患者の事例（p.150-156）
小児の発達と看護　4章3節2項 ダウン症候群の事例による看護
過程の展開（p.333-337），3項 二分脊椎症の事例による看護過
程の展開（p.337-343）

成人診療科へ
のスムーズな転
科を見据えた
移行支援〈トラ
ンジション〉

0 小児の発達と看護　4章7節1項 基礎知識（p.379-384）

B 心身障害のあ
る子どもと家
族への看護

1 心身障害の定
義と種類

0 小児の発達と看護　4章4節1項 基礎知識（p.343-344）

重症心身障害
児と家族

1 小児の発達と看護　4章4節1項 基礎知識（p.344-345）
小児の疾患と看護　11章3節 脳性麻痺（p.218-220）

発達障害児と
家族

0 小児の発達と看護　4章4節1項 基礎知識（p.343-346）
小児の疾患と看護　11章1節 てんかん（p.214-216），3節 脳性
麻痺（p.218-220），6節 自閉スペクトラム症（p.225-228）

C 医療的ケアを
必要とする子
どもと家族へ
の看護

4 入院生活から
在宅への移行
に向けた支援

2 小児の発達と看護　3章8節4項 在宅療養を行う子どもと家族へ
の看護（p.281-283）

多職種との連
携と社会資源
の活用

0 小児の発達と看護　3章8節4項 在宅療養を行う子どもと家族へ
の看護（p.281-283），5項 在宅療養の継続における看護（p.283-
286）

学校・保育所
での支援

1 小児看護技術　2章2節2項 学習の環境（p.36）

子どものセル
フケア行動の
促進

1 小児の発達と看護　3章8節5項 在宅療養の継続における看護
（p.283-286），3節3項 慢性期にある子どもと家族のエンパワメン
トを支援する看護（p.227-228）／4章3節3項 二分脊椎症の事例
による看護過程の展開（p.340-343）

page://265/ng33_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

9 エンド・オブ・
ライフ〈end-of-
life〉にある子
どもと家族へ
の看護

A 子どもの死の
理解と看護

0 子どもの死の
捉え方

0 小児の発達と看護　3章4節1項 子どもの死の概念発達（p.234-
237）

死に対する子
どもの反応

0 小児の発達と看護　3章4節2項 終末期にある子どもと家族の心理
（p.237-241）／4章6節1項 基礎知識（p.369-372）

B 子どもと家族
への緩和ケア

3 エンド・オブ・
ライフ〈end-of-
life〉にある子ど
もの心身の状
態と緩和ケア

2 小児の発達と看護　3章4節4項 緩和ケア（p.243-245）／4章6
節1項 基礎知識（p.369-372）

子どもの死を
看取る家族の
反応

1 小児の発達と看護　3章4節5項 終末期にある子どもの家族への
援助（p.245-248）／4章6節1項 基礎知識（p.369-372）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

小
児
看
護
学

※第105〜111回までの出題問題数

page://234/ng33_2022.pdf
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page://369/ng33_2022.pdf
page://245/ng33_2022.pdf
page://245/ng33_2022.pdf
page://369/ng33_2022.pdf
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母性看護学

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 母性看護の対
象を取り巻く
環境や社会の
変遷

A 母子を取り巻
く環境

2 女性の就業率 0 社会福祉と社会保障　5章1節4項 子育て支援・少子化対策に
関する施策（p.124-125）

婚姻、離婚 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　3章3節 家族形成に関する
統計（p.56）

周産期医療の
システム

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章5節 周産期医療システ
ム（p.98-102）
母性看護の実践　10章12節 周産期医療体制（p.349）

在留外国人の
母子支援

1 母性看護の実践　11章3節 外国人妊産婦への支援（p.361-364）

B 妊娠期からの
切れ目ない支
援に関する法
や施策

4 母子保健法 2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節1項 戦後の母子保
健（p.78-80），3項 母子保健法（p.82-85）
母性看護の実践　10章13節 母子保健法に関する施策（p.349-
350）／11章3節3項 plusα「母子保健法」（p.362）

児童福祉法 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節2項 児 童 福 祉 法
（p.80-82）

児童虐待の防
止等に関する
法律

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章4節2節 児童虐待の防
止に関する法律と支援（p.95-97）
看護をめぐる法と制度　5章2節20項 児童虐待防止法（p.310-
311）
小児の発達と看護　1章4節1項 子どもを取り巻く社会環境（p.44-
45）

次世代育成支
援対策推進法

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章3節1項 少 子 化 対 策
（p.88-90）

成育過程にある
者及びその保護
者並びに妊産婦
に対し必要な成
育医療等を切れ
目なく提供する
ための施策の総
合的な推進に関
する法律〈成育
基本法〉

0 社会福祉と社会保障　5章1節6項 母子保健に関する施策（p.133）

子育て世代包括
支援センター〈母
子健康包括支援
センター〉

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節3項 母子保健法
（p.85）

C 働く妊産婦へ
の支援に関す
る法や施策

4 雇用の分野にお
ける男女の均等
な機会及び待遇
の確保等に関す
る法律〈男女雇
用機会均等法〉

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章2節2項 雇用の分野に
おける男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律（p.87）

育児休業、介護
休業等育児又は
家族介護を行う
労働者の福祉に
関する法律〈育
児・介護休業法〉

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章2節3項 育児休業，介
護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

（p.87-88）
看護をめぐる法と制度　6章8節6項 育児・介護休業法（p.369-
372）

目標Ⅰ 母性看護の基盤となる概念、母性看護の対象を取り巻く環境について基本的な理解を問う。

page://124/ng16_2022.pdf
page://124/ng16_2022.pdf
page://56/ng36_2022.pdf
page://56/ng36_2022.pdf
page://98/ng36_2022.pdf
page://98/ng36_2022.pdf
page://349/ng37_2022.pdf
page://361/ng37_2022.pdf
page://78/ng36_2022.pdf
page://78/ng36_2022.pdf
page://82/ng36_2022.pdf
page://349/ng37_2022.pdf
page://349/ng37_2022.pdf
page://362/ng37_2022.pdf
page://80/ng36_2022.pdf
page://80/ng36_2022.pdf
page://95/ng36_2022.pdf
page://95/ng36_2022.pdf
page://310/ng17_2022.pdf
page://310/ng17_2022.pdf
page://44/ng33_2022.pdf
page://44/ng33_2022.pdf
page://88/ng36_2022.pdf
page://88/ng36_2022.pdf
page://133/ng16_2022.pdf
page://85/ng36_2022.pdf
page://85/ng36_2022.pdf
page://87/ng36_2022.pdf
page://87/ng36_2022.pdf
page://87/ng36_2022.pdf
page://87/ng36_2022.pdf
page://87/ng36_2022.pdf
page://369/ng17_2022.pdf
page://369/ng17_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 母性看護の対
象を取り巻く
環境や社会の
変遷

C 働く妊産婦へ
の支援に関す
る法や施策

4 労働基準法 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章2節1項 労 働 基 準 法
（p.86-87）
母性看護の実践　2章5節9項 妊 婦の 社 会 活 動とセルフケア

（p.81-82）
看護をめぐる法と制度　6章8節1項 労働基準法（p.363）

D 女性の健康支
援に関する法
や施策

3 配偶者からの暴
力の防止及び被
害者の保護等に
関する法律〈DV
防止法〉

2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章4節1項 ドメスティック
バイオレンスに関する法律と支援（p.91-95）
看護をめぐる法と制度　5章2節24項 DV防止法（p.313-316）
成人看護学概論　9章3節2項 二次介入：問題の明確化・発見

（p.208-211）

母体保護法 1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章1節4項 母 体 保 護 法
（p.85-86）
看護をめぐる法と制度　5章2節2項 母体保護法（p.273-278）

2 母性看護の基
盤となる概念

A リプロダクティ
ブ・ヘ ルスに
関する概念

4 リプロダクティ
ブ・ヘルス／ラ
イツ

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章1節 リプロダクティブヘ
ルス／ライツ（p.32-36）
成人看護学概論　9章1節2項 リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（p.200-201），2節1項 リプロダクティブ・ヘルスの指標の国際
比較（p.203）

性〈セクシュア
リティ〉

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章2節1項 セクシュアリテ
ィ（p.36）
成人看護学概論　9章1節1項 セクシュアリティー（p.200）

セックス、ジェ
ンダー

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章2節 セクシュアリティと
ジェンダー（p.36-38）
成人看護学概論　9章1節4項 ジェンダー（p.201-202）

性の多様性 2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章2節3項 性の多様な要
素（p.37-38），5節2項 性的指向（p.42-43）

B 母性・父性・
家族に関する
概念

3 母性、父性、
親性

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節1項 母親になること
（p.16）

母親役割、父
親役割

2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節1項 母親になること
（p.16-18）

母子相互作用、
愛着形成

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節2項 愛着理論（p.18-
19），3項 ボンディングと親子相互作用（p.19-20）

家族の発達・
機能

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節4項 家 族 の 発 達
（p.20-22）

C 女性や母子へ
のケアに関す
る概念

1 ヘルスプロ
モーション

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章2節1項 ヘルスプロモー
ション（p.24-25）
成人看護学概論　17章1節 ヘルスプロモーションとは（p.304-
305）

ウェルネス 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章2節3項 ウ エ ル ネ ス
（p.26-27）

女性を中心とし
たケア〈Women-
centered care〉

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節6項 女性を中心と
したケア（p.23-24）

家族を中心とし
たケア〈Family-
centered care〉

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　1章1節5項 家族を中心と
したケア（p.22-23）

プレコンセプ
ションケア

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　7章1節6項 plusα「プレコ
ンセプションケア」（p.137）

目標Ⅱ 女性のライフサイクル各期に応じた看護の基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 女性のライフ
サイクル各期
における看護

A 思春期・成熟
期女性の健康
維持への看護

8 第二次性徴 1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章3節 第二次性徴（p.112-
114）

性意識・性行
動の発達

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章5節 性 意 識 の 発 達
（p.42-43）／6章6節1項 性行動（p.122-125）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

母
性
看
護
学

※第105〜111回までの出題問題数
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page://86/ng36_2022.pdf
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page://304/ng25_2022.pdf
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page://22/ng36_2022.pdf
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page://137/ng36_2022.pdf
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page://112/ng36_2022.pdf
page://112/ng36_2022.pdf
page://42/ng36_2022.pdf
page://42/ng36_2022.pdf
page://122/ng36_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 女性のライフ
サイクル各期
における看護

A 思春期・成熟
期女性の健康
維持への看護

8 性行動、性反応 2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章5節3項 性欲，性衝動
（p.43）／6章6節 性行動，性反応（p.122-127）

性周期（初経、
月経）

2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章4節 性周期（p.114-119）
疾患⑨女性生殖器　1章6節 性周期（p.17-19）

B 思春期・成熟
期女性の健康
課題

6 月経異常、月
経随伴症状

3 概論・リプロダクティブヘルスと看護　7章1節 月経異常（p.130-
138）
疾患⑨女性生殖器　2章1節 月経異常（p.20-22）／5章1節 早
発思春期・遅発思春期（p.126-129），2節 無月経（p.129-138），
3節 月経随伴症状（p.138-142）

性感染症
〈STI〉

3 概論・リプロダクティブヘルスと看護　7章2節 性感染症（p.138-
144）
疾患⑨女性生殖器　6章3節 性感染症（STI）（p.150-160）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章4節2項 女性
の性器感染症（p.215-217）

不妊症（男性
不妊症、女性
不妊症）

0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　8章 不妊症（p.163-180）
疾患⑨女性生殖器　11章1節 不妊症（p.262-276）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章5節2項 男性
不妊（p.218-219），3項 女性不妊（p.219-221）

生殖補助医療 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　4章4節 生殖補助医療に
関する現況，倫理的・法的・社会的課題（p.70-75）

性暴力被害 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章4節3項 性暴力に関す
る法律と支援（p.97-98）
看護をめぐる法と制度　5章2節24項 DV防止法（p.314）

人工妊娠中絶 0 概論・リプロダクティブヘルスと看護　4章2節 人工妊娠中絶に
関する現況，倫理的・法的・社会的課題（p.61-65）

C 更年期・老年
期女性の健康
と看護

5 ホルモンの変化 3 概論・リプロダクティブヘルスと看護　9章1節1項 身体的特徴
（p.182-183），2節1項 更年期障害（p.184-186）
疾患⑨女性生殖器　12章1節 ①更年期障害とは（p.286-288）
内部環境調節機能障害／性・生殖機能障害　10章1節1項 加齢
によるホルモンバランスの障害（p.186-193）

目標Ⅲ 妊娠・分娩・産褥期および早期新生児期における看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 妊娠期の看護 A 正常な妊娠経
過と妊娠期の
異常

12 ヒトの発生・
性分化のメカ
ニズム

1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　2章3節 ヒトの発生・性分
化のメカニズム（p.38-40）
疾患⑨女性生殖器　1章5節 性分化のメカニズム（p.16-17）

妊娠期の定義 0 母性看護の実践　2章2節1項 妊娠に関連する定義（p.35-36）

妊娠の成立 1 母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）

受精、着床 2 概論・リプロダクティブヘルスと看護　6章5節 妊娠のメカニズム
（p.119-122）
母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）

妊娠週数 2 母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38）

妊娠の経過と
胎児の発育

1 母性看護の実践　2章2節2項 妊娠の成立（p.36-38），3項 胎
児の成長（p.38-43）

母体の生理的
変化

0 母性看護の実践　2章2節4項 妊娠の生理（妊娠に伴う母体の変
化）（p.43-49）

妊婦と家族の心
理・社会的変化

1 母性看護の実践　2章4節 出産を控えた妊婦と家族の心理・社会
的変化と看護（p.62-68）

不育症、流産、
早産

1 母性看護の実践　3章3節1項 流産・切迫流産（p.97-99），2項 
不育症（p.99），3項 早産・切迫早産（p.99-101）
疾患⑨女性生殖器　11章2節 不育症（p.276-279）

感染症 1 母性看護の実践　3章7節 妊娠期の感染症（p.115-121）

常位胎盤早期
剝離

1 母性看護の実践　5章8節3項 常位胎盤早期剝離（p.194-195）

page://43/ng36_2022.pdf
page://43/ng36_2022.pdf
page://122/ng36_2022.pdf
page://114/ng36_2022.pdf
page://17/ng52_2022.pdf
page://130/ng36_2022.pdf
page://130/ng36_2022.pdf
page://20/ng52_2022.pdf
page://126/ng52_2022.pdf
page://126/ng52_2022.pdf
page://129/ng52_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 妊娠期の看護 A 正常な妊娠経
過と妊娠期の
異常

12 前置胎盤 0 母性看護の実践　5節8節2項 前置胎盤（p.191-194）

妊娠高血圧症
候群

0 母性看護の実践　3章4節2項 妊娠高血圧症候群（HDP）（p.102-
105）
臨床栄養学　3章3節5項 妊娠・授乳期（p.124-125）

妊娠糖尿病 0 母性看護の実践　3章4節3項 妊娠糖尿病（GDM）（p.105-107）
臨床栄養学　3章3節5項 妊娠・授乳期（p.125-126）

妊娠貧血 1 母性看護の実践　3章4節4項 妊娠性貧血（p.107-108）

妊娠悪阻 0 母性看護の実践　3章4節1項 妊娠悪阻（p.102）

高年妊娠、若
年妊娠

0 母性看護の実践　11章1節 特 定 妊 婦と生まれた子への支 援
（p.352-356），2節1項 不妊治療後の妊娠において生じる問題
（p.357-358）

胎児機能不全 0 母性看護の実践　3章9節 胎児機能不全（胎児健常性［well-
being］の評価）（p.123-128）

B 妊婦の健康生
活とアセスメ
ント

3 食生活 0 臨床栄養学　3章3節5項 妊娠・授乳期（p.121-126）
母性看護の実践　2章5節8項 妊婦の健康維持のための栄養管
理とセルフケア（p.78-81）
母性看護技術　1章7節 食事と栄養の支援（p.43-46）

排泄 0 母性看護の実践　2章2節4項 妊娠の生理（妊娠に伴う母体の変
化）（p.43-49）

活動と休息 0 母性看護の実践　2章5節9項 妊婦の社会活動とセルフケア（p.81-
83）
母性看護技術　1章8節 日常生活動作（p.47-51），9節 妊娠中
の運動（p.52-55）

清潔 0 母性看護の実践　2章2節5項 妊娠期の生理的変化に伴う不快
症状（マイナートラブル）（p.49-54）

性生活 0 母性看護の実践　2章5節7項 性生活へのアプローチ（p.78）

嗜好品（喫煙、ア
ルコール、カフェ
イン）

0 母性看護の実践　2章5節8項 妊婦の健康維持のための栄養管
理とセルフケア（p.78-81）

妊娠による不快
症状（マイナート
ラブル）

3 母性看護の実践　2章2節5項 妊娠期の生理的変化に伴う不快
症状（マイナートラブル）（p.49-54）

C 妊婦と家族へ
の看護

8 食生活の教育 0 母性看護の実践　2章5節8項 妊婦の健康維持のための栄養管
理とセルフケア（p.78-81）

健康維持・増進、
セルフケアに関
する教育

2 母性看護の実践　2章5節 妊娠期の健康維持のためのセルフマネ
ジメント（p.69-83）
母性看護技術　1章8節 日常生活動作（p.47-51），9節 妊娠中
の運動（p.52-55）

マイナートラ
ブルへの対処

4 母性看護の実践　2章2節5項 妊娠期の生理的変化に伴う不快
症状（マイナートラブル）（p.49-54）
母性看護技術　1章10節 マイナートラブルへの対処（p.56-61）

家族の再調整 0 母性看護の実践　2章4節1項 妊婦の心理・社会的変化と看護
（p.62-64）

出産の準備 1 母性看護の実践　2章4節 出産を控えた妊婦と家族の心理・社会
的変化と看護（p.62-68），6節 出産と子育ての準備のための看護

（p.85-89）

育児の準備 1 母性看護の実践　2章6節 出産と子育ての準備のための看護
（p.85-89）

D 妊娠期の健康
問題に対する
看護

1 切迫流産、切
迫早産

0 母性看護の実践　3章3節1項 流産・切迫流産（p.97-99），3項 
早産・切迫早産（p.99-101）
母性看護技術　1章11節 切迫早産入院中のケア（p.61-63）

出生前診断 1 概論・リプロダクティブヘルスと看護　4章3節 出生前診断に関す
る現況，倫理的・法的・社会的課題（p.65-70）
母性看護の実践　8章8節 先天異常，障害をもつ新生児の家族
へのケア（p.289-292）
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 妊娠期の看護 E 妊娠期のケア
に必要な技術

5 Leopold〈レオポ
ルド〉触診法

1 母性看護の実践　2章3節3項 初診以降の妊婦健診で行われるア
セスメント（p.58-61）
母性看護技術　1章1節4項 レオポルド触診法（p.22-25）

子宮底・腹囲
の測定

0 母性看護の実践　2章3節3項 初診以降の妊婦健診で行われるア
セスメント（p.58-61）
母性看護技術　1章1節5項 計測診（p.25-27）

間欠的胎児心
拍数聴取

0 母性看護の実践　2章3節3項 初診以降の妊婦健診で行われるア
セスメント（p.58-61）
母性看護技術　1章5節 超音波ドプラ法（胎児心音の聴取）（p.40-
41）

胎児心拍数陣
痛図、ノンス
トレステスト

〈NST〉

4 母性看護の実践　2章3節3項 初診以降の妊婦健診で行われるア
セスメント（p.58-61）／3章9節 胎児機能不全（胎児健常性［well-
being］の評価）（p.123-128）
母性看護技術　1章6節 NST（ノンストレステスト）（p.41-43）

胎児の超音波
断層法の介助

0 母性看護の実践　2章2節3項 胎児の成長（p.38-43）
母性看護技術　1章4節 超音波診断法（p.36-39）

内診の介助 0 母性看護技術　1章2節 内診時の援助（p.29-32）

5 分娩期の看護 A 正常な分娩の
経過と分娩期
の異常

6 分娩期の定義 0 母性看護の実践　4章2節1項 分娩に関する定義（p.130-133）

分娩の３要素 0 母性看護の実践　4章2節2項 分娩の三要素（p.133-136）

分娩経過と進行 4 母性看護の実践　4章2節 分娩の生理（p.130-142），3節 産婦
と胎児のアセスメント（p.142-154）
母性看護技術　2章1節 入院までのケア（p.66-68），2節 入院
時の観察とケア（p.68-70），4節 分娩進行状態の観察と記録

（p.75-77），11節 分娩に向けた産婦の準備とケア（p.99-102），
12節 分娩直後の母体の観察（p.103-105），16節 分娩後2時間
の観察（p.117-119）

胎児心拍数 0 母性看護技術　2章3節 胎児の健康状態の観察：ドプラ法，分
娩監視装置（p.71-74）

陣痛、産痛、陣痛
異常（微弱陣痛、
過強陣痛）

1 母性看護の実践　4章2節2項 分娩の三要素（p.133-136），4節
2項 産痛の緩和と分娩進行に対応した看護（p.156-158）／5章2
節 娩出力の異常（p.171-174）

破水、前期破水 1 母性看護の実践　4章2節1項 分娩に関する定義（p.131-132）
母性看護技術　2章7節 破水の観察（p.88-90）
母性看護の実践　4章2節3項 分娩の経過（p.140）

分娩時異常出血 0 母性看護の実践　5章8節 異常出血（p.190-198）

胎児機能不全 0 母性看護の実践　5章6節 胎児機能不全（p.181-187）

B 産婦の健康に
関するアセス
メント

0 産婦の基本的
ニーズ

0 母性看護の実践　4章4節1項 産婦の基本的ニーズへの看護（p.154-
155）

産婦の健康状態 0 母性看護の実践　4章3節 産婦と胎児のアセスメント（p.142-
154）

産婦の心理・
社会的状態

0 母性看護の実践　4章5節 産婦と家族の心理（p.161-164）

C 産婦と家族へ
の看護

3 産婦の基本的
ニーズへの支援

0 母性看護の実践　4章4節 産婦のニーズと看護（p.154-160）
母性看護技術　2章5節 産婦のニーズへのケア（p.77-82）

産痛の緩和 3 母性看護の実践　4章4節2項 産痛の緩和と分娩進行に対応した
看護（p.156-158）
母性看護技術　2章6節 産痛緩和のケア（p.82-88）

産婦と家族の
心理への看護

0 母性看護の実践　4章5節 産婦と家族の心理（p.161-164）

D 分娩期の健康
問題に対する
看護

1 前期破水 0 母性看護の実践　4章2節1項 分娩に関する定義（p.130-133）

帝王切開術 1 母性看護の実践　5章9節3項 帝王切開（p.200-203）
母性看護技術　2章17節 帝王切開時のケア（p.119-125）

分娩時異常出血 0 母性看護の実践　5章8節 異常出血（p.190-198）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 産褥期の看護 A 正常な産褥の
経過と産褥期
の異常

5 産褥期の定義 0 母性看護の実践　6章1節 産褥期の定義（p.208）

産褥期の身体
的特徴

1 母性看護の実践　6章2節 産褥期における看護師の役割（p.208-
209）

全身の変化 1 母性看護の実践　6章3節1項 全身の変化（p.209-213）

生殖器の変化 0 母性看護の実践　6章3節2項 生殖器の変化（p.213-216）

乳房の変化 0 母性看護の実践　6章4節3項 乳房の状態（p.222）／7章3節 乳
房の構造と機能・乳汁分泌メカニズム（p.241-246）

子宮復古不全 1 母性看護の実践　8章1節1項 子宮復古不全（p.264）
母性看護技術　3章3節 子宮復古のアセスメントと子宮底の輪状
マッサージ（p.135）

産褥熱 0 母性看護の実践　8章2節1項 産褥熱（p.267）

乳腺炎 0 母性看護の実践　8章4節2項 乳房のトラブル（p.272-276）
疾患⑨女性生殖器　9章1節 乳腺炎（p.229-232）

マタニティブ
ルーズ

1 母性看護の実践　6章3節3項 褥婦と家族の心理社会的変化
（p.217）

産後うつ病 1 母性看護の実践　8章5節 産褥精神障害（p.277-278）

B 褥婦の健康と
生活のアセス
メント

8 全身状態 1 母性看護の実践　6章4節2項 全身状態（p.219-221）

子宮復古 2 母性看護の実践　6章4節4項 子宮復古（p.222-223）
母性看護技術　3章3節 子宮復古のアセスメントと子宮底の輪状マ
ッサージ（p.131-135），4節 悪露のアセスメントとケア（p.135-138）

分娩による損
傷の状態

2 母性看護の実践　5章7節 分娩時裂傷（p.187-190）／6章4節5
項 分娩による外陰部の損傷の状態（p.224-225）
母性看護技術　3章5節 会陰部・肛門部の創傷のアセスメントと
ケア（p.139-140）

清潔 0 母性看護の実践　6章5節5項 清潔（p.229）

食事と栄養 0 母性看護の実践　6章5節3項 栄養と食事（p.227-228）
臨床栄養学　3章3節5項 妊娠・授乳期（p.121-123）

排泄 1 母性看護の実践　6章5節4項 排泄（p.228-229）

活動と休息 0 母性看護の実践　6章5節2項 活動と休息（p.226-227）

母乳育児の状
況、栄養法

1 母性看護の実践　7章4節 新生児の生理機能と乳汁分泌メカニズ
ムに基づいた母乳育児支援（p.246-249），5節 母親・新生児・
授乳の観察と評価（p.249-253），6節 母親へのエモーショナル
サポートとエンパワメント（p.253）
母性看護技術　3章11節 授乳姿勢（ポジショニング）（p.154-162），
12節 吸着（ラッチ・オン）（p.162-165），14節 搾乳（p.167-170）

児への愛着と
育児行動

1 母性看護の実践　6章6節 母親になることへの看護（p.231-235）

褥婦の心理・
社会的状態

0 母性看護の実践　6章4節6項 褥婦と家族の心理社会的状態
（p.225）

C 褥婦と家族へ
の看護

8 産褥復古に関
する支援

1 母性看護の実践　6章4節 褥婦のアセスメントと看護（p.218-225）
母性看護技術　3章3節 子宮復古のアセスメントと子宮底の輪状マ
ッサージ（p.131-135），4節 悪露のアセスメントとケア（p.135-138）

母乳育児への
支援

3 母性看護の実践　7章1節2項 母乳育児に関するWHO／UNICEF
の動き（p.238-239），4節 新生児の生理機能と乳汁分泌メカニ
ズムに基づいた母乳育児支援（p.246-249），6節 母親へのエモ
ーショナルサポートとエンパワメント（p.253），7節 母乳育児支援
に役立つ情報提供とケア（p.253-260）
母性看護技術　3章10節 授乳しやすくするためのソフトマッサージ

（p.152-154），11節 授乳姿勢（ポジショニング）（p.154-162），12
節 吸着（ラッチ・オン）（p.162-165），13節 乳頭・乳輪部の浮腫
を軽減させる方法（RPS法）（p.165-167），14節 搾乳（p.167-170）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.113）

褥婦の日常生
活とセルフケア

0 母性看護の実践　6章5節 褥婦の日常生活とセルフケアを支える
看護（p.226-231）
母性看護技術　3章8節 産褥体操（p.148-149），9節 骨盤底筋
体操（p.150-151）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 産褥期の看護 C 褥婦と家族へ
の看護

8 育児技術獲得
への支援

1 母性看護の実践　6章6節1項 母親になる過程へのアセスメント
（p.231-233）
母性看護技術　4章5節 衣類の交換（衣類の着脱）（p.195-198），
6節 おむつ交換（p.199-201），7節 抱き方と寝かせ方（p.202-
205），8節 新生児の皮膚の清潔法（p.206-222），9節 排気

（p.223-224），10節 爪切り（p.225-226）

親子の愛着形
成の支援

0 母性看護の実践　6章6節 母親になることへの看護（p.231-235）

家族関係再構
築の支援

2 母性看護の実践　6章3節3項 褥婦と家族の心理社会的変化
（p.216-218），5節8項 家族計画（p.231）

退院後の生活
調整、産後の
サポート

1 母性看護の実践　6章5節 褥婦の日常生活とセルフケアを支える
看護（p.226-231）

D 産褥期の健康
問題に対する
看護

1 子宮復古不全 0 母性看護の実践　8章1節1項 子宮復古不全（p.264）
母性看護技術　3章3節 子宮復古のアセスメントと子宮底の輪状
マッサージ（p.135）

産褥熱 0 母性看護の実践　8章2節1項 産褥熱（p.267）

乳房トラブル 0 母性看護の実践　8章4節2項 乳房のトラブル（p.272-276）
疾患⑨女性生殖器　9章1節 乳腺炎（p.229-232）

帝王切開術後 1 母性看護の実践　8章6節 帝王切開後（p.279-284）
母性看護技術　3章7節 帝王切開後のケア（p.143-147）

7 早期新生児期
の看護

A 早期新生児の
生理的変化と
異常

5 新生児期の定義 0 母性看護の実践　9章2節1項 新生児とは（p.295-296）

循環器系 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.296-
297）

呼吸器系 1 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.296）

消化器系 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.298）

代謝系 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.299-
300）

泌尿器系 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.298-
299）

神経系 1 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.301-
302）

運動器系 0 母性看護の実践　9章3節2項 フィジカルアセスメント（p.305-
306）

感覚器系 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.301-
302）

体温調節 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.297-
298）

生体の防御機能 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.301）

新生児仮死 0 母性看護の実践　10章8節1項 低酸素（胎児機能不全）（p.335）

新生児一過性
多呼吸〈TTN〉

0 母性看護の実践　10章2節2項 新生児にみられる症状（努力呼
吸）と病態（p.321）

呼吸窮迫症候
群〈RDS〉

0 母性看護の実践　10章10節2項 呼吸窮迫症候群（p.340）

胎便吸引症候
群〈MAS〉

0 母性看護の実践　10章8節1項 低酸素（胎児機能不全）（p.335）

高ビリルビン
血症

1 母性看護の実践　10章6節3項 新生児高ビリルビン血症（p.330-
332）

新生児ビタミ
ンＫ欠乏症

1 母性看護の実践　10章6節4項 ビタミンK欠乏性出血症（p.332-
333）

低血糖症 1 母性看護の実践　10章9節1項 糖尿病母体から出生した新生児
（p.337-338）

B 早期新生児期
のアセスメント

14 Apgar〈アプ
ガー〉スコア

2 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.310-314）
母性看護技術　4章1節1項 アプガースコア（p.174）
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ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 早期新生児期
の看護

B 早期新生児期
のアセスメント

14 成熟度の評価 0 母性看護の実践　9章3節1項 成熟度の評価（p.304-305）

外観 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.296-
304），3節1項 成熟度の評価（p.304-305）

バイタルサイン 1 母性看護の実践　9章3節2項 フィジカルアセスメント（p.305-
307）
母性看護技術　4章4節 バイタルサイン・チェックと全身の観察

（p.186-194）

皮膚、皮膚色 2 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.302-
303）

頭部、顔面 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.303-
304）

体幹、四肢 1 母性看護の実践　9章3節1項 成熟度の評価（p.304-305）

外性器 0 母性看護の実践　9章3節1項 成熟度の評価（p.304-305）

神経学的状態 1 母性看護の実践　9章3節1項 成熟度の評価（p.304-305）

生理的体重減少 4 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.298-
299）

生理的黄疸 1 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.299-
300）

哺乳状態 0 母性看護の実践　7章4節3項 効果的な吸着（ラッチ・オン）と吸
啜（p.248-249）

排尿、排便 0 母性看護の実践　9章2節2項 新生児の生理的特徴（p.298-
299）
小児の発達と看護　2章2節3項 機能的発達の特徴（p.81-82）

新生児マスス
クリーニング

0 母性看護の実践　9章3節3項 スクリーニング検査（p.306）
臨床栄養学　3章3節1項 乳幼児期（p.115）

C 早期新生児と
その家族への
看護

2 気道の開通 0 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.312）

保温 1 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.311）
母性看護技術　4章2節 出生直後の皮膚乾燥（p.179-181）

全身計測 0 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.312-313）
母性看護技術　4章3節 新生児の計測（p.182-185）

全身の観察 0 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.312-313）
母性看護技術　4章4節 バイタルサイン・チェックと全身の観察

（p.186-194）

清潔 0 母性看護の実践　9章4節3項 出生後24時間以内のケア（p.314），
4項 24時間以降から退院に向けたケア（p.317）
母性看護技術　4章5節 衣類の交換（衣類の着脱）（p.195-198），
6節 おむつ交換（p.199-201），8節 新生児の皮膚の清潔法

（p.206-222），10節 爪切り（p.225-226）

哺乳 0 母性看護の実践　7章5節2項 新生児の観察と評価（p.251）／9
章4節3項 出生後24時間以内のケア（p.316）

感染予防 0 母性看護の実践　9章4節3項 出生後24時間以内のケア（p.314-
315）

事故防止 1 母性看護の実践　9 章 4 節 3 項 出 生 後 24 時 間 以 内 の ケ ア
（p.316）

保育環境 0 母性看護の実践　9章4節4項 24時間以降から退院に向けたケア
（p.318）

D 早期新生児の
健康問題への
看護

0 早産児、低出
生体重児

0 母性看護の実践　10章10節 早産児・低出生体重児（p.339-
342）

高ビリルビン
血症

0 母性看護の実践　10章6節3項 新生児高ビリルビン血症（p.330-
332）

新生児ビタミ
ンＫ欠乏症

0 母性看護の実践　10章6節4項 ビタミンK欠乏性出血症（p.332-
333）

新生児蘇生 0 母性看護の実践　9章4節2項 出生直後のケア（p.311）
母性看護技術　4章1節2項 N C P R（ n e o n a t a l  c a r d i o -
pulmonaryresuscitation，新生児蘇生法）（p.174-177）
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精神看護学

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 精神保健の基本 A 精神の健康の
概念

5 精神の健康の
定義

0 情緒発達と精神看護の基本　1章1節 こころの健康とは（p.14）

精 神障害の一
次予防・二次予
防・三次予防

5 情緒発達と精神看護の基本　1章4節 精神障害が生じるきっかけ
とプロセス（p.25）

B 心の機能と発達 5 精神と情緒の
発達

0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節2項 心理的成熟（p.36-37）
／3章 人格の発達と情緒体験（p.53-62）

自我の機能 0 情緒発達と精神看護の基本　2章1節3項 こころをこころの構造
に関する仮説から理解する（p.32）
精神障害と看護の実践　3章3節3項 精神分析的精神療法（p.152）

防衛機制 4 情緒発達と精神看護の基本　2章2節6項 こころ の 防 衛 機 制
（p.43-46）
精神障害と看護の実践　3章3節3項 精神分析的精神療法（p.153）

精神力動 0 情緒発達と精神看護の基本　2章1節3項 plusα「フロイト」（p.32）

転移感情 1 情緒発達と精神看護の基本　10章4節3項 心理主義的な考え方
と精神療法の発展（p.158-159）

C 精神の健康に関
する普及啓発

2 精神保健医療
福祉の改革ビ
ジョン

1 情緒発達と精神看護の基本　1章6節1項 plusα「精神保健医療
福祉の改革ビジョン」（p.27）
精神障害と看護の実践　7章1節2項 日本の病床数・平均在院日
数の特徴（p.234），2節2項 地域における保健・医療・福祉への
転換（p.240-241）
公衆衛生　10章1節2項 精神保健福祉の歴史（p.176-177）

偏見、差別、ス
ティグマ

1 情緒発達と精神看護の基本　1章6節1項 社会の偏見・差別と長
期入院（p.27）

自殺対策 0 情緒発達と精神看護の基本　5章2節1項 自殺（p.83-85）
精神障害と看護の実践　8章1節 自殺企図により救急搬送される
患者（p.292-296）

D 危機〈クライ
シス〉

1 危機〈クライ
シス〉の概念

0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節7項 こころの危機と危機介
入（p.46-48）

危機〈クライ
シス〉の予防

0 情緒発達と精神看護の基本　1章4節 精神障害が生じるきっかけ
とプロセス（p.25）

危機介入 0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節7項 こころの危機と危機介
入（p.48）

ストレスと対処 1 情緒発達と精神看護の基本　2章2節3項 ストレスとコーピング
（p.37-40）／12章1節4項 ストレスマネジメントの方法（p.195-
197）
成人看護学概論　13章 ストレス（p.255-268）

適応理論 0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節4項 適応と不適応（p.40-
41）
成人看護学概論　15章 適応（p.279-291）

E 災害時の精神
保健

2 災害時の精神
保健医療活動

0 精神障害と看護の実践　7章7節 災害時の支援（p.285-289）
災害看護　7章1節3項 被災者の心理的援助（心理社会的支援）

（p.167-170），2節2項 遺族の看護（p.173-175）

災害時の精神
保健に関する
初期対応

1 精神障害と看護の実践　7章7節 災害時の支援（p.285-289）
災害看護　7章1節3項 被災者の心理的援助（心理社会的支援）

（p.167-170）

目標Ⅰ 精神保健の基本と保持・増進に向けた看護について基本的な理解を問う。
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 精神保健の基本 E 災害時の精神
保健

2 災害派遣精神
医療チーム

〈DPAT〉

1 精神障害と看護の実践　7章7節3項 災 害 時 のこころの ケ ア
（ｐ.286-287）

災害時の精神
障害者への治
療継続

0 精神障害と看護の実践　7章7節 災害時の支援（p.285-289）
災害看護　8章4節11項 精神疾患患者への支援と看護（p.215-
216）

F 精神の健康と
マネジメント

0 心身相関と健康 0 情緒発達と精神看護の基本　6章1節 心身症とは（p.98）

身体疾患があ
る者の精神の
健康

0 精神障害と看護の実践　1章15節 身体疾患と精神症状（p.108-
112）

精神疾患があ
る者の身体の
健康

0 精神障害と看護の実践　5章2節4項 看護師によるケアの精神療
法的な意義（p.192-194）

患者と家族の
精神の健康

0 情緒発達と精神看護の基本　7章4節 精神疾患と家族（p.116-
121）
家族看護学　2章2節 家族の苦悩，情緒的反応（p.40-44）

保健医療福祉
に従事する者
の精神の健康

0 情緒発達と精神看護の基本　12章1節1項 看 護 師 とストレス
（p.190-193），2項 精神科で働く看護師のストレス（p.193-194）

トラウマイン
フォームド・ケ
ア〈TIC〉、逆境
体験

0 精神障害と看護の実践　9章7節 被虐待児症候群，解離性障害
患者の看護の実際（p.331-337）

性の健康に関
連する状態

0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節1項 コラム「性同一性障害
と性別違和」（p.35）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 主な精神疾患・
障害の特徴と
看護

A 症状性を含む器
質性精神障害

4 症状と看護 3 精神障害と看護の実践　1章13節 神経認知障害（p.96-104）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

1 精神障害と看護の実践　2章 医学的検 査と心理検 査（p.115-
130）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　1章13節 神経認知障害（p.96-104）

B 精神作用物質使
用による精神・
行動の障害

10 症状と看護 10 精神障害と看護の実践　1章12節 物質関連障害および嗜癖性障
害群（p.89-94）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　8章2節 急性薬物中毒で救急搬送され
る患者（p.296-300）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　1章12節 物質関連障害および嗜癖性障
害群（p.92-94）

C 統合失調症、
統合失調症型
障害および妄
想性障害

6 症状と看護 3 精神障害と看護の実践　1章3節 統合失調症スペクトラム障害お
よび他の精神病性障害群（p.39-44）／9章1節 統合失調症（急
性期）患者の看護の実際（p.302-306），2節 統合失調症（慢性
期）患者の看護の実際（p.306-310）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　2章 医学的 検 査と心理 検 査（p.115-
130）

薬物療法と看護 3 精神障害と看護の実践　1章3節3項 統合失調症の治療（p.41-
42）／3章2節 薬物療法（p.137-150）
臨床薬理学　4章5節2項 抗精神病薬（p.110-114）

D 気分〈感情〉
障害

10 症状と看護 7 精神障害と看護の実践　1章4節 抑うつ障害と双極性障害（p.45-
53）／9章4節 うつ病患者の看護の実際（p.316-319）

目標Ⅱ 主な精神疾患・障害の特徴と看護について基本的な理解を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 主な精神疾患・
障害の特徴と
看護

D 気分〈感情〉
障害

10 臨床検査およ
び心理検査と
看護

1 精神障害と看護の実践　1章4節2項 抑うつ障害の検査・治療
（p.47-48），6項 双極性障害の検査・治療（p.52-53）／2章 医
学的検査と心理検査（p.115-130）

薬物療法と看護 2 精神障害と看護の実践　1章4節2項 抑うつ障害の検査・治療
（p.47-48），6項 双極性障害の検査・治療（p.52-53）／3章2節 
薬物療法（p.137-150）
臨床薬理学　4章5節6項 気分安定薬（抗躁薬）（p.127-128）

E 神経症性障害、
ストレス関連
障害、身体表
現性障害

4 症状と看護 2 精神障害と看護の実践　1章5節 不安障害（p.54-58），6節 強
迫性障害（OCD）（p.59-62），7節 ストレス因関連障害（p.63-
67），8節 解離性障害（p.67-71），9節 身体症状症および関連
症群（p.72-76）／9章5節 パニック障害患者の看護の実際（p.320-
324），7節 被虐待児症候群，解離性障害患者の看護の実際

（p.331-337）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　1章5節6項 不安障害の検査・治療（p.57-
58），6節3項 強迫性障害（OCD）の検査・治療（p.61-62），9節1項 
身体症状症（p.73-74）／2章 医学的検査と心理検査（p.115-130）

薬物療法と看護 2 精神障害と看護の実践　1章5節6項 不安障害の検査・治療（p.57-
58），6節3項 強迫性障害（OCD）の検査・治療（p.61-62），7節4
項 PTSDの治療（p.65-66），8節5項 検査・診断・治療（p.70），9
節1項 身体症状症（p.73-74），2項 病気不安症（p.74-75），3項 変
換症／転換性障害（p.75-76）／3章2節 薬物療法（p.137-150）
臨床薬理学　4章5節3項 抗うつ薬（p.115-118）

F 生理的障害お
よび身体的要
因に関連した
行動症候群

8 症状と看護 7 精神障害と看護の実践　1章10節 摂食障害（p.77-81），11節 睡
眠−覚醒障害（p.82-89）／9章6節 摂食障害患者の看護の実際

（p.325-330）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

1 精神障害と看護の実践　1章10節4項 摂 食 障 害 の 検 査・治 療
（p.79-80），11節2項 睡眠−覚醒障害の検査および症状評価
（p.82-84）／2章 医学的検査と心理検査（p.115-130）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　1章11節3項 不眠障害（p.84-85），4項 
ナルコレプシー（p.85-86）／3章2節 薬物療法（p.137-150）

G パーソナリ
ティ障害

1 症状と看護 1 精神障害と看護の実践　1章14節 パーソナリティ障害（p.105-107）
／9章3節 パーソナリティ障害患者の看護の実際（p.311-315）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　2章 医学的検査と心理検査（p.115-130）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　1章14節3項 パーソナリティ障害の治療
（p.106）／3章2節 薬物療法（p.137-150）

H 習慣および衝
動の障害

0 症状と看護 0 精神障害と看護の実践　1章12節6項 嗜癖性障害（p.94-95）／
9章6節 摂食障害患者の看護の実際（p.325-330）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　9章6節 摂食障害患者の看護の実際
（p.325-330）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　9章6節 摂食障害患者の看護の実際
（p.325-330）

I 知的障害〈精
神遅滞〉

1 症状と看護 1 精神障害と看護の実践　1章2節 神経発達症：成人期の自閉ス
ペクトラム症（ASD），注意欠如・多動症（ADHD），限局性学習
症（SLD）（p.29-38）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　2章 医学的検査と心理検査（p.115-130）
／1章2節 神経発達症：成人期の自閉スペクトラム症（ASD），注意
欠如・多動症（ADHD），限局性学習症（SLD）（p.29-38）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　3章2節 薬物療法（p.137-150）

J 心理的発達の
障害

7 症状と看護 7 精神障害と看護の実践　1章2節 神経発達症：成人期の自閉ス
ペクトラム症（ASD），注意欠如・多動症（ADHD），限局性学習
症（SLD）（p.29-38）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　2章 医学的検査と心理検査（p.115-130）
小児の発達と看護　2章6節2項 心理社会的発達の評価法（p.172-
174）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　3章2節 薬物療法（p.137-150）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 主な精神疾患・
障害の特徴と
看護

K 小児期・青年
期に発症する
行動・情緒の
障害

0 症状と看護 0 精神障害と看護の実践　1章3節 統合失調症スペクトラム障害お
よび他の精神病性障害群（p.39-43）

臨床検査およ
び心理検査と
看護

0 精神障害と看護の実践　2章 医学的検 査と心理検 査（p.115-
130）

薬物療法と看護 0 精神障害と看護の実践　1章3節3項 統合失調症の治療（p.41-
42）／3章2節 薬物療法（p.137-150）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 精神看護の対象
の理解と支援の
ための概念

A 援助関係の構築 2 信頼関係の基
礎づくり

1 精神障害と看護の実践　5章1節4項 信頼関係を築くためのコミュ
ニケーション技術（p.181-184）

患者－看護師
関係の発展と
終結

1 精神障害と看護の実践　4章2節4項 患者−看護師関係のプロセ
ス（p.173-175）

プロセスレコー
ドの活用

0 精神障害と看護の実践　4章2節4項 患者−看護師関係のプロセ
ス（p.175）／10章4節2項 プロセスレコードと再構成（p.353-
354，355）

共同意思決定、
共同創造〈コプ
ロダクション〉

0 看護学概論　7章2節1項 意思決定の支援者としての役割（p.190）

B セルフケアへ
の援助

2 食物・水分の
摂取

0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

呼吸 0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

排泄 0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

清潔と身だし
なみ

0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

活動と休息 2 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

対人関係 0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

安全 0 精神障害と看護の実践　4章1節3項 セルフケアレベルの把握
（p.165-167）

C 生きる力と強
さに着目した
援助

1 レジリエンス 0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節8項 リカバリーとその支援
（p.49-50）
リハビリテーション看護　2章10節 レジリエンス（p.49）

リカバリ〈回復〉 1 情緒発達と精神看護の基本　2章2節8項 リカバリーとその支援
（p.48-49）／7章4節3項 家族の役割と家族のリカバリー（p.120-
121）

ストレングス
〈強み、力〉

0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節8項 リカバリーとその支援
（p.50）

エンパワメント 0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節8項 リカバリーとその支援
（p.50）
精神障害と看護の実践　3章4節2項 用語解説「エンパワメント」

（p.159）

目標Ⅲ 精神看護の対象の理解と支援のための概念について基本的な理解を問う。
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※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 精神疾患・障
害がある者と
その家族への
看護

A 脳の仕組みと
精神機能

0 脳の部位と精
神機能

0 情緒発達と精神看護の基本　2章1節1項 こころを脳の構造から
理解する（p.30）

神経伝達物質
と精神機能・
薬理作用

0 精神障害と看護の実践　3章2節 薬物療法（p.137-138）

ストレス脆弱性 0 情緒発達と精神看護の基本　1章4節 精神障害が生じるきっかけ
とプロセス（p.23）
精神障害と看護の実践　1章3節1項 統合失調症の診断と特徴

（p.39）

脳と免疫機能 0 情緒発達と精神看護の基本　2章2節4項 適応と不適応（p.40）

睡眠と概日リズ
ム〈サーカディ
アンリズム〉

0 精神障害と看護の実践　1章11節6項 概日リズム睡眠−覚醒障害
（p.86）
病態生理学　2章46節 睡眠障害（p.329-336）

B 心理・社会的
療法

5 個人精神療法 0 精神障害と看護の実践　3章3節1項 支持的精神療法（p.150-
151），2項 認知行動療法（p.151-152），3項 精神分析的精神療法

（p.152-154）

集団精神療法、
集団力動

2 情緒発達と精神看護の基本　1章2節5項 コラム「集団精神療
法・集団力動」（p.18）
精神障害と看護の実践　3章3節5項 集団精神療法（p.154-155）
／10章3節2項 グループのダイナミクスを学ぶ（p.349-351）

心理教育的ア
プローチ

0 情緒発達と精神看護の基本　7章4節2項 家族によくみられる状
況とその支援（p.118-120）

認知行動療法 2 情緒発達と精神看護の基本　12章1節4項 ストレスマネジメント
の方法（p.196）
精神障害と看護の実践　3章3節2項 認知行動療法（p.151-152）

生活技能訓練
〈SST〉

1 精神障害と看護の実践　3章4節2項 病院内で行われる社会療法
（p.158-159）／5章2節5項 社会学習への援助（p.197-199）

C Ｂ以外の治療法 2 電気けいれん
療法

2 情緒発達と精神看護の基本　10章4節2項 身 体 療 法 の 誕 生
（p.158）
精神障害と看護の実践　3章5節 電気けいれん療法（p.159-162）

D 身体状態に関
する看護

0 身体合併症のあ
る患者の看護

0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.251-252）

フィジカルアセ
スメントとケア

0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.251-252）
高齢者の健康と障害　3章4節1項 グループホーム（p.154-155）

E 家族への看護 12 家族のストレス
と健康状態の
アセスメント

3 情緒発達と精神看護の基本　7章4節1項 精神疾患に罹患した患
者とその家族の関係（p.116-118），2項 家族によくみられる状況
とその支援（p.118-120）
家族看護学　5章6節 精神疾患を抱える患者の事例（p.157-163）

家族の対処力と
ソーシャルサポー
トのアセスメント

2 情緒発達と精神看護の基本　7章2節4項 家族の機能評価（p.112）
家族看護学　5章6節 精神疾患を抱える患者の事例（p.157-163）

家族システムの
アセスメント

0 情緒発達と精神看護の基本　7章2節4項 家族の機能評価（p.111-
112）
家族看護学　5章6節 精神疾患を抱える患者の事例（p.157-163）

家族への教育
的介入と支援

6 精神障害と看護の実践　3章3節4項 家族療法（p.154）
情緒発達と精神看護の基本　7章4節2項 家族によくみられる状
況とその支援（p.118-120）
家族看護学　5章6節 精神疾患を抱える患者の事例（p.157-
163）

患者－家族関
係の調整

1 情緒発達と精神看護の基本　7章4節1項 精神疾患に罹患した患
者とその家族の関係（p.116-118）
家族看護学　5章6節 精神疾患を抱える患者の事例（p.157-
163）

F 社会復帰・社会
参加への支援

1 リハビリテー
ションの概念

0 精神障害と看護の実践　7章2節1項 精神科リハビリテーション
（p.234-239）

目標Ⅳ 精神疾患・障害がある者の生物・心理・社会的側面に注目した、多角的なアセスメントに基づく看護について基本的な理解を問う。
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 精神疾患・障
害がある者と
その家族への
看護

F 社会復帰・社会
参加への支援

1 国際生活機能
分類〈ICF〉

0 精神障害と看護の実践　7章2節1項 精神科リハビリテーション
（p.236-239）

入院患者の退
院支援、地域
移行・地域定
着支援

1 精神障害と看護の実践　7章4節3項 長期入院患者の退院支援
（p.269-271）

G 精神保健医療
福祉に関する
社会資源の活
用と調整

1 精神障害にも
対応した地域
包括ケアシス
テム

0 情緒発達と精神看護の基本　11章1節7項 精神科医療と福祉と
の合流（p.177-178）
精神障害と看護の実践　7章3節4項 地域生活を支えるサービス

（p.257-258）

精神科デイケ
ア、精神科ナ
イトケア

1 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.252-253）

精神科訪問看
護、訪問看護

0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.251-252）

精神科外来看護 0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.249-255）

アウトリーチ 0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.249-255）

行政との連携
（保健所、市町

村、精神保健
福祉センター）

0 精神障害と看護の実践　7章3節4項 地域生活を支えるサービス
（p.255-258）
公衆衛生　10章2節2項 関係機関の役割（p.181-184）

H 社会資源の活
用とケアマネ
ジメント

9 精神疾患・障
害者ケアマネ
ジメントの基
本的考え方

0 精神障害と看護の実践　7章3節1項 ケアマネジメント（p.246-
247）
看護をめぐる法と制度　5章2節8項 障害者基本法（p.291-294）

社会資源の活
用とソーシャ
ルサポート

4 精神障害と看護の実践　7章3節 地域生活を支える社会資源の
活用（p.246-262）

セルフヘルプ
グループ、家
族会

1 精神障害と看護の実践　3章3節5項 plusα「セルフヘルプグルー
プ（自助グループ）」（p.154）／7章3節6項 当事者・家族による相
互支援（ピアサポート）（p.261）

自立支援医療 0 精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.249-253）

居宅介護〈ホー
ムヘルプ〉、同行
援護および行動
援護

0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

重度訪問介護 0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

生活介護 0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

短期入所〈ショー
トステイ〉

0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

生活訓練 0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

就労移行支援 2 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250），5項 就労支援（p.258-260）

就労継続支援
Ａ型・Ｂ型

0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250），5項 就労支援（p.258-260）

共同生活援助
〈グループホーム〉

0 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-3「障害者総合支援
法における自立支援給付」（p.250）

地域生活支援
事業

1 精神障害と看護の実践　7章3節2項 表7.3-4「障害者総合支援
法における地域生活支援事業」（p.250）
看護をめぐる法と制度　5章2節9項 障害者総合支援法（p.298，
299）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 安全な治療環
境の提供

A 安全管理〈セー
フティマネジメ
ント〉

5 病棟環境の整
備と行動制限

1 情緒発達と精神看護の基本　9章2節 生活の場としての治療環境
（p.135-137）

自傷行為、自殺
企図、自殺予防

2 精神障害と看護の実践　3章1節3項 治療におけるリスクマネジメ
ント（p.136）

攻撃的行動、暴
力、暴力予防プ
ログラム

2 精神障害と看護の実践　3章1節3項 治療におけるリスクマネジメ
ント（p.136-137）

災害時の精神
科病棟の安全
の確保

0 精神障害と看護の実践　6章1節3項 入院生活における環境調整
（p.220）

6 精神保健医療
福祉の変遷と
法や施策

A 患者の権利擁護
〈アドボカシー〉

3 当事者の自己
決定の尊重

0 情緒発達と精神看護の基本　9章1節1項 看護の倫理とアドボカ
シー（p.134），4節1項 保護と自己決定尊重のバランス（p.138-
139）

入院患者の基
本的な処遇

1 情緒発達と精神看護の基本　11章3節2項 入院患者の処遇：行
動制限と人権擁護（p.185-186）

精神医療審査会 1 情緒発達と精神看護の基本　11章1節5項 宇都宮病院事件と精
神保健法の成立（p.174），2節3項 2013年の改正内容（p.183）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.282）

隔離、身体拘束 1 情緒発達と精神看護の基本　9章3節1項 身体的拘束と患者の
ケア（p.137）／11章3節2項 入院患者の処遇：行動制限と人権擁
護（p.185-186）

B 精神保健医療
福祉の変遷と
看護

1 諸外国におけ
る精神医療の
変遷

0 情緒発達と精神看護の基本　10章1節 古代から中世までの精神
医療（p.148-150），2節 鎖からの解放とモラルトリートメント

（p.151-153），3節 近代の精神医療（p.154-157），4節 20世紀
の精神医療（p.157-161）

日本における精
神医療の変遷

1 情緒発達と精神看護の基本　10章1節 古代から中世までの精神
医 療（p.148-150），3節3項 日本 の 近 代 化と精 神 医 療 行 政

（p.156-157），5節 日本の20世紀の精神医療（p.162-168）

精神保健医療
福祉における
看護師の役割

0 情緒発達と精神看護の基本　11章1節7項 精神科医療と福祉と
の合流（p.177）

C 精神保健及び精
神障害者福祉に
関する法律〈精
神保健福祉法〉
の運用

9 精神保健及び
精神障害者福
祉に関する法律

〈精神保健福祉
法〉の基本的な
考え方

4 情緒発達と精神看護の基本　11章2節 精神保健福祉法の基本
的な考え方（p.180-183）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.281）

入院形態 3 情緒発達と精神看護の基本　11章3節1項 入院形態（p.183-185）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.282-
284）

精神保健指定医 2 情緒発達と精神看護の基本　11章2節2項 精神保健指定医の役
割（p.180-181）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 用語解説「精神保健指定
医」「特定医師」（p.282）

目標Ⅴ 精神疾患・障害がある者の人権と安全を守り、回復を支援する看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 精神疾患・障
害がある者と
その家族への
看護

H 社会資源の活
用とケアマネ
ジメント

9 精神障害者保
健福祉手帳

1 情緒発達と精神看護の基本　11章1節6項 精神保健法から精神
保健福祉法への改正（p.175）
精神障害と看護の実践　7章4節1項 plusα「精神障害者保健福
祉手帳」（p.265）
地域療養を支えるケア　4章6節2項 障害者認定（p.166-167）
看護をめぐる法と制度　5章2節4項 精神保健福祉法（p.285）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 精神保健医療
福祉における
多職種連携

A 多職種連携と
看護の役割

5 連携する他職種
（医師、歯科医師、

保健師、助産師、
精神保 健福祉
士、作業療法士、
介護支援専門員、
精神保 健福祉
相談員、ピアサ
ポ ーター、薬 剤
師、公認心理師）
の役割

5 精神障害と看護の実践　3章1節2項 多職種によるチーム医療
（p.132-135）／7章4節2項 地域生活（移行）支援における多職種
連携（p.267-269）
情緒発達と精神看護の基本　11章1節6項 精神保健法から精神
保健福祉法への改正（p.176）
看護をめぐる法と制度　3章2節1項 精神保健福祉士法（p.165-
166），3節2項 公認心理師法（p.180-181）

多職種との調
整・連携におけ
る看護の役割

0 精神障害と看護の実践　7章4節2項 地域生活（移行）支援にお
ける多職種連携（p.266-268），4項 訪問支援（アウトリーチ）に
よる地域生活支援（p.271-274）

B コンサルテー
ションと連携

1 コンサルテー
ション事例の
特徴

0 情緒発達と精神看護の基本　12章2節2項 専門看護師の活動の
実際（p.201-202）

コンサルテー
ションを担う
職種の役割

0 情緒発達と精神看護の基本　12章2節2項 専門看護師の活動の
実際（p.199-200）

リエゾン精神
看護

1 情緒発達と精神看護の基本　12章2節1項 専門看護師（p.198-
199）
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在宅看護論／地域・在宅看護論

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 地域・在宅看
護の対象

A 在宅療養者の特
徴と健康課題

0 子どもの在宅
療養者

0 地域療養を支えるケア　2章1節3項 ライフサイクルからみた対象
者（訪問看護の場合）（p.57-58）
在宅療養を支える技術　6章9節 地域で生活する重症心身障害児

（p.232-236），13節 マルトリートメントが疑われる医療的ケア児
（p.242-243）

成人の在宅療
養者

0 地域療養を支えるケア　2章1節3項 ライフサイクルからみた対象
者（訪問看護の場合）（p.57-58）
在宅療養を支える技術　6章1節 在宅での自己管理を続けている
独居の糖尿病療養者（p.204-206），5節 最期まで自宅で過ごし
たいターミナル期のがん療養者（p.216-219），6節 在宅での生活
に不安を抱きつつ退院するALS療養者（p.220-223），7節 事故
により中途障害者となった成人男性（p.224-228），8節 在宅での
生活を希望する精神障害者（p.228-231），11節 回復期にある高
次脳機能障害療養者（p.238-239）

高齢の在宅療
養者

0 地域療養を支えるケア　2章1節3項 ライフサイクルからみた対象
者（訪問看護の場合）（p.57-58）
在宅療養を支える技術　6章2節 在宅で老老介護を開始する高齢
の療養者（p.206-209），3節 被虐待が疑われる認知症高齢者

（p.210-212），4節 在宅での生活を希望する脳梗塞後遺症のある
高 齢 者（p.213-215），10節 誤 嚥 性 肺 炎を生じた 超 高 齢 者

（p.236-237），12節 独居で終末期を迎える療養者（p.239-241）

疾病や障害をも
つ在宅療養者

0 地域療養を支えるケア　1章2節1項 社会的背景と国民の価値観
の変容（p.21-30），3節3項 在宅看護と訪問看護（p.35），4項 在
宅看護の役割・機能（p.36）／2章1節5項 疾患からみた対象者（訪
問看護の場合）（p.58-59），6項 障害レベルからみた対象者（訪問
看護の場合）（p.60-61），8項 状態別・状況別対象者（p.61-63）

B 在宅療養者の
いる家族の理
解と健康課題

3 家族の定義 0 地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67）

家族の機能 1 地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.67）

キーパーソン 0 地域療養を支えるケア　2章3節2項 家族形態に応じた看護（p.72-
75）

家族発達論 0 地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.69-70）

家族システム論 0 地域療養を支えるケア　2章3節1項 家族とは（p.69）

生活様式 0 地域療養を支えるケア　2 章 2 節1項 療 養 者・家 族 側の 条 件
（p.63-64）

2 地域・在宅看
護における基
盤となる概念

A 在宅療養者を
取り巻く環境
の理解と健康
課題

1 在宅療養者を
取り巻く地域
の特徴と健康
課題

0 地域療養を支えるケア　1章2節 地域・在宅看護の背景（p.21-
33）

暮らしの場で
看護する基本
姿勢

1 地域療養を支えるケア　1章1節 地域と生活（p.16-21）／3章2節
1項 地域包括ケアシステムとは（p.94-103）

B 在宅療養者の
権利の保障

2 在宅療養者の
権利擁護〈ア
ドボカシー〉

1 地域療養を支えるケア　1章5節3項 アドボカシー（advocacy）
（p.43-44）／4章9節 在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資
源（p.183-184）
看護をめぐる法と制度　6章7節2項 成年後見制度の利用の促進
に関する法律（p.348-354）

目標Ⅰ 地域・在宅看護における対象と基盤となる概念、安全と健康危機管理について基本的な理解を問う。
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page://57/ng23_2022.pdf
page://57/ng23_2022.pdf
page://206/ng24_2022.pdf
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page://60/ng23_2022.pdf
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page://72/ng23_2022.pdf
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page://63/ng23_2022.pdf
page://63/ng23_2022.pdf
page://21/ng23_2022.pdf
page://21/ng23_2022.pdf
page://16/ng23_2022.pdf
page://94/ng23_2022.pdf
page://94/ng23_2022.pdf
page://43/ng23_2022.pdf
page://43/ng23_2022.pdf
page://183/ng23_2022.pdf
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 地域・在宅看
護における基
盤となる概念

B 在宅療養者の
権利の保障

2 虐待の防止 1 地域療養を支えるケア　4章10節5項 高齢者虐待防止法（p.188-
192）
看護をめぐる法と制度　5章2節25項 高齢者虐待防止法（p.316-
317）

個人情報の保
護と管理

0 地域療養を支えるケア　1章6節2項 在宅看護特有の倫理問題
（p.49-51）／5章3節2項 訪問看護過程の実際（p.213-220）

サービス提供者
の権利の保護

0 地域療養を支えるケア　1章6節2項 在宅看護特有の倫理問題
（p.49-51）

C 在宅療養者の
自立支援

4 価値観の尊重と
意思決定支援

1 地域療養を支えるケア　1章4節1項 自立・自律支援（p.41），6節
2項 在宅看護特有の倫理問題（p.49-51）

QOLの維持・
向上

0 地域療養を支えるケア　1章3節5項 在宅看護活動の特徴（p.36-
39），4節1項 自立・自律支援（p.41）

セルフケア 1 地域療養を支えるケア　1章3節4項 在 宅 看 護 の 役 割・機 能
（p.36）

社会参加への
援助

2 地域療養を支えるケア　1章4節1項 自立・自律支援（p.41）／4章 
地域療養を支える制度（p.142-194）

閉じこもりの
予防

0 地域療養を支えるケア　6章2節7項 閉じこもりの予防（p.242-
243）／7章2節4項 移動のアセスメントと援助（p.259-260）
在宅療養を支える技術　2章3節2項 療養環境が引き起こす障害
の予防（p.46）

D 地域・在宅看護
の目的と特徴

2 パートナー
シップ

0 地域療養を支えるケア　1章3節4項 在 宅 看 護 の 役 割・機 能
（p.36），5節6項 パートナーシップ（p.45）

多職種・多機
関の連携によ
るアプローチ

0 地域療養を支えるケア　3章5節1項 看護が担うケースマネジメン
ト／ケアマネジメントの概要（p.121-123）

意思決定支援 0 地域療養を支えるケア　3章3節1項 医療機関における入退院時
の連携（p.103-111），5節2項 介護保険制度におけるケアマネジ
メント（p.123-124）

自立支援 1 地域療養を支えるケア　3章5節1項 看護が担うケースマネジメン
ト／ケアマネジメントの概要（p.121-123）／5章1節3項 訪問看護
の提供方法と種類（p.200-204）

ケアマネジメ
ント

1 地域療養を支えるケア　2章2節2項 サービス提供者側の条件
（p.65-66）／3章1節1項 地域アセスメントとその意義（p.88），5
節 在宅看護におけるケースマネジメント／ケアマネジメント（p.121-
136）

3 地域・在宅看
護における安
全と健康危機
管理

A 在宅療養者の
日常生活にお
ける安全管理

7 家屋環境の整備 4 地域療養を支えるケア　5章1節3項 訪問看護の提供方法と種類
（p.201-202）／6章2節1項 家屋環境の整備（p.238-239）／7章
2節4項 移動のアセスメントと援助（p.259-260）
在宅療養を支える技術　2章3節4項 住環境整備（p.47-48）／3
章4節3項 図3.4-9「移動補助用具」（p.91）

転倒・転落の
防止

0 地域療養を支えるケア　6章2節2項 転倒･転落の防止（p.239-
240）／7章2節4項 移動のアセスメントと援助（p.259-260）
在宅療養を支える技術　2章3節4項 住環境整備（p.47-48）／3
章4節3項 図3.4-9「移動補助用具」（p.91）
医療安全　6章2節3項 在宅看護における介護事故とその対応

（p.185）

誤嚥・窒息の
防止

1 地域療養を支えるケア　6章2節3項 誤嚥・窒息の防止（p.240）
在宅療養を支える技術　3章1節3項 援助の技術と実際（p.73-
75），4項 トラブル時の対応（p.75-77）

熱傷・凍傷の
防止

1 地域療養を支えるケア　6章2節4項 熱傷・凍傷の防止（p.240-
241）
在宅療養を支える技術　2章3節2項 療養環境が引き起こす障害
の予防（p.46）

熱中症の予防 1 地域療養を支えるケア　6章2節5項 熱中症の防止（p.241）
在宅療養を支える技術　2章3節2項 療養環境が引き起こす障害
の予防（p.46）／6章7節 設問解答・解説　問7-3「うつ熱・熱中
症の予防／看護のポイント」（p.250）

必
修
問
題

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
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の
成
り
立
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回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
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基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

在
宅
看
護
論
／

地
域
・
在
宅
看
護
論

※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 地域・在宅看
護における安
全と健康危機
管理

B 災害による暮
らしへの影響

3 在宅療養者・
家族が行う災
害時の備え

3 地域療養を支えるケア　6章1節2項 在宅医療におけるリスクの特
徴（p.237-238），3節1項 在宅療養者・家族への防災・減災対
策の指導（p.243）
在宅療養を支える技術　5章1節3項 災害サイクルと在宅療養者
支援（p.189-192），2節1項 地域包括ケアシステムによる健康危
機・災害対策と連携（p.193），2項 訪問看護ステーションにおける
健康危機・災害対策と対応（p.193-194）／6章1節 解答解説　問
1-5「在宅療養者・家族への防災対策の指導」（p.244）
医療安全　6章3節 在宅看護におけるリスク管理の現状と課題

（p.189-192）
災害看護　8章4節 継続的な治療が必要な人への支援と看護

（p.200-216），5節 医療処置が必要な人への支援と看護（p.217-221）

発災時の対応
と環境の変化

0 地域療養を支えるケア　6章3節2項 医療機関との連携による医
療上の健康危機管理（p.244），3項 福祉機関との連携による生
活上の健康危機管理（p.244-245）
在宅療養を支える技術　5章1節3項 災害サイクルと在宅療養者
支援（p.189-192），2節1項 地域包括ケアシステムによる健康危
機・災害対策と連携（p.193）

4 地域・在宅看
護実践をめぐ
る制度の概要

A 訪問看護制度
の理解

8 訪問看護の対
象と提供方法

7 地域療養を支えるケア　5章1節3項 訪問看護の提供方法と種類
（p.200-204）

B 地域・在宅看護
におけるサービ
ス体系の理解

5 訪問系サービス 2 地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サ
ービスの給付手続き（p.154-155）

通所系サービス 1 地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サ
ービスの給付手続き（p.154-155）

施設系サービス
（入所、短期入所）

1 地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サ
ービスの給付手続き（p.155-156）

複合型サービス
（看護小規模多
機能型居宅介
護）

0 地域療養を支えるケア　4章4節3項 介護予防サービス・介護サ
ービスの給付手続き（p.156）／5章2節9項 訪問看護制度の課題

（p.211）／8章1節5項 日本での取り組み（p.285-286）

在宅看護に関
連する法令

1 地域療養を支えるケア　2章1節4項 法制度からみた対象者（p.56-
57）
在宅療養を支える技術　2章3節6項 環境整備に活用できる社会
資源（p.49-50）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 療養の場に応
じた地域・在
宅看護

A 病期に応じた
在宅療養者へ
の看護

13 慢性期にある
在宅療養者と
家族の看護

4 地域療養を支えるケア　2章1節4項 健康レベルからみた対象者
（訪問看護の場合）（p.58），5節 事例：療養者と家族へのケア−
腹膜透析の独居療養者（p.81-84）
在宅療養を支える技術　6章1節 在宅での自己管理を続けている
独居の糖尿病療養者（p.204-206）

急性増悪した
在宅療養者と
家族の看護

2 地域療養を支えるケア　5章2節3項 対象者（p.206），5節3項 
状況の変化と訪問看護師の対応（p.228-229）

終末期にある
在宅療養者と
家族の看護

7 地域療養を支えるケア　2章1節4項 健康レベルからみた対象者
（訪問看護の場合）（p.58）
在宅療養を支える技術　6章12節 独居で終末期を迎える療養者

（p.239-241）

B 療養の場の移
行に伴う看護

3 入退院支援 0 地域療養を支えるケア　1章3節7項 生活の場に応じた看護とサ
ービス提供機関（p.40-41）／3章3節 療養の場の移行に伴う看護

（p.103-113）

退院前カンファ
レンス

2 地域療養を支えるケア　3章3節1項 医療機関における入退院時
の連携（p.104-105）／4章11節2項 在宅復帰に向けた課題と対応

（p.194）
在宅療養を支える技術　6章11節 解答解説　問11-1「退院前合
同カンファレンス」（p.254）

意思決定支援 0 地域療養を支えるケア　3章3節1項 医療機関における入退院時
の連携（p.104-108）

目標Ⅱ 在宅療養者の病期や症状、暮らし方に応じて展開する在宅看護実践について基本的な理解を問う。
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

5 療養の場に応
じた地域・在
宅看護

B 療養の場の移
行に伴う看護

3 地域連携クリ
ニカルパス

0 地域療養を支えるケア　3章3節1項 plusα「地域連携クリティカ
ルパス」（p.103）
リハビリテーション看護　4章3節2項 地域医療連携における情
報共有（p.75-81）

6 症状・疾患・治
療 に 応じた 地
域・在宅看護

A 主な症状に応
じた在宅看護

2 発熱 0 在宅療養を支える技術　2章2節2項 生活からみるヘルスアセスメ
ント（p.43-45）
高齢者の健康と障害　4章4節2項 高齢者のバイタルサインの特
性（p.207-208）
病態生理学　2章40節 発熱・低体温（p.294-300）

消化器症状 0 地域療養を支えるケア　7章2節2項 排泄のアセスメントと援助
（p.256-257）

疼痛 0 在宅療養を支える技術　4章17節 疼痛管理（p.175-180）

呼吸困難感 1 地域療養を支えるケア　7章2節5項 呼吸のアセスメントと援助
（p.261）
在宅療養を支える技術　3章5節 呼吸（P.93-96）

B 主な疾患等に応
じた在宅看護

5 医療的ケア児 0 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状 態 別・状 況 別 対 象 者
（p.63）
在宅療養を支える技術　6章9節 地域で生活する重症心身障害児

（p.242-243）
小児の発達と看護　3章8節 在宅における子どもと家族への看護

（p.276-286）

認知症 1 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状態別・状況別対象者（p.61-
63）／3章6節 事例：地域の課題解決に発展したケース（p.136-138）
高齢者看護の実践　2章1節 認知症（p.208-249）

精神疾患 0 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状 態 別・状 況 別 対 象 者
（p.63）
在宅療養を支える技術　6章8節 在宅での生活を希望する精神障
害者（p.228-231）
精神障害と看護の実践　7章3節3項 地域生活を支える医療サー
ビス（p.251-252），5節 事例で学ぶ 長期入院患者の退院支援か
ら地域生活支援（p.274-282）

難病 0 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状 態 別・状 況 別 対 象 者
（p.62）
在宅療養を支える技術　6章6節 在宅での生活に不安を抱きつつ
退院するALS療養者（p.220-223）

がん 1 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状 態 別・状 況 別 対 象 者
（p.63）
在宅療養を支える技術　6章5節 最期まで自宅で過ごしたいターミ
ナル期のがん療養者（p.216-219），12節 独居で終末期を迎える
療養者（p.239-241）

脳血管疾患 0 地域療養を支えるケア　2章1節8項 状態別・状況別対象者（p.61）
／5章5節 事例：療養場所の移行や病状の変化に応じた訪問看護

（p.227-230）
在宅療養を支える技術　6章4節 在宅での生活を希望する脳梗塞
後遺症のある高齢者（p.213-215），11節 回復期にある高次脳機
能障害療養者（p.238-239）

呼吸器疾患 0 地域療養を支えるケア　7章2節5項 呼吸のアセスメントと援助
（p.261）
高齢者看護の実践　1章6節2項 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（COPD）

（p.146-148）

心不全 1 高齢者看護の実践　1章6節6項 心不全（p.164-170）

糖尿病 2 在宅療養を支える技術　4章15節3項 インスリン自己注射におけ
る援助の実際（p.167-169）／6章1節2項 plusα「糖尿病の管理

（服薬）」（p.205）
高齢者看護の実践　1章7節3項 糖尿病（p.184-188）

C 主な治療等に応
じた在宅看護

14 薬物療法 3 地域療養を支えるケア　7章3節1項 服薬管理（p.262-263）
在宅療養を支える技術　4章2節 薬物療法（p.108-112）

化学療法、放射
線療法

0 地域療養を支えるケア　7章3節2項 化 学 療 法，放 射 線 療 法
（p.263-265）
在宅療養を支える技術　4章3節 がん外来化学療法（p.113-117）
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看
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地
域
・
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護
論

※第105〜111回までの出題問題数
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

6 症状・疾患・治
療 に 応じた 地
域・在宅看護

C 主な治療等に応
じた在宅看護

14 酸素療法 3 地域療養を支えるケア　7章3節3項 在 宅 酸 素 療 法（home 
oxygen therapy：HOT）（p.265-266）
在宅療養を支える技術　4章6節 在宅酸素療法（HOT）（p.127-
131）

人工呼吸療法 3 地域療養を支えるケア　7章3節4項 在宅人工呼吸療法（home 
mechanical ventilation：HMV）（p.266-268）
在宅療養を支える技術　4章7節 在宅人工呼吸療法（HMV）：非
侵襲的陽圧換気療法（NPPV）（p.132-134），8節 在宅人工呼吸
療法（HMV）：気管切開下間欠的陽圧換気療法（TPPV）（p.135-
137）

人工的水分･
栄養補給法

〈AHN〉

2 地域療養を支えるケア　7章3節7 項 在宅経管栄養法（home 
enteral nutrition：HEN）（p.270-271），8項 在宅中心静脈栄養
法（home parenteral nutrition：HPN）（p.271-272）
在宅療養を支える技術　4章11節 在宅経管栄養法（HEN）（p.145-
150），12節 輸液管理（在宅中心静脈栄養法，末梢静脈栄養法）

（p.150-155）

褥瘡予防・管理 2 地域療養を支えるケア　7章3節9項 良肢位の保持と褥瘡予防
（p.272-274）
在宅療養を支える技術　4章13節 褥瘡管理（p.155-159）

感染予防対策 1 地域療養を支えるケア　6章2節6項 感染症の防止（p.241-242）

7 在宅療養生活
を支える看護

A 在宅療養者の
生活機能のア
セスメント

3 日常生活動作
〈ADL〉

2 在宅療養を支える技術　1章2節3項 情報収集の項目とアセスメン
トのポイント（p.24-28）
リハビリテーション看護　7章2節1項 ICFによる生活機能と障害
のアセスメントの視点 （p.205-212）

手段的日常生
活動作〈IADL〉

1 在宅療養を支える技術　1章2節3項 情報収集の項目とアセスメン
トのポイント（p.24-28）
リハビリテーション看護　7章2節1項 ICFによる生活機能と障害
のアセスメントの視点 （p.205-212）

B 在宅療養者の
食事・栄養を
支えるケア

5 食事摂取能力の
アセスメント

0 地域療養を支えるケア　7章2節1項 食のアセスメントと援助
（p.255）
在宅療養を支える技術　3章1節2項 食に関する包括的アセスメン
ト（p.70-73）

食事内容の選択 1 地域療養を支えるケア　7章2節1項 食のアセスメントと援助
（p.255-256）
在宅療養を支える技術　3章1節3項 援助の技術と実際（p.73-
75），5項 社会資源の活用（p.77-78）

栄養を補う食
品の種類と選
択方法

0 地域療養を支えるケア　7章2節1項 食のアセスメントと援助
（p.255-256）
在宅療養を支える技術　3章1節3項 援助の技術と実際（p.73-
75），5項 社会資源の活用（p.77-78）

嚥下を促すケア 2 地域療養を支えるケア　7章2節1項 食のアセスメントと援助
（p.255-256）
在宅療養を支える技術　3章1節2項 食に関する包括的アセスメン
ト（p.70-73），3項 援助の技術と実際（p.73-75）／4章11節4項 
援助の実際（p.147-149），12節4項 援助の実際（p.152-154）

口腔ケア 2 地域療養を支えるケア　7章2節1項 食のアセスメントと援助
（p.256），3項 清潔のアセスメントと援助（p.258）
在宅療養を支える技術　3章3節3項 清潔ケアの技術と実際（p.87）

C 在宅療養者の
排泄を支える
ケア

9 排尿・排便の
アセスメント

5 地域療養を支えるケア　7章2節2項 排泄のアセスメントと援助
（p.256-257）
在宅療養を支える技術　3章2節2項 排泄のアセスメント（p.78-
80）

排泄ケア計画
の立案

0 在宅療養を支える技術　3章2節3項 排 泄 援 助 の 技 術と実 際
（p.80-81）

排泄補助用具
の種類の選択
と使用

0 地域療養を支えるケア　7章2節2項 排泄のアセスメントと援助
（p.257）
在宅療養を支える技術　3章2節4項 社 会 資 源の 活 用と調 整

（p.84）

ストーマケア
用品の種類と
使用

2 地域療養を支えるケア　7章3節6項 ストーマ（p.269）
在宅療養を支える技術　4章10節1項 在宅におけるストーマ管理の
意義・目的（p.142），2項 ストーマ管理におけるアセスメント（p.142），
3項 リスクマネジメント（p.143），4項 援助の実際（p.143-144）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

7 在宅療養生活
を支える看護

C 在宅療養者の
排泄を支える
ケア

9 尿道カテーテ
ル管理

1 地域療養を支えるケア　7章3節5項 膀胱留置カテーテル（p.268）
在宅療養を支える技術　4章9節 排尿ケア（p.137-141）

D 在宅療養者の
清潔を支える
ケア

1 清潔のアセス
メント

0 地域療養を支えるケア　7章2節3項 清潔のアセスメントと援助
（p.258）
在宅療養を支える技術　3章3節2項 清潔のアセスメント（p.85）

清潔ケア計画
の立案

0 在宅療養を支える技術　3章3節2項 清潔のアセスメント（p.85）

清潔保持のた
めのケア

1 地域療養を支えるケア　7章2節3項 清潔のアセスメントと援助
（p.258-259）
在宅療養を支える技術　3章3節1項 在宅療養の場における清潔
の特徴（p.84-85），3項 清潔ケアの技術と実際（p.86-87）

E 在宅療養者の
移動を支える
ケア

3 移動能力のア
セスメント

0 地域療養を支えるケア　7章2節4項 移動のアセスメントと援助
（p.259）
在宅療養を支える技術　3章4節2項 移動能力に関わる身体機能
のアセスメント（p.88-91）

ノーリフトケア 0 在宅療養を支える技術　3章 コラム「ノーリフト」（p.102-104）

移動補助用具
の種類の選択
と使用

1 地域療養を支えるケア　7章2節4項 移動のアセスメントと援助
（p.260）
在宅療養を支える技術　3章4節3項 肢位の保持と移動の実際

（p.91），4項 家族への支援（p.91-92）

移動時の安全
確保

2 地域療養を支えるケア　7章2節4項 移動のアセスメントと援助
（p.259-260）
在宅療養を支える技術　3章4節3項 肢位の保持と移動の実際

（p.91）

F 在宅療養者の
コミュニケー
ションを支え
るケア

0 コミュニケー
ション能力の
アセスメント

0 高齢者の健康と障害　1節1項 高齢者の聴覚機能（p.280-281），
2項 高齢者の視覚機能（p.282-283），3項 高齢者の精神機能

（p.283-284）

対象のコミュ
ニケーション
能力に応じた
対応

0 在宅療養を支える技術　2章1節2項 コミュニケーション障害と支
援（p.35-36）

補助機器の種類
の選択と使用

0 在宅療養を支える技術　2章1節3項 コミュニケーション障害のあ
る療養者の特徴と支援のポイント（p.36-38）

目標Ⅲ 地域包括ケアシステムにおける在宅看護の位置づけと看護の役割について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 地域ケアシス
テムにおける
多職種連携

A 行政との連携 0 機関・職種の
役割と機能

0 地域療養を支えるケア　3章4節1項 行政機関との連携（p.114）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章4節1項 行政機関との連携（p.114）

ケアマネジメ
ント

0 地域療養を支えるケア　3章4節1項 行政機関との連携（p.114），
5節5項 地域包括ケアと地域ケア会議（p.134）

看護の役割 0 地域療養を支えるケア　3章4節1項 行政機関との連携（p.114），
5節5項 地域包括ケアと地域ケア会議（p.135-136）

B 地域包括支援
センターとの
連携

3 機関・職種の
役割と機能

1 地域療養を支えるケア　3章4節2項 地域包括支援センターとの
連携（p.114，117）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章4節2項 地域包括支援センターとの
連携（p.114，117），6節3項 地域ケア会議への参加（p.138）

ケアマネジメ
ント

2 地域療養を支えるケア　3章4節2項 地域包括支援センターとの連
携（p.114，117），5節5項 地域包括ケアと地域ケア会議（p.134）

看護の役割 0 地域療養を支えるケア　3章4節2項 地域包括支援センターとの
連携（p.114，117），5節5項 地 域包括ケアと地 域ケア会議

（p.135-136）
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

8 地域ケアシス
テムにおける
多職種連携

C 居宅介護支援事
業所との連携

0 機関・職種の
役割と機能

0 地域療養を支えるケア　3章4節3項 居宅介護支援事業所との連
携（p.117，118）／8章1節5項 日本での取り組み（p.285-287）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章4節3項 居宅介護支援事業所との連
携（p.117，118）

ケアマネジメ
ント

0 地域療養を支えるケア　3章4節3項 居宅介護支援事業所との連
携（p.117，118），5節3項 ケースマネジメント／ケアマネジメント
の過程（p.124-132）

看護の役割 0 地域療養を支えるケア　3章4節3項 居宅介護支援事業所との連
携（p.117，118）

D 介護サービス事
業所との連携

5 機関・職種の
役割と機能

3 地域療養を支えるケア　3章4節4項 介護サービス事業所との連携
（p.117-119）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章4節4項 介護サービス事業所との連携
（p.117-119）

ケアマネジメ
ント

1 地域療養を支えるケア　3章4節4項 介護サービス事業所との連携
（p.117-119），5節3項 ケースマネジメント／ケアマネジメントの過
程（p.124-132）

看護の役割 1 地域療養を支えるケア　3章4節4項 介護サービス事業所との連携
（p.117-119）

E 医療機関との
連携

0 機関・職種の
役割と機能

0 地域療養を支えるケア　3章3節2項 医療施設や介護施設との連
携（p.111-113）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章3節2項 医療施設や介護施設との連
携（p.111-113）

ケアマネジメ
ント

0 地域療養を支えるケア　3章3節2項 医療施設や介護施設との連
携（p.111-113）

看護の役割 0 地域療養を支えるケア　3章3節2項 医療施設や介護施設との連
携（p.111-113）

F その他の機関や
住民との連携

1 機関・職種の
役割と機能

0 地域療養を支えるケア　3章4節5項 住民との連携と見守り・
SOSネットワーク（p.119），6項 専門職以外の人 と々の連携と地
域の目（p.119-120）

双方向で行う
連携の目的

0 地域療養を支えるケア　3章4節5項 住民との連携と見守り・
SOSネットワーク（p.119），6項 専門職以外の人 と々の連携と地
域の目（p.119-120）

ケアマネジメ
ント

0 地域療養を支えるケア　3章4節5項 住民との連携と見守り・
SOSネットワーク（p.119），6項 専門職以外の人 と々の連携と地
域の目（p.119-120）

看護の役割 0 地域療養を支えるケア　3章4節5項 住民との連携と見守り・
SOSネットワーク（p.119），6項 専門職以外の人 と々の連携と地
域の目（p.119-120）

9 地域包括ケア
システムにお
ける在宅看護

A 地域包括ケアシ
ステムの概要

2 目的と考え方 0 地域療養を支えるケア　3章2節1項 地域包括ケアシステムとは
（p.94-98）

構成要素 1 地域療養を支えるケア　3章2節2項 生活の場に応じた看護とサ
ービス提供機関（p.98-101），3項 地域包括支援センター（p.101-
103）

介護予防 0 地域療養を支えるケア　3章2節2項 生活の場に応じた看護とサ
ービス提供機関（p.98-100）

生活支援 0 地域療養を支えるケア　3章2節3項 地 域 包 括 支 援 セン ター
（p.101-102）

社会参加 0 地域療養を支えるケア　3章2節3項 地 域 包 括 支 援 セン ター
（p.101）

B 地域包括ケア
システムにお
ける看護職の
役割

3 地域の多様な
場における看
護職の役割

1 地域療養を支えるケア　1章3節7項 生活の場に応じた看護とサ
ービス提供機関（p.40-41）
高齢者看護の実践　5章9節6項 学生に学んでほしいポイント

（p.404-405）

訪問看護の役割 2 地域療養を支えるケア　5章1節3項 訪問看護の提供方法と種類
（p.200-203）
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看護の統合と実践

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 看護における
マネジメント

A 看護における
マネジメント
の目的と方法

3 看護マネジメ
ントの目的と
プロセス

1 看護管理　2章1節3項 看護管理の三つのレベル（p.29-31）／3
章1節2項 マネジメントとはなにか（p.64-65）

看護組織の構
成と職務

1 看護管理　2章2節1項 組織の理解（p.34-37）
看護学概論　13章2節 専門職としての看護組織（p.322-325）

看護行政の動
向と看護マネ
ジメント

1 看護管理　8章2節 保健医療福祉政策と最近の動向（p.205-
215）

B 医療・看護に
おける質の保
証と評価、改
善の仕組み

3 医療・看護の
質保証と評価

2 看護管理　4章3節1項 医療の質とは（p.129-131）

医療・看護の
標 準 化（標 準
看護計画、クリ
ニカルパス）

1 看護管理　3章2節1項 看護管理にとっての効率性と効果性（p.70-
72）
看護学概論　12章1節3 項 質の高い看護ケアを行うために

（p.286）

C 看護業務のマ
ネジメント

6 看護業務基準、
看護手順

1 看護管理　2章3節2項 看護管理システム（p.44-47），4節3項 
plusα「看護業務基準」（p.53）／4章1節2項 経営倫理（p.114-
117）
看護学概論　1章4節2項 看護業務基準（p.36-37）／12章1節2
項 看護のマネジメント（p.280）

看護提供シス
テム

2 看護管理　3章7節2項 看護サービスの提供（p.104-108）
看護学概論　12章1節2項 看護のマネジメント（p.280-284）

複数の看護業務
が同時に発生し
た場合の判断や
対処方法

1 看護管理　4章2節 コラム「多重課題」（p.128）

D 看護業務に関す
る情報に係る技
術と取扱い

3 医療・看護業務
に関する情報の
活用と保管

2 看護管理　3章5節 情報の管理（p.94-98）
看護学概論　1章4節4項 指針・ガイドライン（p.40-41）
看護をめぐる法と制度　4章2節1項 コラム「診療記録と個人情報
保護法の開示請求」（p.219）／6章4節1項 個人情報保護法制

（p.336-341），2項 次世代医療基盤法（p.341-342）

診療記録等の
電子化と医療
情報システム

1 看護管理　3章5節3項 看護ケアに必要な患者の医療情報（p.95-
97）
看護学概論　12章1節2項 マネジメントの対象となる資源（p.279-
280）

E 医療安全を維
持する仕組み
と対策

10 安全管理体制
整備、医療安
全文化の醸成

7 医療安全　2章1節 国の医療安全への取り組み（p.34-45），4節 
医療安全管理者：医療安全の中心的役割（p.55-58），5節 医療
事故への対応（p.59-62），6節 医療事故の被害者（患者）・家族
の思いに寄り添ったケア（p.63-65），7節 医療事故の報告制度

（p.67-70）／3章3節3項 リスクマネジメント（p.106-109）／4章 チ
ームで取り組む安全文化の醸成（p.112-124）／8章2節 実習中の
事故予防および事故発生時の学生の対応（p.228-236）
看護管理　4章2節 医療安全（p.119-128）
看護学概論　12章2節4項 事故防止に役立つチェックシステム

（p.291-293）
看護をめぐる法と制度　2章3節 医療安全（p.50-54）

医療事故・イ
ンシデントレ
ポートの分析
と活用

3 医療安全　2章7節 医療事故の報告制度（p.67-70）／3章2節 事
故分析（p.87-98），3節 事故対策（p.98-109）／8章3節 医療安
全をどう学ぶのか（p.236-239）
看護管理　4章2節4項 組織で取り組む医療安全（p.120-125）
看護をめぐる法と制度　2章3節2項 医療事故の報告と調査の義
務（p.51-52）

目標Ⅰ 看護におけるマネジメントの基本について理解を問う。
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大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

1 看護における
マネジメント

F 看護師の働き
方のマネジメ
ント

4 看護師等の労
働安全衛生

2 看護管理　3章3節3項 労働環境管理（p.83-88）
看護をめぐる法と制度　6章8節3項 労働安全衛生法（p.365-
367）

看護の交代勤務 1 看護管理　3章3節2項 労働の管理（p.80-83）

ワーク・ライフ・
バランスを促進
する働き方

1 看護管理　3章3節2項 労働の管理（p.80-81）
看護学概論　1章6節2項 看護における人材の確保（p.60-64）／
12章2節6項 看護職の労働安全衛生（p.293-294）

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

2 災害と看護 A 災害時の医療
を支えるしくみ

6 災害に関する
法と制度

1 災害看護　3章 災害に関する法制度（p.48-72）
看護学概論　12章3節8項 災害看護に関わる主な法と制度

（p.303-305）
看護をめぐる法と制度　6章3節 災害政策に関する法律（p.333-
335）

災害時の医療
体制

5 災害看護　4章 災害時の支援体制（p.74-94）

B 災害各期の特
徴と看護

16 災害各期の特徴 3 災害看護　5章1節 災害サイクル（p.96-103）

災害時の被災
者・支援者の
身体反応と心
理過程

2 災害看護　7章 被災者と支援者の心理の理解と援助（p.166-184）
小児の発達と看護　3章9節3項 災害時の子どもと家族への看護

（p.290-295），4項 子どもや家族を看護する者への支援（p.295-
296）
精神障害と看護の実践　7章7節2項 災害によるストレスの影響

（p.286）

災害時に生じ
やすい健康被
害の特徴

2 災害看護　2章 災害の種類と健康被害（p.30-46）
小児の発達と看護　3章9節2項 災害を受けた子どもの心と身体
への影響（p.288-289）

災害各期にお
ける要支援者
を含むすべて
の被災者への
看護

8 災害看護　6章2節 医療救護所での看護活動（p.135-138），3
節 避難所での看護活動（p.138-146），4節 応急仮設住宅での看
護活動（p.146-151），5節 自宅避難者に対する看護活動（p.152-
155），6節 復興期の看護活動（p.156-158）

目標Ⅱ 災害看護の基本的な知識を問う。

目標Ⅲ 諸外国における保健・医療・福祉の動向と課題について基本的な理解を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 国際化と看護 A グローバル化に
伴う世界の健康
目標と課題

11 世界共通の健
康目標

7 国際化と看護　1章1節 グローバルな看護師（p.8-11），2節1項 
国境を越える医療の流れ（p.15-16），4項 グローバル化する医療
の中で知っておくべきこと（p.21-23）／2章1節2項 世界共通の健
康目標（p.32-33），2節2項 保健医療に関する重要な宣言や概念

（p.39-43）

人間の安全保障 0 国際化と看護　2章1節 地球規模課題としての社会的健康格差と
健康目標（p.26-33）

プライマリ・
ヘルス・ケア

0 看護学概論　12章4節5項 国際機関の動き（p.312）

page://83/ng41_2022.pdf
page://365/ng17_2022.pdf
page://365/ng17_2022.pdf
page://80/ng41_2022.pdf
page://80/ng41_2022.pdf
page://60/ng18_2022.pdf
page://293/ng18_2022.pdf
page://48/ng43_2022.pdf
page://303/ng18_2022.pdf
page://303/ng18_2022.pdf
page://333/ng17_2022.pdf
page://333/ng17_2022.pdf
page://74/ng43_2022.pdf
page://96/ng43_2022.pdf
page://166/ng43_2022.pdf
page://290/ng33_2022.pdf
page://290/ng33_2022.pdf
page://295/ng33_2022.pdf
page://295/ng33_2022.pdf
page://286/ng40_2022.pdf
page://286/ng40_2022.pdf
page://30/ng43_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://288/ng33_2022.pdf
page://135/ng43_2022.pdf
page://138/ng43_2022.pdf
page://138/ng43_2022.pdf
page://146/ng43_2022.pdf
page://146/ng43_2022.pdf
page://152/ng43_2022.pdf
page://152/ng43_2022.pdf
page://156/ng43_2022.pdf
page://312/ng18_2022.pdf


138　 　 139

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

小項目
（キーワード）

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

3 国際化と看護 B グローバルな
社会における
看護

12 看護の対象とな
る人 （々在留外
国人、在外日本
人、帰国日本人、
国際協力活動を
必要とする人々）
の健康課題

9 国際化と看護　1章2節3項 日本で診療を受ける人の多様性（p.17-
21）， コラム「あなたの病院に外国人の患者が来たら」（p.24）／2章
3節2項 国際保健における日本の役割（p.50-54）， コラム「いろい
ろなものさしで考える−青年海外協力隊の活動を通して−」（p.58）
／3章1節 グローバル化する医療の現場（p.68-76），2節1項 在留
外国人と訪日外国人の特徴と看護（p.79-80），4項 子どもへの看
護（p.89-91），5項 新生児への看護（p.92-95），6項 妊産婦へ
の看護（p.95-99），7項 感染症の疑いのある患者への看護（p.99-
104）， コラム1「日本の病院で外国人が困るケース」（p.105）， コラ
ム2「外国人患者の受診で体験したさまざまなケース」（p.106-107），
3節 地域における在留外国人への支援の実際（p.108-128），4節 
国内における在留外国人への支援の課題−医療通訳制度確立に向
けた取り組み−（p.131-140），5節 海外における看護の実際

（p.141-155）， コラム1「外国人からみた日本の看護」（p.156）， コラ
ム「海外で働く日本人看護師からの手紙」（p.157-158），6節 渡航
における感染対策と健康支援の実際（p.159-169）
災害看護　10章1節1項 グローバリゼーションと災害看護（p.264-
265）

多様な文化を
考慮した看護

2 国際化と看護　1章1節 コ ラ ム「international nursing と
transcultural nursing」（p.13-14），2節 国境を越える人の社会的動
向（p.15-23）， コラム「あなたの病院に外国人の患者が来たら」（p.24）
／2章3節 コラム「いろいろなものさしで考える−青年海外協力隊の
活動を通して−」（p.58）／3章1節 グローバル化する医療の現場

（p.68-76），2節 病院における外国人への看護と感染症対策の実際
（p.79-104）， コラム1「日本の病院で外国人が困るケース」（p.105）， 
コラム2「外国人患者の受診で体験したさまざまなケース」（p.106-
107），3節 地域における在留外国人への支援の実際（p.108-128），
4節 国内における在留外国人への支援の課題−医療通訳制度確立
に向けた取り組み−（p.131-140），5節 海外における看護の実際

（p.141-155）， コラム1「外国人からみた日本の看護」（p.156）， コラム
2「海外で働く日本人看護師からの手紙」（p.157-158），6節 渡航に
おける感染対策と健康支援の実際（p.159-170）
災害看護　10章1節2項 異文化への配慮（p.266-267）

目標Ⅳ 複合的な事象において看護の知識を統合し活用できる判断能力を問う。

大項目 中項目
（出題範囲）

出題
数※

出題
数※

ナーシング・グラフィカ 
単行本『国際化と看護』『家族看護学』 該当箇所

4 臨床実践場面に
おける統合的な
判断や対応

A 対象や家族に
切れ目のない
支援を提供す
るための継続し
た看護

※Ａ～E のテーマ
をもとに、専門分
野の各科目で学ん
だ内容を統 合し、
臨床実践場面に
おける状況設定問
題として出題する。

高齢者看護の実践　3章6節 退院（p.297-301）
概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章5節 周産期医療システ
ム（p.98-102）

B 複合的な状況に
ある対象や、複
合的に提供され
ている看護の状
況を判断し、危
険を回避する取
組み

母性看護の実践　3章 妊娠期の異常（p.94-128）／5章 分娩期
の異常（p.168-205）／8章 産褥期の異常（p.264-292）／10章 
新生児期の異常（p.320-350）
災害看護　8章 配慮を必要とする人への看護（p.185-238）

C 看護の提供者が、
看護場面におい
て自身の安全を
確保するための
総合的な判断や
対応

基礎看護技術Ⅱ　3章3節 医療従事者の安全（p.97-111）
医療安全　7章 医療従事者の安全を脅かすリスクと対策（p.200-
223）
災害看護　5章6節 感染症対策（p.120-125）

D 発災からの経過
に応じて被災者
に提供される診
療や支援を促進
するための看護

母性看護の実践　11章4節 災害時の妊産婦への支援（p.364-
367）
災害看護　9章 防災・減災マネジメント（p.240-262）

E A～Dを促進
するための多
職種連携

概論・リプロダクティブヘルスと看護　5章5節5項 周産期医療シ
ステムにおけるチーム医療（p.100-102）
災害看護　4章3節 災害時における連携と協働（p.90-93）

必
修
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題
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※第105〜111回までの出題問題数
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